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茨城県南部の牛久市周辺地域には撃　国の首都圏整備計画による

「つくば⑳土浦◎牛久業務核都市構想」撃　茨城県による「グレーダ

ーーつくば構想」等が計画されております。

住宅◎都市整備公団では撃　県南地域における牛久市のもつ地理

的条件を勘案し言隈常磐線新駅の設置や首都圏中央連絡道の建設

等の広域交通拠点性を生かした璧億を行いジ新駅を中心とするノ

より広域的重要拠点としての業務機能並びに都市機能を備えた新

都心の形成と，良好な居住環境を有する住宅の供給を行うための

土地区画整理事業を進めております。

財団法人茨城県教育財団は9住宅◎都市整備公団から埋蔵文化

財発掘調査事業についての委託を受け　平成　年4月から平成冒

年9月にかけて発掘調査を実施してまいりました。

本書は9平成5年度から平成7年度に調査を実施した申下根適

眺西ノ原遺跡及び率入山遺跡の調査成果を収録したものであり撃

本書が学術的な資料としてはもとより撃教育◎文化の向上の一助

として広く活用されますことを希望いたします。

なお9発掘調査から報告書の刊行に至るまで撃委託者である住

宅◎都市整備公団よりいただいた多大な御協力に対し厚くお礼申

し上げます。

また9茨城県教育委盛会9牛久市教育委員会をはじめ撃関係各

機関及び関係各位から御指導9御協力を賜りましたことに対し撃

衷心より感謝の意を表します。

平成8年6月
財団法人　茨城県教育財団

理事長　橋　本　　昌
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1本書は9住宅◎都市整備公団の委託により9財団法人茨城県教育財団が9平成5年4月から平成7年9月

まで発掘調査を実施した9茨城県牛久市に所在する中下根遺臥西ノ原遺跡及び隼人山遺跡の発掘調査報告

書である。

なお9　3遺跡の所在地は次のとおりである。

中下根遺跡　　牛久市下根町字中下根上557番地ほか

西ノ原遺跡　　牛久市下根町字西原1，504番地の29ほか

隼人山遺跡　　牛久市下根町字隼人山432番地の20ほか

2　中下根遺眺西ノ原遺執筆人山遺跡の調査及び整理に関する当教育財団の組織は，次のとおりである。

理　　　 事　　　 長 横　 田　　　 勇 昭和63年 4 月～平成 7 年 3 月
橋　 本　　　 昌 平成 7 年 4 月～

副　　 理　　 事　　 長 角　 田　 芳　 夫 平成 3 年 7 月～平成 6 年 3 月
小　 林　 秀　 文 平成 6 年 4 月～平成 8 年 3 月
中　 島　 弘　 光 平成 7 年 4 月～
斉　 藤　 佳　 郎 平成 8 年 4 月～

専　　 務　　 理　　 事 中　 島　 弘　 光 平成 5 年 4 月～平成 7 年 3 月

常　　 務　　 理　　 事 一　 木　 邦　 彦 平成 7年 4 月～平成 8 年 3 月
梅　 澤　 秀　 夫 平成 8 年 4 月～

i事　 務　 局　 長 I藤　 枝　 宣　 一 一平成 4 年 4 月～平成 7年 3 月一事　　 務　　 局　　 長 ー藤　 枝　 宣　 一 一平成4年 4月～平成7年 3月
賓　 藤　 紀　 彦 平成7年4 月～平成8年 3月
小　 林　 隆　 郎 平成8年4 月～

埋 蔵 文 化 財 部 長 安　 蔵　 幸　 重 平成5年4月～平成8年3 月
沼　 田　 文　 夫 平成8年4月～

i埋蔵文化財部長代理 河　 野　 佑　 司 平成6年 4月～

企
課　　　　　　 長

課　 長　 代　 理

水　 飼　 敏　 夫 平成4年 4月～平成8 年3月
小　 幡　 弘　 明 平成8年 4月～

画 根　 本　 達　 夫 平成7年4 月～（平成6年4月～平成7年3月係長）

管

理

係　　　　　　 長 清　 水　　　 薫 平成8年4 月～
主　任　調　査　員 川　 井　 正　 一 平成5年4 月～平成6年 3月
主　任　調　査　員 海老澤　　　 稔 平成6年4月～平成8年3 月

課 主　任　調　査　員 小　 高　 五十二 平成8 年4月～
主　　　　　　 事 杉　 山　秀　 一 平成4年 4月～平成6年3月

経

理

課

課　　　　　　 長

主　　　　　　 査

課　 長　 代　 理

小　 幡　一弘　 明 平成5年 4月～平成8年 3月
河　 崎　 孝　 典 平成8年 4月～
鈴　 木　 三　 郎
田　所　 多佳男

平成7年4 月～平成8年 3月（平成5年4月～平成7年3月課長代理）
平成8年4 月へ／

大　 高　 春　 夫 平成7年4 月～（平成6年4月～平成7年3月係長）
主　　　　　　 任 飯　 島　 康　 司 平成4年4月～平成6年3 月
主　　　　　　 任 小　 池　　　 孝 平成7年4月へノ
主　　　　　　 事 軍　 司　 浩　 作 平成5年 4月～平成8年3 月

柳　 澤　 松　 雄 平成8年 4月～

調

査

課

整

課長（部長兼務）

調 査 第 二 班 長

安　 蔵　 車　 重 平成5年 4月～平成8 年3月
沼　 田　 文　 夫 平成8年4 月～
小　 泉　 光　 正 平成5年4 月～平成7年 3月

調 査 第 一 班 長 川　 井　 正　 一 平成7年4 月～平成7年 9月
主　任　調　査　員 緑　 川　 正　 賓 平成5年4月～平成6年 3月調査
主　任　調　査　員 深　 谷　 憲　 二 平成5 年4月～平成7年3 月調査
主　任　調　査　員 松　 浦　　　 敏 平成6年 4月～平成6年9 月調査
主　任　調　査　員 柴　 田　博　 行 平成6年 4月～平成7年9 月調査
主　任　調　査　員 渡　 辺　 幸　 雄 平成7年 4月～平成7年9月調査
課　　　　　　 長 山　 本　 静　 男 平成7年4 月～

埋 主　任　調　査　員 深　 谷　 憲　 二 平成7年4 月～平成8年 3月整理◎執筆 ◎編集
課 主　任　調　査　員 柴　 田　 博　 行 平成8年4 月～平成8年 6月整理◎編集



3　本書に使用した記号等についてはヲ　凡例を参照されたい。

4　本書の作成にあたり9須恵器について奈良教育委員会文化財保存課の木下亘氏から9石器について千葉県

立中央博物館の橋本勝雄氏に御指導をいただいた。

5　西ノ原遺跡の土壌自然科学分析及び隼人山遺跡の炭化材樹種同定については，パリノ◎サーヴェイ株式会

社に依頼した。分析結果は付章として報告する。

6　発掘調査及び整理に際して，御指導9御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。

7　遺跡の概略

ふ　 り　が　 な うしくひがL Lもねとくていとちくかくせいりじぎょうちないまいぞうぷんかざいちょうさほうこくしょ

書　　　　 名 牛久東下根特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書

副　 書　 名 中下根遺跡 ◎西ノ原遺跡 ◎隼人山遺跡

巻　　　　 次

シ リーズ名 茨城県教育財団文化財調査報告

シリーズ番号 第113集
編　 著　者　名 深谷　 憲二　 柴田　 博行

編　 集　機　 関 財団法人　 茨城県教育財団

所　 在　 地 〒310　茨城県水戸市見和 1 丁目356番地の 2　　 T E L O29（225）6587

発 行年 月 日 1996（平成 8）年 6 月30日

ふ　 り　が　 な
所　収　 遺　跡

ふ　 り　が　 な
所　 在　 地

コ　ー　ド 北緯 東経 調 査 期 間 調 査 面 積 調 査 原 因

なか　しも　ね　い　せき
中下根 遺跡

i

いばらきけんう　し　く　し
茨城県牛久市
Lもねちょうあざなかしもね
下根町字中下根
1，557番地ほか

08219

－0149

36度
00分
08秒

140度
10分
05秒

19930401～

23，369m 2

牛久東下根特定に　し　の　は　ら　い　せ　き
西 ノ原 遺跡

いばらきけんう　し　く　し
茨城県牛久市
LもねちょうあざにLはら
下根町字西原
1，504番地の29ほか

08219 36度 140度 13，227m 2
－0150 00分

23秒
10分
16秒

19950930 土地区画整理事
業に伴う調査

∴　や　と　や　ま　い　せ　き
隼 人 山遺跡

いばらきけんう　し　く　し
茨城県牛久市
Lもねちょうあざはやとやま
下根町字隼人山
432番地の20ほか

08219

－0151

36度
00分

－38秒i

140度
10分
02秒

16，481m 2

所 収遺 跡名 種　　 別 主 な 時 代 主 な遺 構 主 な遺 物 特 記 事 項

中下根遺 跡 ・集 落 跡 縄文時代 陥し穴　　　 9 基 標高24m

隣接するヤツノ上遺
跡，中久喜遺跡とと
もに古墳時代の大

古墳時代 竪穴住居跡　 25軒

竪穴遺構　　 6 基

土師器，須恵器，土製
品，石製品，ガラス玉
土師器

土　　　 坑　 1基 土師器 集落を形成する。

平安時代 竪穴住居跡　 2 軒
土　　　 坑　 1基

土師器，須恵器
土師器

時期不明 土　　　 坑 156基
溝　　　　　 1条 土師器

西 ノ原遺 跡 集 落 跡 旧石器時代 石器集中地点5か所 ナイフ形石器，ピエス◎

エスキーユ，剥片
標高24m
石器集中地点が確
認され，石器が出
土している。

縄文時代 陥　 し　 穴　 4 基

古墳時代 竪穴住居跡　 21軒
竪 穴 遺 構　 1 基
土　　　 坑　 4 基

土師器
土師器
土師器，石製模造品

時期不明 土　　　 坑　 37基
清　　　　　 1 条

土師器，剥片

隼人 山遺 跡 集 落 跡 縄文時代 陥　 し　 穴　 8 基 標高24m

線刻された紡錘車
や臼玉が多量に出
土している。

古墳時代

平安時代

時期不明

竪穴住居跡　 31軒

竪 穴 遺 構　 3 基
土　　　 坑　 2 基

竪穴住居跡　 1 軒

土　　　 坑　 91基
溝　　　　　 1 条

土師器，須恵器9　土製
晶，石製品，鉄製品
土師器
土師器

須恵器

土師器片



凡　　　例

1中下根遺跡・西ノ原遺跡・隼人山遺跡の発掘調査を実施するにあたり，遺跡及び遺構の位置を明確にする

ために調査区を設定した。調査区は日本平面直角座標第IX系座標を用いて区画し，Ⅹ軸（南北）920m，Y軸（東

西）30，000mの交点を基準点（Alal）とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を40m四方

の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東西，

南北に各々十等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，

北から南へA，B，C…，西から東へ1，2，3…と

し，その組み合わせで「Al区」，「B2区」のように呼称

した。さらに，小調査区も同様に北から南へa，b，

C…j，西から東へ1，2，3と小文字を付し，名称は，

大調査区の名称を冠し，「Alal区」，「B2b2区」のように

呼称した。

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次のとおりで

1 2　　　　　　　　 3

2 3 4 5 ．7 8 9 0 l

①

b

c
d
e
t
9
h

l
」

■
第1図　調査区呼称方法概念図

ある。

遺構　住居跡－SI　竪穴遺構qSX　土坑－SK　溝－SD

遺物　土器qP　土製晶－DP　石器・石製品－Q　古銭・金属製品rM　拓本土器－TP

土層　　撹乱－K

3　遺構及び遺物の実測図中の表示

＝赤彩土器 ＝黒色処理

●＝土器　　□＝石器・石製晶　　△＝金属製品　　○＝土製品

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の作成方法と掲載方法については，以下のとおりである。

（1）各遺構の実測図は，60分の1の縮尺で掲載することを基本とした。

（2）遺物は，原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては

個々にS＝1／6等と表示した。

（3）「主軸方向」は，炉・竃を通る軸線を主軸あるいは南北の柱穴を結ぶ軸線を主軸とし，その主軸が座標

北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した。（例　N－10。－E N－100－W）

なお，［］を付したものは推定である。

（4）計測値は，A一口径　B一器高　C－底径　D一高台径　E一高台高　F一体部径とし，単位はcmで

ある。なお，現存値は（）で，推定値は［］を付して示した。

6　遺構番号

遺構番号については，調査の過程において遺構の種別ごと・調査順に付したが，整理の段階で遺構でな

いと判断したものは欠番とした。
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第2図　中下枝・西ノ原・隼人山遺跡地区設定図
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第盈章　調査経緯

第且節　調査に至る経過

茨城県が進めている「グレーターつくば構想」は9牛久市9土浦軋　つくば市の三市を業務核都市として100

万田園都市圏の一翼を担うことが期待されており，牛久市の北部地区に隣接して，東下根地区に「竜ヶ崎ヰ久

都市計画事業牛久東下根特定土地区画整理事業」が計画された。この事業は，業務機能と都市的機能を備えた

良好な居住環境を有した市街地の形成を目指すものである。

これにより，平成4年3月25日9住宅◎都市整備公団つくば開発局は9茨城県教育委員会に対し，この事業

計画地である牛久市東下根地区内における埋蔵文化財の有無等についての照会をした。これを受け9茨城県教

育委員会は9牛久市教育委員会と埋蔵文化財の有無の確認とその取り扱いについての協議を行い，平成4年11

月16日から19日にかけて9表面観察及び試掘調査を実施した。その賂私地区内に西ノ原遺跡ほか中下根遺執

筆人山遺跡が所在することを確認し，住宅⑳都市整備公団あてに回答した。平成5年且月28日から9住宅◎都

市整備公団と茨城県教育委員会は9埋蔵文化財の取り扱いについて，文化財保護の立場から慎重な協議を重ね

た結果言己録保存の措置を講ずることとし9平成5年2月4日9茨城県教育委員会は9住宅◎都市整備公団に9

埋蔵文化財の調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

茨城県教育財団は，住宅◎都市整備公団から遺跡発掘調査の依頼を受け，平成5年4月且冒，住宅◎都市整

備公団と委託契約を結び9　同年4月から中下根遺跡の発掘調査を9平成6年4月温日から西ノ原遺眺隼人山

遺跡‡区，さらに平成7年4月1日から中下根遺跡Ⅲ区夕　隼人山遺跡班区部分の発掘調査を実施することとなっ

た。

第2節　　調査経過

中下根遺眺西ノ原遺跡及び隼人山遺跡の発掘調査は，平成5年4月1日から平成7年9月30日までの2年

6か月にわたり実施した。中下根遺跡（17，878頑　については，平成5年4月1日から平成6年3月3日ヨまで

実施し，平成6年4月1日から平成7年3月31日まで西ノ原遺跡（13，227mヂ）9隼人山遺跡‡区（14，908mりの

調査について実施した。更に平成7年4月1日から平成7年9月30ヨまで中下根遺跡II区（5，491m2），隼人山遺

跡描区（3，242mヲ）の調査を実施した。以下，調査経過の概要について月ごとに記述する。

中下根遺跡Ⅱ区

平成5年度

4　月　8日に現地踏査を行い，発掘調査をするための事前準備を行った。続いて発掘器材の搬入など発掘

調査の諸準備を行い，14日から中下根遺跡への進入路整地9遺跡清掃を実施，20日には関係者列席の

もと9発掘調査の円滑な推進と作業の安全を願って鍬入れ式を挙行した。26日からは，調査区の手掘

りによる試掘調査を開始した。

5　月　前月に引き続き試掘調査を実施。遺構の存在を確認し，26日からグリッド試掘を全面積の8分の1

まで拡大した。

6　月11日から，重機による表土除去及び遺構確認作業を9　調査区の南東部より開始した。
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7　月　引き続き，重機による表土除去及び遺構確認作業を実施した。表土除去は12日に終え，遺構確認作

業も22日には終了し，竪穴住居跡，土坑，溝等の遺構を確認した。遺構確認の全景写真を撮影し，23

日からは遺構の掘り込みに着手した。

8　月　遺構調査を継続，且2日から方眼杭打ち測量（茨城県建設技術公社に委託）を開始した。

9　月　竪穴住居跡の調査と並行して，溝の掘り込み調査を開始した。

10　月10日までに，竪穴住居跡16軒，竪穴遺構6基の調査を終えた。

11月　竪穴住居跡の調査を終え，溝と併せて9　土坑の掘り込み調査を開始した。また，今後の調査の進め

方について9　委託者である住宅◎都市整備公団と協議し，平成6年1月から3月まで9　西ノ原遺跡の
°

山林部伐閲と遺構確認を行う事とした。

12　月15日までに，土坑，溝の調査を含め9　遺跡全体の調査をほぼ終え916日に遺跡の航空写真を撮影し

た。19日には現地説明会を開催し，遺構◎遺物を一般に公開した。22日から補足調査と併せて9　西ノ

原遺跡への現場倉庫移設等物品移送を行った。

1　月　5日から中下根遺跡の補足調査と並行して，西ノ原遺跡の休憩所の設置及び遺跡内の清掃を実施し

た。12日から地権者による立ち木伐採後の雑木焼却作業を行いつつ9　25日には，試掘調査を開始した。

2　月　前月に引き続き西ノ原遺跡の試掘調査を行い917日から重機による表土除去と遺構確認作業を開始

した。

3　月　7日には表土除去を終え9　遺構確認作業を進めた結果9　竪穴住居跡，土坑9　溝等を確認した。17日

に遺構確認の全景の写真を撮影して，平成5年度の調査を終えた。

西ノ原遺跡◎隼人山遺跡亙区

平成6年度

4　月　隼人山遺跡について8日に現地踏査を行い9　発掘調査をするための諸準備を行った。14日◎15日に

は西ノ原遺跡の前年度の残りの部分の伐開をも終え，試掘調査に着手した。27日には試掘調査を終えた。

5　月　西ノ原遺跡の重機による表土除去を待つ間に9　隼人山遺跡の山林部分を除いた畑地で，試掘調査を

開始した。17日から西ノ原遺跡の表土除去がはじまり，23日には隼人山遺跡の試掘を終え，24日から

は西ノ原遺跡の表土除去の進捗に併せて遺構確認作業を開始した。

6　月　2日には表土除去及び遺構確認作業を終え9　竪穴住居跡，土坑を確認した。3日には前年度分と合

わせて遺構確認の全景写真を撮影し，遺構調査を開始した。6日から10日にかけて方眼杭打ち測量（茨

城県建設技術公社に委託）を行った。17日から隼人山遺跡の業者委託による立ち木の伐開，焼却作業を

開始した。

7　月　前月に引き続き9　西ノ原遺跡の遺構調査を進めた。並行して12日から隼人山遺跡の試掘調査を開始

した。

8　月　1日から隼人山遺跡の重機による表土除去と併せて9　西ノ原遺跡の遺構調査を進め，竪穴住居跡，

土坑の調査を終えた。この間，酷暑による水不足と土壌対策に苦慮する日が続いた。31日には隼人山

遺跡の遺構確認作業を開始した。

9　月　隼人山遺跡では竪穴住居跡学　士坑等を確認し9　遺構確認の全景写真を撮影した。7日からは遺構調

査を始めた。且2日には西ノ原遺跡の遺構調査をほぼ終え，16日に隼人山遺跡の方眼杭打ち測量（茨城県

建設技術公社に委託）を実施した。20］には西ノ原遺跡の航空写真撮影を実施した。10月隼人山遺跡の

遺構調査と並行して，6日から西ノ原遺跡の補足調査と旧石器（石器集中地点）調査を開始し，12日に
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は補足調査を終えた。

11月　引き続き9隼人山遺跡の遺構調査及び西ノ原遺跡の旧石器調査を実施した。隼人山遺跡の調査は，

30日までに竪穴住居跡18軋井戸状の土坑2基の調査を終えた。

12　月　隼人山遺跡のその他の遺構調査を行いながら，8日から調査区北部の黒色土の広がる部分でトレン

チ試掘を実施したが，遺構などは確認されなかった。今月までの作業の進捗状況及び今後の調査の進

め方について委託者と協議し，2月から中下根遺跡の平成7年度調査区の遺構確認作業を行うことに

なった。

1月　隼人山遺跡の調査をほぼ終えたのにともない，28日には西ノ原遺執筆人山遺跡の現地説明会を開

催した。31日には遺跡内清掃をして航空写真撮影及び遺跡全景写真撮影を行った。併せて進めていた

西ノ原遺跡の旧石器調査では9ナイフ形石乳ピエス◎エスキーユを伴う石器集中地点が確認された。

2　月　西ノ原遺跡の旧石器調査と並行して，中下根遺跡の試掘調査を開始した。9日には現場倉庫を移転

し，物品移送を行った。14日から重機による表土除去を開始し，22日には終えた。

3　月　7日から，中下根遺跡の遺構確認作業を始め争　9日には終え，遺構確認状況の写真撮影を行った。

西ノ原遺跡の旧石器調査は9黒曜石を中心とする石器集中地点を5か所確認し調査を終了した。13日

から事務所にて，図軋写真等の整理を行い，17日に今年度の現場作業を終えた。

中下根遺跡Ⅲ区◎隼人山遺跡II区

平成7年度

4　月　7日に現地踏査を行い，発掘調査をするための諸準備を行った。13日には中下根遺跡でタワーの組

立隼人山遺跡で清掃を実施した。17日には中下根遺跡内に残る倉庫跡部分の表土除去を人力で開始

し，24日からは住居跡の掘り込みと併せて，隼人山遺跡の立木の伐開作業に着手した。

5　月　8日から隼人山遺跡の試掘を行い学士坑及び溝を確認した。26日までに中下根遺跡の住居跡の調査

をほぼ終了し，30日から土坑の掘り込みに着手した。

6　月　中下根遺跡の掘り込みと併せて，隼人山遺跡では，5日から始まった業者による伐開作業が8日に

終了し，12日からは業者による表土除去を開始した。16日までに中下根遺跡の土坑の調査もほぼ終了

し，20日からは隼人山遺跡の遺構確認作業を開始した。22日に業者による表土除去が終了した。29日

には中下根遺跡内の清掃を行い，30日に完据全景写真撮影を実施した。

7　月14日～28日まで申下根遺跡の補足調査を実施し，隼人山遺跡の遺構確認作業と併せて現場倉庫の移

転を行った。

8　月　隼人山遺跡では，2日に遺構確認作業を終了したので遺構確認全景写真撮影を行い，3日から土坑

の掘り込みを開始しタ　8日には溝の掘り込みも始めた。23日からは中下根遺跡の一部埋め戻し作業に

着も25日までに隼人山遺跡の掘り込みもほぼ終了し，30日からは遺跡内清掃を行った。

9　月1日に隼人山遺跡の遺構完据全景写真撮影を行い，6日には中下根遺跡及び隼人山遺跡の航空写真

を撮影した。13日には中下根遺跡の埋め戻し作業が終了し，撤収作業の準備を開始した。26日までに

はほぼ事務所及び倉庫の物品整理が終了し，28日に現場事務所を解体した。
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第慧車　　位置と環境

第且節　　地理的環境

中下根遺跡他2遺跡は，茨城県牛久市下根町に所在し9　牛久市役所の北北東約4血のところに位置している。

遺跡のある牛久市はタ　茨城県南部の中ほどに位置し9　東は江戸崎，西は茎崎町，南は竜ヶ崎市9北は阿見町，

土浦乱　つくば市と境を接している。市域は，東西約15km9南北約10km，面積約59k現2を擁している。市の西側

には9　国道6号線とJR常磐線が平行してほぼ南北に通じ9　中央部には国道408号線が東西に走っている。

牛久市の地形は，標高25～28mの洪積台地である稲敷台地と，小野鶴　乙戸川及び桂川水系の沖積低地とから

なっている。稲敷台地には，小野川9　乙戸川及び桂川とその支流が入り込み，台地は複雑な地形となっている。

小野川はつくば市を水源とし9市のほぼ中央部を北西から南東に流れている。乙戸川は土浦市の乙戸沼を水源

とし，土浦市荒川沖町から阿見町荒川本郷地内に入りタ　町の南部を南東に流れて福田地先で牛久市に入り9井

の岡で桂川と合流し，市の南東端で小野川に合流する。小野川は大きく北東に湾曲し9霞ケ浦に流入している。

またタ　市の西端には牛久沼が形成されている。

稲敷台地は，土浦乱竜ヶ崎市，江戸崎町を結ぶ三角地帯の中にその大部分が入り，台地の東端は東村阿波

崎付近にある。台地の地層は9第四紀洪積世古東京湾時代に堆積した成田層が基盤層となり9　下部から上部に

かけて9成田層下部9成田層上部9竜ヶ崎砂礫層9常総粘土層9　関東ローム層の順で堆積している。堆積状況

は9　水平で単調，摺曲や断層はみられない。

中下根遺跡他2遺跡は，牛久市の北東部にあり，南西部の小野川と北東部の乙戸川に挟まれた幅約2kmの舌

状台地に立地している。小野帖　乙戸川沿岸の谷津は概して浅く長いものが多く，申下根遺跡はその中野川の

谷津頭に画する平坦地に位置している。西ノ原遺跡，隼人山遺跡は，乙戸川の谷津頭に向かう緩やかな傾斜面

に位置している。

中下根遺跡他2遺跡の標高は19～24mで，遺跡のある台地と小野帖　乙戸川の河岸に開ける水田画との比高は

1～6mで，調査前の現況は9　中下根遺跡が畑地，西ノ原遺跡，隼人山遺跡が畑地◎山林である。

参考文献

阿見町　『阿見町史』1983年3月

茨城県農地部農地課　『土地分類基本調査　土浦』1983年12月

茨城県農地部農地計画課　『土地分類基本調査　竜ヶ崎』1987年12月

茨城県農地部農地計画課　『土地分類基本調査　佐原』1988年12月

蜂須紀夫　『茨城県　地学のガイド』1986年11月

第2節　　歴史的環境
なかしもね　　　　　　にしのはら　　　　　　　はやとやま

中下根遺跡く1〉，西ノ原遺跡く2〉及び隼人山遺跡く3〉タ　の所在する地域は，河鶴低地　台地と変化

に富んだ自然環境をもち9　台地上には数多くの遺跡が残っている。特に，牛久沼周辺や小野帖　乙戸川水系に

ょって形成された台地上には言日石器時代から中世までの遺跡が分布している。ここでは9　当地域の主な遺跡
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について時代をおって述べることにする。
なかくき（16）

旧石器時代の遺跡は9平成5年度に報告された中久喜遺跡く4〉，今回報告する西ノ原遺跡があり，いずれ

もナイフ形石器や尖頭器等が出土している。
もりこばし　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひがしやま

縄文時代の遺跡は9牛久市の守子橋遺跡く5〉9平成4年度に報告されたヤツノ上遺跡く6〉，東山遺跡
ば　ば　　　　　　　　　　　　　Lもおおい　　　　　　　おおい　　　　　　　　　　　　　おきしんでんどうそしんまえ

く7〉9馬場遺跡く8〉タ茎崎町の下大井遺跡く9〉，大井遺跡く10〉9土浦市の沖新田道祖神前遺跡
つかした

く11〉9塚下遺跡く12〉等がある。守子橋遺眺下大井遺凱大井遺跡は9小野川沿いの右岸台地縁辺部に9

ヤツノ上達眺馬場遺跡は9小野川左岸から入り込む小支谷の東側の台地上に位置している。ヤツノ上遺跡か
（15）

らは9縄文時代晩期の土器片とともに9同時期の土偶が出土し，東山遺跡からは，縄文時代早期から中期の土
（2カ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2㊥　　　　ぉいやま

す器片が出土している。馬場遺跡からは9縄文時代早期の土器片と前期の深鉢が出土している。阿見町の於山遺
89）

跡く13〉からは9縄文時代早期から後期にかけての土器片，磨製石斧が出土している。沖新田道祖神前遺跡は

乙戸川右岸台地縁辺部9塚下遺跡は左岸台地縁辺部にあり対時している。牛久市奥原町の小野川と乙戸川とが
おくばら　　　でと

合流する左岸台地縁辺部には9縄文時代中期から後期にかけての集落跡である奥原遺跡（出戸地区）がありラ
（8）

牛久市桂町の乙戸川左岸台地縁辺部には赤塚遺跡がある○牛久沼から入り込む小支谷を臨む台地上には，早期

から後期の中の台C遺跡が9また9同台地上には9後期中葉から後葉にかけての主淡貝塚を形成する城中貝塚

がある。

弥生時代の遺跡はタ縄文式土器片とともに弥生式土器片の散布がみられる小野川右岸台地縁辺部に位置する
さかもと　　　　　　　　　てんのうみね　　　　　　　　　　　　　　　（9）

坂本遺跡く14〉があり9奥原町の天王峯遺跡では9弥生時代後期の集落跡が確認されている。

古墳時代の遺跡は9今回報告する中下根遺跡9西ノ原遺軌隼人山遺跡のほかに，牛久市の中久喜遺帆ヤ
ぎようにんだ　　　　　　　　　　　　　　ぉぉく　ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　だい　　　げんだい

ツノ上遺眺馬場遺執行人田遺跡く15〉9東山遺帆大久保遺跡く16〉，奥原遺臥すかき台遺眺源怠遺
からすやま　　　　　　　ひらだい　　ながみね

眺天王峯遺跡9土浦市の向原遺眺烏山遺眺竜ヶ崎市の平台遺眺長峰遺眺西ノ原遺眺阿見町の中根

遺跡く17〉，宮脇遺臥　阿見東遺跡等がある。

これらの遺跡を時期別にみると9古墳時代前期の遺跡は9すかき台遺軌奥原遺跡，源怠遺凱向原遺眺

烏山遺跡等があり9小野川と乙戸川の合流する左岸台地縁辺部に位置する奥原町のすかき台遺跡では，竪穴住
㈹　　　　　　　　　ぅばがみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）

居跡9軋同じく奥原遺跡（姥神地区）では，竪穴住居跡3軋方形周溝墓3基が確認されている。乙戸川左
（5）

岸台地上に位置する久野町の源怠遺跡からは9　6基の方形周溝墓と円形周溝墓が確認されている。花室川の南
（11）

側にあり9北東から南西に延びる台地上に位置する向原遺跡からは9竪穴住居跡61軒が確認されている。また9

烏山遺跡からは9同時期の竪穴住居凱6軒が確認され9そのうち11軒の住居跡内から勾玉9管玉の未製品が大
（4）（13）

量に出土していることから，玉造工房跡と考えられている。

古墳時代中期の遺跡はタ牛久市中根町付近の小野川と9阿見町本郷付近を流れる乙戸川水系の小支谷によっ

て開析された台地上に9中下根遺帆西ノ原遺眺隼人山遺凱ヤツノ上達臥中久喜遺跡があり暫広範囲に

わたって古墳時代中期の集落跡が確認されている○これらの遺跡は，古墳時代中期中葉から後期初頭のものと

して，主に小支谷をのぞむ台地の中央部から緩斜面上にかけて集落を形成しているのが特徴である。阿見町北

西部の清明川によって開析された台地上に位置する宮脇遺跡（射I期）からは，同時期の竪穴住居跡23軒が確
（6）

認されている。また9宮脇遺跡の東側に位置する阿見東遺跡からは，石製模造品が多数出土しており，石製品
（12）　　　　　（17）　　（18）

工房跡と考えられている。竜ヶ崎市の長峰遺臥平台遺跡からは，古墳時代中期前半の集落跡が確認されてい

る。

古墳時代後期の遺跡は9西ノ原遺跡のほか9馬場遺眺天王峯遺眺奥原遺跡等がある。馬場遺跡では，竪
（2㊥　　　　　　　　　　　　　　　（9）　　　　　　　　　　　　　　（7）

穴住居跡2軋天王峯遺跡でも竪穴住居跡2軋奥原遺跡では竪穴住居跡が20軒ちかく確認されている。
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しもおおい　（1）　　　　ないき　　　　じつこく

古墳は9集落に付随するようにあり9茎崎町の下大井古墳群く18〉タ阿見町の内記古墳群く19〉9実穀古墳
みちやま

群く20〉，だめき古墳く21〉9牛久市猪子町の道山古墳群く22〉がある。なかでも9基からなる道山古墳群は
（2）

小野川に流れる一支流に画した標高20mの台地上にあり9その中の第39　4，5号墳からは直刀が出土している。
みやさか　　　　あたごわき　　　　ことづか　　　　みずおちした　　　　なしき

その他この付近には宮坂古墳く23〉，愛宕脇古墳く24〉ラ琴塚古墳く25〉9水落下古墳く26〉9梨の木古墳

く27〉がある。これらの古墳は，いずれも6世紀後半から7世紀前半のものである。

奈良◎平安時代の遺跡は，中下根遺執筆人山遺跡のほか9ヤツノ上達眺中久喜遺帆奥原遺執行人田

遺跡等がある。このうち9ヤツノ上遺跡ではr望時代の竪穴住居跡8軋据立柱建物跡2棟が確認され9土師
（15）

器の高台付塔，及び高台付皿9須恵器の賓，高塔9塔9及び塔蓋などが出土している。奥原遺跡（姥神地区）

からは，奈良時代の竪穴住居跡16軋平安時代の住居跡58軒及び掘立柱建物跡4棟が確認され撃須恵器の宝珠
（7）

形陶硯や墨書土器が出土している。
ぉかみ　　　　こさか（14）かみこいけ

中世の遺跡は，岡見城跡く28〉，小坂城机上小池城跡く29〉等がある。岡見城跡は9牛久市岡見町に所在

し，室町時代初期ごろから勢力を拡大していった岡見氏発祥の城跡でありタ同市小坂町の小坂城跡は戦国期に
（2）

岡見氏によって築造されたものと考えられている0また9阿見町小池に所在する上中池城跡についても9戦国
（3）

時代末期に土岐氏によって構築されたものと考えられている。
ひがしまみあな

江戸時代の遺跡としては，土浦市の荒川沖一里塚く30〉9牛久市の東端穴一里塚く31〉等がある。東端穴一

里塚は，国道6号線の両側に直径10m前後の円形の塚が2基現存している。

＊文中のく　〉内の番号は9表19第3図中の該当番号と同じである。

表1中下根遺跡⑳西ノ原遺跡◎隼人山遺跡周辺遺跡一覧表

図中
番号

遺　　 跡　　 名

県
血ヽ追
跡
番
号

時　　 代

図中
番号

遺　　 跡　　 名

県
遺
跡
番
⊂コ号

時　 花‾‾

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
奉

安

中

世

近
世
以
降

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
奉

安

中

世

近
世
以
降

1 中 下 根 遺 跡 ○ ○ 17 中　 根　 遺　 跡 5703 ○

2 西 ノ　原 遺 跡 ○ ○ 18 下大井古墳群 5730 ○

3 隼 人 山 遺 跡 ○ ○ 19 内 記 古 墳 群 5702 ○

4 中 久 喜 遺 跡 ○ ○ ○ 20 実 穀 古 墳 群 5697 ○

5 守 子 橋 遺 跡 2794 ○ 21 だ　め　き　古 墳 5698 ○

6 ヤツノ上遺跡 ○ ○ ○ 22 道 山‾古 墳 群 1706 ○

7 東　 山　 遺　 跡 ○ ○ ○ 23 宮　 坂　 古　 墳 3368 ○

8 馬　 場　 遺　 跡 3364 ○ ○ ○ 24 愛 宕 脇 古 墳 3372 ○

9 下 大 井 遺 跡 2811 ○ 25 琴　 塚　 古　 墳 3377 ○

10 大　 井　 遺　 跡 2808 ○ 26 水 落 下 古 墳 3378 ○

11 沖新 田道祖神

前　　 遺　　 跡

5241 ○ ○ 27 梨 の 木 古 墳 3373 ○

28 岡　 見　 城 ＿跡 1708 ○

12 塚　 下　 遺　 跡 5240 ○ ○ 29 上 小 池 城 跡 3982 ○

13 於　 山　 遺　 跡 5701 ○ ○ 30 荒川沖一里塚 1794 ○

14 坂　 本　 遺　 跡 3366 ○ ○ 31 東端穴一里塚 3991 ○

15 行 大 田 遺 跡 3365 ○ ○ 32 根　 柄　 遺　 跡 3371 ○

16 大 久 保 遺 跡 3363 ○ 33 中　 宿　 遺　 跡 3369 ○
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綾の茨城県教育財団「牛久北部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書灘　東山遺跡」

『茨城県教育財団文化財調査報告第且の温集』畳鱒年　月
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第3図　周辺遺跡分布図



第3車　中脛根遺跡

第温節　遺跡の概要

中下根遺跡は，牛久市の北北東乳小野川の左岸から南東に湾曲して入り込む谷津頭に画し9標高約24～25

mの洪積台地である稲敷台地上に立地する9縄文時代から平安時代にわたる複合遺跡である。調査前の現況は，

畑地でラ調査区域は東西に約2且6m，南北に約108m9　面積23，369扉である。

今回の調査によって確認した遺構は9縄文時代の陥し穴9鼠古墳時代の竪穴住居跡25軋平安時代の竪穴

住居跡2軒，その他に9　竪穴遺構6基，土坑158基夕溝鼠条である。

旧石器時代の遺構は確認できなかったが9表採及び遺構確認面で遺物が出土している。石材は黒曜石9頁岩

がほとんどで，他にメノウも少量使用されている。

縄文時代の遺構としては9　9基の陥し穴を確認した。

古墳時代の遺構は撃調査区中央部付近を中心に確認され9特に南側の谷津頭付近に多く見られた。確認した

竪穴住居跡25軒はタ　いずれも古墳時代中期のものと考えられ9形状は方形や長方形のものが多く，間仕切り溝

を伴う住居跡も確認し9既に報告済みのヤツノ上達眺　中久喜遺跡等の同時期の住居跡と規鼠形態はほぼ同

様である。特に，当遺跡の大型住居跡である第3号住居跡及び第7号住居跡では，遺物の出土状態から祭祀行

為が行われていたと考えられる。またタ第21号住居跡からは多量の遺物が投棄された状態で出土している。

平安時代の遺構は，竪穴住居跡2軒を確認した。第2号住居跡は北東壁に竃が付設されタ　出土遺物から時期

は8世紀後半と考えられる。第25号住居跡は9　この時期では類例が少ない南コーナーに竃を付設し9　その焚き

口に土師器の婆が逆位に伏せた状態で出土していることから撃祭祀行為が行われていたとも考えられる。

遺物は遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に50箱ほど出土している。旧石器時代の遺物としては9尖頭乳

石刃，剥片が出土している。縄文時代の遺物としては9単軌　中期の縄文土器片の他に，石鉄などが遺構確認

面や覆土中から出土している。弥生時代の土器片も数点出土している。古墳時代の遺物としては9塔，高輪

吼寮等の土師器や，塔9塔蓋等の須恵器の他に9土錘等の土製晶穂摘具などの石乳勾玉　臼玉，紡錘亀

砥石などの石製鼠㍉私有孔円板などの石製模造品9　ガラス玉が出土している。その他第27号住居跡出土の

埠の体部内土中より炭化米が出土している。

第2節　基本層序

中下根遺跡においては9　調査区南西部Ⅴ壷7区にテスト

ピットを設定し撃　第4図に示すような土層の堆積状況を

確認した。

第1層は，褐色の耕作土で，厚さは20～28cmである。

第2層は9褐色のソフトローム層への漸移層で9厚さは

10～25cmである。

第3層は9明褐色のソフトローム層で9ローム粒子が中

量混入しており，厚さは10～22cmである。

24．0m－

23．8　　－

第4層は9褐色の黒色バンドで、厚さは24～42cmであ第超園　車帯襖通路基容量層園

ー　9　－



る。

第5層は，黄褐色のハードローム層で，粘性及び締まりとも強く，厚さは80～120cmである。

中下根遺跡の遺構は，表土下30～50cmほどの第3層上面で，明確に確認されている。

第3節　遺構と遺物

温　縄文時代の遺構と遺物

（1）陥し穴

当遺跡で確認した167基の土坑の内，形状や規模から陥し穴と考えられる9基の遺構について記載する。

第鼠号陥』穴（第5図）

位置　調査区の西部9　T6h8区。

規模と平面形　長径2，87m9　短径1．29mの長楕円形で，深さは1．19mである。

長径方向　N－580－W

壁面　外傾して立ち上がり，中位で段を成している。

底面　皿状である。

覆蓋．7層から成る。自然堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
4　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子微量

5　褐　　色　ローム粒子中量
6　暗褐色　ローム粒子微量，ローム小ブロック極微量
7　褐　　色　ローム中ブロック中量，ローム粒子微量

遺物　出土していない。

所見　本跡は，遺構の形態から陥し穴と考えられる。遺物が出土していないので詳細な時期は不明であるが，

縄文時代の構築と考えられる。

第2号陥し穴（第5図）

位置　調査区の西部，U6。9区。

規模と平面形　長径1．80m9　短径0。77mの不整長楕円形で9　深さは0。94mである。

長径方向　N－370－E

壁面　ほぼ垂直に立ち上がり，西壁中位に段を成している。

底面　やや凹凸がある。

覆土　8層から成る。人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量　　　　　5　褐　　色　ローム粒子中量
2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子e炭化粒子極微量　　　6　褐　　色　ローム粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子　7　褐　　色　ローム粒子極微量

極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　褐　色　ローム小ブロック◎1コーム粒子少量
4　褐　　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量，炭化粒子

極微量

遺物　出土していない。

所見　本跡は，遺構の形態から陥し穴と考えられる。遺物が出土していないので詳細な時期は不明であるが，

縄文時代の構築と考えられる。

－10－
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第3号陥』飛（第5図）

位置　調査区の西部9　V5a8区。

規模と平面形　長径1．48m，短径0。85mの楕円形で9　深さは0。83mである。

長径方向　N－520－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　6層から成る。自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子極微量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子少量
6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　出土していない。

所見　本跡は，遺構の形態から陥し穴と考えられる。遺物が出土していないので詳細な時期は不明であるがタ

縄文時代の構築と考えられる。

第梯号陥』飛（第5図）

位置　調査区の中央部，V8fl区。

規模と平薗形　長径3。25m9　短径0．77mの隅丸長方形でタ　深さは0。70mである。

長径方向　N－230－W

壁面　ほぼ垂直に立ち上がり，中位で外傾する。

底面　平坦である。

覆羞　5層から成る。自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量，廃土粒子極微量
3　暗褐色　ローム粒子微量，焼土粒子極微量

4　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
5　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，焼土粒子

極微量

遺物　出土していない。

所見　本跡は撃遺構の形態から陥し穴と考えられる。遺物が出土していないので詳細な時期は不明であるが9

縄文時代の構築と考えられる。

第5号陥』宍（第5図）

位置　調査区の中央部，W6jO区。

規模と平薗形　長径上89m9　短径1．34mの楕円形で9　深さ1。17mである。

長径方向　N－170－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　7層から成る。自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量9　炭化粒子極微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子微量，ローム小ブロック極微量
4　褐　色　ローム中ブロック少量9　ローム粒子微量

5　褐　色　ローム粒子極微量
6　褐　色　ローム中ブロック微量
7　褐　色　ローム小ブロック微量



遺物　出土していない。

所見　本跡は9　遺構の形態から陥し穴と考えられる。遺物が出土していないので詳細な時期は不明であるが，

縄文時代の構築と考えられる。

筑6号脆し穴（第5図）

位置　調査区の東部，W8a5区。

規模と平面形　長径2．63m，短径1．73mの不整形で，深さ1．15mである。

長径方向　N－390－E

壁面　北西壁は緩やかに立ち上がり9　南東壁は中位に膨らみを持ちながら外反する。

底面　平坦である。

覆土　8層から成る。自然堆積と考えられる。

土層解説
1　褐　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック◎ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子微量，ローム小ブロック極微畳
4　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極微量

5　黒褐色　ローム粒子微量，ローム小ブロック極微量
6　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極微量
7　暗褐色　ローム中ブロックゆローム粒子微量
8　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

遺物　出土していない。

所見　本跡は9　遺構の形態から陥し穴と考えられる。遺物が出土していないので詳細な時期は不明であるが，縄

文時代の構築と考えられる。

篤子酎針．穴（第6図）

位置　調査区の北西部，U5d8区。

規模と平面形　長径2。50m，短径1．78mの不整楕円形で9　深さは［2。64］mである。

長径方向　N－350－W

壁面　北東壁は外傾して立ち上がり，南西壁は中位に段を呈する。

底面　底部に向かってⅤ字状に深く落ち込み確認できなかった。

覆丑　4層から成る。自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量；粘性強
4　明褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量，粘性強

遺物　出土していない。

所見　本跡は，遺構の形態から陥し穴と考えられる。遺物が出土していないので詳細な時期は不明であるが，

縄文時代の構築と考えられる。

第8号陥』究（第6図）

位置　調査区の北西部，U5d7区。

規模と平面形　長径2．80m，短径1．74mの不整楕円形で，深さは［2．70］mである。

長径方向　N－440－E

壁面　北西壁はほぼ垂直に立ち上がり，南東壁には凹凸がみられ，外傾して立ち上がる。

底面　底部に向かって深く落ち込み形状は確認できなかった。

－13－
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覆土　4層から成る。レンズ状の堆積状況がみられる。自然堆積である。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック微量
3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック微量，粘性強
4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量，粘性強

遺物　出土していない。

所見　本跡は，遺構の形態から陥し穴と考えられる。遺物が出土していないので詳細な時期は不明であるが，

縄文時代の構築と考えられる。

第9号陥』穴（第6図）

位置　調査区の北西部，T5d2区。

規模と平面形　長径3．85m，短径0．8mの長楕円形で撃　深さは0．66mである。

長径方向　N－70－W

壁面　外傾して立ち上がり9　断面形はU字形を呈する。

底面　皿状を呈する。

覆羞　4層から成る。人為堆積の様相を呈する。

土層解説
1褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
3　褐　　色　ローム粒子多量，粘性強
4　暗褐色　ローム粒子中量，締まり強

遺物　出土していない。

所見　本跡は，遺構の形態から陥し穴と考えられる。遺物が出土していないので詳細な時期は不明であるが，

縄文時代の構築と考えられる。

2　古墳時代の遺構と遺物

今回の調査では9　古墳時代の竪穴住居跡25軒9　竪穴遺構6基を確認した。以下9　確認した遺構と遺物につい

て記載する。

（且）　竪穴住居跡

確認した竪穴住居跡は25軒（S五一鼠～35のうち，4，14917918，19，229　24，26は欠番）あるが，調査

区外へ延びる第28号，第29号，第31号住居跡は一部未調査である。

窮鼠号住居跡（第7図）

位置　調査区の西部，V5b6区。

規模と平面形　長軸6．且3m，短軸5．73mの方形。

主軸方向　N－310－W

壁　壁高は18～30cmで，ほぼ外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部は硬く締まっている。床面上には耕作による撹乱と思われる帯状に伸びる焼土が9両東壁

中央部から西コーナーに向かって長く伸びている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は長径30～44cm，短径24～38cmの楕円形または不整楕円形で，深さ

－15－
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22～58cmである。規模や配列から主柱穴と考えられる。

炉　中央付近からやや南東寄りに付設され撃　平面形は長径腑cm　短径劉cmの楕円形で　床面を批m掘　窪めた

地床炉である。炉内覆土は焼土ブロックと焼土粒子を大量に含む赤褐色土が堆積したものである。炉床の中

央部は撹乱を受け残存しないが，残存する部分は火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説
1　赤褐色　廃土小プロ、ソク多量，ローム粒子微量
2　赤褐色　焼土中ブロック少量

3　赤褐色　廃土粒子微量

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1の平面形は，長径86cm，短径63cmの楕円形である。深さは29cmで，底面には凹凸が

あ勘　断面はU字形である。貯蔵穴　は　長径醐cm　短径媚cmの楕円形で撃　北東壁中央付近に付設され撃　壁

の一部を北東壁と共有するよ　に掘　込まれている。深さ媚cmで　断面はU字状である。

貯蔵穴1土層解説
1　褐　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量，粘性強　　3　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小プロ、ソク微量

貯蔵穴2土層解説
1　赤褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，廃土粒子　2　褐　　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒子微量，粘性強

極微量，粘性強　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　褐　　色　ローム中プロ、ソク少量，ローム粒子微量

覆土　9層から成る。耕作による撹乱を広く受けている。床面上からは焼土の広がりがみられ，覆土下層から

上層にかけ炭化粒子を含む褐色土が複雑に堆横している。南東壁際下層から中層にかけ廃土ブロック撃　廃土

粒子が帯状に堆積する状況がみられるが，焼土の広がり方と層位から耕作によるものと思われる。人為的に

埋め戻されたものと考えられる。

土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量　　　　　　　6　黒褐色　焼土粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量
2　暗褐色　廃土粒子少量，炭化粒子。ローム粒子微量　　　　　7　黒褐色　炭化粒子・ローム小プロ、ソク・ローム粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小プロ、ソク微量　8　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量，炭化粒子微量
4　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量　　　　　　　　9　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量
5　褐　　色　ローム小ブロックeローム粒子微量，炭化粒子極微量

遺物　南コーナー付近の覆土中層から床面直上にかげ土師器片が中量出土している。第8図温～3の塔は撃　い

ずれも床面直上から出土しているものである。1は南東寄りの広範囲から点在している土師器片が接合し，

2は南コーナー付近の床面直上から斜位の状態で出土した土不と土師器片が接合し，3は東コーナー付近から

出土している。魂の饗は南東寄りの床面直上から横位の状態で出土している。5～7の婆は撃　5が南東寄り

の覆土中層から，6が南西壁際の覆土下層から出土し，7の聾は南寄りの床面直上から出土している口緑部

片と北東寄りの覆土中層から出土している土師器片が接合したものである。その他，8と9の双孔円板と臼

玉が覆土中から，10の砥石が北西壁際の床面直上から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第且号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計 測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 砂色調 戦 目　 備　 考

第 8 図 塔 A　 14 ．7 口緑部 一部 欠損。平底。休部 は内 口緑部内 e外面横 ナデ。休部外面 砂粒 。長 石 e石英 e　 P 1　 90％

1 土 師 器 B　　 4 ．6 鸞 しなが ら立ち上が り，日経部 は へ ラ削 り後 ナデ，内面 ナデ。底部 スコ リア P L l l

C　　 4 ．2 外傾 する。 へ ラ削 り後 ナデ。 にぷ い橙色　 普通　 南東寄り床面直上

2

ま不 A ［13 ．3］ 底部か ら口縁部 の破片。平底。体 口縁部内 。外面横 ナデ。体 部外面 砂粒 。パ ミス　　　 P 2　 50％

土 師 器 B　　 5．3 部 は内攣 しなが ら立 ち上が り，口 へラ削 り後へ ラ磨 き，内面へラナ にぷ い赤褐色 南 コーナー付近

C　　 4．2 緑部 は外傾 する。 デ。底 部へ ラ削 り。 普通　　　　　　　 床 面直上

3

ま不 A ［1 3．8］ 休部か ら口緑部 の破片 。休部 は内 口緑部 内 ・外 面横 ナデ。体部内 ・ 砂粒 ・長石 ・石英　 P 3　 10％

土 師 器 B （6．6） 攣 しなが ら立 ち上が り，口縁部 は 外 面へラ磨 き。内 。外面赤彩。 雲母　 橙色 東 コーナー床面

内傾 す る。 普通　　　　　　　 直上

－17－
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図版番号 器　　 種 計測値（m ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第 8 図 寮 A ［9．6］ 口緑部の破片。口縁部は僅かに外 口緑部内・外面横ナデ。内・外面 砂粒 ・長石 ・石英 P 4　 10％

4 土 師 器 B （3．2） 傾する。口縁部内面に弱い稜を持

つ。

赤彩。 橙色

普通

南東寄り床面直上

5

要 A　 20 ．1 休部から口緑部の破片。体部は球 口緑部外面へラ削り後横ナデ。体 砂粒 ・石英 ・長石 P 5　 20％
土 師 器 B （12 ．5） 形状を呈する。頚部は「く」の字 部外面へラ削り後へラ磨 き，内面 褐色 南東寄り覆土中層

状に屈曲し，口緑部は外反する。 ヘラナデ。 普通

6

聾 A ［18．2］ 口綾部の破片。口緑部は外反す 口緑部内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・長石 P 6　 5 ％
土 師 器 B （3．3） る。 にぷい橙色

普通

南西壁際覆土下層

7

襲 A ［16湖 口綾部の破片。頚部との境に稜を 口緑部内・外面横ナデ後へラ磨き。 砂粒 ・長石 ・雲母 P 7　 5 ％
土 師 器 B　　 4．7 もち，口綾部は外反する。 頸部内・外面へラナデ後へラ磨き。 にぷい橙色

普通

南寄り床面直上

休部外面煤付着

図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （Gm ）

重量（g ） 現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大厚 孔　 径

第 8 図 8 双　 孔　 円　板 2 ．2 2．0 0 ．3 0 ．2 （2 ．1） 85 片岩 覆土中 Q I P L 19

9 臼　　　　　 玉 0 ．5 0．5 0．4 0 ．2 0 ．1 100 片岩 覆土中 Q 2

10 砥　　　　 石 （7，7） 6 ．2 （1．4） － （100．2） 40 片岩 北西壁際床面直

上

Q 3

ー18一



第3号住居跡（第9図）

位置　調査区の西側中央部，U6h4区。

重複関係　本跡は，中央部から東よりの部分を，第225号土坑に掘り込まれている。本跡のほうが古い。

規模と平面形　長軸8．94m，短軸8。66mの方形。

主軸方向　N－390－W

壁　壁高は9～18cmで9ほぼ外傾して立ち上がる○掘り込みが比較的浅く，耕作による撹乱を全面に受けてい

る。

第9図　第3号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　1m
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床　ほぼ平坦であるが撃踏み締まりは弱い。耕作用トレンチャ一による撹乱を受けている。

ぽット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は長径30～48cm9短径29～42cmの楕円形または不整楕円形で，深さは

16～45cmである。各コーナー付近に付設され9規模や配列から主柱穴と考えられる。

炉　中央付近に付設され9平面形は長径130cm，短径壷cmの長楕円形で，床面を9cm掘り窪めた地床炉である。

炉内覆土は焼土ブロック9焼土粒子を含む暗褐色土が堆積したものである。炉床は耕作による撹乱を受けて

いるが，残存部分は赤変硬化している。

警土讐警三軍芸，e慧‡去，ム芸芸；；蒜褐芸警至芸蒜痘‡ごニ；；孟

覆土　9層から成る。耕作による撹乱を受けて9全体の堆積状況の把握はできないが9覆土下層から上層にか

け焼土粒子を含む黒褐色土と暗褐色土が複雑に堆積している。

亨層警竃蓋≡三三菱窯擾蕪憲焼土粒子溌墾蓋圭琵董芋蔓し議撃薫り強
4暗褐色禁莞靂子。。－ム粒子微量　　　　　昌雷霊宝呂＝霊完告霊譜禁微量

遺物　覆土上層から床面直上にかけて警棒，婆の土師器片が中量出土し9須恵器の塔9塔身が少量出土してい

る。第10◎11図1～6の塔の内，3は南東壁際の覆土上層から9　7～10の饗の内，7は北東壁際の床面直上

から横位の状態で9　9は中央寄りの覆土上層から出土している。11～13は須恵器片で911が東寄りの覆土下

層から出土している　塔片が接合したもので，12，13の塔と地は中央寄りと南東壁際の覆土中層から出土し

ている。15，16の勾玉と双孔円板は北東壁際の覆土下層と履土中から出土し，17の双孔円板は北西壁際の履

土下層から出土している。18～22の臼玉は，19，21922が履土下層から，その他は覆土中から出土している。

23のガラス玉は北西寄りの履土下層から，24925の砥石は共に覆土中から出土している。その他の出土遺物

では，14の勾玉が試掘で出土している。

所見　本跡は9当遺跡最大の住居跡である。出土遺物から当遺跡内の住居跡でも特殊な遺構と考えられ，特に

祭祀行為等との関係が推測される。時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第3号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土⑳色調 ◎焼 成 備　　 考

第10図 士不 A　 1 4．0 底部か ら口緑部 の破片 。平底。体 目線部内 。外面横 ナデ。体部内 ◎ 砂粒 e ス コリア e P 14　 6 0％

1 土 師 器 B　　 4．6 部 は内攣 しなが ら立 ち上 が り，ロ 外 面へラ削 り後ナデ。底部 へラ削 雲母 P L ll

C　　 3．7 緑部 はほぼ直立す る。 り後 ナデ。 にぷい橙色

普通

覆土 中

内面煤 付着

2

土不 A ［1 4．6］ 底部か ら口縁部の破片。平底。体 目線部内 。外面横 ナデ。体部内 ◎ 砂粒 ・長石 ・石英 P 15　 50％

土 師 器 B　　 6．2 部 は内攣 しなが ら立 ち上 が り，口 外 面へラ削 り後ナ デ。底部 へ ラ削 褐色 P L ll

C　　 4．7 緑部 との境 に弱 い稜 を持 つ。口緑

部 は僅か に外反す る。

り後 ナデ。内 。外面赤彩。 普通 覆 土中

3

±不 A ［1 3．8］ 底部か ら目線部の破片。平底。体 口緑部内。外面横 ナデ。休 部外面 砂粒 e 石英 ◎雲母 P 16　 50％

土 師 器 B　　 5．9 部 は内攣 しなが ら立 ち上 が り，口 へラ削 り後ナデ，内面 ナデ。底部 赤褐色 P L ll

C　　 4．5 綾部 との境 に稜 を持 ち，口緑部 は

直立す る。

へラ削 り後ナデ。内 e 外面赤彩。 普通 南 東壁 際覆 土上

層

4

土不 A ［1 3．6］ 底部か ら目線部の破片。丸底。体 口緑部内。外面横 ナデ。休部 外面 砂粒 e長石 e雲母 P 17　 25％

土 師 器 B （4．8） 部 は内鸞 しなが ら立 ち上 が り，口 へラ削 り後ナデ，内面 ナデ。底部 褐色 覆 土中

緑部は内傾す る。 へラ削 り後ナデ。内 e 外面赤彩。 普通 二次焼 成

…20－



二二二

第川国　葬‖号住居跡出土遺物実測図（1）
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第11図　第3号住居跡出土遺物実測図（2）
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図版番号器　　種計測値（qm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第10図 坪 A ［12．1］底部から口緑部の破片。丸底。体口緑部内・外面横ナデ。休部外面砂粒・長石・石英P18　30％

5 土師器 B　　5．6 部は内管しながら立ち上がり，ロヘラ削り後ナデ，内面ナデ。底部にぷい橙色 PLll 覆土中

緑部は内傾する。 外面へラ削り後ナデ。内面赤彩。普通 内面摩耗

6

杯 A ［14．0］休部から口緑部の破片。休部は内口縁部内・外面横ナデ。休部外面砂粒・長石・石英P19　5％

土師器 B （4．3）攣しながら立ち上がり，口緑郡はヘラ削り後ナデ，内面ナデ。内・橙色 覆土中

内傾する。 外面赤彩。 普通 二次焼成

7

肇 A ［19．0］休部中位から□緑部の破片。休部口緑部内・外面横ナデ。頸部外面砂粒・スコリア PlO　30％

土師器 B （26．7）は球形状を呈し，最大径を中位にヘラ削り。休部外面へラ削り後へにぷい橙色 PLll

もつ。ロ緑部は外反する。 ラ磨き，内面へラナデ。 普通 北東壁際床面直

上

外面煤付着

8

要 A ［23．0］休部上位から口緑部の破片。ロ緑口緑部内・外面横ナデ。頸部外面砂粒・長石・スコリア P11　5％

土師器 B （7．8）部は外反する。 へラ削り後へラナデ。体部内・外

面へラナデ。

橙色

普通

覆土中

9

要 A ［22．0］ロ緑部の破片。頸部とロ綾部とのロ緑部内・外面横ナデ。 砂粒・長石・石英P12　5％

土師器 B （7．1）堺に弱い稜を持つ。口緑部は外傾 にぷい橙色 中央寄り覆土上

する。 普通 層

10

襲 A ［29．0］口緑部の破片。頸部と口緑部との口緑部内・外面横ナデ。 砂粒・長石・石英P13　5％

土師器 B （6．7）境に弱い稜をもつ。口緑部は外反

する。

にぷい黄橙色

普通

覆土中

11

坪　　身 A ［11．0］底部から口緑部の破片。平底気味巻き上げ，横ナデ整形。休部下位砂粒・長石・石英P20　30％

須恵器 B　　4．4 の丸底。休部は内管しながら立ちヘラ削り。 灰白色 PLll

C （3．0）上がり受郡に至る。受部は外上方

に伸び，端部はシャープである。

ロ綾部は内傾して立ち上がる。

良好 東寄り層土下層

12

坪 A ［7，0］底部の破片。平底。底部から休部巻き上げ，底部へラ削り。 砂粒・長石・石英P21　5％

須恵器 B （7諸）にかけ内管しながら立ち上がる。 褐灰色

良好

中央寄り覆土中

層

13

旭 B　　5．6 底部から休部下位の破片。丸底巻き上げ，横ナデ整形。底部内・砂粒 P22 10％

須恵器 C　　3．0 で，内面に窪みを持つ。休部は内外面へラナデ。 黒褐色 南東壁際覆土中

攣しながら立ち上がる。 良好 層

ー22－



図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm） i 重量 （g）

現存率 （％） 石　 質 出土地 点 備　　 考
最大長 最大 幅 最大厚 孔　 径

第 11図14 勾　　　　 玉 3 ．1 L 9 0．9 0 ．4 7．2 1 00 メ ノウ 覆土 中 Q 4　 P L 19

15 勾　　　　 玉 3 ．4 2 ．2 0．5 0 ．2 6 ．1 10 0 片岩 北東壁付近覆土下層 Q 5　 P L 19

16 双　 孔　 円　 板 3．0 2 ．5 0．3 0 ．15 4 ．6 10 0 片岩 覆土 中 Q 6　 PL 1 9

1 7 双　 孔　 円　 板 2．5 2 ．5 0 ．3 0 ．15 （3 ．6） 90 片岩 北西壁付近覆土下層 Q 7　P L 1 9

1 8 臼　　　　　 玉 0．6 0．6 0 ．3 0．11 0 ．2 10 0 片岩 覆土中 Q 8

1 9 臼　　　　　 玉 0．6 0．6 0 ．3 0．2 O J 1 00 片岩 中央部覆土下層 Q 9

20 臼　　　　　 玉 0 ．6 0．6 0 ．4 0 ．2 0．3 1 00 片岩 覆土中 Q ll

2 1 臼　　　　　 玉 0 ．6 0 ．6 0．3 0 ．1 0．1 1 00 片岩 中央部 覆土下層 Q 12

22 臼　　　　　 玉 0 ．5 0 ．5 0．5 0 ．2 0．2 10 0 片岩 北西壁付近覆土下層 Q 13

2 3 ガ　 ラ．ス　 玉 0 ．7 0 ．6 0．5 0 ．1 0 ．3 10 0 － 北西壁付近覆土下層 Q lO　 P L 19

2 4 砥　　　　 石 （6．6） 6 ．4 （2 ．5） － （171．3） 40 頁岩 覆土 中 Q 14

2 5 砥　　　　 石 （6．6） 5．8 （1．2）
－ （66．0） 40 頁岩 覆土中 Q 15

第5号住居跡（第12図）

位置　調査区の西部やや南ラW5a9区。

規模と平面形　長軸5．90m，短軸5．70mの方形。

主軸方向　N－550－E

壁　壁高は30～購cmで9緩やかに外傾して立ち上がる○耕作による撹乱が進み，南東壁の立ち上がりは取り分

け不鮮明である。

床　耕作による撹乱を受け9一部が残存する。床面は凹凸があり，踏み締まりは弱い。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は長径27～37cm，短径25～31cmの楕円形または不整楕円形で，深さは

26～68cmである。規模や配列から主柱穴と考えられる。

炉　中央から西壁寄りに付設され，平面形は長径92cm，短径52cmの楕円形で，床面を20cm掘り窪めた地床炉で

ある。炉床は，中央部が火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説
1褐　　色　焼土中ブロック。ローム粒子少量
2　暗褐色　焼土中ブロックe炭化物粒子eローム小ブロック少量
3　褐　　色　焼土中ブロックe炭化物粒子◎ローム小ブロック少量
4　赤褐色　廃土小ブロック多量，炭化物粒子◎ローム粒子少量

貯蔵穴　南コーナ付近に付設され，平面形は長径81cm9短径60cmの楕円形で，深さは66cmである。断面はU字

形で，底面は平坦である。

貯蔵穴土層解説
1褐　　色　ローム小ブロック。ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量，焼土粒子微量

3　褐　色　ローム小ブロック少亀　ローム粒子e焼土粒子極微量

覆土14層から成る。壁際下層部には流れ込みと思われる暗褐色土が堆積している。北東壁東側と南東壁南側

の床面上には炭化材混じりの焼土が堆積し，覆土下層から中層にはロームブロックを含む褐色土が厚く堆積

している。中層から上層にかけて焼土粒子，炭化粒子を含む黒褐色土が細かく入り組みながら複雑に堆積し

ている。人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　焼土粒子e炭化粒子eローム粒子極微量
2　暗褐色　焼土粒子◎炭化粒子極微量，ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック。ローム粒子微量

昌霊　宝呂霊造詣義告詣誓禁巌警まり強
7　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量

H l，‘冒　　し一　　　　　　　　　　　r J　　ノ　　　　　　　／　　／　　　　　　r‾　　　　　r’′l－こし　J l′ろへこ1こ丸

4　暗褐色　ローム小ブロック◎ローム粒子中量，炭化粒子微量　受　璧褐色　ローム粒子中島炭化粒子極微量∠2＿　　　　　　　　　　　　　　　　r　．　J JLl　．．＿．．・．＿　　r

9　褐　色　ローム小ブロック。ローム粒子少量
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土層解説
10　暗褐色　炭化粒子中量，ローム粒子微量
11褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極微量　　　　13　褐
12　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量，締まり強，粘　14　褐

性強

色　ローム中ブロック中量，ローム粒子極微量
色　ローム小ブロックeローム粒子少量，粘性強

遺物　覆土上層から床面直上にかけ土師器片が中量出土している。第13図1の土不は北寄りの覆土下層から斜位

の状態で，3の高塔は南コーナー付近の床面直上から出土している。6，7の婆は，6が西寄りの覆土下層

から，7が南寄りの覆土上層から出土している。8の手捏土器は東寄りの覆土中層から出土している。土師

器片が接合したものである。2，4，5は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。

－24－



第13図　第5号住居跡出土遺物実測図

第5号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値 （qm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

第13図 ±不 A ［1 3．6］ 休部か ら口緑部 の破片。休部 は内 口緑部内 ・外面横ナ デ。休部外面 砂粒 ・長石 P 28　 20％

1 土 師 器 B （4．0） 暫 しなが ら立 ち上 が り，口緑部 は

直立す る。

ヘラ削 り後 ナデ， 内面ナデ。 浅黄橙色

普通

北寄 り覆土下層

2

高　　 塀 A　 15 ，9 師部 の破片。脚部 との境 に弱 い稜 口緑部 外面へ ラ削 り後 ナデ，内面 砂粒 ・長石 ・石英 P 29　 4 0％

土 師 器 B （5 ．5） を持 ち，外傾 してラ ッパ状に開 い ナデ。 にぷい黄橙色 PL l l
て立 ち上 が り， 口緑部 に至 る。 普通 覆土 中

3

高　　 塀 B （4 ．8） 坪部 の破片 。脚部 との境 に弱い稜 杯部外面 へラ削 り後ナ デ，内面 へ 砂粒 ・長 石 P 3 0　 2 0％
土 師 器 を持 ち，外傾 して開 く。 ラ磨 き。 浅黄橙色

普通

南 コーナー付近

床面直上

内 ・外面煤付着

4

肇 A ［1 5．扇 休部中位か ら口緑部 の破 片。休部 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 24　 30％

土 師 器 B （20 ．7） は内管 しなが ら立 ち上 が り，口緑 外 面へラ削 り後 ナデ。頸部 に輪横 にぷい赤褐色 P L ll 覆 土中

部 に段 を持ち，や や外反 する。 み痕 。 普通 二次焼成

5

婆 B （5 ．3） 休部上 位か ら口緑部 の破片。頸部 口緑部 内 ・外 面横 ナデ。体部内 ・ 砂粒・長石・スコリア P 2 5　 5 ％

土 師 器 と口縁部 との境 に強 い稜 を持 ち， 外面 へラナデ。 にぷい黄橙色 覆土 中

端部 は外 反す る。 普通 内 ・外面剥離

6

肇 A ［15．4］ 休部上位 か ら口緑部の破片。休部 口縁部内 ・外面横 ナデ。休部外面 砂粒 ・長 石 ・石英 P 2 6　 5 ％

土 師 器 B （3．8） は内攣 しなが ら立 ち上が り，口緑 ヘ ラ磨 き， 内面 へラ削 り後ナデ。 にぷい橙色 西寄 り覆土下層

部は 「く」の字状 に外反す る。 普通 外面煤付着

7

聾 B ［2 ．0］ 底部 か ら休部下位 の破 片。突出 し 休部 外面へ ラ削 り後 ナデ，内面へ 砂粒 ・長石 P 27　 5 ％
土 師 器 C　　 7 ．0 た平底 。 ラナデ。底部外面 へラ削 り，内面

へ ラナデ。

にぷい橙色

普通

南寄 り覆土上層

8

手捏土器 A ［8 ．4］ 底部 か ら口緑部 の破片。平底。体 ロ縁部 内・外面横 ナデ。底 部及 び 砂粒 ・パ ミス P 3 1 5 0％

土 師 器 B　　 4．9

C　　 5．4

部 は外傾 して立 ち上が る。 休部外面へ ラ削 り，内面へ ラナデ。 にぷい橙色

普 通

東寄 り覆土 中層

休部外面指頭痕

外面煤付着
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第6号住居跡（第摘図）

位置　調査区の南西部9W6d2区。

規模と平面形　長軸5。60m撃短軸5．32mの方形。

量軸方向　N－490－W

壁　壁高は且0～29cmで9緩やかに外傾して立ち上がる。

床　凹凸があり学中央付近にやや膨らみをもち一部は踏み固めにより堅緻になっている。

ぽッ睦　6か所（Pl～㌘6）。㌘1誹29P49㌘6は飢8～33cmの円形で誹39㌘5は楕円形または不整楕円形で撃

深さは15～58cmである。Pl～P4は各コーナー付近に付設され撃規模や配列から主柱穴と考えられる。㌘5は㌘1

一月　p4．6㍗

3　　62

一一一一議定；蒜一一・

第摘園　第　号鍾贋跡実測図

0　　　　　　　1m
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から北東壁寄りに，P6はP3から南東壁寄りに付設されている。位置や配置から補助柱穴と思われる。

炉　中央寄りに付設され，平面形は長径75cm，短径23cmの長楕円形で，床面を8cm掘り窪めた地床炉である。

炉床は一部火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説
1　褐　　色　焼土粒子少量，ローム粒子極微量
2　明赤褐色　焼土中ブロック。焼土粒子微量
3　明赤褐色　焼土中ブロック少量，焼土粒子極微量

4　赤褐色！焼土中ブロック少量，炭化粒子微量
5　暗褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微量
6　褐　　色　焼土粒子少量，炭化粒子微量

第相国　第　号住居跡出立逸物実測図

10cm

上∴二二二＿に二二二j
9＼」±：：盈　讐
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覆土　5層から成る。壁際にはロームブロックを含む明褐色土が堆積し，床面上から覆土中層まで褐色土が堆

積している。南東壁寄りでは暗褐色土が褐色土と複雑に堆積し，中央部では暗褐色土と褐色土の層位を明瞭

に分けることができる。人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子小量
2　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
3　暗褐色　ローム中ブロックeローム粒子少量

4：黒褐色　ローム小ブロックのローム粒子微量
5　明褐色　ローム小ブロック◎ローム粒子微量

遺物　北西寄りの覆土上層から床面直上にかけて土師器片が中量出土している。第15図鼠の坤ま床面直上から9

2の高影科ま西コーナー寄りの覆土上層から床面直上にかけて出土している塔部と学東寄りの覆土中層から出

土している脚部が接合したものでラ　3の高輝は南寄りの床面直上から出土している。4～10の婆は9　4が北

東壁寄りの覆土上層から9　5が西コーナー寄りの覆土下層から正位の状態で，6，7は覆土中から9　8は南

寄りの覆土下層から床面直上に横位の状態で9　9910は北西寄りの覆土上層から覆土下層に逆位の状態と正

位の状態で出土している。

所見　本跡の時期は9　出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第6号住居跡出土遺物観察表
図版 番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第15図 士不 B （3．2） 底部か ら休 部の破片。平底 。体部 底部 及び体部外 面へ ラ削 り後 ナ 砂粒 ・雲母 P 39　 20％

1 土 師 器 C　　 3．6 は内攣 しなが ら立 ち上が る。 デ， 内面へ ラナデ。外 面赤彩 。 にぷい橙色

普通

床 面直上

外面煤付着

2

高　　 林 A 〔1 5．7］ 脚部及 び塔部 …部欠損。脚部 は円 脚部外面へ ラ削 り後 ナデ，内面へ 砂粒◎長石のスコリア P 40　 60％

土 師 器 B ［15 ．8］ 筒状 で，裾部 は段 を有 し，穏 やか ラナデ。裾部内 e外 面横 ナデ。塔 にぷ い黄橙色 P L ll
D ［8 ．2］ に広 が り末端 は外傾 す る。均部 は 部外面へラ削 り後ナデ，内面ナデ。 普通 酋 コーナー より

E ［15 ．1］ 外傾 して開 く。 内 ◎外面赤彩。 覆土上層 か ら床

面直上

内 。外面煤付着

3

高　　 ま不 A ［18 ．8］ ま不部の破片。脚 部 との境 に稜 を持 師部外 面へラ削 り後ナデ，内面 へ 砂粒。長石のスコリア P 4 1 2 0％

土 師 器 B （6．0） ち，外傾 して開 く。目線部 に極 め ラ磨 き。 橙色 P L l l

て弱い稜 を持つ。 普通 南寄 り床面直上

外面煤付着

婆 A ［2 0．0］ 休部 中位 か ら目線部の破片。体部 口緑部内 ◎外面横ナデ。休部外面 砂粒 ・長石 ・石 英 P 32　 25％

4 土 師 器 B （20 ．8） は球形状 を呈 し，口緑部 は外反す へ ラ削 り後ナ デ， 内面へ ラナデ。 浅黄橙色 北 東壁寄 り覆土

る。 普通 上 層　 二次焼成

5

婆 A ［22 ．0］ 休部上位か ら目線部 の破片。頸部 体 部外面へ ラ削 り後ナ デ，内面へ 砂粒 ・長石 ・石英 P 3 3 15％

土 師 器 B （6 ．7） は 「く」の字状 を呈 し， 口緑部 と ラナデ。口緑部内 の外面横 ナデ。 にぷ い黄橙色 西 コーナーよ り

の境 に弱い稜 を持 つ。目線部 は外

反す る。

普通 覆土下層

6
婆 A ［1 8．2］ 目線部 の破片。 口綾部 は外 反す 目線部 内◎外面横 ナデ。頸部外面 砂粒 e 雲母 P 3 4 1 0％

土 師 器 B （5．1） る。 輪積 み痕。 にぷい橙色　 普通 覆土中

7

聾 A ［1 7．8］ 休部上位 か ら口緑部の破片。体部 口緑部内 ◎外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 e 雲母 P 35 1 0％

土 師 器 C （6 ．4） は内攣 しなが ら立ち上が り，口緑

部 は外傾 する。

へ ラ削 り後 ナデ， 内面へ ラナデ。 にぷい橙色

普通

覆土中

8

賓 B （7 諸） 体部 中位か ら頸部 の破片。休部 は 体 部外面へ ラ削 り後へ ラナデ，内 砂粒。石英eスコリア P 36 15％

土 師 器 球形状 を呈 し，頸部 に至 る。 面へラ磨 き。 明赤褐色

普通

南 寄 り覆土下層

内面煤付 着

9

婆 B （9．0） 休部上位の破片。休 部 は球形状 を 体部外面 へラ削 り後へラナ デ，内 砂粒e長石eスコリア P 3 7 10％

土 師 器 呈 す る。 面へ ラナデ。 にぷい黄色

普通

北西寄 り覆 土上

層　 外面煤付着

10
婆 B （1．8） 底部 の破片 。平底。休部 は内攣 し 底部及 び体部外 面へ ラ削 り後 ナ 砂粒。長石。スコリア P 3 8 1 0％

土 師 器 C　　 7．4 なが ら立 つ上 が る。 デ，内面へ ラ磨 き。 にぷい橙色　 普通 北西寄り覆土下層
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第7号住居跡（第16図）

位置　調査区の西部中央寄り，V6fl区。

規模と平面形　長軸8．22m，短軸8．02mの方形。

主軸方向　N－430－W

壁　壁上部は耕作による撹乱を受けているが9　底部から中間部にかけてほぼ残存している。壁高は28～42cmで，

緩やかに外傾して立ち上がる。

壁溝　壁下を全周している。上幅5～15cm，深さ7～10cmでタ　断面形はU字形である。

間仕切り満　幅12～26cm，深さ5～10cmで，北東壁から2条，南東壁から1条，南西壁から2条，北西壁から1

条，それぞれ中央に向かって伸びている。北東壁北側の間仕切り溝は，北西壁へ逆監字状に回っている。

床　ほぼ平坦で，よく踏み固められている。南東壁東コーナー付近から中央付近に沿って焼土の広がりがみら

れる。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl，P2，P4は長径25～30cm，短径23～26cmの楕円形で，P3は径26cmの円形であ

る。各コーナー付近に付設され，深さは70～75cmである。規模や配列から主柱穴と考えられる。

炉　2か所。炉1は中央部から北東寄りに付設されており9　平面形は長径109cm9　短径67cmの長楕円形で，床面

を5cm掘り窪めた地床炉である。炉2は南西壁西側の間仕切り溝に寄ったところに付設されており，平面形

は長径110～短径60cmの隅丸長方形で，床面を5cm掘り窪めた地床炉である。炉1．2の覆土には焼土ブロッ

ク9　廃土ブロック塊が堆積し，炉床は赤変硬化している。

炉1土層解説
1　褐　　色　焼土粒子。ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

炉2土層解説
1　暗褐色　焼土粒子e炭化粒子少量
2　赤褐色　ローム小ブロック中量，焼土粒子◎ローム粒子少量
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3　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

貯蔵穴　南東壁中央部から南コーナーに向かって壁沿いに付設され，平面形は長径110cm9　短径73cmの楕円形で，

深さ53cmの円筒状に掘り込まれている。底面はやや内側に緩く傾斜している。

貯蔵穴土層解説
1　褐　　色　ローム小ブロックeローム粒子少量
2　暗褐色　ローム中ブロック微量，ローム粒子。焼土粒子極微量
3　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロックe焼土粒子極微量

覆土　7層から成る。壁際には流れ込みと思われる褐色土が堆積している。床面上南東壁沿い中央付近に焼土

の広がりがみられる。覆土下層から上層にかけて黒褐色土が帯状に厚く堆積している状況が見られる。自然

堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子。炭化粒子極微量
3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
4　黒褐色　ローム小ブロック微量，ローム粒子極微量

5　明褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子少量
6　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子e炭化粒子極微量
7　黒褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子極微量

遺物　各コーナー付近の覆土上層から床面直上にかけて遺物が多量に出土している。第17◎18図1～5の塔は，

1が北西寄りの床面直上から逆位に伏せた状態で，2は北寄りの覆土下層から，3は南東壁際の床面直上か

ら，4は北西寄りの覆土中層から，5は東寄りの覆土下層から出土している。6～8の椀は9　6が北東寄り

の床面直上から出土している土師器片が接合したもので，7は覆土中から，8は北寄りの覆土中層から出土

している。9の高塔は中央付近の床面直上から，10の壷は南寄りの床面直上から横位の状態で出土している。

11～13の賓は，11が東コーナー付近の覆土中層から，12が西寄りの覆土中層から履土下層にかけ出土してい

－29－



る土師器片が接合し913は覆土中から出土している。14～22が須恵器で，14915の塔は中央付近の床面直上

と南寄りの床面直上から出土している。16の杯身は言ヒ寄りの覆土中層と床面直上から出土している須恵器

片が接合したもので917の塔蓋は東コーナー付近の床面直上から918の塔蓋は南寄りの床面直上から919の

塔蓋は南寄りの覆土上層から出土している。20921の姐は覆土中から撃22の姐は覆土中層から横位の状態で

出土したものである。その他23～48の勾玉9双孔円板，剣形石製模造品　臼玉砥石，ガラス玉が覆土中

から出土しているが，このうち42，時　頼ま北寄りの床面直上から出土している。38の石鉄は混入したもの

と思われる。

．旦＿芝包＿芯J照

‾l二二三二‾＝享三二二二二二手二二芋了‾5

ヰ　』二二±二二㌢
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第17図　第7号住居跡出土遺物実測図（1）

－31－

し　」二二＝ク

18

謬
20

10cm

！　　　；　　　！



第18図　第7号住居跡出土遺物実測図（2）
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所見　本跡は，炉を2か所持つ大型の住居跡である。出土している遺物の中に赤彩される土師器が多く，剣形

石製模造品，勾玉，臼玉，双孔円板が確認され，ガラス玉の特殊遺物が多量に出土していることから，集落

の中での特殊な地位を占める建物跡であった可能性が高く，また，祭祀行為との関係も考えられる住居跡で

ある。時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第7号住居跡出土遺物観察表
図版番号 器　　 種 計測値 （om） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

第 17図 杯 A　 ll ．8 口緑部一部 欠損。丸部。体部 は内 口緑部 内 ・外 面ナデ。底 部及び体 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 46　 95％

1 土 師 器 B　　 5 ．9 管 しなが ら立 ち上が り，ロ綾部 と 部外 面へ ラ削 り後ナ デ，内面雑な 雲母 ▼P L ll

の境 に稜 を持 つ。口緑部 は僅か に ヘラ磨 き。内 ・外面赤彩。 橙色 北 西寄 り床 面直

外反す る。 普通 上　 内面摩耗

2

杯 A ［1 5．7］ 底 部か ら口綾部 の破片。平底 。体 口緑部 内・外面横 ナデ。底部及 び 砂 粒 ・長 石 ・石英 P 4 7　 4 0％

土 師 器 B　　 5．6 部 は内管 しなが ら立 ち上 が り，口 休部外面 へラ削 り後 ナデ，内面 ナ 赤 褐色 P L l l

C　　 3．9 緑部 との境 に弱 い稜 を持 つ。口緑

部 はほぼ直立す る。

デ。内 ・外面 赤彩。 普通 北寄 り覆土下層

内面摩耗
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図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調・焼成 備　　 考

第17図 土不 A ［13．8］ 底部か ら口緑部 の破 片。平底。体 口緑部 内e外面横 ナデ。底 部及び 砂粒 ◎長石 e石英 e P 4 8　40％

3 土 師 器 B　　 5．0 部は内鸞 しなが ら立 ち上 が り，口 体部外 面へラ削 り後ナデ，内面ナ 雲母 P L l l

C　　 7．2 緑部 との境 に弱 い稜 を持 つ。口緑 デ。 内 ◎外面赤 彩。 にぷい橙色 南東際壁床面直

部は僅か に外反す る。 普通 上　 二次焼成

4

杯 Å ［12．8］ 体部 及び日録部の破片。丸底 。体 口緑部 内。外面横ナ デ。体部外面 砂粒 ・長 石 ・石英 ・ P 50　 25％

土 師 器 B （5 ．9） 部 から日録部 にかけて内攣 して立 へ ラ削 り後 ナデ，内面ナデ。内 申 雲母 北西寄 り覆土中

ち上 がる。目線部 内面に弱い稜 を

持 つ。

外面赤彩。 赤褐色

普通

層

5

杯 Å ［16 ．0］ 体部下位 か ら目線部 の破片。体部 日録部内 や外面横ナ デ。体部外画 砂粒 ・長石 ・石英 P 52　 20％

土 師 器 B （5 ．2） は内攣 しなが ら立 ち上が り，目線 へ ラ削 り後 ナデ，内面ナデ。内◎ 赤褐色 東寄 り覆土下層

部 との境 に稜 を持つ。目線部 は僅

かに外反 す る。

外面赤彩。 普通

6

椀 A ［12 ．0］ 体部か ら口緑部 の破片。体部 は内 口緑部内 の外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 ・石英 P 49　 25％

土 師 器 B （8 ．2） 攣 しなが ら立 ち上 が り，ロ緑部 は へ ラ削 り後ナデ，内面 へラナデ。 橙色 北東寄 り床 面直

外反す る。 普通 上　 内 e外 面剥

離

7

椀 A ［13．6］ 体部下位か ら日経部 の破片。体部 目線部 内。外面横 ナデ。体部外面 砂粒 。ス コリア P 51 2 0％

土 師 器 B （6．5） は内攣 しなが ら立 ち上が り，目線 へラ削 り後 ナデ，内面へ ラ磨 き。 橙色 覆土 中

部 との境 に稜 を持 つ。口緑部 は僅

か に外反す る。

内 e外 面赤 彩。 普通

8

椀 A ［12．0］ 体部中位か ら日録部 の破 片。体部 日録部 内。外面横 ナデ。体 部外面 砂粒 e 長石 ◎石英 P 53 1 0％

土 師 器 B （6．6） は内攣 しなが ら立 ち上 が り，目線 へ ラ削 り後 へラ磨 き，内面へラナ 赤褐色 北寄 り覆土 中層

部 は内傾す る。 デ。 内 啓外 面赤彩。 普通

9

高　　 士不 B （5．2） 脚部 の破片。円筒状 を呈 する。 外面へ ラ削 り後ナデ，内面へラナ 砂粒 。パ ミス P 54 10％

土 師 器 デ。 灰褐色

普通

中央付近床面直

上

10
ーニ士ご雲ヱ A ［6 ．8］ 口緑部 の破 片。外傾 して立ち上が 日録部 内 e外面横 ナデ。内 e外面 砂粒 e雲母 P 42 10％

土 師 器 B （3 ．2） り， 中位 に弱い稜 を持つ。 赤彩。 にぷい橙色　 普通 南寄 り床 面直上

11

婆 A　 13 ．6 休部及 び目線部一部欠損。平底。 目線部内 e外面横ナ デ。体部外面 砂粒 e長石 e雲母 P 4 3　 95％

土 師 器 B　 15 ．7 胴部 は内攣 しなが ら立 ち上が る。 へ ラ削 り後 ナデ， 内面へラナデ。 にぷ い黄橙色 P L 12

C　　 5 ．5 頸部 はくびれ ，日録部は外反する。 底部へ ラ削 り後 ナデ。 普通 東 コーナー付近

覆土 中層

二次焼 成

12

13

14

15

1 6

17

18

1 9

婆 B （16．2） 底部か ら体部上位 の破片。平底。 休部 外面へ ラ削 り後へ ラナデ，内 砂粒 ◎長石 にぷ い P 44 15％

土 師 器

婆

C ［5．6］

Å ［19．0］

休部 は球形状 を呈 す る。

口緑部破片。 「く」の字状 に開 き

面ナデ。底部へ ラ削 り後 ナデ。

口緑部 内 e 外面横ナ デ。

目線部 内e外面横 ナデ。体部下位

橙色

普通

砂粒。雲母。パ ミス

西寄 りの覆 土中

層 か ら下層

二次焼成

P 45 1 0％

土 師 器 B （3．8） 外反す る。 にぷい橙色　 普通 覆土 中

杯 A ［14．8］ 体部 下位か ら口緑部 の破 片。体部 砂粒 e長石 e石英 e P 5 5 1 0％

須 恵 器

土不

B （4．2）

B （7．0）

は外傾 して立 ち上が り，日録部 は 手持 ちへラ削 り。

底部外面 へラ削 り，内面横 ナデ。

巻 き上 げ，横ナデ整形。体部下位

雲母　 褐灰色 P L 1 2

外傾 し，端部 に段 を持つ。

底部 の破片。平底。底部か ら体部

普通

砂粒 。石 英 e長 石

中央付近床面直

上

P 61 5％

須 恵 器

土不　　 身

C ［7 ．4］

B （3 ．2）

A ［12 ．6］

にかけ外 傾す る。

休部 中位 か らロ緑部の破片。体 部

褐灰色

良好

砂粒 ・長石 ・石 英

P L 12

南寄 り床面直上

P 60 10％

須 恵 器

杯　　 蓋

は内攣 しなが ら立ち上が り，受部 へ ラ削 り。

巻 き上 げ，横 ナデ整形。天井部外

黄灰色 P L 12

に至 る。受部 は長 く外方 に伸 び，

端部 は丸味 を帯 びてい る。

天井部か らロ緑部 の破片。天井部

良好

砂粒 e長石 e石 英

北寄 りの覆土中

層か ら床面直上

P 56　 5％

須 恵 器

ま不　　 蓋

B （3．3）

A ［11．0］

は内攣 しなが ら口緑部 に至 り，口 面回転へ ラ削 り。天井部 内面及 び 褐灰色 東 コー ナー付近

緑部 との境 に明瞭 な稜 を持つ。ロ

緑部 は外傾 し，端部 に段 を持 つ。

天井部か ら口緑部 の破片。天井部

口緑部内 ◎外面横 ナデ。 良好 床面直上

巻 き上 げ ，横 ナデ整 形。天井部外 砂粒 ◎長石 P 57　 5％

須 恵 器

土不　　 蓋

B （3．6）

A ［10 ．0］

は内攣 しなが ら口綾部 に至 り，口 面 回転 へ ラ削 り。天井部内面及び 黄灰色 南寄 り床面直上

P 58　 5％

緑部 との境 に弱 い稜 を持 つ。端部

は内傾す る平面 を成 す。

天井 部か ら口綾部 の破 片。天井部

口緑部 内 ◎外面横 ナデ。

巻 き上 げ ，横 ナデ整 形。天井部外

良好

砂粒 e長石

須 恵 器 B　　 3 ．6 は内攣 しなが ら口緑部 に至 り，口 面 回転 へラ削 り。天 井部 内面及び 褐灰色 南寄 り覆土上層

緑部 との境 に弱 い稜 を持 つ。端部

は外反 す る。

口緑部 内 。外面横ナ デ。 良好
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第17図 施 A ［11．2］ 頸部から目線部の破片。頸部は外 巻き上げ，横ナデ整形。目線部内。 砂粒 ・雲母 P 59　5％

20 須 恵 器 B （2．5） 傾 して立ち上がり，口緑部 との境

に稜を持つ。端部は水平で僅かに

凹面を成す。

外面横ナデ。 赤灰色

良好

覆土中

21

施 A ［10．0］ 頸部から口緑部の破片。頸部は外 巻き上げ，横ナデ整形。口緑部内。 砂粒 ・雲母 P 62　5％

須 恵 器 B （3．3） 反気味に立ち上がり，目線部 との 外面横ナデ。 灰褐色 P L 12

境に強い稜を持ち，内攣して外上

方に開き，稜の下に8条の櫛描波

状文を施す。端部は水平で僅かに

凹面を成す。

良好 覆土中

22

施 B （3．8） 体部中位の破片。休部は内攣しな 内 e外面横ナデ。 砂粒 e長石 P 63 10％

須 恵 器 がら立ち上が り，中央位に6条の 褐灰色 P L 12

櫛描波状紋を施す。 良好 覆土中層

図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm）

重量 （g） 現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考
最大長 最大 幅 最大厚 孔　 径

第18図23 勾　　　　 玉 3 ．3 1．8 0．4 0 ．2 4 ．9 10 0 片岩 覆土中 Q 17　P L 19

24 双　 孔　 円　 板 3 ．3 3 ．1 0．4 0 ．15 7 ．3 10 0　′ 片岩 覆土中 Q 18　 P L 19

25 剣形石製模造品 6 ．2 2 ．0 0．4 0 ．2 11 ．8 10 0 片岩 覆 土中 Q 19　 P L 19

2 6 臼　　　　　 玉 0 ．5 0 ．5 0．5 0．2 0 ．3 10 0 片岩 覆土 中 Q 20

2 7 臼　　　　　 玉 0 ．6 0 ．6 0．4 0 ．25 0 ．3 100 片岩 覆土 中 Q 21

2 8 臼　　　　　 玉 0．5 0 ．5 0 ．5 0．2 0 ．2 100 片岩 覆土 中 Q 22

2 9 臼　　　　　 玉 0．5 0 ．5 0 ．3 0．2 0 ．2 1 00 片岩 覆土中 Q 23

3 0 臼　　　　　 玉 0．5 0 ．5 0 ．3 0．2 0．2 1 00 片岩 覆土中 Q 24

3 1 臼　　　　　 玉 0．5 0．5 わ．2 0．2 0．2 1 00 1 片岩 覆土中 Q 25

32 臼　　　　　 玉 0．5 0．5 0 ．3 0 ．2 0．2 10 0 片岩 覆土中 Q 26

33 臼　　　　　 玉 0 ．5 0．5 0 ．3 0 ．2 0．2 10 0 片岩 覆土中 Q 27

34 臼　　　　　 玉 0 ．5 0．5 0．3 0 ．2 0．2 10 0 片岩 覆土中 Q 28

35 臼　　　　　 玉 0 ．5 0．5 0．3 0 ．2 0 ．2 10 0 片岩 覆土中 Q 29

36 臼　　　　 玉 0 ．5 0．5 0．2 0 ．2 0 ．4 10 0 片岩 覆土中 Q 30

37 砥　　　　 石 （9 ．7） 3 ．7 1．6 － （12 7．1） 95 頁岩 覆土 中 Q 31 P L 19

3 8 石　　　　 鍍 2 ．2 1．5 0．3 － 0 ．6 100 チ ャー ト 覆土 中 Q 32　 P L 19

3 9 ガ　 ラ　 ス　 玉 0 ．7 0 ．8 0 ．5 0．2 0 ．4 100 － 覆土 中 Q 33　 P L 19

4 0 ガ　 ラ　 ス　 玉 0．6 0 ．6 0 ．4 0．2 0 ．4 100 － 覆土 中 Q 34　 P L 19

4 1 ガ　 ラ　 ス　 玉 0．7 0 ．7 0 ．5 0．3 0 ．3 1 00 － 覆土中 Q 35　 P L 19

4 2 ガ　 ラ　 ス　 玉 0．6 0．6 0 ．4 0 ．2 0．2 1 00 － 北寄 り床面直上 ′Q 36　 P L 19

4 3 ガ　 ラ　 ス　 玉 0．7 0．7 0 ．4 0 ．2 0．2 1 00 － 北寄 り床面直上 Q 37　 P L 1 9

44 ガ　 ラ　 ス　 玉 0．7 0．7 0．5 0 ．2 0．3 1 00 － 北寄 り床面直上 Q 38　P L 1 9

45 ガ　 ラ　 ス　 玉 0 ．7 0．7 0．7 0 ．2 0．3 10 0 － 覆土中 Q 39　P L 1 9

46 ガ　 ラ　 ス　 玉 0 ．6 （0．6） 0．5 （0 ．2） （0．1） 50 －
覆土中 Q 40　P L 1 9

4 7 ガ　 ラ　 ス　 玉 0 ．7 0．7 0．5 0 ．2 0．4 10 0 － 覆土中 Q 41 P L 19

4 8 ガ　 ラ　 ス　 玉 0 ．7 0．7 0．5 0 ．3 0 ．3 10 0 － 覆土中 Q 42　 P L 19

第8号住居跡（第19図）

位置　調査区の西部，V6。3区。

規模と平面形　長軸6．32m，短軸5．09mの長方形。

主軸方向　N－440－E

壁　壁高は4～10cmで，緩やかに外傾している。掘り込みが浅いため南東壁の一部は殆ど残存せず言ヒ西壁の

一部分に壁を確認するのみである。
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床　全体に耕作による撹乱を受け，褐色土中に床面と思われる硬質面の一部が確認できたが踏み締まりは弱い。

貯蔵穴　南コーナーに付設され，平面形は長径95cm，短径85cmの楕円形である。深さは60cmで，底面は平坦で

あり，断面はU字形に近い。

覆土　3層から成る。耕作による撹乱のため，遺存している部分は中央部に厚さ6cm程残っている覆土の一部

だけである。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子極微畳
2　暗褐色　ローム小ブロック◎ローム粒子少量
3　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　床面直上と炉内覆土中層から土師器片が少量出土している。第20図1の塔は南寄りの床面直上から，2

の高塔は貯蔵穴内覆土上面から出土し，3の肘と4の小形壷は覆土中から出土している。5の賓は貯蔵穴内

覆土上面から出土している土師器片が接合し，7の聾は北寄りの床面直上から出土している土師器片と貯蔵

穴内覆土中層から出土している土師器片が接合したものである。

K　　　　　±　j k　　　　　　　　　　2　　　k　　　套

第柑図　第　考佳贋跡実測図
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所見　本跡からは，炉，ピットが確認できなかったがタ　遺構の形態及び規模から住居跡とした。時期は，出土

遺物から5世紀後半と考えられる。

第8号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土・色調 ・焼 成 備　　 考

第20図 土不 A ［14．2］ 底部か ら口綾部の破片 。底部 は内 体部外 面へラ削 り後へ ラナ デ，内 砂粒 ・長石 ・ P 6 9　4 0％

1 土 師 器 B （4．5）

C ［4．0］

攣 しなが ら立 ち上が り，目線部 は

ほぼ直立す る。

面 へラ磨 き。底部へラ削 り。 パ ミス

灰 白色　 普通

南寄 り床 面直上

2

高　　 士不 D ［10．4］ 脚部片。下位で大 き く開 く。 脚部外 面へラ削 り後ナデ，内面へ 砂粒 e パ ミス P 7 1　 5 ％

土 師 器 E （2．0） ラナデ。 にぷい褐色

普通

貯蔵穴 内覆土上

面

3

肘 B （6．3） 体部中位か ら頸部 までの破 片。体 体部外 面へラ削 り後ナデ，内面 ナ 砂粒 e ス コリア P 7 2 10％

土 師 器 部は内攣 しなが ら立 ち上 がる。 デ。 浅黄橙色

普通

覆土 中

外面煤付着

4
小 形 壷 A ［9．8］ 頸部か ら口緑部の破片。頸部 は括 目線部 内 嗜外面ナデ。内 。外面赤 砂粒 ・長石 ・石英 P 7 0　 5 ％

土 師 器 B （2．5） れ，口緑部は内攣す る。 彩。 赤褐色　 普通 覆土 中

5

婆 B （1 4．5） 底 部か ら休 部中位の破片。平底で 体部外面 へラ削 り後 へラナデ，内 砂粒①石英 eパ ミス P 6 5　2 5％

土 師 器 C　　 7．4 やや突出す る。体部 は内攣 しなが 面 へラ磨 き。底部 へラ削 り。 にぷい橙色 P L 1 2

ら立ち上が る。 普通 貯蔵穴 内覆土上

面

6

肇 A ［16 ．8］ ロ緑部 の破片。頸部 は 「く」の字 口緑部 内 e外面横 ナデ。 砂粒 e 長石 e 石英 P 6 6　 5 ％

土 師 器 B （2 ．9） 状 に屈曲 し，口緑部 は外反 する。 明黄褐色

普通

覆土 中

外面煤付着

7
賓 A ［10 ．4］ ロ緑部 の破 片。頸部 は 「く」の字 口緑部 内e外面横ナデ，内面ナデ。 砂 粒 ・長石 ・雲母 P 6 7　 5 ％

土 師 器 B （3 ．3） 状 に屈 曲 し，口緑部 は外反 する。 にぷい橙色　 普通 北寄 り床面直上

8
婆 B （1．3） 底部 か ら体部 下位の破片。平底。 体部外面 へラ削 り後 ナデ，内面 ナ 砂 粒 e パ ミス P 6 8　 5 ％

土 師 器 C　　 6 ．9 体部 は内攣 しなが らた ちあが る。 デ。底部雑 なへ ラ削 り。 明赤褐色　 普通 覆土 中
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第9号住居跡（第21図）

位置　調査区の西部，V6j3区。

規模と平面形　長軸6．90m，短軸6．60mの方形。

主軸方向　N－500－E

壁　上部は耕作による撹乱を受けているが，下部の残存状態は良好である。壁高は43～57cmで，ほぼ垂直に立

ち上がる。

床　ほぼ平坦であるが，踏み固められた部分は確認されない。各コーナー付近に廃土の広がりがみられる。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は長径29～46cm9　短径23～40cmの楕円形で，深さ54～77cmである。各コー

ナー付近に付設され，規模や配列から主柱穴と考えられる。

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴且は北西壁沿いに付設され，平面形は長径86cm，短径70cmの不定形で，深さ25cmであ

る。断面は播鉢状の緩い傾斜をもち，底部には凹凸がある。貯蔵穴2は南東壁の南コーナー寄りに付設され，

長径75cm，短径70cmの楕円形で，深さ70cmである。断面はU字形である。

貯蔵穴1土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，焼土中ブロックe焼土粒子e炭化　2　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子。炭化粒子微量

粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　暗褐色　ローム小ブロック。ローム粒子少量

貯蔵穴2土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子e炭化粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
3　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極微量
4　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

覆土14層から成る。壁際にはロームブロックを多量に含む褐色土が堆積し，覆土下層から上層にかけローム

粒子を含む褐色土が複雑に堆積している。層位の大部分が広く撹乱を受けているため明確には把握できない

が，人為堆積の様相を呈する。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子　8　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子極微量

雲霊霊宝讐竺会鐙禦〔豊詔微量　菜窯蓋≡≡芸藍董葱羞薫京妻…誓言葱董
4　暗褐色　ローム小ブロック微亀　ローム粒子極微量　　　12　暗褐色　ローム中ブロック。ローム粒子少量
5　黒褐色　ローム粒子少亀　ローム小ブロック微量　　　　13　暗褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少量

6暗褐色蒜蒜㌘子少量，ロ‾ム小ブロック楓焼土粒子14褐　色ロ‾ム小ブロック。ロ‾ム粒子中量，炭化粒子極地
7　黒褐色　炭化粒子中量，焼土粒子。ローム小ブロック少量

遺物　覆土上面から覆土中層にかけて土師器片が少量出土している。第22図1～3の杯は，1が北寄りの覆土

中層から，2は北寄りの覆土上層から，3は東寄りの覆土上面から出土している。4～7の寮は，4，7が

覆土中から出土し，5，6は東寄りの覆土上面と西寄りの覆土上層から出土している。その他，8の剣形石

製模造品，9～13の臼玉が覆土中から出土している。14の石鉄は混入したものと思われる。

所見　本跡は9　出土遺物から祭祀行為との関係が考えられる建物跡である。時期は，5世紀後半と考えられる。

第9号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第22図 土不 A ［19．4］ 体部中位から口緑部の破片。体部 体部外面へラ削り後ナデ，内面ナ 砂粒 。パ ミス P 77 10％
1 土 師 器 B （3．6） は内攣しながら立ち上がり，口緑 デ。口緑部内 e外面横ナデ。内e 黄褐色 北寄 り覆土中層

部との境に弱い稜を持つ。口緑部

はほぼ直立する。

外面赤彩。 普通
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第別図　第　号住居跡実測図
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十十　二二二二二二二Il‾二

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第22図 土不 B （4．0） 底部から体部下位の破片。上げ 体部外面へラ削 り後ナデ，内面へ 砂粒 。長石 ◎石英 P 78 10％

2 土 師 器 C　　 3．4 底。休部は内攣しながら立ち上が

る。

ラ磨 き。 にぷい橙色

普通

北寄 り覆土上層

3

土不 B （0 ．7） 底部の破片。平底。体部は僅かに 底部内e外面は不定方向の手持ち 砂粒 ◎長石 P 79　 5 ％
土 師 器 C　　 9 ．4 外反する。 へラ削 り。 暗灰黄色

普通

P L 12

東寄り覆土上面

4
聾 A ［14．7］ 口緑部の破片。ロ緑部は外反す 目線部内 ◎外面へラ削り後ナデ。 砂粒。長石。スコリア P 73　 5 ％

土 師 器 B （3．5） る。 にぷい橙色　 普通 覆土中

5

婆 A ［25 ．5］ 目線部の破片。目線部 は外反す 日経部内 e 外面へラナデ。 砂粒e長石eパミス P 74　 5 ％
土 師 器 B （3 ．3） る。 にぷい橙色

普通

東寄 り覆土上面

6
聾 A ［14 ．2］ 口緑部の破片。頸部は「く」の字 口綾部外面へラ削り後ナデ，内面 砂粒 eパ ミス P 75　 5 ％

土 師 器 B （4．1） 状に屈曲し，ロ綾部は外反する。 へラナデ。 にぷい褐色　 普通 西寄り覆土上層

7

磐 B （1．8） 底部の破片。突出した平底。 底部へラ削り。体部内面へラナデ。 砂粒 もパ ミス P 76　 5 ％
土 師 器 C ［10 ．4］ にぷい黄橙色

普通

覆土中

図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm ） i 重量（g ）

現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大厚 孔　 径

第 22図 8 剣形石製模造品 （3 ．3） 1．9 0 ．4 0．15 （4 ．6） 80 片岩 覆土中 Q 43　 P L 19

9 臼　　　　　 玉 0 ．4 0．4 0 ．3 0 ．2 0 ．1 100 片岩 覆土中 Q 44

10 臼　　　　　 玉 0 ・5 i o・5
0．3 0 ．2 0．1 100 片岩 覆土中 Q 45

11 臼　　　　　 玉 0．4 0 ．4 0．4 0 ．2 0．1 100 片岩 覆土中 Q 46

12 臼　　　　　 玉 0．5 0 ・5 i o・2
0 ．15 0 ．1 100 片岩 覆土中 Q 47

13 臼　　　　 玉 0 ．4 （0 ．4） 0 ．3 0．2 （0．05） 50 片岩 覆土中 Q 48

14 石　　　　 錬 1．8 1．4 0 ．3 － 0 ．6 100 チャー ト 覆土中 Q 49　P L 19
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窮鼠の号住居跡（第23図）

位置　調査区の南西部，W6。4区。

規模と平面形　長軸4。94m，短軸3．72mの長方形。

主軸方向　N－520－W

壁　耕作による撹乱を受け，北西壁の一部で僅かに残存部分が確認できるだけである。壁高は14～25cmで，緩

やかに外傾して立ち上がる。

床　撹乱を受け，残存するのは一部である。平坦で，よく踏み固められ堅緻であるが9床面上の一部には渉み

状の黒色土の広がりがみられる。

ピット　2か所（Pl◎P2）。径20～25cmの円形で，深さは47～50cmである。中央部分を挟んで両側に直線上に

並ぶ配列から主柱穴と考えられる。

旦鍼。6悶

⑥

筑銅図　第摘号佐藤跡舞測朗
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第錮図　第柑考住居跡出藍遺物実測図
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炉　中央から北東寄りに付設され9　長径70cm，短径50cmで，床面を10cm掘り窪めた隅丸長方形の地床炉である。

炉床は火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説
1　黒褐色　廃土粒子e炭化粒子◎ローム粒子微量
2　暗褐色　焼土粒子。ローム粒子微量，炭化粒子極微量
3　赤褐色　焼土中ブロック中量，焼土粒子少量

4　暗褐色　焼土中ブロック少量，焼土粒子微量
5　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

貯蔵穴　南コーナー付近に付設され，平面形は径50cmの円形で，深さは40cmである。断面はU字形である。

貯蔵穴土層解説
1　褐　　色　ローム小ブロック。ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子eローム粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

覆土10層から成る。壁際には褐色土が堆積し，下層から上層にかけて広く撹乱を受けている。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量，焼土粒子

極微畳
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量9　焼土粒子

極微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，焼土粒子

極微量
4　暗褐色　ローム粒子微量，焼土粒子e炭化粒子極微量

5　褐　　色
6　褐　　色
7　暗褐色
8　暗褐色
9　暗褐色
10　暗褐色

焼土粒子少量
廃土粒子少量，ローム粒子微量
ローム小ブロックeローム粒子少量
ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
炭化粒子eローム小ブロック微量
ローム小ブロック◎ローム粒子少量，焼土粒子◎炭
化粒子微量

遺物　中央から東寄りの覆土上層から床面直上にかけ，土師器片が中量出土している。第24図1～4の塔は，

1が南寄りの床面直上から正位の状態で，2が東コーナー寄りの覆土中層から，3が北寄りの覆土下層から，

4が東寄りの床面直上及び覆土下層から出土している。5～7の高塀は，5が中央よりの覆土下層から，6

が北東壁際の覆土上層から逆位で出土している高塀に，床面直上から出土している土師器片が接合し，7が

中央付近の床面直上から出土している。8～12の婆は，8が南寄りの床面直上から覆土中層にかけ横位の状

態で，9が北寄りの覆土下層から逆位で，10が北東寄りの覆土上層及び覆土中層から，11が北東壁際の覆土

上層から出土している目線部片と中央寄りの床面直上から出土している体部片が接合したもので，12は西寄

りの覆土中層から出土している。

所見　本跡は，当遺跡で確認した建物跡では，ただ一軒，2本柱を持つ住居跡として確認した。住居跡の形状

及び柱穴の配列から，切り妻的な上屋構造物が推測される。時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第10号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計 測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第24図 杯 A ［13 ．1］ 体部上位及 び口綾部一部欠損。丸 口緑部内 。外面横 ナデ。体部外面 砂粒 e長石 e石英 P 85　 60％

1 土 師 器 B　　 5 ．0 底。休部 は内攣 しなが ら立 ち上 が へ ラ削 り後 ナデ。 内 e外面赤 彩。 赤褐色 P L 12

り， 日録部 はほぼ直 立す る。 普通 南 寄 り床面直上

2

士不 A ［14 ．5］ 底部 か ら日録部 の破 片。平底。体 口緑部内 。外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 e長石 e P 86　 40％

土 師 器 B （5 ．9） 部 は内攣 しなが ら外 反す る。 へ ラ削 り後 ナデ，内面 ナデ。底部 パ ミス P L 12

C （4 ．0） 雑 なへ ラ削 り。 にぷ い赤橙色

普通

東 コーナー より

覆 土中層

二次焼 成

3

杯 A ［12．2］ 体部 中位 から口緑部 の破片。体部 口緑部横ナ デ。体部内 。外面へ ラ 砂粒 ・長石 P 8 7　 5 ％

土 師 器 B （4．0） は内攣 しなが ら立 ち上 が り，口緑 ナデ。内 。外面赤彩。 明赤褐色 北寄 り覆 土下層

部 はやや内攣す る。 普通 二次焼成

4

土不 B （4．3） 底部か ら休部上位 の破 片。平底 。 体部 外面へ ラ削 り後へ ラ磨 き，内 砂粒 e 長石 e 石英 P 8 8　 40％

土 師 器 C　　 3．5 体部 は内攣 しなが ら立 ち上 がる。 面 へラ磨 き。内 e 外面赤彩。 赤灰褐色

普通

P L 12

東寄 り床 面直上

及 び覆土 下層

5

高　　 士不 A　 1 4．8 脚 部及び塔部一部欠損。脚部 は短 口緑部 内e外面横 ナデ。珂部 外 面 砂粒 。ス コリア P 8 9　6 0％

土 師 器 B　 l l．8 い柱状 を呈 し，下位で大 きく開 く。 へ ラ削 り後 ナデ，内面ナ デ。脚部 赤褐色 P L 12

D ［1 2．1］ 塔 部 は脚部 との境 に強 い稜 を持 下位 内e外面 ナデ， 中位以上 へラ 普通 中央寄 り覆土 下

E　　 7．0 ち，内攣 しなが ら立 ち上が る。 削 り。 内 e 外面赤彩。 層

－42－



図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第24図 高　　 塔 B （9．0） 底部及 び口緑部 一部 欠損。脚部 は 坪部外 面輪積み後雑 なナデ，内面 砂粒 ・長石 ・石英 P 90　60％

6 土 師 器 中位 まで柱状 を呈 し，下位で開 く。 ナデ。脚部 外面へ ラ削 り後 ナデ， にぷい橙色 北東壁際覆土上

杯部 は脚 部 との境 に弱 い稜 を持

ち，内攣 しなが ら立 ち上 が る。

下位 へラナデ。 普通 層

土不部 内面煤付着

7

局　　 塔 B （8．4） 脚部 か ら土不部下位 の破 片。脚部 は 塔部外面 へラ削 り後へ ラナデ，内 砂粒 ・長石 ・石英 P 91 3 0％

土 師 器 ラ ッパ状 に開 く。塔部 は脚部 との 面 へラ磨 き。脚部外面 へラ削 り後 にぷい橙色 中央付近床面直

境 に弱 い稜 を持 ち，外傾 して開 く。 ナデ， 内面 ナデ。 普通 上

8

襲 A ［25．9］ 底部 か ら口緑部 の破 片。やや突出 口緑部 内e外面横 ナデ。底部及 び 砂粒 ・長 石 ・雲母 P 80　 60％

土 師 器 B　 29．1 した平底。体 部は球形状 を呈する。 体部外面 へラ削 り後 ナデ，内面 へ にぷい橙色 P L 1 2

C　　 7．2 目線部 は外反す る。 ラナデ。 普通 南寄 り床面直上

か ら覆土中層

9

婆 A　 15．7 体部 中位 か ら日録部 の破片。体部 目線部 内e外面横ナ デ。体部外面 砂粒 ・長石 ・パ ミス P 81 40％

土 師 器 B （15 ．9） は球形状 を呈す る。口緑部 は外反 へ ラ削 り後雑 なヘ ラ磨 き，内面 へ にぷい黄橙色 北東寄 り覆土下

する。 ラナデ。 普通 層

10

賓 A ［16 ．0］ 体部 中位 か ら口綾部 の破片。複合 口緑部内 ゆ外面横 ナデ。体部外面 砂粒e長石eスコリア P 82　 30％

土 師 器 B （16 ．7） 日録。口緑部 は稜 を持ち外傾 する。 へ ラ削 り後 ナデ， 内面横 ナデ。 にぷい橙色

普通

P L 13

北寄 り覆土中層

か ら上層

11

聾 Å ［20 ．6］ 体部上位 か ら目線部の破片。体部 ロ緑部内 e外面横 ナデ。休部外面 砂粒 ・長石 P 83 ．15％

土 師 器 B （10 ．6） 背 は内攣 しなが ら立 ち上が る。日 へ ラナデ，内面 ナデ。 にぷ い橙色 北 東壁際覆土上

緑部 は頸部 は 「く」の字状 に外反

す る。

普通 層

12

婆 B （2 ．6） 底部 か ら体 部下 位 の破片。上 げ 底 部及 び体 部外面 へ ラ削 り後 ナ 砂粒 ・長石 P 84　 5 ％

土 師 器 C　　 5 ．4 底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 が デ，内面へ ラ磨 き。 橙色 西寄 り覆 土中層

る。 普通 内面煤付着

第m号住居跡（第25図）

位置　調査区の中央部やや西側9　V6i8区。

規模と平面形　長軸7．04m，短軸5．52mの長方形。

主軸方向　N－530－E

壁　耕作による撹乱を格子目状に受け9　壁の残存部分はほとんどなく，南東壁の一部に僅か確認できるだけで

ある。壁高は16～28cmで，緩やかに外傾する。

床　撹乱を受けているため，帯状に残る残存部分には凹凸がみられ，ローム塊を含んだように硬く踏み固めら

れている。

炉　2か所。炉1は中央から北西寄りに付設されている。長径68cm，短径63cmで9　床面を10cm掘り窪めた方形

の地床炉である。炉床の中央部分には赤変硬化している部分が見られる。炉2は中央から北東壁寄りに付設

されている。長径52cm，短径43cmの楕円形で，床面を5cm掘り窪めた地床炉である。炉床はよく焼け赤変硬

化している。

炉1土層解説
1黒褐色　焼土中ブロック◎焼土粒子少量，ローム粒子微量　3　赤褐色　焼土ブロック多量，焼土粒子中量，ローム粒子少量
2　明褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

炉2土層解説
1　黒褐色　焼土中ブロック◎焼土粒子eローム粒子少量
2　明褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子eローム粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロックのローム粒子微量，焼土粒子極微量

貯蔵穴　南東壁の南コーナー付近に付設され，長径95cm，短径75cmの楕円形で，深さ45cmである。断面はU字

形で，深さ20cm位の部分で内側に10cm突き出る段を有し，底部は中央に向かい緩やかに傾斜している。

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　焼土中ブロック。焼土粒子◎ローム小ブロック少量
2　明褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子eローム粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子微量，ロームブロック極微量

－43－
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第26図　第11号住居跡出土遺物実測図

（：・加 こ了

‾変＿丁‾lT∴
覆土　4層から成る。壁際にはロームブロック，ローム粒子を含む黒褐色土が堆積し，下層から上層にかけ広

く撹乱を受けている。人為堆積と思われる。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子少量，締まり　3　暗褐色　ローム中ブロック少量，ローム粒子極微量，締まり強

強，粘性強　　　　　　　　　　　　　　　　　4　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量，締まり
2　黒褐色　ローム小プロッタ微量，ローム粒子極微量，粘性強　　　　　　　　強，粘性強

遺物　覆土上層から床面直上にかけて土師器片が少量出土している。第26図1～3の塔は，1が北西寄りの覆

土下層から正位の状態で，2が北寄りの床面直上から，3が北寄りの覆土上層及び覆土中層から出土してい

る土師器片が接合したものである。4～7の高塀は，4が北東寄りの覆土下層から正位の状態で，5が北西

寄りの覆土上層から，6，7が中央寄りの覆土上層及び覆土下層から出土している。8，9の聾と10の甑は，

8と10が覆土中から，9が北東壁寄りの覆土中層から出土している。その他，11の双孔円板が覆土中から出

土している。

所見　本跡からは，ピットが確認できなかったが，遺構の形態及び規模と，炉，貯蔵穴も確認されていること

から住居跡として考える。時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第11号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （qm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土・色調 ・焼成 備　　 考

第 26図 ±不 A ［14 湖 休 部及び ロ緑部一部 欠損。平底。 ロ緑部 内・外面横 ナデ。底部及 び 砂粒・長石・スコリア P94　 75％

1 土 師 器 B　　 4 ．8 休 部 は内鸞 しなが ら立 ち上が り， 体部外 面へ ラ削 り後 ナデ，内面へ 橙色 PL 13

C　　 4 ．4 口緑部 は外傾 する。 ラ磨 き。 普通 北西寄り覆土下層

内面煤付着

－45－



図版番号 器　　 種
計測酌 m）‾‾‾i　 器 形 の 特 徴

手 法 の 特 徴 胎土。色調。焼成 備　　 考

第26図 杯 B （上4） 底部から休部下位の破片。平底。 休部外面へラ削 り後ナデ，内面ナ 砂粒 。長石 P 95　 5％
2 土 師 器 C ［5．2］ 休部は内攣しながら立ち上がる。 デ。内面赤彩。 橙色 0

北寄 り床面直上
普通 底部「＋」の刻痕

輝 A l圭4　 休部下位から口緑部の破片。休部 口緑部内e外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 P 96　50％

PL 13

北寄 り覆土上層

から覆土中層

3
土 師 器 B （3．6） は内攣しながら立ち上が 当 日緑

C 〔5．6］ 部は内傾する。

へラ削 り後ナデ9　内面へラナデ。

内 命外面赤彩。

明赤褐色

普通

高　　 杯 A 18．O l杯部片。脚部との境に弱い稜を持 口緑部内。外面横ナデ。杯部外面 砂粒・長石・スコリア P 97　50％

P L 134 土 師 器 B （6．0）　 ち，内攣しながら外傾して立ち上 ヘラ削り後ナデ，内面へラ磨き。 にぷい橙色
がる。 内 ・外面赤彩。 普通 北東寄り覆土下層

高　　 林 B （2．7） 杯部片。脚部 との境に弱い稜を持 杯部外面へラ削り後へラナデ，内 砂粒 。石英 P 98 10％
5 土 師 器 ち9　内攣しながら立ち上がる。 面へラ磨き。 にぷい橙色

普通

北西寄 り覆土上

層

高　　 林 B （5．7） 脚部片。脚部は柱状 を呈し，中位 脚部外面へラ削り後ナデ，内面へ 砂粒 。長石 ・石英 P 99 10％
6 土 師 器 にやや膨らみを持つ。 ラナデ。 にぷい黄橙色

普通

中央寄り覆土上層

脚部内面指頭痕

P lOO lO％
高　　 杯 B （5．5） 脚部片。脚部は柱状を呈し，中位 脚部外面へラ削り後ナデ，内面ナ 砂粒 。長石 e石英

7 土 師 器 にやや膨 らみを持つ。 デ。 にぷい橙色

普通

中央寄り覆土下層

脚部内面指頭痕

8

碧 A ［17．01 白線部の破片。頸部に弱い稜を持 口緑部内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・長石 P 92　 5％
土 師 器 B （お5）　 ち，口緑部は「く」の字状に外反 浅黄橙色 覆土中

する。 普通

9

婆 B （4．8） 底部から休部下位の破片。平底。 底部外面へラ削り，内面へラナデ。 砂粒 。長石 ・雲母 P 93　 5 ％
土 師 器 C ［ 凍　 体部は内攣しながら立ち上がる。 にぷい黄橙色 北東壁寄り覆土中層

普通 内 。外面剥離

P lO1 70％

10
！

甑

土 師 器

i

A ［18用］ 休部上位及び口緑部一部欠損。単 目線部内・外面横ナデ。休部外面 砂粒 ・スコリア
B 13．5　 孔式。休部は内攣しながら立ち上 へラ削り後雑なへラナデ学内面ナ にぷい橙色 P L 13
C　 2．2　 がリ，日録部でほぼ垂直に立ち上 デ。目線部外面輪横痕。 普通 覆土中

がる。 底部外面煤付着

図版番号
計　　 測　　 値　　 （cm）

重畳 反） 現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 極 太厚

孔　 径

第26図11 双　 孔　 円　板 3。2 3．1 0・3　 日 摘
6．2 100 凝灰岩 覆土中 Q 50　　　 P L 19

第盈2号健贋跡（第27図）

位置　調査区の中央部撃　V7。4区。

規模と平面形　長軸8。68m撃短軸8。48mの方形。

主軸方向　N－47〕－E

壁　壁高は温～挽mで　緩やかに外傾している○北西壁は格子目状に入る耕作による撹乱を受けほとんど残存

しない。

床　ほぼ平坦で撃中央から南側にやや傾斜している。中央部は踏み固められ堅緻である。

間仕切を藩　士幅蟻～膵cm　深さ～花mで　南西壁から中央に向かって1条見られる。断面形はU字形である。

ぽッ匪　5か所（Pl～P5）。㌘1～P5は長径媚～腑鴫短径35～紙mの楕円形または不整楕円形ピットで，深さ

は33～轍mである。Pl～㌘4は各コーナー付近に付設され9規模や位置から主柱穴と考えられる。P5は㌘3の

東側に付設されタやや中央向きに傾斜して掘り込まれており9性格は不明である。

炉　2か所。炉1は北東壁の中央東寄りに付設されている。長径90cmタ短径祁cmで9床面を摘cm据　窪めた隅

丸長方形の地床炉である。炉床は火熱を受け廃土ブロックが厚く堆積し9赤変硬化している。炉2は中央か

らやや北東方面に付設され　長径劉cm　短径35cmの楕円形で撃床面を摘cm掘り窪めた地床炉である。炉床の

西側半分は毒指しにより残存しないが9残存する東側は火熱を受け赤変硬化している。

…46－



第錮図　第臓号鐘贋紗実測図

炉1土層解説
1黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
2　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子微量，炭化粒子極微量
3　赤褐色　焼土中ブロック中量，廃土粒子少量

炉2土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，焼士粒子微量
2　暗赤褐色　焼土中ブロック・ローム粒子・砂少量

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

』ニj J

4　暗褐色　焼土中ブロック少量，廃土粒子微量
5　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ー47－
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第28図　第12号住居跡出土遺物実測図
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覆土　6層から成る0壁際にはロームブロック9ローム粒子を含む暗褐色土が堆積し9下層から上層にかけて

広く撹乱を受けている。

土層解説

芸雷悪霊羞志霹音義，ク言霊監鵠量漉粒子：芸芸芸蕾蕉慧芸芸慧粒子
3暗褐色蒜蒜禁子鴨ロ‾ム小ブロック微亀焼土粒子　6褐　色焼土粒子少亀ローム粒子微量

遺物　覆土上層から床面直上にかけて土師器片が中量出土している。第28図1の塔は覆土中から，2の塔は西

コーナー付近の覆土上層から出土している。3～5の高塀は，3，4が東寄りの床面直上から，5が南西壁

際の覆土中層から出土している。6～13の婆は9　6が南東壁寄りの覆土下層から斜位の状態で出土している

以外は全て覆土中から出土している。14の榔ま南東壁際の床面直上から正位の状態で，15の須恵器は北西寄

りの覆土下層から出土している。その他16の凹石は南東寄りの床面直上から出土したものである。

所見　本跡の時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第12号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値 （cm） ．器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 ・焼 成 備　　 考

第28図 杯 A ［1L 6］ 体部上位か ら日録部 の破 片。休部 口緑部 内◎外面横 ナデ。体 部外面 砂粒 ・長石 ・石英 P l l1　 5 ％

1 土 師 器 B （2．3） は内攣 しなが ら立 ち上 が り，日経 へラ削 り後 ナデ，内面 ナデ。内。 赤褐色 覆土 中
部は内傾す る。 外面赤彩。 普通

2

土不 B （4 ．2） 底部 か ら休 部下位 までの破片。上 底部及 び体部 外面へ ラ削 り後 ナ 砂 粒 ・長 石 P l1 2　 2 5％
土 師 器 C　　 4 ．5 げ底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 デ，内面へ ラ磨 き。 橙色 西 コーナー付近

が る。 普通 覆土上層

内 ・外面剥離

3

高　　 士不 A ［19．5］ 塔部の破片。脚 部 との境 に弱 い稜 口緑部 内e外面横 ナデ。塔部外面 砂粒 ・長石 ・雲母 P l 13 10％
土 師 器 B （5．5） を持 ち，内攣 しながら立ち上がる。 へ ラ削 り後 ナデ，内面 ナデ。内◎ にぷい赤褐色 東寄 り床面 直上

外面赤彩。 普通

4
高　　 士不 B （2 ．1） 師部 の破片。脚部 との境 に強い稜 杯部外面へ ラ削 り後 ナデ，内面 ナ 砂 粒 e 長石 。雲母 P l 14　 5 ％
土 師 器 を持 つ。 デ。 にぷい褐色　 普通 東寄 り床面直上

5

高　　 士不 B （5 ．0） 脚部 の破片。脚部 は柱状 を呈 し， 脚部外面へ ラ削 り後 ナデ，内面へ 砂粒 ・石英 P l1 5　 5 ％
土 師 器 中央位 に膨 らみを持 ち，下位 で開 ラナデ。内面輪積 み痕。外 面赤彩 。 赤褐色 南 西壁際覆土中

層く。 普通

6

婆 A ［1 4 j ］ 口緑部の破片。頸 部 と口綾部 との 口緑部 内 。外面へ ラナ デ。 砂粒 ・長石 ・石 英・ P l O3 15％
土 師 器 B （5．8） 境に強い稜 を持 ち，日録部 は外反 ス コリア P L 1 3

する。 にぷい橙色

普通

南東壁寄 り覆土

下層

内面剥離

内 。外面煤付着

7

婆 A ［2 1．6］ 体部中位か ら口緑部 の破片。体部 目線部 内 e外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 e雲母 P lO 4　 5 ％
土 師 器 B （1 0．4） は球形状 を呈 し，口緑部 は外反 す へラ削 り後へ ラ磨 き，内面へ ラナ 浅黄橙色 覆土 中

る。 デ。 普通 二次焼 成

8

賓 A ［2 7．6］ 体 部中位 か ら口緑部 の破片。体部 日録部 内e外面横 ナデ。体部 外面 砂粒 e 長石 P l O5　 5 ％
土 師 器 B （14 ．1） は球形状 を呈 し，口緑部 は外反す へ ラ削 り後 ナデ，内面ナデ。 にぷい橙色 覆土 中

る。 普通 口緑部 内 ・外 面

煤付着

9

婆 A ［16．0］ 口緑部 の破 片。口縁部 は外反 す 口緑部内 e 外面横 ナデ。 砂粒 e長石 e 雲母 P lO 6　 5 ％
土 師 器 B （1 0．3） る。 にぷい橙色

普通

覆 土中

外 面煤付着

10

婆 A ［1 7．8］ 口綾部 の破片。頸部 は 「く」の字 口緑部 内 e 外面横 ナ デ。 砂粒 。雲母 P l O7　 5 ％
土 師 器 B （3 ．9） 状 に屈 曲 し，口緑部 は外反 する。 にぷい橙色

普通

覆土 中

外面煤付着

11

磐 B （4．6） 底部か ら体部下位 の破片。平底。 体部外面へ ラ削 り後 ナデ，内面 へ 砂 粒 e 長石 ◎ P lO 8　 20％
土 師 器 C　　 7．3 体部 は内攣 しなが ら立 ち上が る。 ラナデ。底部雑 なヘ ラ削 り。 パ ミス

にぷい褐色

普通

覆土中

内面下位剥離

底部内面煤付着

ー49－



図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第28図 婆 B （2．9） 底部か ら体部下位の破片。やや突 体部外面へラ削り後へラ磨き，内 砂粒 ・長石 ・雲母 P lO9　 5 ％

12 土 師 器 C ［8．8］ 出した平底。体部は内攣しながら 面ナデ。 褐灰色 覆土中

立ち上がる。 普通 底部外面煤付着

13

聾 B （2．1） 底部から体部下位の破片。やや上 体部外面へラ削り後ナデ，内面へ 砂粒 ・長石 ・石英 P llO　 5 ％

土 師 器 C ［5．0］ げ底気味。体部は内攣しながら立

ち上がる。

ラナデ。底部外面へラ削り。 にぷい橙色

普通

覆土中

14

埠 B （12．0） 口緑部欠損。平底。体部は球形状 底部及び大部外面へラ削り後ナ 砂粒 ・雲母 P l16　80％

土 師 器 C　　 4．2 を呈する。 デ，内面ナデ。内面輪積み痕。外 赤褐色 P L 13

面赤彩。 普通 南東壁際床面直

上

15

施 A ［9．0］ 目線部の破片。頸部と口緑部の境 巻き上げ，横ナデ成形。 砂粒 P l17　 5％

須 恵 器 B （3．4） に強い稜を持ち，稜の下に12条の 褐灰色 P L 13

櫛描波状文を施す。口綾部は僅か

に内攣しながら，外傾する。

良好 北西寄り覆土下

層

内面自然粕

図版番号 種　　 別
計　 測　 値　 （cm）

重量（g） 現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大厚

第28図16 凹　　　　 石 （8．0） 5．9 ′．4．8 （341．7） 50 安山岩 南東寄 り床面直

上

Q 51

窮鼠3号住居跡（第29図）

位置　調査区の中央部，W7。5区。

規模と平面形　長軸7。80m，短軸7．60mの方形。

主軸方向　N－500－W

壁　壁高は31～44cmで，外傾して立ち上がる。壁の中層位から上層位にかけては，耕作による撹乱を受けてい

るため一部しか残存していない。

壁溝　壁下を全周しており，上幅14～18cm，深さ4～8cmで9断面形はU字形である。

床　平坦で，中央から南コーナー付近にかけて踏み固められ堅微である。各コーナー付近の床面は，火熱をう

け赤変硬化している。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P5は長径28～35cm，短径22～28cmの楕円形で，深さは46～95cmである。各

コーナー付近に付設されている。P3，P5は南コーナー付近に並んで付設されているが，P5は南西壁方向にや

や傾斜して掘り込まれている。規模や配列◎位置等からPl～P4が主柱穴，P5が補助柱穴と考えられる。

炉　中央から北西壁寄りに付設されている。長径116C恥短径72cmの楕円形で，床面を10cm掘り窪めた地床炉で

ある。炉床は火熱をうけ赤変硬化している。

炉土層解説
1黒褐色　焼土粒子。ローム粒子微量
2　極暗褐色　焼土粒子微量，ローム粒子極微量
3　暗褐色　焼土粒子e炭化物微量

4　暗赤褐色　焼土中ブロック少量，焼土粒子微量
5　赤褐色　廃土粒子eローム粒子微量
6　暗褐色　焼土粒子多量，炭化物微量

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1は中央から南コーナー寄りに付設されている。平面形は長径135cm，短径77cmの隅丸

長方形で，深さは55cmあり，円筒状に掘り込まれ，底部は皿状である。貯蔵穴2は北西壁の北コーナー寄り

に付設され，平面形は長径96cm，短径53cmの不整楕円形で，深さ57cmである。壁の一部を北西壁と共有する

よう円筒状に掘り込まれ，底部は皿状である。

貯蔵穴1土層解説
1暗褐色　焼土粒子◎炭化粒子少量
2　暗褐色　廃土粒子eローム粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子微量，焼土粒子極微量
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貯蔵穴2土層解説
1黒褐色　焼土大ブロックe焼土粒子e炭化材e炭化粒子eロー　2　暗褐色　ローム粒子微量，焼土粒子極微亀締まり強

ム粒子少量，ローム小ブロック微量　　　　　　　3　暗褐色　ローム粒子。粘土粒子微量，粘性強

覆土．6層から成る。南西壁付近の床面一帯から焼土の広がりがみられ，南東壁寄り中央部からは5～6cmの

粘土塊が出土している。人為堆積と考えられる。

土層解説

芸雷霊宝震議書蒜呈二品覧孟害意微亀。－ム中ブ。ツ　4黒褐色離晋孟量，炭化粒子鴨ロ‾ム粒子極微亀

3黒褐色崖羞藍子喜琴義軍違憲ら憲一ムブロック昌漂褐富塁iE藍至芸警言説惹肇漂豊子少

遺物　床面全体に広がる炭化材の下位から土師器片が中量出土している。第30図1～4の塔は，1が東コーナー

付近の床面直上から，2が北西壁際の床面直上から横位の状態で出土し，3は北東寄りの床面直上から，4

は東コーナー付近の床面直上から出土している。5，6の高塀は北西寄りの床面直上と西コーナーの床面直

上から出土している。7の肘は南東寄りの床面直上から正位の状態で出土したものである。8～13の婆は9

8が中央付近の覆土下層から床面直上にかけ出土し，9は東コーナー付近の床面直上から正位の状態で910

は南コーナー寄りの覆土下層から，11が覆土中から，12が北西壁寄りの覆土下層及び床面直上から，13が炉

内覆土下層から出土している。その他，16の双孔円板が覆土中から，17の双孔円板が北コーナーの覆土下層

から，18の砥石が北寄りの覆土下層から，19の砥石が覆土中から出土している。また，14，15の土玉が中央

寄りと北寄りの床面直上から出土し，20の鉄鉱も南寄りの床面直上から出土している。

所見　本跡は，覆土の堆積状況をみると床面上に焼土塊，炭化材がみられ9住居が廃棄された後に焼失し，そ

の後埋め戻されたものと思われる。出土遺物等から，特殊な建物跡と考えられる部分もあり，また，祭祀行

為とも関連づけて考えられる住居跡でもある。時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第13号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 e色調 e焼成 備　　 考

第30図 塔 A　 14 ．4 体部 中位及 び口綾部一部欠損。平 口緑部 内e外面横ナ デ。底 部及び 砂粒 e 長石 e 石英 P 124　 90％

1 土 師 器 B　　 5 ．8 底。体部 は内攣 しなが ら立ち上が 体部外面 へラ削 り後 へ ラナ デ，内 にぷい橙色 P L 1 3

C　　 4 ．3 り， 口緑部 は僅 かに外反す る。 面ナ デ。 普 通 東 コーナ ー付近

床面直上

体部内面剥離

2

土不 A　 19．5 目線部一部欠損。平底。体部 は内 口緑部内 e外 面横 ナデ。底部及 び 砂粒 ・長石 ・石 英 P 12 5　95％

土 師 器 B　　 5．4 攣 しなが ら立 ち上が り，目線部 は 体部 外面雑 なへ ラ削 り後 ナデ，内 にぷ い黄橙色 P L 13

C　　 3．6 内削 ぎ状 に直立す る。 面ナデ。体部外面輪積 み痕。 普通 北 西壁際床面直

上

内面下位 剥離

3

土不 A ［13 ．8］ 体部下位 か 今日緑部の破片。体部 目線部 内e外面横 ナデ。体 部外面 砂粒 e 長石 P 126 10％

土 師 器 B （4 ．5） は内攣 しなが ら立ち上が り，口緑 へ ラ削 り後 へラ磨 き，内面 ナデ。 灰黄褐色 北東寄 り床 面直

部 はほぼ直立 する。 普通 上

口緑部外面剥離

4

塔 A ［12．7］ 休部中位か ら口綾部 の破片。体部 口緑部内 。外面横 ナデ。体部外面 砂粒 e長 石 P 12 7 10％

土 師 器 B （4．5） は内攣 しなが ら立 ち上 が り，口緑 へラ削 り後ナ デ，内面ナデ。内 e 赤褐色 東 コー ナー付近

部は内面 に稜 を持 ち内削 ぎ状 で，

直立 す る。

外 面赤 彩。 普通 床面直上

5

高　　 塀 B （3 ．8） 塔部 の破 片。坪部 は頸部 との境 に 土不部外 面へラ削 り後ナ デ，内面へ 砂粒 e 長石 e雲母 P 12 8　20％

土 師 器 稜 を持 ち外 反す る。 ラ磨 き。 にぷい橙色

普通

北 西寄 り床面直

上

6

高　　 士不 B （9 ．5） 脚部 から杯部 下位 の破片。脚 部は 塔部外面 へラ削 り後ナデ，内面ナ 砂粒 ・石英 P 129　 30％

土 師 器 E （7．3） 柱状 を呈 し，下位で開 く。師部 は デ。脚部外 面へラ削 り後 ナデ，内 にぷい橙色 西 コーナー床 面

脚部 との境 に弱 い稜 を持ち，外傾

して立ち上が る。

面ナデ。 普通 直上
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図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

第30図 堀 A　　 7 ．5 体部 中位一部 欠損 。体部 は偏平 な 口縁部内 e外 面横 ナデ。体 部外面 砂粒 e 長石 P 130　 80％

7 土 師 器 B　　 9 ．2 球形 を呈 し，頸部 は 「く」の字状 へラ削 り後ナ デ，内面へ ラナデ。 赤褐色 P L 1 3

C　　 2 ．8 に屈 曲し， 口緑部 は外反す る。 体部 外面及び ロ緑部内面赤彩。 普通 南東寄 り床面直

上

8

賓 A ［19 ．0］ 体部上位 か ら口緑部 の破片。休部 目線部内e外 面横 ナデ。頸部 外面 砂粒 ・長石 P l18 15％

土 師 器 B （8 ．0） は球形状 を呈 し，口緑部 は外反 す へラナデ。体部外面 へラ削 り後ナ にぷ い橙色 中央付近覆土下

る。 デ，外面横ナデ。 普通 層

9

婆 A ［17 ．4］ 体部上位 か らロ緑部 の破片。体部 目線部 内e外面横 ナデ。頸部 外面 砂粒 ・長石 P l19　 5 ％

土 師 器 B （6 ．3） は内攣 しなが ら立 ち上 が り，口緑 へラナデ。体部外面 へラ削 り後 ナ にぷい橙色 東 コー ナご付近

部 は外 反す る。 デ， 内面へ ラナデ。 普通 床面直上

10

襲 A ［19 ．9］ 休部上位か ら口緑部 の破 片。休部 目線部 内。外面横 ナデ。頸部外 面 砂 粒 ・長石 P 12 0　 5 ％

土 師 器 B （4 ．8） は内攣 しなが ら立 ち上 がる。頸部 ヘ ラナデ。体部外面 へラ削 り後 ナ にぷい橙色 南 コー ナー寄 り

は 「く」の字状に屈曲 し， 口緑部

は外反す る。

デ， 内面 ナデ。 普通 覆土下層

外面煤付着

11

賓 A ［21．7］ ロ緑部の破片。口綾部 は皿状 に開 目線部外面 へラ削 り後ナデ，内面 砂 粒 e長 石 P 12 1　 5 ％

土 師 器 B （2．9） き，ロ緑端部 で折 り返 し複合目線

となる。

横 ナデ。 にぷい黄橙色

普 通

覆土中

12

婆 B （2．3） 底部か ら体部下位 の破片。平底 。 底部及 び体部 外面雑 なへラ削 り， 砂粒 ・長石 ・石英 P 12 2　 5 ％

土 師 器 C ［8．0］ 休部 は内攣 しなが ら立 ち上 がる。 内面 ナデ。 にぷい橙色

普 通

北西壁寄 り覆土

下層

13
賓 B （1．8） 底部か ら体部下位の破片。体部 は 体部外面へ ラ削 り後 へラ磨 き，内 砂粒 ・長石 ・石英 P 12 3　 5 ％

土 師 器 C ［8．4］ 内攣 しなが ら立 ち上が る。 面へ ラナデ。底部 へラ削 り。 灰 白色　 普通 炉 内覆土下層

図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm）

重量（g） 現存率（％） 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大厚 孔　 径

第30図14 土　　　　 玉 3．4 3．1 － 0．7 26．2 100 中央寄り床面直上 D P 3

15 土　　　　 玉 （3．5） （2．4） － （0．6） （11．4） 30 北寄り床面直上 D P 6

図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm）

重量 （g） 現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考

最大長 最 大幅 最大厚 孔　 径

第30図16 双 孔　 円　 板 2 ．5 2．5 0 ．3 0 ．2 3．1 10 0 滑 石 覆土中 Q 52　P L 19

17 双　 孔　 円　 板 2 ．4 2．3 0 ．4 0 ．15 4．2 10 0 片岩 北コーナー覆土下層 Q 53　P L 19

18 砥　　　　 石 （7．3） 3．9 1 ．8 0 ．35 （71．8） 50 貢岩 北寄 り覆土下層 Q 54　P L 19

19 砥　　　　 石 （11．0） 6．3 1．6 － （168 ．9） 60 片岩 覆土中 Q 56

図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm）

重量（g） 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大厚

第30図20 鉄　　　　 鉱 （3．0） （1．8） 0．3 （2．8） 南寄り床面直上 M l

第五5号住居跡（第31図）

位置　調査区の中央部やや東側，V8jl区。

規模と平面形　長軸4．25m，短軸3．27mの長方形。

主軸方向　N－380－E

壁　北西壁は耕作による撹乱によって殆ど残存せず，一部が遺存するのみである。壁高は5～12cmで9緩やか

に外傾する。

床　平坦であるが，踏み固められた締まりはみられない。

覆土　5層から成る。覆土中層に焼土と炭化材がみられ9覆土下層から上層にかけて褐色土が厚く堆積してい

’る。
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第馴図　第摘草住居跡実測国

土層解説
1暗褐色　炭化材・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子　4　黒褐色　炭化材中量，炭化粒子・ローム粒子少量，ローム小

少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロック微量
2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量　　　　　　　　5　暗褐色　炭化材・炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少量

遺物　中央付近の覆土中層から集中して出土している。第32図1の塔は南寄りの覆土中層から9　2～6の高塔

は9　中央付近の覆土中層から集中して出土している。7の聾は中央付近の覆土中層から9　8の賓と9の甑は

＼＼㌧＿＿＿＿＿二三子‾二

第32図　第15号住居跡出土遺物実測図
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覆土中から出土したものである。

所見　本跡からは，内部施設が確認されず9床面の硬化面もみられないが，遺構の確認状況及び出土遺物から

住居跡として捉えた。時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第15号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

第32図 坪 A ［14 ．4］ 体部及 び口緑部一部欠損。平底。 口緑部内 。外面横ナデ。体部外面 砂粒 eパ ミス P 13 4　50％

1 土 師 器 B　　 4 ．8 体部 は内攣 しなが ら立 ち上が り， へ ラ削 り後 ナデ， 内面へ ラ磨 き。 にぷ い橙色 南寄 り覆土中層

口綾部 は外傾 す る。 普通 口綾部摩耗

2

高　　 杯 A ［18 ．4］ 塔部 の破 片。羞不部 は外傾 して立ち 塔部外面へ ラ削 り後 ナデ，内面ナ 砂粒 ・長石 P 135 1 5％

土 師 器 B （5 ．0） 上 がる。 デ。 にぷ い橙色

普通

P L 14

中央 付近覆 土中

層

3

高　　 ま不 A ［15 ．8］ 師部 の破片。土不部 は外傾 して立 ち 塔部外面へ ラ削 り後 ナデ，内面へ 砂粒 e 長石 P 136 15％

土 師 器 B （4 ．0） 上 がる。 ラ磨 き。 にぷ い橙色

普通

P L 14

中央 付近覆土 中

層

内面剥離

4

高　　 塀こ B　　 7 ．4 脚部 の破片。脚部 はラッパ状 に下 脚 部外面へ ラ削 り後へ ラナデ，内 砂粒 ・石英 ・雲母 P 137　 25％

土 師 器 E　　 6 ．2 方 に開 く。 面ナデ。脚部内面輪積み痕。 にぷ い橙色

普通

中央付近覆土 中

層

5

高　　 士不 D ［14 ．8］ 脚部 の破片。脚部上位 は柱状 を呈 脚 部外面へ ラ削 り後ナ デ，内面へ 砂粒 e パ ミス P 138　 30％

土 師 器 E （7 ．2） し，下位 はラッパ状 に下方 に開 く。 ラナデ。 橙色

普通

中央付近覆土 中

層

6

高　　 塔 B （5 ．1） 脚部の破片。脚部 は柱状 を呈 し， 脚 部外面へ ラ削 り後ナ デ。 砂粒 。石英 P 139 15％

土 師 器 E （4 ．1） 中位 にやや凸 が見 られ る。 にぷい橙色

普通

中央付近覆土 中

層

7

賓 B （6 諭） 底部か ら休部下位 の破片。平底。 体 部外面へ ラ削 り後ナデ，内面 へ 砂粒 。長石 。パ ミス P 132 10％

土 師 器 C　　 7 ．1 休部 は内攣 しなが ら立ち上が る。 ラナデ。 にぷい橙色

普通

中央付近覆土 中

層

8

婆 B　　 2 ．0 底部か ら体部下位 の破 片。平底。 底部 へラ削 り後ナデ。 砂粒 e長石 eパ ミス P 133 10％

土 師 器 C ［6．6］ 体部 は内攣 しなが ら立 ち上が る。 にぷい橙色

普通

覆土 中

底部 内面煤付着

9

甑 A ［15．8］ 体部上位か ら口緑部 の破片。目線 口緑部内？外面横 ナデ。体部外 面 砂粒 ・長石 P 140　 5 ％

土 師 器 B （5．2） 部 は複 合口緑で，僅かに外反する。 へラ削 り後へ ラナデ，内面 へラ磨

き。体 部外面赤彩。

浅黄橙色

普通

覆土 中

第五6号住居跡（第33図）

位置　調査区の北東部北側，V8d5区。

規模と平面形　長軸6．78m，短軸6．48mの方形。

主軸方向　N－420－W

壁　極めて緩やかな北下がりの斜面部に位置し，耕作土が比較的厚く堆積しているため残存状況が良好である。

壁高は8～22cmで，緩やかに外傾している。

床　平坦であるが，踏み固められた硬化部分は確認できなかった。床面上は中央部から南部にかけ渉み状の黒

色土が点在する。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P5は長径20～50cm，短径19～舶cmの不整楕円形で，深さは23～35cmである。

Pl～P4は各コーナー付近に付設され，規模や配列から主柱穴と考えられる。P5はP3の西側にあり，性格は不

明である。

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1は西コーナー付近に付設され，平面形は長径94cm，短径76cmの不整楕円形で，深さ

45cmである。覆土中層から炭化材が出土している。断面はU字形で，底部は皿状である。貯蔵穴2は南コー

ナーから南西壁沿い西寄りに付設され，径95cmの円形で，断面は捨鉢状である。
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第3図　第柑号住居跡実測図

貯蔵穴1土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック。ローム粒子少量，焼土粒子。炭

化粒子微量
2　暗褐色　焼土粒子。炭化粒子。ローム小ブロック微量
3　黒褐色　炭化材少量，ローム小ブロック微量
4　褐　　色　炭化材中量，炭化粒子。ローム粒子微量

貯蔵穴2土層解説
1　暗　褐　色　炭化粒子◎ローム粒子微量
2　橙　　　色　ローム小ブロックeローム粒子微量
3　にぷい橙色　ローム粒子微量，ローム小ブロック極微量

－57－
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第鍼図　第柑号佳屠跡出藍逸物実測図

覆土　4層から成る。壁際には暗褐色土が堆積し，覆土下層には褐色も　中層から上層にかけて黒褐色土がレ

ンズ状を呈している。自然堆積である。

土層解説
1黒褐色　廃土粒子eローム粒子少量
2　褐　　色　ローム小ブロック。ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子微量，焼土粒子極微量
4　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子も炭化粒子微量

遺物　覆土下層から床面直上にかけ土師器片が少量出土している。第34図1の坪は中央付近の覆土下層及び南

寄りの床面直上から出土している杯片が接合したものである。2の鉢は南コーナー付近の床面直上から横位

の状態で出土している。3～5の高塀は，3が南東壁際の床面直上から正位の状態で4の高塔と接して，5
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は覆土中から出土している。6～10の埠はタ　6が南西壁寄りの床面直上から逆位の状態で9　7が中央付近か

ら，9が東寄りの床面直上から，8910は覆土中から出土している。11の婆は北東壁寄りの覆土下層から横

位の状態で出土している。

所見　本跡は，炉を伴わないが，遺構の確認状況及び出土遺物から住居跡と考えられる。出土遺物の中に供献

土器が多量にみられることから，祭祀行為との関係が推測される。時期は，出土遺物から5世紀後半と考え

られる。

第16号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

第 34図 土不 B （3 ．5） 底部 か ら体 部下位の破片。平底。 体部外面へ ラ削 り後 ナデ，内面へ 砂粒 ◎パ ミス P 142　30％

1 土 師 器 C　　 4 ．2 体部 は内攣 しなが ら立 ち上が る。 ラナ デ。底部 へラ削 り後ナデ。外 褐色 中央 付近 覆土下

面赤彩。 普通 層か ら床 面直上

2

鉢 A ［14 ．6］ 体部及 び口緑部一部 欠損。平底。 日録部 内 魯外面横 ナデ。体 部外面 砂粒 ・長石 P 146　 60％

土 師 器 B　 12．0 体部 は内攣 しなが ら立ち上 が り， へラ削 り後ナデ，内面へ ラナデ。 にぷい赤褐色 南 コーナー付近

C　　 3．9 ロ緑部 は内傾す る。 普通 床面直上

二次焼成

3

高　　 塀 A　 18．0 塔部 の破片。塔部 は皿状に開いた 羞不部外面 へラ削 り後 へラ磨 き，内 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 143　40％

土 師 器 B （7．5） 後段 をつ くり， その後外反 する。 面へ ラ磨 き。 内 。外 面赤彩。 雲母

橙色

普通

P L 14

南東壁際床面直上

土不部下位研磨痕

4

高　　 杯 A ［16 ．2］ 杯部 の破片 。杯部 は外反す る。 土不部外面へ ラ削 り後 へラ磨 き，内 砂粒 ◎長石 P 144　 5 ％

土 師 器 B （3 ．7） 面へ ラ磨 き。 灰褐色

普通

南 東壁際床 面直

上

内 e 外面煤付着

5

高　　 塀 D　 12．5 脚部下位の破片。脚部 は 「ハ」の 脚部 外面へ ラ削 り後ナ デ，内面へ 砂粒 ・長石 ・石英 P 145　 25％

土 師 器 E （4．8） 字状 に下方 に開 く。 ラナデ。脚部内面輪積み痕。 にぷい橙色

普通

覆土 中

6

肘 A　　 8．0 体部下位 及 び口緑 部の 破片。平 目線部外 面へラナデ，内面 へラ磨 砂粒 ・長石 ・雲母 P 147　 75％

土 師 器 B　 14．1 底 。体 部は潰れた球形状 を呈 し， き。体部外 面へラ削 り後ナデ。 灰白色 南西壁寄 り床面

ロ緑部 は緩 やか に外反す る。 普通 直上

底部外面研磨痕

7

肘 A ［9 ．2］ 目線部 の破 片。目線部 は内攣 しな 目線部 内 ◎外面横 ナデ。内 e外面 砂粒 e長 石 P 148　 5 ％

土 師 器 B （3 ．2） が ら立 ち上が る。 赤彩。 褐色

普通

中央付近床 面直

上

8

埠 A ［9 諸］ 口緑部 の破片。目線部 は内攣 しな 日録部内 。外面横 ナデ。内 ◎外面 砂粒 ◎長石¢パ ミス P 149　 5 ％

土 師 器 B （3．2） が ら立 ち上が る。 赤彩。 にぷ い褐色

普通

覆 土中

9

村 B （7．6） 体部中位か ら口縁部下位 の破片。 口緑部 内e外面横 ナデ。体 部外 面 砂粒 ・石英 ・雲母 P 150　 20％

土 師 器 体部 は球形状 を呈 し，口緑部 は外 へラ削 り後丁寧 なナデ。内 申外 面 赤褐色 東寄 り床面直上

反す る。 赤彩。体部 内面輪積み痕。 普通

10

村 B （1．7） 体部上 位の破片。体部 は内攣 しな 休部外面 へラ削 り後ナデ，内面 へ 砂粒 ・長石 P 151　 5 ％

土 師 器 が ら立 ち上 が り，日録部 は外傾す

る。

ラナデ。外 面赤彩 。 にぷい赤褐色

普通

覆土 中

11

婆 A　 14 ．1 体部上位 か ら口綾部の破片。体 部 日録部内 e外面横ナ デ。体部 内 ◎ 砂粒 。ス コリア e P 141 15％

土 師 器 B （6 ．6） は内攣 しなが ら立ち上が り，ロ緑 外面へ ラナデ。 石英 ・雲母 北東壁寄 り覆土

部 は外反 する。 橙色　 普通 下層

第2の号住居跡（第35図）

位置　調査区の東部中央付近，W8i3区。

規模と平面形　長軸4．49m，短軸4．16mの方形。

主軸方向　N－450－W

壁　北西壁の中央付近が耕作による撹乱を受けている以外は残存状況は良好である。壁高は19～40cmで，外傾

して立ち上がる。

壁溝　壁下を全周している。上幅10～15cm，深さ5～9cmで9　断面形はU字形である。
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第鏑図　第調号住居跡実測図

旦熟凱細
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ト一一Il－　　　　1…‥一一i

間仕切り溝　北東壁から2条，南西壁から2免北西壁から2条それぞれ中央に向かって伸びている。南西壁

からの2条については，入口ピットあるいはその施設に関係するものと思われる。

床　平坦であるが，全体に極めて緩く西側に傾いている。中央付近から北西壁付近にかけては踏み固められ堅

微である。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は長径24～35cm，短径20～32cmの楕円形または不整楕円形で，深さは5

～10cmである。各コーナー付近に付設され，規模や配列から主柱穴と考えられる。P5，P6は長径20cm，短径

15～20cmで，規模や位置から出入口に伴うピットと思われる。

貯蔵穴　北コーナー付近に付設され，平面形は長径77cm，短径64cmの不整楕円形で，深さは45cmである。断面

はU字形である。

貯蔵穴土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム小ブロック。ローム粒子少量

3　褐　　色　焼土粒子eローム粒子微量

炉　南東壁の中央部壁際に付設され，長径72cm，短径58cmの楕円形で，床面を約10cm掘り窪めた地床炉である。

炉床は火熱を受けているが，やや赤変した程度である。

炉土層解説
1褐　　色　焼土粒子少量，焼土中ブロック微量
2　赤褐色　廃土小ブロック。焼土粒子中量，炭化物微量

3　褐　　色　ローム小ブロックeローム粒子少量
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第鍼図　第錮号健屠跡出藍逸物実測図

覆土　6層から成る。覆土下層から上層にかけて焼土粒子を含む黒褐色土が厚く堆積し，壁際には壁の崩れに

よるものと考えられるロームブロック，ローム粒子を含む暗褐色土が堆積している。

土層解説
1黒褐色　ローム中ブロック少量，焼土粒子微量　　　　　　4　黒褐色
2　暗褐色　ローム小ブロック◎ローム粒子少量，焼土粒子微量　5　暗褐色
3　黒褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量　　　　　　　6　暗褐色

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子極微量

遺物　覆土中及び床面直上から土師器片が少量出土している。第36図1，3の塔と高塔は覆土中から，2の高

ま不は南東壁の壁溝覆土上面から出土し9　4の高塀は貯蔵穴内覆土上層から，5の婆は北コーナー付近の床面

直上から横位の状態で出土している。

所見　本跡は，西側に入口ピットと考えられる施設を付設しており，他の住居跡とは方角的に大きく異なる。

時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第20号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

第 36図 土不 A ［9．6］ 体部上位か ら口緑部 の破 片。体部 口緑部内 e外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 。長石 e石英 P 15 7　 5 ％

1 土 師 器 B　　 2．4 は内攣 しなが ら立 ち上が り，ロ緑

部は直立す る。

へラ削 り後ナデ，内面 ナデ。 にぷ い橙色

普通

覆土中

2

高　　 士不 A ［17湖 塔部 の破片。土不部 は脚 部 との境 に 珂都 外面へ ラ削 り後へ ラ磨 き，内 砂粒 e 雲母 P 15 8　2 5％

土 師 器 B （5．0） 強い稜 を持 ち，外傾 して開 く。 面 へラ磨 き。内 e 外面赤彩。 にぷ い褐色

普通

P L 14

南東壁溝覆土上

面

外面煤付着

3

高　　 士不 A ［15 ．2］ 師部 の破片。土不部は外傾 して開 く。 ロ緑部内e外面横 ナデ。土不部外面 砂粒 ◎長石 P 15 9　 5 ％

土 師 器 B （4 ．0） ヘ ラ削 り後へラ磨 き，内面へラ磨

き。

灰褐色

普通

覆 土中

4

高　　 士不 B （6 ．2） 脚部 の破片。脚部 は下方 に開 く。 脚部外 面へラ削 り後ナ デ，内面雑 砂粒 e 長石 ◎石英 P 160　 2 0％

土 師 器 E （5 ．1） なへラナデ。 橙色

普通

貯 蔵穴内覆土上

層

5

賓 B （10 ．4） 底部 か ら体部 中位の破片。体部 は 体部外 面へラ削 り後ナ デ，内面 へ 砂粒 e 長石 e石英 P 156　 2 0％

土 師 器 C　　 6 ．8 内攣 しなが ら立ち上が る。 ラナデ。底部雑 なへラ削 り後ナデ。 にぷい褐色

普通

PL 14

北 コーナー付近

床 面直上
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第2思考住居跡（第37図）

位置　調査区の東部中央付近9W8f4区。

規模と平面形　長軸5．44m9　短軸駁29mの方形。

童軸方向・N－360…E

壁　壁高は25～40cmで9　外傾して立ち上がる。

壁溝　壁下を全周している。上幅7～20cm，深さ8～12cmで，断面形はU字形である。

間仕切り溝　北東壁から2条9南東壁から1条，南西壁から2条それぞれ中央に向かって伸びている。

床　ほぼ平坦で，よく踏み固められ9全体に火熱を受け赤変硬化している部分が広がり堅緻である。中央付近

から南東壁寄りに径115cmの円形状の撹乱を受けている。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は長径28～34cm9短径20～25cmの楕円形または不整楕円形で9深さは

56～75cmである。それぞれ各コーナー付近に付設され9　P4は壁側にやや傾くように掘り込まれている。規模

や配列から主柱穴と考えられる。P5，P6は径24～27cmの円形で9深さ12cmで浅くU字状に掘りこまれている。

規模や位置から学　双方とも出入口施設に伴うピットと思われる。

貯蔵穴　南コーナー付近に付設され9平面形は長径77cm，短径55cmの不整楕円形で撃深さは68cmである。断面

はU字形である。

貯蔵穴土層解説
1褐　　色　ローム小ブロック中量，廃土粒子・炭化粒子・ロー

ム粒子微量
2　暗褐色　焼土中ブロック多量9　ローム粒子微量
3　暗褐色　焼土中ブロック中量，焼土粒子少量

炉　2か所。炉1は中央から北西寄りに付設され，長径1摘cm，短径100cmで9床面を約6cm掘り窪めた不定形

の地床炉である。炉床は火熱を受け赤変硬化している。炉2は中央から北東寄りに付設され，長径80cm，短

径20cmで，床面を約5cm掘り窪めた長楕円形の地床炉である。炉床は火熱を受け赤変硬化している。

炉1土層解説
1暗褐色　廃土小ブロックe廃土粒子◎ローム粒子少量
2　暗褐色　焼土中ブロック◎焼土粒子少量，ローム粒子微量
3　暗赤褐色　焼土中ブロック多量，焼土粒子少量

炉2土層解説
1褐　色　ローム小ブロックe焼土中ブロックの焼土粒子少量，

炭化粒子微量
2　暗赤褐色　廃土小ブロック多量，焼土粒子少量

3　褐　　色　焼土粒子少量，ローム粒子微量
4　褐　　色　ローム小ブロック中量，焼土中ブロック少量，炭化

粒子微量

覆土　7層から成る。床面上からは広い範囲で火熱を受けて赤変硬化した焼土塊が確認され9東コーナー付近

からは炭化材が出土している。第6層は覆土下位から上位にかけて焼土粒子を含む黒褐色土が厚く堆積し9

壁際には炭化物を中量含む暗赤褐色土が堆積している。中央部から西側の覆土中からは投棄された状態で多

量の土師器が出土している。人為堆積と思われる。

土層解説

日夏霊宝警豊㍍㍍霜㌶㌶琵炭化物少量　5暗赤褐色羞空琵掌若義ローム中ブロックのローム粒争
3　褐　　　色　ローム小ブロック。焼土小ブロック少量，焼土　6　黒　褐　色　炭化物中量，ローム粒子e焼土中ブロック少

粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量，焼土粒子微量
4　にぷい赤褐色　ローム粒子e炭化物少量，ローム小ブロック微　7　褐　　　色　ローム小ブロック砂ローム粒子少量且

里

遺物　中央付近を除いた覆土上層から床面直上にかけて多量に土師器が出土している。第38◎39◎40⑳41◎42

図1～11の塔は，1，2，4が南寄りの床面直上から逆位で9　5が北西寄りの覆土中層から正位の状態で，

6が南寄りの覆土中層から，7と8は，西コーナー付近と北コーナー付近の床面直上から，9，11が東寄り
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第鯛図　第別号住居跡出藍過物実測図（3）
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の覆土下層から，10が中央付近の覆土下層及び西寄りの覆土中層から出土している塔片と接合したものであ

る。12～14の椀は，且2が西寄りの覆土下層から，鼠3，14が南寄りの覆土下層から逆位の状態で出土している。

17～27の高塀は917924が西寄りの覆土下層から正位の状態で919921，23が南寄りの床面直上から，19が
ヽ

逆鑑21が正札23は脚部と坤部が接合し，27が南東壁際の覆土中層から出土している。28～48の聾は，399

41が東寄りの覆土下層及び床面直上から横位の状態で，31，34，37，46，47が西寄りの覆土下層及び床面直

上から，28，30940，鴫48が南寄りの覆土下層及び床面直上から，32が北東壁際の覆土中層から逆位の状

態で出土している体部に西寄りの覆土下層から出土している聾片が接合し，35は北寄りの覆土中層から出土

している肇片に東寄りと西寄りの覆土下層から出土している聾片が接合したものである。49～53の甑は，鴫

51が西寄りの覆土下層から出土している。3，15，16，18，20，22，25，26929，33，38，50，52，53はい

ずれも覆土中より出土したもので，その他54の土も55の不明土製晶が覆土中から出土している。

所見　本跡は9覆土上層から床面直上にかけ，遺物が多量に重なり合って出土している住居跡である。床面が

火熱を受け，赤変硬化し炭化材も出土している状況から考えると9住居焼失後9遺物を投棄したものと思わ

れる。また，出土遺物に占める供献土器の割合と9赤彩されている遺物の割合が高く，祭祀行為との関係が

考えられる。時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第21号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 ．手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第38図 土不 A　 14．0 平底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 口緑部内 e外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 P 18 4 1 00％

1 土 師 器 B　　 4．9 が り，日録部 との境 に弱 い稜 を持 へラ削 り後ナ デ，内面ナデ。底部 明赤褐色 P L 14

つ。日録部 は内削 ぎ状 で直立する。 へラ削 り。内 e 外面赤彩 。 普通 南 寄 り床面直上

2

杯 A　 12．8 平底 。体部 は内攣 しなが ら立 ち上
a
日録部 内e外面横 ナデ。体部外面

l
砂粒 e 長石 e 石英

l
P 185 10 0％

土 師 器 B　　 5 ．6 が り，口綾部 はやや外反 する。 へ ラ削 り後 ナデ。底部へ ラ削 り。 黄褐色 P L 1 4

C　　 4 ．5 内 ◎外面赤彩。体部外 面輪横痕有

り。

普通 南寄 り床面直上

内面摩耗

3

±不 A　 13 ．2 上 げ底。体部 は内攣 しなが ら立ち 口緑部内 e外面横 ナデ。体部外面 砂粒 。長 石 P 18 6 10 0％

土 師 器 B　　 4 ．3 上が り， 口緑部 はほぼ直立す る。 へ ラナ デ，内面ナデ。底部 へラ削 にぷい赤褐 色 P L 14

C　　 4 ．0 り後ナ デ。 普通 覆土中

4

土不 A　 13．6 体部中位及 び口緑部 一部欠損。平 口緑部内 e外面横 ナデ。休部外面 砂粒 ・スコ リア P 18 7　70％

土 師 器 B　　 4．6 底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上が へラ削 り後へ ラナデ， 内面ナデ。 橙色 P L 14

C　　 4．6 り，目線部 は僅 かに内傾 する。 底部 へ ラ削 り後 ナデ。 内e外面赤

彩 。

普通 南寄 り床面直上

内面剥離 二次焼成

5

塔 A ［12．0］ 平底 。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 口緑部 内e外面横 ナデ。体部外面 砂粒 P 18 8　60％

土 師 器 B　　 4 ．8 が り，日経部 は外傾 する。 へ ラ削 り後ナデ，内面へ ラ磨 き。 ス コリア P L 14

C　　 4 ．8 底部へ ラ削 り後ナ デ。 にぷい褐色

普通

北西寄り覆土中層

二次焼成

6

土不 A ［14 ．7］ 体部及 び口緑部一部欠損。丸底。 口縁部 内e外面横 ナデ。体部 外面 砂 粒 ・長石 ・石英 P 189　 65％

土 師 器 B　　 5 ．2 体部 は内攣 しなが ら立 ち上が り， ヘ ラ削 り後 へラ磨 き，内面 へラ磨 にぷい褐色 P L 14

C　　 5．7 口緑部 は僅 かに外傾す る。 き。底部へ ラ削 り。 普通 南寄 り覆土 中層

7

土不 A　 13．6 体部及 び目線部 一部 欠損。平底。 口緑部内 e外面横 ナ デ。体部外面 砂粒 e長石 e 石英 P 19 0　70％

土 師 器 B　　 4．5 体部 は内攣 しなが ら立ち上が り， へラ削 り後へ ラナデ，内面ナデ。 明赤褐色 P L 15

C　　 4．5 口緑部 は直立 する。 内 。外面赤彩。 普通 西コーナー付近床面直上

二次焼成

8

坪 A　 16．1 体部 及び口緑部一部欠損 。体部 は 目線部外 面横ナ デ。体部外面へ ラ 砂粒 ・長石 ・石英 P 19 2　50％

土 師 器 B　　 5 ．1 内攣 しなが ら立 ち上 が り，ロ綾部 削 り後 ナデ。内 e 外面赤彩 。 にぷ い橙色 P L 14

はほぼ直立す る。 普通 北コーナー付近床面直上

内面剥離

9

土不 A ［14 ．3］ 底部 か ら口緑部の破片。上 げ底。 口緑部 内。外面横 ナデ。体 部外面 砂粒 e 長石 P 194　 50％

土 師 器 B　　 5 ．4 体部 は内攣 しなが ら立 ち上が り， へ ラ削 り後 ナデ。底部へ ラ削 り。 にぷい橙色 東寄 り覆 土下層

C　　 4．2 口緑部 は内傾 する。 内 e 外面赤彩 。 普通 内面剥 離

10

土不 A ［14．2］ 体部下位か ら口緑部 の破片。体部 目線部内 e外面横 ナデ。体 部内 e 砂粒 e 石英 P 195　 40％

土 師 器 B （4．5） は内攣 しなが ら立 ちなが り，口緑 外面へ ラナ デ。外面 赤彩。 にぷい橙色 中央付近覆土下層

部は ほぼ直立 する。 普通 体部外面煤付 着

11

塔 A ［14 ．2］ 体部下仕か ら口綾部 の破片。体部 目線部 内◎外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 。パ ミス P 19 6　 20％

土 師 器 B （5 ．0） は内攣 しなが ら立 ち上 が り，目線 へラナデ，内面 ナデ。 にぷい橙色 東寄 り覆土下層

部 は僅 かに内傾す る。 普通 二次焼成
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図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調 。焼成 備　　 考

第38図 椀 A ［9．1］ 体部中位 か ら目線部 の破片 。体部 目線部内面横 ナデ，外面へ ラ削 り 砂 粒 ・長石 ・石英 ・ P 16 3　20％

12 土 師 器 B （6．4） は内攣 しなが ら立 ち上 が り，目線 後ナデ。体部外面へ ラ削 り後ナデ， パ ミス 西寄 り覆土下層

部は端部が 内削ぎ状 にほぼ直立す

る。

内面へ ラナデ。 にぷい赤褐色

普通

体部上位穿孔

13

椀 A　 lO．8 丸底。体部 は内攣 しなが ら立ち上 目線部 内◎外面横 ナデ。休部外面 砂 粒 ・雲母 P 18 3 100％

土 師 器 B　　 7．1 が り， 目線部 は内傾 する。 へ ラ削 り後 ナデ，内面へ ラ磨 き。 にぷい黄橙色 P L 14

C　 l．4 内 ◎外面赤彩 。 普通 南寄 り覆土下層

内面剥離

二次焼成

14

椀 A ［14．8］ 体部中位か ら目線部 の破 片。休部 目線部 内e外面横 ナデ。体部 外面 砂粒 P 19 7　20％

土 師 器 B （5．1） は内攣 しなが ら立 ち上 が り，目線 へ ラ削 り後 ナデ，内面へ ラ磨 き。 にぷい橙色 南寄 り覆土下層

部 は僅か に内傾す る。 内 ・外面赤彩 。 普通

15

鉢 A　 14 ．6 体部及 び 口緑 部一 部欠損 。上 げ 日録部 内e外面横 ナデ。体部 外面 砂粒 ・石英 P 19 1 6 0％

土 師 器 B　　 6．1 底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上が へ ラ削 り後 ナデ，内面 ナデ。底部 明赤褐色 覆土中

C　　 4．6 り，口緑部 は外傾 する。 へ ラ削 り。内 の外面赤彩。 普通

16

鉢 A ［17．6］ 体部下位か ら日経部 の破 片。体部 口縁部 内◎外面横 ナデ。体部 外面 砂粒 ・長石 ・スコ P 19 3　 40％

土 師 器 B （7 ．3） は内攣 しなが ら立 ち上 が り9日緑 へ ラ削 り後 へラナデ，内面ナ デ。 リア ・雲母 P L 14

部 は外傾す る。 内 。外面赤 彩。 橙色

普通

覆土中

著 しい内面剥離

17

高　　 士不 A　 17 ．9 師部一部欠損。脚部 はほぼ柱状 を 口緑部 内◎外面横 ナデ。珂郁 外面 砂粒 ・長石 ・ス コ P 19 8　 95％

土 師 器 B　 14 ．5 呈 し㍉端部 は反 る。師部 は脚部 と へラ削 り後 ナデ9内面丁寧なナデ。 リア P L 14

D　 15 ．4 の境 に弱 い稜 を持 ち，外傾 して立 脚部外面 へラ削 り後ナデ，内面ナ 橙色 西寄 り覆土下層

E　　 7 ．6 ち上が り， 日経部 に至 る。 デ。脚部内面 を除 く内e外面赤彩。 普通

18

高　　 士不 Å　 16 ．3 脚部一 部欠 損。脚部 は柱状 を呈 目線部 内e外面横 ナデ。塔部 外面 砂粒 ・長石 P 199　 95％

土 師 器 B　 13 ．1 し，下位 で大 きく開 く。均部 は脚 へラ削 り後 ナデ，内面 ナデ。脚部 にぷい黄橙色 P L 15

D　 13 ．0

E　　 7 ．8

部 との境 に強 い稜 を持 ち，内攣 し

なが ら立 ち上が り，目線部に至 る。

外面 へナラデ，内面ナ デ。 普通 覆土 中

脚部外面指頭痕

二次焼成

19

高　　 士不 A　 15 ．3 脚部 は柱状 を呈 し，下位 で大 き く 目線部 内e外面横 ナデ。ま不部外面 砂粒 ◎ス コリア P 200 10 0％

土 師 器 B　 12 ．6 開 き，端部 は反る。土不部 は脚部 と へラナデ，内面 ナデ。脚部 外面へ にぷ い黄橙色 P L 1 5

D　 13 ．6

E　　 7 ．0

の境 に強 い稜 を持 ち，内攣 しなが

ら立 ち上 が り， 目線部 に至 る。

ラナデ，内面ナデ。 普通 南寄 り床面直上

二次焼成

20

第39図

高　　 士不 A　 13 ．1 脚部 は下位 で大 きく開 き，端部 は 日録部 内e外面横 ナデ。土不部外面 砂粒 ・長石 ・雲母 P 201 10 0％

土 師 器

高　　 士不

B　 ll ．5 反 る。塔部は脚部 との境 に強い稜 へラナデ。脚部外面へ ラナデ，内 赤褐色 P L 1 5

D　 ll．2 を持ち，内攣 しなが ら立 ち上が り， 面ナデ。脚部 内面輪積 み痕。脚部 普通

砂粒 ・雲母

覆土 中

E　　 6 ．3 ロ緑部 に至 る。 内面 を除 く内 e 外面赤彩。 塔部 内面著 しい

剥離

A　 14 ．6 脚部一部欠損。脚部 は下位 で大 き 日経部内 ◎外面横 ナデ。珂都 外面 P 202　 95％

21

22

23

24

25

26

土 師 器

高　　 士不

B　 ll．7 く開 く。塔部 は脚部 との境 に強い へラナデ。脚部外面 へラナデ，内 橙色 南寄 り床面直上

D　 ll．8 稜 を持 ち，内攣 しなが ら立 ち上 が 面ナデ。脚部内面 を除 いた内e外 普通

砂粒 e雲母

士不部 内面著 しい

E　　 5 ．5 リ， 口緑部 に至 る。 面赤彩。 剥離

A　 15 ．8 脚部一部 欠損 。脚部 はラ ッパ状 に 口緑部内 ・外面横 ナデ。杯部外面 P20 3　90％

土 師 器

高　　 珂こ

B　 12 ．1 開き，端部 は反 る。均部 は脚部 と へ ラ削 り後 ナデ，内面ナデ。脚部 赤褐色 覆 土中

D　 12 ．5 の境 に強い稜 を持ち，内攣 しなが 外面へ ラナデ，内面 ナデ。脚部 内 普通

砂粒 e石英

二次焼成

P 20 4　85％

E　　 6 ．9 ら立 ち上 が り，目線部 に至 る。 面輪積み痕。 内 。外面赤 彩。

A　 15 ．4 脚部 及び塔部一部 欠損。脚部 はほ 口緑部内 ◎外面横 ナデ。師部外面

土 師 器

高　　 士不

B　 13 ．3 ぼ柱状 を呈し，中位 にやや膨 らみを へ ラ削 り後 ナデ， 内面 へラナデ。 にぷい橙色 P L 15

D ［13 ．0］

E　　 8 ．0

A ［16 1 ］

持 ち，下位 で大きく開く。均部 は脚 部

との境に強 い稜 を持 ち，内攣 しなが

ら立ち上がり，目線部 に至る。

脚部及 び師部 一部欠損。脚 部はほ

脚部外面へ ラナデ， 内面 ナデ。

口緑部内 e外面横ナデ。均部 外面

普通

砂粒

南寄 り床面直上

二次焼成

P 20 5　60％

土 師 器

高　　 士不

B　 12 ．3 ぼ柱状 を呈 し，下位 で大 きく開 き， へ ラ削 り後へ ラナデ，内面へ ラ磨 褐 色 西寄 り覆土下層

P 20 6　 60％

D ［11．8］ 端部 は反る。土不部 は脚部 との境 に き。脚部外 面へラ削 り後へラナデ， 普 通

砂粒 。パ ミス

E　　 7．3

A　 16．3

強い稜 を持ち，内攣 しなが ら立ち

上 が り，口緑部 に至 る。

脚部及び塔部一部欠損。脚部はラッ

内面 ナデ。脚 部内面輪積み痕。脚

部内面 を除 き赤彩 。

目線 部 内。外面 横 ナデ。塔 部外面

土 師 器

高　　 士不

B　 13．1 パ状に開 き，端部 は反 る。塔部 は脚 へ ラ削 り後 へラナデ，内面 ナデ。 にぷい黄橙色 覆土 中

P 207　 60％

D ［13．0］ 部 との境に弱 い稜 を持 ち，内攣 しな 脚部へラナデ，内面ナデ。脚部 内面 普通

砂粒 ・長石 ・

E　　 8．1 がら立ち上が り，口緑部に至 る。 輪積 み痕。脚部内面 を除 き赤彩 。

A　 15．8 脚 部一部 欠損。脚 部 は柱状 を呈 口緑部 内e外面横 ナデ。杯部外 面

土 師 器 B ［12．0］ し，下方で開 く。塔部 は脚部 とめ へ ラナデ，内面ナデ。脚部外 面へ パ ミス e 雲母 覆土 中

E　　 6．7 境 に強い稜 を持 ち，内攣 しなが ら

立ち上 が り， 口緑部 に至 る。

ラナデ。脚部 内面を除いて赤彩。 にぷい褐色

普通

塔部 内面剥離

－70－



図版番号 器　　 種 恒 胤 cm）i　 器 形 の 特 徴 i　 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第39図 高　　 ま不 B （1．9） 杯部 の破 片。均都 は下半で段 を持 土不部外面 へラナデ。外面赤彩。 砂粒填石。石英りヾ ミネ P 2 08 10％

27 土 師 器 ち，外反 す る。 にぷい褐色

普通

南東壁際覆土中層

土不部内面剥離

28

婆 A　 13 ．6 日録部及 び体 部一部欠損。平底。 口緑部内 e外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ◎長石 P 16 1 9 5％

土 師 器 B　 ll．7 体 は内攣 しなが ら立ち上が り，頸 へ ラ削 り後 ナデ，内面 ナデ。底部 橙色 P L 15

C　　 4．0 部 は括れ，口緑部 は端部 で折 り返

し，複合 日録 とな り，外傾す る。

雑 なへ ラ削 り。外面赤彩。 普通 南寄り覆土下層及び床面直上

内面剥離

休部 外面煤 付着

29

婆 A ［10．0］ 体部上 位か らロ綾部 の破片 。体部 ロ緑部 内¢外面横 ナデ。体部外 面 砂粒 ・石英 ・雲母 P 162 10％

土 師 器 B　　 8．8 は内攣 しなが ら立 ち上 が り，目線 へ ラ削 り後 ナデ9　内面ナデ。 にぷい橙色 覆土 中

部 の端部 で折 り返 し9複合日録 と

な り，体部 内面 に弱 い稜 を持 つ。

目線部 は外 反す る。

普通 日録部外面指頭

痕

30

婆 A　 18 ．5 平底。体部 は球形状 を呈 し，日経 口緑部内 ◎外面へ ラ削 り後横ナデ。 砂粒 ・長 石 ・石英 ・ P 16 4 100％

土 師 器 B　 28 ．3 部 は 「く」 の字状 に外反す る。 頸部内 e外 面へラ削 り後 なで。体 スコ リア P L 15

C　　 6．8 部外面へ ラ削 り後 ナデ。底部雑な にぷ い橙色 南寄り覆土下層及び床面直上

へラ削 り。 普通 体 部外面煤付着

著 しい内面剥離

第40図 婆 Å　 17．9 底部 か らロ綾部 の破 片。突出 した 目線部 内e外面横 ナデ。体 部外面 砂粒 ◎パ ミス 。雲

母

にぷい橙色

P 165　 50％

31 土 師 器 B　 27．0 平底 。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 へ ラ削 り後 ナデ，内面へ ラナ デ。 P L 1 5′

C　　 7．0 が り， 日録部 は 「く」の字状 に外 底部へ ラ削 り後 ナデ。 西寄り覆土下層及び床面直上

反 する。 普通 二次焼成

32

聾 A　 21 ．4 体部 中位 か ら目線部の破片。休部 日録部内 ◎外面横ナ デ。頸部へ ラ 砂粒 e長 石 P 16 6　50％

土 師 器 B （20 ．1） は緩やかに内攣 しなが ら立 ち上が 削 り。体部外面へ ラ削 り後ナデ， 淡赤橙色 P L 16

り， 日経部 は外傾 す る。 内面ナデ。 普通 北東壁際覆土中層

二次焼成

33

寮 A ［19．1］ 体部中位か ら日録部 の破片。体部 目線部 内e外面横 ナデ。休部外面 砂粒 ・雲母 P 16 7　30％

土 師 器 B （13．2） は内攣 しなが ら立 ち上が り，口綾

部 は 「く」の字状 に外反 す る。

へラ削 り後ナデ，内面へ ラナデ。 にぷい橙色

普通

覆土中

34

婆 A　 16 ．2 底部 か ら目線部の破 片。丸底。体 口緑部 内㊤外面横 ナデ。体 部外面 砂粒 ・長石 e石 英 ・ P 168　 45％

土 師 器 B ［32 湖 部 は球形状 を呈 し，頸部 に強 い稜 へ ラ削 り後 ナデ，内面へ ラナデ。 雲母 P L 1 6

C　　 6 ．0 を持 つ。 目線部 は 「く」の字状 に 頸部外面輪積 み痕 。 にぷい橙色 西那覆土下層及び床面直上

外反 する。 普通 体部外面煤付着

第41図 婆 A　 16 ．6 体部 中位から口綾部 の破 片。体 部 ロ緑部内 0外面横ナ デ。頸部外面 砂粒 ◎長石 P 16 9　 20％

35 土 師 器 B （14．4） は球形状を呈 し，最大径 を中位に持 斜位のへ ラナデ。体部外面へ ラ削 にぷ い褐色 北寄 り覆土中層

つ。口緑部は「く」の字状に外反する。 り後ナデ，内面へ ラナデ。 普通

36

3 7

38

婆 A　 13．5 休部中位か ら口綾部 の破片。体部 口緑部内◎外 面横 ナデ。頸部外面 砂粒 。長石 P 17 0 1 5％

土 師 器

婆

B （12．0）

A ［18 ．0］

は内鸞 しなが ら立 ち上 が り，目線 へラ削 り。体部外 面へ ラ削 り後ナ にぷ い橙色 P L 16

部 は外反す る。 デ，内面へ ラナデ。 普通 覆土中

体 部外面煤付着

P 17 1 2 0％体部 中位 か ら日録部 の破片。体部 目線部 内昏外面横 ナデ。頸部 外面 砂粒 ・雲母 ・スコ

土 師 器

聾

B （17 ．8）

B （23．2） i

A ［15．0］

は緩やかに内攣 しなが ら立ち上が 斜位 のへラ削 り。体部外 面へラ削 リア 西寄 り覆 土下層

り，目線部 は折 り返 しのあ る複合 り後 ナデ， 内面へラナデ。

体部外面へ ラ削 り後 へ ラナデ，内

にぷい橙色 及 び床面直上

口緑 とな り，外反す る。 普 通 内面剥離

体部 中位 か ら頸部の破片。体部 は 砂粒 ・長 石 ・雲母 P 172 10％

土 師 器 内攣 しなが ら立 ち上 が る。 面雑なへ ラナデ。 内面輪積み痕。 橙色

普通

砂粒 ◎パ ミス

覆土中

内面剥離

P 17 3　 5 ％第 42図 婆 体部 上位か らロ緑部 の破片。体部 目線部内◎外 面横 ナデ。頸部外面

39

4 0

41

4 2

43

土 師 器

婆

B （6．2）

A ［19 ．2］

は内攣 しなが ら立 ち上 が り，口縁 へラ削 り後ナ デ。体部 外面へ ラ削 灰褐色 東寄 り覆土下層

部 は端部 で折 り返 しの複合 口緑 と

な り，外反す る。

休部 中位 か ら目線部 の破 片。休部

り後 ナデ，内面へ ラナデ。

日録部 内◎外面横 ナデ。頸部へ ラ

普通

砂粒 ・長石 。パ ミ

ス

灰褐色

普通

砂粒 ・長 石 ・雲母

及び床面直上

目線部外面煤付着

P 17 4　 5 ％

土 師 器

賓

B （11 ．0）

A ［17．4］

は緩やかに内鸞 しなが ら立ち上が ナデ。体部外面へ ラ削 り後 へラナ 南寄 り覆土下層

り，口緑部 は端部 で折 り返 しの複

合 目線 とな り，外反す る。

体部中位 か ら日経部の破片。体部

デ。 内面 へラナデ。

目線部内 ◎外面横 ナ デ。休部外面

及 び床 面直上

P 175　 5 ％

土 師 器

婆

B （6．3）

A ［19 ．4］

は内攣 しなが ら立ち上が り，口緑 へ ラ削 り後 ナデ， 内面 へ ラナデ。

口緑部内 も外面横 ナデ。頸部へ ラ

にぷい橙 色 P L 1 6

部は外反す る。 普通 東那 覆土下層及び床面直上

休 部上位か ら口緑部 の破片。体部 砂粒 P 176　 5 ％

土 師 器

寮

B　 6 ．3

A ［17 ．0］

は内攣 しなが ら立 ち上 が り，ロ緑 削 り。休 部外面へ ラ削 り後 ナデ， にぷ い橙色 覆土中

部 は外反す る。 内面ナデ。 普通 二次焼成

体部上位 か ら口緑部 の破 片。体部 口緑部 内e外面横 ナデ。頸部外面 砂粒 ・長 石・パ ミス P 17 7　 5 ％

土 師 器 B （5 ．8） は内攣 しなが ら立 ち上が り，目線 へ ラ削 り。体部外面 へラ削 り後ナ にぷい橙色 覆 土中

部 は 「く」の字状 に外反 する。 デ， 内面 ナデ。 普通 二次 焼成
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図版番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 42図 賓 t A ［17．7］ 体部上位 か らロ綾部の破片。体 部 目線部内 e外面横 ナデ。頸部外面 砂粒 ・長石 ・雲母 P 17 8　 5 ％

44 土 師 器 B （6 ．3） は内攣 しなが ら立ち上が り，口緑 へ ラ削 り後 ナデ， 内面 ナデ。 褐灰色 覆 土中

部 は 「く」 の字状 に外反す る。 普通 二次焼 成

45

寮 B （3 ．7） 底部か ら体部下位 の破片。平底。 体部外面雑 なへ ラ削 り後 ナデ，内 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 179　 5 ％

土 師 器 C　　 7 ．0 休部 は内攣 しなが ら立ち上が る。 面へ ラナデ。底部雑 なヘ ラ削 り。 雲母

褐灰色

普通

南寄 り覆土下層

及 び床 面直上

内面剥離　 二次

焼成

46

聾 B （2．4） 底部か ら体部下位 の破 片。やや突 体部 外面へラ削 り後ナデ，内面へ 砂粒 P 180 10％

土 師 器 C　　 7．1 出 した平底。体部 は内攣 しなが ら ラナデ。底部 へラ削 り後ナデ。 にぷい褐 色 西寄 り覆土下層

立ち上 が る。 普通 及び床面直上

内面煤付着

47

聾 B （1．4） 底 部か ら体 部下位の破片。体部 は 体部外面 へラ削 り後 ナデ，内面へ 砂 粒 ・長石 P 18 1　 5 ％

土 師 器 C　　 6 ．3 内攣 しなが ら立ち上が る。 ラナデ。底部へ ラ削 り。 褐 灰色

普通

西寄 り覆土下層

及び床面直上

二次焼成

48

饗 B （4 ．5） 底部か ら体部 下位 の破片。平底。 体部外面へ ラ削 り後 ナデ，内面ナ 砂粒 P 18 2　 5 ％

土 師 器 C ［7 ．8］ 体部 は内攣 しなが ら立ち上が る。 デ。底部へ ラ削 り。 褐灰色

普通

南寄 り覆土下層

及 び床 面直上

二次焼成

49

甑 A ［24 ．0］ 体部中位か ら日録部 の破片。体部 日経部内両横ナデ，外 面雑 なへラ 砂粒 e パ ミス P 209　 30％

土 師 器 B （10 ．8） は内攣 しなが ら立 ち上 が り，目線 ナデ。体部外面へ ラナ デ，内面ナ にぷ い橙色 P L 1 6

部 は僅か に外反 する。 デ。 普通 西寄 り覆土下層

50

甑 孔部か ら休部下位 の破 片。休部 は 体部 外面へラナデ，内面ナ デ。 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ P 210　 5 ％

土 師 器 内攣 しなが ら立 ち上 がる。 ス コリア

にぷい橙色　 普通

覆土 中

51

甑 孔部か ら体部下位の破片 。体部 は 体部外面 へラ削 り後 へラナデ，内 砂 粒 ・長石 ・雲母 ・ P 211　 5 ％

土 師 器 内攣 しなが ら立 ち上が る。 面 ナデ。 ス コリア

黒 褐色

普 通

西寄 り覆土下層

二次焼成

52

甑 孔部 か ら体部 下位の破片。体部 は 体部外面へ ラナデ， 内面 ナデ。 砂粒 ・雲母 ・ P 21 2　 5 ％

土 師 器 内攣 しなが ら立ち上が る。 スコ リア

にぷい橙色　 普 通

覆土中

53
甑 孔部 から体部 下位 の破片。休 部 は 体部外面へ ラナデ，内面 ナデ。 砂粒 。パ ミス P 21 3　 5 ％

土 師 器 内攣 しなが ら立 ち上 が る。 にぷい橙色　 普 通 覆 土中

図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm）

重量（g） 現存率（％） 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大厚 孔　 径

第42図54 土　　　　 玉 （2．8） （3．2） － （0．8） （11．3） 30 覆土中 D P 7

55 不 明 土 製 品 7．7 2．0 1．5 － 18．0 100 覆土中 D P 8

第23号住居跡（第43図）

位置　調査区の東部農道隣接部，V8g6区。

規模と平面形　長軸3．93m，短軸［3．26］mの長方形。

主軸方向　N－380－E

壁　北西壁は農道に接するため，明確に確認することはできなかった。南コーナーから西側の一部は耕作によ

る撹乱で殆ど残存しない。壁高は34～62cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，よく踏み固められ堅敵である。北西壁中央から南東壁に向かって幅70cmの馬背上の高まりが

伸びている。南コーナー付近には撹乱がみられる。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は長径16～22cm，短径15～20cmの楕円形で，深さは37～48cmである。Plは

北コーナー，P2は東コーナー付近に付設され，P3は南コーナーから南東壁に沿って，また，P4は西コーナー

から南西壁に沿って，それぞれ北東に寄った所に付設されている。規模や配列から主柱穴と考えられる。
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叫　　可

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

第43図　第23号住居跡実測図

貯蔵穴　南コーナー付近に付設され，平面形は長径67cm，短径57cmの楕円形で，円筒状に34cm程掘り込まれ，

覆土上層からは炭化材が出土している。

貯蔵穴土層解鋭
1暗褐色　炭化物・炭化粒子少量，焼土粒子微量
2　黒褐色　焼土小ブロック・焼土粒子少量
3　褐　　色　焼土粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック微量

覆土　5層から成る。中央付近から南側は撹乱を広く受けているが，自然堆積と思われる。

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l i＿＿　　　」

第44図　第23号住居跡出土遺物実測図

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭

化粒子微量
2　黒褐色　焼土小プロッタ・ローム小ブロック少量，焼土粒子

微量
3　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒

子微量
4　暗赤褐色　ローム粒子多量，廃土小ブロック・焼土粒子少量，

炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム小プロッタ・ローム粒子少量，廃土粒子・炭

化粒子微量
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遺物　出土遺物が少なら覆土中より土師器片が少量出土している。第舶図且の榔ま南東寄りの床面直上から

斜位の状態で出土しているものである。

所農　本跡は撃炉が確認されなかったが撃堅緻な床面と柱穴が確認できるので住居跡として取り扱った。時期

を判断する遺物は少ないが9　出土している土師器片の様相から5世紀後半と考えられる。

第23号住居跡出土遺物観察表

図版番号喜匝 ‾‾‾‾‾‾‾‾ 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土◎色調磯 成 i 備　 考

第44図 柑 A ［9．4］ 体部上位から口緑部の破片。体部 目線部内・外面横ナデ。体部内・ 砂粒 ・長石・石英・ P 215 10％

1 土 師 器 B （5．2） は緩やかに外反する。 外面赤彩。 スコリア　　　　　　 P L 16

浅黄橙色　　　　　 南東寄り床面直上

普通

窮欝号佳腰掛（第45図）

位置　調査区の中央部南側9　W5d9区。

規模と平面形　長軸6。92m撃　短軸6。62mの方形。

主軸方向　N－500－W

壁　壁高は舶～礪cmで　外傾して立ち上がる。

壁湧　南東壁と南西壁の一部に巡っている。上編5～鼠Ocm撃深さ6～8cmで撃　断面形はU字形である。

間仕切をメ溝　北東壁から2条夕南東壁から且条撃南西壁から3条それぞれ中央に向かって伸びている。幅鋼～邦

cm，深さ5～12cmで，断面はU字形である。

床　ほぼ平坦で撃　よく踏み固められて堅微である。床面からは廃も炭化材が出土している。

掛y睦　5か所（Pl～P5）。Pl～㌘4は長径2鼠～25cm撃短径19～22cmの楕円形で撃深さは59～77cmである。㌘1

～P4は各コーナー付近に付設されており撃規模や配列から主柱穴と考えられる。㌘5は南コーナーから南東壁

沿い北側に付設され　長径翫cm　短径鋼cmで　深さはcmの楕円形ピットである。規模や配置から出入ロに伴

うピットと思われる。

貯蔵究　南コーナー付近に付設されラ平面形は長径85cm撃短径75cmのほぼ長方形で撃深さ56cmである。断面は

U字形で9　底部は皿状である。

貯蔵穴土層解説
1褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック小量，焼土粒　3　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

子・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　4　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・炭化物・炭化粒　5　暗褐色　ローム粒子中量，炭化材・炭化粒子少量，ローム中

子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量　　　　　　　　　　　ブロック微量

炉　北西壁中央寄りに付設され　長径膵駄mタ短径83cmで撃床面を約5cm掘り窪めた長方形の地床炉である。炉

床は火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説

：慧盈≡慧姜蓋蔓草真義霊讐登≡千三讐讐；蓋慧蓋…‡警転警讐賢窺芸子微
覆羞13層から成る。覆土は下層から上層にかけて廃土粒子9炭化粒子を含む暗褐色土がレンズ状に堆積し撃

自然堆積と考えられる。中央付近から南東壁にかけては帯状の撹乱をうけている。

土層解説

1黒褐色　p＝ム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子e炭化材　3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，廃土粒
徴量　　　　　　　　　　　　　子・炭化粒子微量

2黒褐色豊誓三工票讐警警‰豊化粒子◎ロ‾ム粒子少　4褐　色蒜雷競競憲‾ム粒子少量9廃土粒子機

－74－



第45図　第27号住居跡実測図
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第47図　第27号住居跡出土遺物実測図（2）

5　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
6　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
7　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭

化材・炭化粒子少量

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

と二二二‥t　二二＿＿l

9　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少
量，焼土粒子微量

10　赤褐色　焼土小プロッタ多量，焼土粒子少量
11暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
12　褐　色　ローム小プロッタ中量，ローム粒子少量
13　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　覆土上層から床面直上にかけて土師器片が中量出土している。第46・47図1～5の坪は，1が北東壁際

の覆土下層から斜位の状態で，2が北寄りの覆土上層及び覆土下層から正位の状態で出土している杯片が接

合し，4が中央付近の覆土下層から，5は北東寄りの覆土上層から，3は覆土中から出土している。6，7

の高塀は，西コーナー覆土下層と北東寄りの覆土上層から共に逆位の状態で出土し，8の相は中央寄りの覆

土下層から横位の状態で出土し，体部内から炭化米が出土している。9～14の賓は，9が覆土中から，10は

北東から東寄りの覆土中層から出土している婆片が接合し，11は南寄りの覆土上層から，12，13は覆土中か

ら，14は北東寄りの覆土下層から出土している。15，16の甑は，15が覆土中から，16が南西壁際の間仕切り

構内覆土上面から横位の状態で出土している。

所見　本跡は，床面にみられる炭化材から焼失家屋と思われる。時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられ

る。

第27号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値 （仰） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色 調・焼成 備　　 考

第4 6図 杯 A　 13 ．4 口緑部一部 欠損 。平底。休部 は内 口緑部内 ・外面横ナ デ。休部外面 砂粒 ・雲母 P 22 5　 95％
1 土 師 器 B　　 5 ．0 管 しなが ら立 ち上が り，口縁部 は ヘ ラ削 り後 ナデ，内面ナデ。底部 にぷい橙色 P L 16

C　　 3 ．4 内傾す る。 ヘ ラ削 り後ナ デ。 内 ・外面赤彩 。 普通 北 東壁際覆土下

層　 内面剥離

二 次焼成

2

坪 A　 13 ．2 口緑部 一部欠損。平底 。休部 は内 口緑部 内・外面横 ナデ。休 部外面 砂粒 P 2 26　 80％
土 師 器 B　　 4 ．6 琶 しなが ら立ち上が り，口緑部 は ヘ ラ削 り後 ナデ，内面へ ラ磨 き。 灰黄褐色 北寄 り覆 土上層

C　　 4 ．4 ほぼ直立 す る。 底部へ ラ削 り後 ナデ。 普通 及 び下層

二次焼成

3

塔 A ［13 ．4］ 底部か ら口緑部 の破片。丸底。体 口緑部内 ・外面横 ナデ。休部外面 砂粒 ・雲母 P 22 7　 3 0％
土 師 器 B　　 5．8 部は内管 しなが ら立ち上が り，口 ヘラ削 り後へ ラ磨 き， 内面ナデ。 灰褐色 覆土中

緑部は外傾す る。 普通 二次焼成

4

土不 A ［1 5．2］ 休 部下位か ら口緑部 の破片。休部 口緑部 内・外面横 ナデ。休部外面 砂粒 ・長石 P 22 8　　　 30％

土 師 器 B （5．．0） は内管 しなが ら立 ち上 が り，ロ縁 へ ラ削 り後ナデ，内面 ナデ。 明褐灰色 中央 付近覆土下

部 との境 に弱 い稜 を持 つ。口緑部

はほぼ直立 す る。

普通 層

二次焼 成
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図版番号 器　 種 恒 憾 k m）　 蜜 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴　　 胎土 藤棚 磯 成　 備　 考

第46図 杯　　 A 〔廿 5］ 底 部か ら口縁部の破片。丸底 ．体　 口緑部内 ・外面横ナ チ。体部 外面　 砂粒 e長石　　　 P 229　 30㌔

5 土 師 器　 B 自 滅　 部 は内攣 しなが ら立 ち上が り傍目　 へ ラ削 り後 ナデ， 内面へラ磨 き。 褐灰色　　　　　 北東寄り覆土上層

縁部 は内懐 す る。　　　　　　 休 部へ ラ削 り。内 命外面赤彩 。　 普通　　　　　　 二次焼成

6

高　 棒　 B 招 。1） 脚部 か ら鞘 下位の破片。脚部 は　 増 外面へ ラ削　 後 ナデ溝 像 ■ 砂粒 e 長石　　 ㌘器0　 朝％

土 師 器　 D　 は 8　 柱状 を呈 し，下位で開 き，端部 ほ　 う磨 き。脚部 はヘ ラ削 り後十干，‖こぶい橙色　　　 酉∵一ト一再土下層

E　 7・5　 反 る。林部 は脚部 との境 に弱 い稜　 内面 ナデ。内面輪積み痕有 生　　 普通　　　　　　 二次焼成

を持つ。

高　 杯　 E （7・2） 脚部の破片。脚部 は柱状 を呈 し，「脚部 外面 へラナデ，内面 十干。内　 砂 粒 ・べミス　　 P 23 1 2 0㌔

7 土 師 器　　　　　　 下位で開 く．　　　　　　　　 画輪積 み痕。 内 。外面赤彩。　 浅黄母色　　　　 北 東寄 り覆土上

普通　　　　　　　 層

肘　　 A　 生6　 体部 下位 及び 目線部一部 欠損訂本　 日縁部内 e外面横ナヂぐ体部 外面　 砂粒 e 長石 。ペコ　 P 232　 70㌔

8
土 師 器　 B （10 ．9） 部 中位は潰れた球形状 を呈 し，頸　 へ う削 り後へ ラナデ。 内e外面赤 リア　　　　　　 P L 16

部 は括 れ，日録部 は外傾す る。　 彩。　　　　　　　　　　　　 にぷい橙色　　　 中東寄り覆土下層

普通　　　　　　　 著 しい内面剥離

婆　　 A L17 耳　 体部 中位 か ろ目線部の破片∴体部　 目線部 内。外面横 ナデ。体 部外面　 砂粒・雲母・スコリ∵　 P 217 15㌔

9 土 師 器　 B （12。9） は内攣 しなが ら立 ち上 が り習目線　 へラ削 り後 ナデ学内面へ ラ磨 き。 にぷい橙 色　　　 覆土中

部 は外反す る。　　　　　　　　 体部 内 。外面赤 彩。　　　　　　 普通

婆　　 A 〔1針0］ 休 部上 位か ら口緑部 の破片。休部　 日韓部内 e外面横ナ デ。休部外面　 砂粒 ・雲母 。バ ミス　 P219　　 20％

川
土 師 器　 8　融 ・1日 は球形状 を呈 し，頸部に強い稜 を　 へ ラ削 り後ナデ， 内面へ ラナデ。 にぷ い褐色　　　 調か牒寄欄上欄

持 つ。 口緑部 は 「く」の字状 に外　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 体部 内面剥離

反 する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 二次焼成

婆　　 A 〔2… 」 口緑部 の破 片。口緑部 は頸部 との　 目線部内 ・外面横ナチ。頸部へ ラ　 胱 ・石葵・雲母・ぺミ1　 P 2 20　　 5 ％

拍 土 師 器　 B （5・1） 境 に弱 い稜 を持 ち，外反す る。　 削 り後ナデ。内 。外面赤彩。　　 にぷい黄橙色　　 南寄 り覆土上層

普通

12

碧　　 Å 〔29潮　 目緑部の破片。体部 は内攣 しなが　 目線部 内。外面横 ナデ。頸部 外面　 砂粒　　　　　　 P 22 1 5 ㌔

土 師 器　 8 （7．0） ら立ち上 が り，目線部 は外反する。 斜位 のヘラ削 り。体部外面 へ う削　 にふい黄橙色　　 覆土中

リ後へ ラナデ，内面へラナ デ。　 普通　　　　　　 頸部外画指頭痕

婆　　 A ［18 膏］ 休部 上位か ら口綾部 の破片。休部　 口緑部内 ・外面横ナ デ。頸部外面　 砂粒 ・石英 。雲母　 P 222　 5 ％

且3 土 師 器 B （5 ．7） は内攣 しなが ら立 ち上が 生 口緑　 へ ラナデ。休 部外面へ ラ削 り後 十　 にぷ い橙色　　　 覆土 中

部 は 「く」の字状 に外反す る。　 デ，内面ナ デ。　　　　　　　　 普通

14

婆　　 B （9 ．1） 底部 か ろ体部 中位の破片。平底。 体部 外面へ ラ削 り後 ナデ，内面ナ　 砂粒　　　　　　 P 223 10％

土 師 器　 C　 8 ．且　 体部 は内攣 しなが ら立ち上が る。 デ。底部 へ ラナ デ。　　　　　　 灰白色　　　　　 北東寄り覆土下層

普通　　　　　　 体部内面剥離

二次焼成

第47回 甑　　 A L2… 〕 目線部の破片。目線部 は折 り返 し　 日録部 内・外面横 ナデ。頸部 外面　 砂粒 ・長 石　　　 P 21 8　 5 ㌔

15 土 師 器　 B　 再 。封　 の複 合日経で 打ち削 ぎ状 にやや　 斜位 のへラ削 り後ナデ。　　　　 にぷい褐色　　　 覆 土中

外傾 す る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

甑　　 A ［20 ．7］ 休部上位 か ら日録部の破片。体部　 目線部内 ・外面横ナデ。体部 内面　 砂粒 。長石　　　 P 224 10％

16
土 師 器　 B （7 ．8） は内攣 しなが ら立 ち上が る。　　 へラ削 り後ナ デ学　内薗 ナデ。　　 にぷ い橙色　　　 南西壁 際間仕切

普通　　　　　　　 り溝 内覆 土上面

休部 外面煤付着

図版番号 種 別 献 言 最 幅 if 太厚（m； 径 重量毎 現存率車 質
出土地点　　　　 備　　考

第47図可 不明石蟹吐」埜」」聖と」杢十十二二千元高T 「㌃「「遠 覆土中　　 庫8

第器号佳贋跡　第媚図）

位置　調査区の南西部南側　W鮎区。

規模と平面形・本跡は撃調査区に隣接する農道の真下にあり撃調査区外で完藻が出来なかったため規模は不明

であるが撃平面形は一辺が。凱mの隅丸方形と考えられる。

主軸方向　N－63ビ一一W

壁　壁高は2且～3鮫mで　外傾して立ちあがる。南西壁は調査区外のため確認できなかった。

床　平坦で撃　よく踏み固められている。床面直上から廃土撃炭化材が出土している。

貯蔵究　南東壁の中央付近から南寄りに付設され撃平面形は長径鋪cm　短径触mの楕円形で　深さ飢cmである。

断面は円筒状で撃　底部は平坦である。

一一一一一一1・一一78lV－rl
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第49図　第28号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　10cm
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貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム小プロッタ中量，ローム粒子小量
3　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

炉　2か所。炉1は中央から北西寄りに付設され，径40cmの円形で，床面を約5cm掘り窪めた地床炉である。

炉床は火熱を受け赤変硬化している。炉2は東コーナーから中央寄りに付設され，径35cmの円形で，床面を

約10cm掘り窪めた地床炉である。炉床は火熱を受け赤変硬化し，焼土ブロックが堆積している。

－79－



炉1土層解説
1黒褐色　炭化粒子中量，廃土粒子・ローム小プロ、ソク・ロー　2　暗赤褐色　廃土粒子少量，炭化粒子微量

ム粒子少量

炉2土層解説
1　赤褐色　廃土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少　2　褐　　色　コーム小ブロック・ローム粒子微量

量，炭化粒子微量

覆蓋　摘層から成る。覆土下層から上層にかけてロームブロック撃　ローム粒子を含む褐色土がレンズ状に厚く

堆積している。自然堆積である。

土層解説
1　暗褐色　廃土粒子・ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　黒褐色　廃土粒子・ローム粒子少量
4　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
5　褐　　色　ローム小ブロック少量夕　炭化物微量

6　褐　　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量，炭化物微量
7　暗褐色　炭化材中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
8　暗褐色　炭化物。ローム粒子微量
9　褐　　色　炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子少量
10　明褐色　ローム粒子多量

遺物　北寄りの覆土下層から床面直上にかけて土師器片が少量出土している。第49図五の塔は北寄りの床面直

上から廃土の中に埋もれるように正位の状態で9　2の輝は覆土中から出土している。39　4の高塔は9　3が

北寄りの覆土下層から，4が床面直上から共に正位の状態で出土している。

所農　本跡からはピットが確認されなかったが9　遺構の確認状況や形態学　貯蔵穴及び炉の確認状況から住居跡

と考える。また汐　床面からは廃土撃　炭化材が出土していることから焼失家屋の可能性がある。時期は9　出土

遺物から5世紀後半と考えられる。

第28号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 。焼成 備　　 考

第49図 杯 A　 13 ．8 平底。体部 は内攣 しなが ら立ち上 目線部内 ・外面横 ナデ。休部外面 砂粒 ・雲母。バ ミス P 2 3 3 1 00％

1 土 師 器 B　　 4 ．5 が リ，す口緑部 は直立す る。 へ ラ削 り後 ナデ。底部 へラ削 り。 にぷ い橙色 P L 1 6

C　　 3 ．0 内 e 外面赤彩後， 内面漆塗 り。 普通 北寄 り床 面直上

2

土不 A ［12 ．2］ 休部上位 か ら日経部の破片。体部 目線部 内◎外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 P 2 34　 5 ％

土 師 器 B （2．6） は内攣 しなが ら立 ち上が り9日綾

部はほぼ直立 する。

へラ削 り後ナデ，内面 ナデ。 灰褐色

普通

覆土 中

3

高　　 林 A　 1 5．7 杯部一部 欠損 。脚部 は柱状 を呈 ロ緑部 内◎外面横 ナデ。脚 部外面 砂粒 ・雲母 ・スコ P 23 5　 98％

土 師 器 B　 1 2．8 し，中位 にや や膨 らみ を持ち，下 へ ラナデ，内面ナデ。脚部 内面 を リア P L 16

D　 13 ．5

E　　 7 ．2

位 で大 きく開 き，端部 は反 る。土不

部 は脚部 との境 に弱 い稜 を持 ち，

内攣 して立ち上が る。

除 いて赤彩 。 浅 黄橙色

普 通

北寄 り覆土下層

4

高　　 ま不 A　 16 ．1 脚部 一部 欠損。脚 部 は柱状 を呈 口緑部内 ・外面横ナデ。杯部外面 砂粒・石英・スコリア P 23 6　 8 0％

土 師 器 B （12 ．7） し9 下位 で開 く。塔部 は脚 部 との ヘ ラ削 り後 ナデ，内面ナデ。脚部 橙色 北 寄 り床面直上

E （7 ．4） 境 に弱 い稜 を持 ち，外傾す る。 外面へ ラナ デ， 内面 ナデ。内・外

面赤彩。

普通

第29号健屠跡（第50図）

位置　調査区の東部中央付近，W6f3区。

規模と平面形　南西方向は調査区外のため完梶ができず南東方向の長さ及び北西方向の長さは不明であるがタ

一辺2．88mの隅丸方形と推定される。

主軸方向　N－380－E

壁　壁高は9～32cmで9　ほぼ垂直に立ち上がる。　南東壁と北西壁の一部は確認できなかった。

床　平坦であるが9　踏み固められた硬化面はみられない。

ピッ睦　㌘1は径40cmの円形で，北東壁中央から内側にはいったところに付設され9　深さは25cmで9　断面は鉢形

である。性格は不明である。
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第閑図　第調号住居跡実測図

第5瑠園　第29号住居跡出藍遺物実測図

－81－
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貯蔵穴　西コーナー付近に付設され，平面形は長径105cm，短径90cmの不整楕円形で，深さ45cmである。南東壁

から貯蔵穴内側に張り出しがみられる。

貯蔵穴土層解説
1　暗褐色　ローム小プロ、ソク・ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量
4　暗褐色　ローム小ブロック◎ローム粒子微量

覆土　2層から成る。2層とも覆土は北側に向かって傾斜して堆積する。自然堆積と思われる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子◎ローム小ブロック微量

遺物　南寄りの覆土中層及び貯蔵穴内から土師器片が出土している。第51図1の堀は貯蔵穴内覆土上面から出

土し9　2の聾は貯蔵穴の覆土中層から底部の上に体部が二段状態で重なるように出土している。39　4，5

の窓言乳　不明鉄製品は覆土中から出土したものである。

所見　本跡からは，主柱穴及び炉が確認できなかったが9　遺構の確認状況，形態及び貯蔵穴と思われる施設を

付設していることから住居跡として取り扱ったが，倉庫的な建物跡の可能性もある。時期は，出土遺物から

5世紀後半と考えられる。

第29号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土・色調 ・焼成 備　　 考

第51図 村 A ［8 ．5］ 口綾部 の破 片。日経部 は緩 やかに 口緑部内 ・外面横 ナデ。 内 ・外面 砂粒 e 長石 P 2 39　 5 ％

1 土 師 器 B （3 ．5） 外傾す る。 赤 彩。 褐色

普通

貯蔵穴 内覆土上

面

2

褒 A　 18 ．5 体部下位一部欠損。体部 は球形状 口緑部 内e外面横 ナデ。休部外面 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 2 37　 60％

土 師 器 B （2 2 ．8） を呈 し，頸部は括れ，口緑部 は「く」 へラ削 り後ナデ，内面へ ラナデ。 ス コリア P L 1 7

の字状 に外反 する。 にぷい橙色

普通

貯蔵穴内覆土中層

二次焼成

3

婆 A ［17．0］ 口緑部の破片。頸部 との境 に弱 い 口緑部 内 ・外面横ナデ。内 ・外面 砂粒 ・長石 P 23 8　 5 ％

土 師 器 B （4．0） 稜 を持ち， 目線部 は外反 する。 赤彩。 赤褐色

普通

覆土中

4
甑 底 部下位の破片。体部 は内攣 しな 体部外面へ ラ削 り後 ナデ，内面ナ 砂粒 ・長石 P 24 0　 5 ％

土 師 器 が ら立 ち上 が る。 デ。 褐色　 普通 覆 土中

図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm）

重量（g） 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大厚

第51図5 不明 鉄 製 品 （4．1） （3．3） 0．4 （14．8） 覆土中 M 2　P L 19

第30号住居跡（第52図）

位置　調査区の中央部南側，Ⅹ6a8区。

規模と平面形　長軸6．10m，短軸5．92mの方形。

主軸方向　N－470－E

壁　壁高は38～65cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　貯蔵穴の回り，南東壁と北西壁の一部を除いては全周している。上幅5～15cm，深さ3～5cmで，断面

はU字形である。

間仕切り溝　南西壁から中央に向かって2条みられ，幅14～22cm，深さ6cm，断面形はU字形である。
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第5図　第鍼号住居跡実測図
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第5図　第調号住居跡出土遺物実測図（瑠）
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第54図　第30号住居跡出土遺物実測図（2）
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床　ほぼ平坦で，よく踏み固められ堅緻である。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P6は長径25～35cm9　短径23～27cmの楕円形で9　深さは46～61cmである。　Pl

～P5は9　規模や配列から主柱穴と考えられる。P6の性格は不明である。

貯蔵穴　南コーナー付近に付設され，平面形は長径70cm，短径64cmの楕円形で，深さ50cmである。断面はU字

形で，底部は平坦である。覆土は3層で，暗褐色土が唯模している。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　焼土粒子◎ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
2　暗褐色　焼土粒子◎ローム粒子微量，ロームブロック極微

量，締まり強
3　褐　　色　ロームブロック少量，ローム粒子微量，締まり強

炉　北西壁寄りに付設され9　長径90cm，短径55cmの楕円形で，床面を約4cm掘り窪めた地床炉である。炉床は

火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説
1暗褐色　焼土中ブロック魯焼土粒子少量，炭化物微量
2　赤褐色　焼土中ブロック◎焼土粒子多量，炭化物少量

覆蓋11層から成る。耕作による撹乱がみられるが9覆土下層から中層にかけて焼土粒子とローム粒子を含む

褐色土が堆積している。人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　焼土粒子e炭化粒子◎ローム粒子少量，ローム小ブ

ロック微量
2　黒褐色　ローム中ブロック中量，焼土粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量，廃土粒子

極微量

6　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，締まり強
7　褐　　色　ローム中ブロックeローム粒子少量
8　褐　　色　ローム小ブロック多量，廃土粒子微量
9　暗褐色　ローム粒子傘焼土中ブロック少量，ローム小ブロッ

ク微量，炭化粒子極微量
4　褐　色　ローム小ブロック多亀　ローム粒子微量，締まり強10　褐　色　ローム粒子e焼土粒子少亀炭化粒子eローム小ブ
5　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量，焼土粒子◎炭　　　　　　　　ロック微量，炭化材極微量

化物微量　　　　　　　　　　　　　　　　　11褐　色　ローム粒子◎ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

遺物　南西寄りの覆土下層から床面直上にかけ土師器片が多量に出土している。第53◎54図1～6の塔は，1

～3，6が覆土中から，4，5が北西寄りと北寄りの覆土下層から共に正位の状態で出土している。7～10

の高塀は，7が中央と北西壁寄りの覆土下層から出土している脚部と塔部が接合し，8は北西寄りの覆土下

層から，9が中央寄りの覆土中層と床面直上から出土し，10は覆土中から出土している。12の壷は北西寄り

の床面直上から正位の状態で，11は覆土中から出土している。13～17の賓は，13が北東壁寄りの覆土下層か

ら，14が北西寄りの床面直上から，15が北東寄りの覆土下層から出土している婆片と言ヒ西寄りの床面直上

から出土している婆片が接合し，16は北西寄りの覆土下層及び床面直上から，17は中央付近の覆土下層から

出土している賓片に9　北西寄りの床面直上から出土している婆片と接合したものである。その他，18の須恵

器片と，19の双孔円板が覆土中から，20の不明鉄製品が中央付近の床面直上から出土している。

所見　本跡の床面からは焼土と，僅かながら炭化材が出土していることから焼失家屋の可能性がある。時期は9

出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第30号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器 形 の ＿特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調・焼 成 備　　 考

第53図 杯 A　 lO ．8 体 部及 び 目線 部一 部欠損 。上 げ 口縁部 内。外面横 ナデ。体部外 面 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ P 2 47　 7 5％

1 土 師 器 B　　 4 ．7 底 。体部 は内攣 しなが ら立ち上が ヘ ラ削 り後 ナデ，内面 ナデ。底部 ス コリア P L 17

C　　 3．8 り，口緑部 は内傾す る。 へ ラ削 り。 内 申外面赤彩。 橙色　 普通 覆 土中
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図版番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色 調・焼成 備　　 考

第53図 杯 A　 14 ．4 体部及 び口綾部 一部欠損。丸底。 日録部 内◎外面横 ナデ。体部外面 砂粒 。長石 eパ ミス P 24 8　75％
2 土 師 器

i

B　　 5 ．6

i

体部 は内攣 しなが ら立ち上 が る。

！

へ ラ削 り後 ナデ， 内面ナデ。

i

にぷ い橙色

普通

P L 17

覆土 中

二次焼成

3

羞不 Å　 12．4 体 部及び口綾部一部欠損。平底 。 日録部 内◎外面横 ナデ。体部外 面 砂粒 ・長石 ・石英 P 249　 65％
土 師 器 B　　 6 ．0 体部 は内攣 しなが ら立 ち上が る。 へ ラ削 り後ナデラ内面 ナデ。底部 にぷい橙色 P L 1 7

C　　 2 ．3 へ ラ削 り。 普通 覆土 中

P 25 0　40％

4

坪 A ［16 ．6］ 底部 か ら口緑部 の破片。平底。体 日録部 内e外面横ナ デ。体部外面 砂粒 ・長石

土 師 器 B （生8） 部 は内攣 しなが ら立 ち上が り，コ へ ラ削 り後 ナデ，内面ナデ。底部 にぷ い褐色 北西寄 り覆土下
C （7．6） 綾部 は直立 する。 へ ラ削 り。 普通 層　 内面剥離

二次焼成

P 251 30％
5

杯 A ［16潮 底部 か らロ綾部の破片。体部 は内 日録部 内砂外面横 ナデ。体部外 面 砂粒 ・長石

土 師 器 B （4 ．9） 攣 しなが ら立ち上が り，口緑部 は へ ラ削 り後 ナデ，内面ナ デ。 灰 白色 北寄 り覆土下層
ほぼ直立 す る。 普通 内面剥離

P 25 2 10％

6

土不 A ［13 ．4］ 体部 中位からロ綾部 の破片。体部 日録部 内◎外面横ナ デ。体部外面 砂粒 e長石

土 師 器 B （4．2） は内攣 しながら立 ち上 がる。頸部 に へ ラ削 り後 ナデ，内面ナデ。内。 にぷ い橙色 覆土中
弱い稜 を持ち，目線部は外傾する。 外面赤彩。 普通

7

高　　 土不 A　 16．0 脚部及び口綾部一部欠損。脚部 は 目線部内 ◎外 面横 ナデ。塔部外面 砂粒・雲母・スコリア

にぷい橙色

普通

P 2 5 3　 8 0 ％

P L 1 7

中央及 び北西壁

寄 り覆土下層

P 25 4　60％

土 師 器 B　 12．5 ラ ッパ状 に下方 に開 く。師部 は内 へラ削 り後ナデ，内面 ナデ。脚部

D ［14 ．0］ 攣 しなが ら立ち上が り，口緑部 に 外面 へラ削 り後 ナデ，内面ナデ。

E　　 6 ．9 至 る。 脚部 内面 輪積 み痕。

8

高　　 士不

土 師 器

A ［15 ．8］ 塔部一部欠損。脚部 はラ ッパ状 に 日経部 内◎外面横 ナデ。塔部外面 砂粒 ・石英 ・雲母 ・

B　 ll ．2 下方 に開 き，端 部は反 る。均部 は へ ラ削 り後 ナデ，内面ナデ。脚部 スコ リア P L 17
D　 ll．6 脚部 との境 に強 い稜 を持 ち，日録 外面へ ラ削 り後 ナデ， 内面ナデ。 にぷ い橙色 北寄 り覆土下層

E　　 6．1 部は外傾す る。 普通 脚部 外面煤付着

P255　 70％

9

l

高　　 士不 A　 15 ．8 脚 部及 び杯部 一部 欠損。脚部 は 目線部 内や外面横 ナデ。体 部外面 砂粒・雲母・スコリア

土 師 器

l

B　 lO ．5 ラ ッパ状 に下方 に開 く。杯部 は脚 へ ラ削 り後ナデ，内面 ナデ。脚部 にぷい橙色 中央寄 り覆土 中
E （4 ．9）

l

部 との境 に強い稜 を持ち，口綾部

は外傾 するc　　　　　　 l

外面へ ラ削 り後 ナデ，内面ナデ。

i

普通

I

層か ら床面直上

脚部内面指頭痕
l l

ーは外傾 する。
l

脚部内面指頭痕

10

高　　 士不 A　 15．9 脚部一部欠損。杯部 は脚部 との境 口緑部内 ◎外面横ナ デ。均郁 外面 砂粒e長石。スコリア P 25 6　50％
土 師 器 B （5．3） に強 い稜 を持 ち，口緑部 は外傾 す へラ削 り後 ナデ，内面ナデ。内・ にぷ い黄橙色 P L 17

る。 外 面赤彩。 普通 覆土中

P25 7　85％
11

肘 A　 ll．0 体部中位一部欠損。平底。休部 は潰 口緑部 内e外 面横 ナデ。体部外面 砂粒e雲母。スコリア

土 師 器 B　 13 ．7 れた球形状 を呈する。口緑部はやや へ ラ削 り後へラ磨 き，内面ナ デ。 にぷい橙色 P L 1 7

C　　 2 ．5 内攣しながら立ち上がり，外傾する。 底部へ ラ削 り。外面赤彩。 普通 覆土 中

P 24 1 8 0％

12

恵雲宣 A　　 8 ．2 体部一部欠損 。平底。体部 は球 形 目線部 内◎外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・石英 ・雲母 ・
土 師 器 B　 14㌧3 状 を呈 し， 目線部 に至 る。 へ ラ削 り後 へラ磨 き，内面へ ラナ スコ リア P L 17

デ。底部へ ラ削 り。 にぷ い橙色

普通

北西寄り床面直上

二次焼成

P 242 10％
13

婆 A ［12 湖 体部上 位か ら口綾部の破片。体部 日録部 内e外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 ◎雲母 ◎パ ミス

土 師 器 B （4 ．2） は内攣 しなが ら立ち上が り，口緑

部 は外傾 する。

へ ラ削 り後ナデ，内面雑 なナデ。 灰褐色

普通

北東壁寄り覆土下層

第54図 婆 A　 18 ．0 体部一部欠損。平底。体部 は球 形 日経部 内◎外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 ・雲母 P 243　 80％
14 土 師 器 B　 27．6 状 を呈 し， ロ緑部 は 「く」の字状 へ ラ削 り後 へラナデ，内面 へラナ にぷい橙色 P L 1 7

C　　 4．3 に外反す る。 デ。底部へ ラ削 り。 普通 北西寄り床面直上

P 24 4　75％

15

婆 A ［20．9］ 底部及び 口緑部一部欠損 。体部 は 口緑部内 e外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ◎長石

土 師 器 B （23 ．8） 球形状 を呈 し， 口綾部 は 「く」の へラ削 り後へ ラナデ， 内面 ナデ。 にぷ い橙色 P L 18
字状 に外反す る。 普通 北東寄り覆土下層

北西寄り床面直上

口緑部外面煤付着

16

婆 A ［18．2］ 底部か ら日録部 の破 片。平底。体 口緑部 内e外面横ナ デ。体部外面 砂粒 。長 石 P 245　 35％
土 師 器 B　 24．5 部 は球形状 を呈 し，ロ緑部 は外傾 ヘ ラ削 り後 ナデ9 内面ナデ。底部 にぷい橙 色 北西寄 り覆土下

C ［5．4］ す る。 へ ラ削 り後 ナデ。 普通 層及 び床面食上

二次焼成

17

賓 A ［15 湖 体部 中位か ら口緑部の破片。体部 口緑部 内。外 面横 ナデ。頸部外面 砂粒 。長石◎パ ミス P 24 6　40％
土 師 器 B （18 ．3） は内攣 しなが ら立ち上が り，口緑 へ ラ削 り。体部外面 へラ削 り後 へ にぷ い橙色 中央付近覆土下層

部 は外傾 する。 ラナデ， 内面ナデ。 普通 北西寄り床面直上

内面剥 離

P 258　 5 ％
18

土不　　 身 B （1．9） 体部 中位か ら頸部 の破 片。体部 は 巻 き上 げ，横 ナデ成形。休部外面 長 石 ◎砂粒
須 恵 器 内攣 しなが ら立 ち上 が り，受部 に

至 る。受部 はやや反 る。

回転へ ラ削 り。 灰色

良好

覆土 中
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図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm）

重量（g） 出土地点 備　　 考

最大長 最大幅 最大厚

第54図20 不 明 鉄 製 品 （5．4） （3．3） 0㌧5 （17．0） 中央付近床面直上 M 3

第3五号住居跡（第55図）

位置　調査区の西部，V5d3区。

規模と平面形本跡の南西方向の大部分は調査区外のため完梶ができず9南西壁の一部と北西壁の規模は不明

であるが，平面形は一辺が4．姐mの隅丸方形と推定される。

主軸方向　N－400－E

壁　壁高は34～44cmで学外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，よく踏み固められている。北西部に多少高まりがみられる。

覆土　8層から成る。北西部は調査区外のため全容をつかむことは不可能であるが，壁際や床面上にかけて褐

色土が堆積し，下層及び中層にかけ焼土粒子を含む暗褐色土が堆積している。各層とも炭化粒子とロームブ

ロックを少量含む。中央部の一部は耕作により円筒状の撹乱を受けている。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒　4　暗褐色ローム粒子多量，ローム小ブロック少量滅化粒子微量

2暗褐色嘉イ遽讐讐小ブ。ツク◎。＿ム粒子少量　昌票褐富呂＝霊昌轟莞料撃讐欝盈ち造

3褐　色蒜壷ム粒子多量，ローム中ブロック少量，飢粒子孟宗完結豊鐙豊悪覚鵠炭化粒子微量

遺物南寄りの覆土下層及び床面直上から少量の土師器片が出土している。第56図1の塔と3の高抑ま9南寄

りの床面直上と覆土下層から9　4の榔ま西寄りの床面直上から出土したもので9　2の椀は覆土中から出土し

たものである。その他　5の砥石が覆土中から出土している。

i l

－．．．一一　　　4t－　　．．．．－　　　t－．－　　　－

駕

＿旦2屯。6m

圏l　　圃】

3

第5図　第錮号住居跡実測図
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第閑図　第錮号住居跡出立逸物実測図

所見　本跡からは9住居跡及び建築物として付設される施設を確認することができなかったが，遺構の確認状

況と遺物の出土状態から住居跡として取り扱った○時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第3且号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土e色調。焼成 備　　考

B（2．0）

C　　3．8

底部から体部下位の破片。平底。

体部は内攣しながら立ち上がる。
体部外面へラ削り後ナデ。底部へ

ラ削り。

砂粒。長石

灰褐色　普通
P26010％

南寄り床面直上

l
体 部 内面 剥 離

2

椀 A ［12 ．6］ 体 部 中位 か ら口 緑 部 の 破 片 。体 部 日録 部 内 e外 面 横 ナ デ。 体 部 外 面
l
砂 粒 ・長 石

l
P 2 59 15％

土 師 器 B （4 ．4） は内 攣 しな が ら立 ち 上 が り，日 経

部 に至 る。口 唇 部 は 内 削 ぎ状 に 尖

る。

へ ラ削 り後 ナ デ， 内 面 ナ デ 。 に ぷ い 橙 色

普 通

覆 土 中

3
高　　 士不 A ［1 7．2］ 塔部 の 破 片 。土不部 は 内 攣 し なが ら 杯 部 外 面 へ ラ削 り後 へ ラ ナ デ，内 砂 粒 e 長 石 P 2 6 1 2 5％
土 師 器 B （4 ．3） 立 ち上 が り， 口綾 部 に至 る。 面 ナ デ 。 内 e 外 面 赤 彩 。。 にぷ い橙 色　 普 通 南 寄 り覆 土 下 層

4

肘 A ［10 ．0］ 体 部 上 位 か ら口 綾 部 の 破 片 。体 部 日録 部 内 。外 面 横 ナ デ 。体 部 内 e 砂 粒 e 長 石 e 石 英 P 2 62 10％
土 師 器 B （4 ．2） は 内攣 しな が ら立 ち 上 が り，日 経

部 は 「く」 の字 状 に 外 反 す る。

外 面 へ ラ 削 り後 ナ デ ， 内 面 ナ デ 。 橙 色

普 通

西 寄 り床 面 直 上

図版番号 種　　 別
計　 測　 値　 （cm ） ！重量（g ）

現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大厚

第56図 5 砥　　 可 （5．2） 2 ．8 1．6 （36．3） 50 砂岩 覆土中 Q 60

第32号住居跡（第57図）

位置　調査区の西部，U5h5区。

規模と平面形　長軸5．65m，短軸5．61mの方形。

主軸方向　N－460－W

壁　壁高は26～44cmで，外傾して立ち上がる。全面に耕作による撹乱を受けている。

壁溝　壁下を周回する。上幅10～15cm，深さ6～9cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，踏み固められている。撹乱を受けている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径33～35cm9短径24～28cmの楕円形または不整楕円形で，深さは

35～50cmである。各コーナー付近に付設され，規模や配列から主柱穴と考えられる。P5は径25cmの円形で，

南東壁寄りの中央部に付設され，規模や位置から出入口に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　南コーナー付近に付設され9平面形は長径70cm9短径65cmの楕円形である。深さは50cm，断面はU字
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鋳57図　筑32号住巌跡宍測図
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0　　　　　　　10cm
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第鍼図　第鍼考住居跡出藍通観実測図

形で底部は皿状である。

貯蔵穴土層解説
1褐　色　ローム小ブロック◎ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量，廃土粒子極微量

炉　2か所。炉1は遺構中央部から北西壁寄りに付設され9平面形は長径75cm9短径65cmの楕円形で，床面を

5cm掘り窪めた地床炉である。炉内覆土は焼土ブロック，焼土粒子を含む暗褐色土が堆積している。炉床は

トレンチャ一による撹乱を受けているが9残存部分は赤変硬化している。炉2は中央部からやや北東に寄っ

た位置に付設され9平面形は径70cmの円形で9床面を6cm掘り窪めた地床炉である。炉内覆土には焼土ブロッ

クが残存し9　炉床は火熱を受け赤変硬化している。

写1蓋警琶震豊禁諸豊警忘蒜需欝。＿ム呈霊褐富聖霊雷話鑑試論踪讐ム小プ
粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロック微量

3　暗褐色　焼土粒子少量，炭化粒子。ローム粒子微量

炉2土層解説
1褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中

ブロック少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　焼土大ブロック◎焼土中ブロック中島焼土中ブ

ロック◎焼土粒子少量，炭化粒子。ローム粒子微量
3　褐　　色　焼土粒子eローム粒子少量，炭化粒子微量

覆土　9層から成る。撹乱を受けて，全体の堆積状況の把握はできない。

土層解説
1　褐　　色　ローム粒子多量
2　極暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極微量
4　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック微量

6　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
7　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック極微量
8　暗褐色　炭化物・ローム粒子微量
9　黒褐色　ローム小ブロックeローム粒子微量

遺物　南寄りの覆土下層及び床面直上から土師器片が少量出土している。第58図1の塔は，南コーナー付近の

覆土下層から出土している体部に，南東寄りの床面直上から出土している塔片が接合したもので9　2の塔は

南コーナーの覆土下層から斜位の状態で，3の塔は南西寄りの覆土下層から逆位の状態で出土している。4

の高塔は南西寄りの覆土下層から正位の状態で9　5の高塀は南西寄りの覆土下層から横位の状態で出土して

いる脚部に，南東寄りの床面直上から出土している裾部片が接合したものである。

所見　本跡の時期は9　出土遺物から5世紀後半と考えられる。
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第32号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調・焼成 備　　 考

第58図 土不 A　 14 ．7 休部及び 口緑部一部 欠損 。丸底 。 口緑部 内e外面横 ナデ。体部 外面 砂粒 ・石 英 ・長石 P 2 77　 85％

1 土 師 器 B　　 5 ．8 体部 は内攣 しなが ら立 ち上 が り， へ ラ削 り，内面ナデ。内 ◎外面赤 明褐灰色 P L 18

ロ綾部 は僅か に内攣 する。目線部

外面に極めて弱 い稜 を持 つ。

彩。 普通 南コーナー付近覆土下層

体部か 外面煤付着

2

土不 A　 1 2．1 体部 中位 及び口緑部一部欠損。平 ロ緑部内 e外面横ナ デ。体部外面 砂粒e長石eスコリア P 27 8　 6 0％

土 師 器 B　　 4．3 底 。休部 は内攣 しなが ら立 ち上 が へ ラ削 り後 ナデ，内面ナデ。底部 にぷ い橙色 P L 18

C　　 4．0 り，口緑部は外 面に弱い稜 を持ち，

僅 かに内傾 す る。

へ ラ削 り。 普通 南コーナー覆土下層

体部外面煤付着

3

ま不 A ［14 ．1］ 体部 中位及 び日録部 の破片。体部 口緑部内 e外 面横 ナデ。体部外面 砂粒・長石 ・パ ミス P 2 79　 20％

土 師 器 B （5 ．1） は内攣 しなが ら立 ち上 が り，目線 へラ削 り後ナ デ，内面 ナデ。 橙色 南西寄り覆土下層

部 はほぼ直立 する。 普通 体部外面底部煤付着

4

高　　 塔 A　 15 ．6 土不部片。土不部下 位 に弱 い稜 を持 口緑部 内◎外面横 ナデ。土不部 外面 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 28 0　 40％

土 師 器 B （5 ．6） ち，外上方 に立 ち上 がる。 へ ラナデ。内 申外面赤彩。 ス コリア

にぷい橙色

普通

南西寄 り覆土下

層

内面剥離

5

高　　 士不 E （8．7） 脚部 か ら裾部の破片。脚部 は柱状 脚部外面縦位 のヘラ削 り。裾部外 砂粒 ・長石 P 28 1 3 0％

土 師 器 を呈 し，下位 に膨 らみを持 ち，裾 面ナ デ。脚部 内面輪積 み痕。 明褐色 南西寄り覆土下層

部 は 「ハ」の字状 に開 く。 普通 脚部 外面煤付着

第33号住居跡（第59図）

位置　調査区の西部，U5f4区。

規模と平面形　長軸6．46m，短軸6．36mの方形。

主軸方向　N－290－W

壁　壁高は17へ4賂cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径25～29cm，短径20～28cmの楕円形または不整楕円形で，深さは

17～46cmである。各コーナー付近に付設され，規模や配列から主柱穴と考えられる。P5は長径25cm，短径20

cmの楕円形で，P3からやや北東に付設され，出入口に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　南コーナー付近に付設され，平面形は長径95cm，短径73cmの不整楕円形である。深さ80cmで，断面は

深鉢状を呈し9　中位に段を持つ。底部は内側に向かってやや駆け上がる。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック◎1コーム粒子少量
2　極暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック微亀粘性強

炉　2か所。炉1は9中央付近から北西方向に付設され，平面形は長径62cm，短径50cmの長楕円形で，床面を

5cm掘り窪めた地床炉である。炉内覆土は焼土ブロック，廃土粒子を含む暗褐色土が堆積している。炉床は

耕作による撹乱を受けている○残存部分に火熱を受け硬化している部分はみられない。炉2は，炉1の北東

方向に付設され，平面形は径朝cmの円形で，床面を8cm掘り窪めた皿状の地床炉である。炉内覆土はいずれ

も廃土ブロック，廃土粒子を含む赤褐色土が堆積している。炉床は柔らかく硬化していない。

炉1土層解説

1暗褐色　ローム粒子中島焼土粒子。ローム小ブロック微量　4　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック少量，炭化粒子◎

：芸票聾享芸芸還芸慧芸，芸5暗褐色葱享嘉蓋完諸鐙誓翳断ローム

一92一



礎）

擾＼　　チ）i

‾ニー：二一一

＿く＿＿軍とし．仁三一∴し・、、

＿宣＿鍼＿ぎLr、

‾1－、‾可ワニ認許l‾仙

21

日

1m

謡　　』二二二二二ヒ二二二』

第鯛図　第鍼考健贋跡実測図

－93－

0　　　　　　　　　　　　　　2m

と二二二一二！二二二二一＿：



9　　　　　　　　　10cm
L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥－　」

第60図　第33号住居跡出土遺物実測図

炉2土層解説

1褐　　色焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ロー　2　にぷい赤褐色焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子少
ム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　量，焼土中ブロック・炭化粒子・ローム小プロツ

ク微量

覆土14層から成る0耕作用トレンチャ一による撹乱を受けて，全体の堆積状況の把握はできないが，覆土下

層から中層にかけ褐色土，暗褐色土，黒褐色土が複雑に堆積している様子がみられ，人為堆積の様相を呈す

る。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子微量
4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
6　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，
7　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量．

8　褐　色　ローム粒子多量，
9　暗褐色　ローム粒子少量，
10　暗褐色　ローム粒子少量
11褐　色　ローム粒子多量，
12　褐　色　ローム粒子多量，

締まり強13　暗褐色　ローム粒子少量，
締まり強14　褐　色　ローム粒子多量，

ローム小ブロック少量，締まり強
ローム小プロッタ微量

ローム小ブロック少量
ローム小ブロック微量
ローム小ブロック微量
ローム小ブロック少量

遺物覆土中層から土師器片が少量出土している0第60図1の杯は覆土中から，2の椀は中央寄りの覆土中層
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から出土し9　3の鉢形土器は南西壁際の覆土下層から正位の状態で出土している。4の高塔は覆土中から9

5の村は東寄りの覆土上面から出土している肘の破片と覆土中層から出土している破片が接合し，6の唱は

西寄りの覆土中層から出土している埠の破片と覆土下層の破片が接合したものである。

所見　本跡の時期は9　出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第33号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

第 60図 土不 A　 14 ．3 底部一部欠損 。丸底。休部 は内攣 目線部内 e外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・石英 ・長石 P282　 90％

1 土 師 器 B　　 6 ．7 しなが ら立 ち上 が り9日緑部 は緩 へラナデ。体部外面輪積 み痕。内e 赤褐色 PL 18

やか に立 ち上 が る。 外面赤彩。 普通 覆土 中

2

椀 A　 ll ．2 体部及 び口綾部 一部欠損。平底。 目線部内 。外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ゆ雲母。パ ミス 中央寄 り覆 土中

土 師 器 B　　 8 。5 体部 中位 に膨 らみを持ち，内攣 し ヘ ラ削 り，内面 ナデ。底部へ ラ削 にぷ い橙色 層 ′

C　　 4 ．4 なが ら立 ち上が り，ロ綾部 に至る。

口唇部 は内削ぎ状 に僅か に反 る。

り。 普通 二次焼 成

3

鉢形土器 B　 13 ．3 底部か ら目線部 の破片。平底気味 口緑部内 。外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・石英 ・長 石 ・ P284　 40％

土 師 器 の丸底。体部 は舟形状 を呈す。底 へ ラ削 り，内面へ ラナデ。 パ ミス ◎スコ リア PL 18

部か ら目線部 にかけ，ほぼ直立 す にぷ い橙色 南西壁際覆土下層

る。 普通 体部 外面煤付 着

4

高　　 塔 A　 14 ．0 塔部か ら裾部 は柱状 を呈 し，裾部 脚部外 面縦位 のへ ラナ デ。裾部 砂粒。石英e長石。パ ミ P285　 50％

土 師 器 E （6 ．6） は 「ハ」 の字状 に開 く。 内 e 外面ナ デ。 ス

にぷ い黄橙色

普通

覆土 中

5

堪 B （9 ．5） 体部の破片。休部 は潰れ た球形状 体部外面丁寧 なへ ラナデ，内面ナ 砂粒 e雲母。パ ミス P286　 40％

土 師 器 を呈 し，体 部 中位 に最大 径 を持 デ。内 ・外面赤彩。 赤褐色 東寄 り覆土 中面

つ。 普通 及 び覆土中層

肘 B （10 ．8） 体部の破片。体部 は潰れ た球形状 体部 内面ナ デ。体 部上 位輪積 み 砂粒 ・石英 ・長石 P 287　 20％

第錮号住居跡（第61図）

位置　調査区の中央付近，U5a3区。

規模と平面形　長軸7．58m，短軸7．30mの方形。

主軸方向　N－300－W

壁　壁高は13～25cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，踏み固められ硬化している部分はみられない。

ピッ睦　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は長径25～33cm，短径20～25cmの楕円形または不整楕円形で，深さは

25～38cmである。各コーナー付近に付設され，規模や配列から主柱穴と考えられる。P5は径25cmの円形で9

P3から北東方向に付設され9梯子ピットと考えられる。P6はP4の東方向に付設され，長径挽m，短径20cmの

長楕円形で，深さは20cmである。ピットの形状から補助柱穴とするには疑問が残り，性格は不明である。

貯蔵穴　南コーナー付近に付設され，平面形は長径85cm，短径75cmの不整楕円形である。深さ70cmで，円筒状

に掘り込まれている。底部は皿状である。

貯蔵穴土層解説
1　黒　　色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック。ローム粒子少量
3　褐　　色　ローム大ブロック少量

炉　中央付近から北西方向に付設され，平面形は長径60C恥短径55cmの楕円形で，床面を航m掘り窪めた地床

炉である。炉の中央部は耕作による撹乱を受けている。
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第関図　第鍼号住居跡出藍逸物実測図

10cm
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誓讐瓢褐色完砦誓聖書票需品砦土中プロツ莞霊品篭禦孟蒜宗鑑浣競警孟害悪
2　極暗褐色　ローム粒子e焼土粒子微亀　ローム小ブロック　　　　　　　　　鼠　ローム小ブロック極微量

極微量

覆土　6層から成る。撹乱を受けて，全体の堆積状況の把握はできない。

層禁褐色焼土粒子。。＿ム少ブ。ツク◎。－ム粒子少量　5褐　色。－ム小ブ。ツタe。－ム粒子鴫。－ム中ブ。ツ
2　黒褐色　ローム小ブロック◎ローム粒子中量，焼土粒子少量　　　　　　　ク極微量
3　暗褐色　ローム粒子少亀　ローム少ブロック微量　　　　　6　褐　色　ローム小ブロックeローム粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子

微量

遺物　覆土中層から覆土下層にかけて土師器片が少量出土している。第62図1，2の塔は覆土中から出土し，

3の塔は東コーナー寄りの覆土下層から斜位の状態で，4，5の高塔と甑は，北東寄りの覆土中層と床面直

上から出土したものである。

所見　本跡の時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第34号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 e色調 e焼 成 備　　 考

第62図 土不 A ［12．4］ 体部中位及び目線部一部欠損。平 ロ緑部 内e外面横 ナデ。体 部外面 砂粒壷英・長石。パミス P 288　 50％

1 土 師 器 B　　 5 ．2 底 。休部 は内攣 しなが ら立ち上が へ ラ削 り，内面ナ デ。底部 へラ削 にぷい黄橙色 P L 1 8

り， 口緑部 に至 る。 り。 内 ◎外 面赤 彩。 普通 覆土 中

杯 A ［14 ．6］ 底部か ら口緑部 の破片。平底。体 口緑部 内e外面横ナ デ。体部外面 砂粒e長石eスコリア P 28 9　 35％

2
土 師 器 B　　 6 ．2 部 は内攣 しなが ら立 ち上が り，口 へ ラ削 り後 ナデ， 内面 へラ磨 き。 淡橙色 覆土中

B （4．4） 緑部 との境 に明瞭 な稜 を持ち，口

緑部 は直立す る。

底部へ ラ削 り。 普通

3

ま不 A ［13 ．4］ 体部上位か ら口緑部 の破片。体部 口緑部 内 e外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ P29 0 1 5％
土 師 器 B （4 ．6） は内攣 しなが ら立 ち上が り，目線 へラ削 り後ナデ，内面丁寧 なへラ パ ミス 。スコ リア 東 コーナー寄 り

部 は僅 かに外傾 して立 ち上が る。 ナデ。 にぷい橙色

普通

覆土 下層

4

高　　 士不 A ［19．8］ 杯部の破片。杯部下位 に明瞭 な稜 目線部 内 面 e 外面及 び 中位 横 ナ 砂 粒 ・石英 ・長石 ・ P 291 15％
土 師 器 B （4．7） を持 ち，外上 方に立ち上が り，口 デ，下位縦位 のヘラナデ，内面 ナ パ ミス 北寄 り覆土 中層

緑部 は反 る。 デ。 にぷい橙色　 普通

5

甑 A ［16．6］ 体部中位及 び目線部 の破 片。体部 口縁部内 。外面横ナデ。体部 内e 砂粒 ・石英 ・長石 P 29 2　 25％

土 師 器 B （8 ．3） は内攣 しなが ら立 ち上 が り，コ緑 外 面へラナ デ。 にぷ い赤橙色 北寄 り床面直上

部 に至る。口緑部 は僅か に反 る。 普通 内 e 外面剥離
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第35号住居跡（第63図）

位置　調査区の西部，T5f6区。

規模と平面形　長軸6．64m9　短軸6。58mの方形。

童軸方向　N－360－W

壁　壁高は18～33cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，踏み固められ硬化している。南コーナーから南東壁一帯には馬蹄形の高まりがみられ9　出入口施

設に関係のあるものと考えられる。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径25～30cm，短径23～26cmの楕円形または不整楕円形で，深さは

55～74cmと深い。各コーナー付近に付設され，規模や配列から主柱穴と考えられる。P5は長径20cm，短径15

cmの楕円形で，P3からやや北東に付設され，規模や位置から梯子ピットと思われる。

貯蔵穴　南コーナー付近に付設され，平面形は径70cmの円形で，深さは90cmである。深鉢状に掘り込まれ，底

部は平坦である。底部及び壁面から粘土が多量に出土していることから，粘土貼りの貯蔵穴とも推測される。

貯蔵穴土層解説
1　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック極微量
2　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量，ローム中ブロッ

ク極微量

3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，ローム中
ブロック極微量

4　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

炉　中央付近から北西方向に付設され，平面形は長径65cm，短径50cmの楕円形で，床面を3cm程掘り窪めた地

床炉である。炉床の掘り込みは浅く9　火熱を受けた硬化部分はみられない。炉内覆土には少量の焼土ブロッ

クと廃土粒子の堆積がみられる程度である。

炉土層解説
1　暗赤褐色　ローム粒子多量，焼土粒子◎ローム小ブロック少　3　極暗赤褐色　焼土中ブロック。焼土粒子少量，ローム粒子微量

量，締まり強　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　黒　褐　色　炭化粒子・ローム粒子少量
2　黒　褐　色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　5　暗赤褐色　ローム粒子少量

覆土　5層から成る。耕作による撹乱を受けて全体の把握は難しいが，レンズ状に堆積している部分がみられ

るが，覆土下層から上層にかけ焼土粒子が，北西壁沿いには，覆土下層から上層にかけ炭化粒子を含む褐色

土，暗褐色土の堆積状況がみられるところから，部分的ではあるが人為的に埋め戻されたものと考えられる。

土層解説
1極暗褐色　ローム小ブロック◎ローム粒子少量，焼土粒子極微量　4　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子eローム小ブロック極微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子eローム小ブロック微量　5　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子e炭化粒子eローム小ブ
3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子eローム小ブロック極微量　　　　　　　　ロック極微量

遺物　覆土中層から床面直上にかけて少量の土師器片が出土している。第64図1の土不は南東壁際の床面直上か

ら斜位の状態で出土し，2の埠は北東寄りの床面直上から出土している。その他，3の凹石，4の磨石が覆

土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第35号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第64図 杯 A ［13．2］ 体部及び口緑部一部欠損。平底。 口緑部内e外面横ナデ。体部外面 砂粒・石英・パ ミス P 293　50％

1 土 師 器 B　　 5．3 体部は内攣しながら立ち上が り， へラ削 り後ナデ，内面ナデ。底部 橙色 P L 18

C　　 4．4 口緑部外面上位に稜を持ち，内傾

する。口唇部は尖る。

へラ削 り。 普通 東南壁際床面直

上　 内面剥離

底部煤付着　 底

部及び体部外面

研磨痕
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第64図　第35号住居跡出土遺物実測図

（二つ

［
」

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿土　　　」

図版番号器　　 種 計測値（qm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第64図 用‘ A ［7月］頸部及びロ緑部の破片。頚部中位 口緑部内・外面横ナデ。頸部外面砂粒・石英・長石P294 10％

2 土師器 B （4．7）に弱い稜を持ち，口緑部はやや内縦位のへラナデ，内面ナデ。 明褐色 北東寄り床面直

傾する。 普通 上

図版番号 種　　 別
計　 測　 値　 （cm）

重量（g）現存率（％）石　質 出土地点 備　　 考

最大長 最大幅 最大厚

第64図3 凹　　　　 石 9．8 7．9 5．5 632．4 100 砂岩 覆土中 Q119

4 磨　　　　 石 7．6 4．8 4．3 41．2 100 軽石 覆土中 Q120

（2）　竪穴遺構

当遺跡では，竪穴住居跡として調査した第4・14・18・19・22・24号住居跡は，床面に踏み締まりが見られ

ないこと，柱穴と考えられるピットがないこと，炉が確認されていないことなどから，住居を目的とした竪穴

住居跡と区別できるため，ここでは，これらを竪穴遺構とし，第1号～第6号竪穴遺構と改称して記載する。
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窮畳号竪穴遺構（第65図）

位置　調査区の西軌V5i8区。

規模と平面形　長軸7．26m9短軸3。95mの長方形。

長軸方向　N－310－E

壁掘り込みが浅く，南東壁から南西壁にかけては耕作による撹乱を受けて残存部分が少ない。壁高は12～20

cmで，緩やかに外傾して立ち上がる。

床平坦であるが9踏み固まった部分は確認されない。撹乱によりローム塊混じりの褐色土がみられる。

覆土　5層から成る。壁際からの流れ込みと思われる褐色土の堆積がみられる。下層から上層にかけ撹乱を受

けている。人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子中量
2　暗褐色　ローム小ブロック少亀　ローム粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

昌霊　宝呂＝譜票苦宗壷誓霊蒜呈悪霊

第開園　第　号竪究逮構実測図

0　　　　　　　5cm

！』＝圭＝』

第開園　第　号竪究過構出立逸物実測図
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遺物　覆土中から土師器饗片134点9塔片47点が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少なくタしかも覆土中から出土している遺物も撹乱を受けている可能性もあ

り特定はできないが，覆土中から出土している土師器片から5世紀後半頃のものではないかと推測される0

性格は不明である。

第1号竪穴遺構出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土e色調e焼成 備　　 考

第66図 高　　 士不 B （4．7） 脚部の破片。脚部は円柱状を呈す 脚部外面へラ削り。外面赤彩。 砂粒 ・石英 ・雲母 P 23 15％

1 土 師 器 る。 橙色

普通

覆土中

内面摩耗

第2号竪穴遺構（第67図）

位置　調査区の北部，W7e7区。

規模と平面形　長軸3．80m，短軸3。18mの長方形。

長軸方向　N－480－W

壁　壁高は12～20cmで，緩やかに外傾している。

床　平坦で，床面はあまり踏み固められておらず全体的に軟らかい。中央から北側に渉み状の黒色土の広がりが

みられる。

覆土　5層から成る。壁際には流れ込みと思われる暗褐色土の堆積9中層から上層にかけては砂を含む明褐色

土の層が薄く堆積している。人為堆積と考えられる。

t
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1
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－

1

第開園　第　号竪究過構実測図

0　　　　　　　2m

ヒ二二二二二土二二二二二二』
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土層解説

1橙　色　ローム小ブロックeローム粒子少亀締まり強
2　明褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
3　明赤褐色　ローム粒子e砂少量

4　暗褐色　ローム小ブロック。砂少量，ローム粒子微量
5　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子微量

遺物覆土中から土師器片寮72島料紙鉄片3点が出土しているが，本跡に伴う明確な出土遺物はなかっ

た。

所見本跡の時期は9出土遺物が少なく9またタ覆土中から出土している土師器片も新しを受けている可能性

があり特定できないがタ覆土中から出土している土師器片から5世紀後半頃のものではないかと推測される。

性格は不明である。

第3号竪穴遺構（第68図）

位置　調査区の北軌　U7。6区。

規模と平面形　長軸3．姐m，短軸2。29mの長方形。

長軸方向　N－470－E

壁北東壁と南西壁の上部は9耕作による撹乱を受け残存状況が悪い。壁高は15～20cmで9外傾して立ち上が

る。

床　平坦で9踏み締まった硬化部分は確認されず，全体的に柔らかい。

覆土　3層から成る。中層から上層にかけ撹乱を受けているがタ南と東の両コーナー付近の床面上には粘土粒

子混じりの褐色土と廃土ブロックを含む明赤褐色のローム土の唯横がみられる。部分的にレンズ状の堆積状

況がみられるが，人為堆積と考えられる。

第開園　第　号竪究過構実測図

0　　　　　　　2m

』二二二二ヒ＝＝＝∃
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土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量
2　明褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　覆土中から出土している土師器片1点と，土師質須恵器1点が出土しているだけである。

所見　本跡の時期は，遺構に伴う明確な出土遺物がないことから特定することはできないが，土師器片の様相

から5世紀後半頃のものではないかと推測される。性格は不明である。

第4号竪穴遺構（第69図）

位置　調査区の北側，U7。7区。

規模と平面形　長軸3．73m，短軸2．93mの長方形。

長軸方向　N－470－W

壁　壁高は18～23cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，踏み締まりのある硬化した部分もなく，全体的に軟らかい。

覆土　4層から成る。壁際にはローム粒子を含む明褐色土が堆積する。覆土下層から上層にかけて部分的に耕

作による撹乱を受けている。人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，粘性強
2　明褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子微量ラ　炭化粒子極微量
4　褐　　色　ローム小ブロックeローム粒子微量

第開園　第　号竪究遺構実測図
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第70図　第4号竪穴遺構出土遺物実測図

遺物　覆土中から土師器婆片56点9坪片4点が出土しているだけで9遺構に伴う明確な出土遺物がみられない。

所見　本跡は9出土遺物がいずれも覆土中であり9しかも撹乱を受けている可能性があるため，時期を特定す

ることはできないが9覆土中から出土している土師器の様相から，5世紀後半頃のものではないかと推測さ

れる。性格は不明である。

第4号竪穴遺構出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計 測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色 調・焼成 備　　 考

第70図 高　　 士不 A ［14 ．2］ 塔部の破片 。口緑部 は外反す る。 口緑部内 e外面横 ナデ。外 面赤彩。 砂粒 ・石英 P 15 2　 5 ％

1 土 師 器 B （2 ．4） にぷい褐色

普通

覆土中

内 e 外面剥離痕

2

±不 A ［13．4］ 休部及び 口緑部 の破 片。平底。体 体 部内 e外 面回転 へラ削 り。外面 砂粒 ・雲母 P 15 3　 5 ％

土師質須

恵　　 器

B （2．0）

C ［8．2］

部は外傾 して立 ち上 がる。 黒 色処 理。 灰 白色

不良

覆土 中

第5号竪穴遺構（第71図）

位置　調査区の中央部北側，V8h5区。

÷三　二　　二

旦2凱⑳悶

第m園　第　号竪究逸機実測図

0　　　　　　　　2m

」　二二＿土二二」
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㌣：＝二二I

二二二二 ＝＿＿＿＿＿＿：
0　　　　　　　　　　　10cm』

第開園　第　号堅究遺構出立逸物実測図

規模と平面形　長軸3．30m，短軸3．22mの方形。

長軸方向　N－400－W

壁　壁高は15～16cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，踏み固まった部分も確認されず，全体的に軟らかい。中央付近と南東壁付近にかけて耕作による

撹乱を受けている。

覆土　3層から成る。部分的にローム粒子を含む暗褐色土の厚い堆積状況がみられる。人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック。1コーム粒子微量
2　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
3　褐　色　ローム粒子微量，炭化粒子極微量

遺物　覆土中から土師器婆片50点が出土しているが，遺構に伴う明確な出土遺物はみられない。

所見　本跡の時期は，遺構に伴う出土遺物がないことから特定はできないが9覆土中から出土している土師器

片の様相から5世紀後半頃のものではないかと推測される。性格は不明である。

第5号竪穴遺構出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 72図 1ニ土ゴ・竺E A ［2 1．8］ 口緑部 の破 片。 目線 部 は外反 す 口緑部内 も外面横ナ デ。 砂粒 e石英 P 154　 5 ％

1 土 師 器 B （1．8） る。 にぷ い橙色

普通

覆土 中

外面 煤付 着

2
聾 A ［16．4］ 口緑部 の破片。 口緑部 は 「く」の 日経部 内 e 外面横ナ デ。 砂粒 e雲母 P 155　 5 ％

土 師 器 B （2．7） 字状 に外反 する。 にぷ い橙色　 普通 覆 土中

第6号竪穴遺構（第73図）

位置　調査区の中央部北側，V8e8区。

規模と平面形　長軸5．10m9短軸3．58mの長方形。

最軸方向　N－400－E

壁　壁高は16～18cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，踏み固まった部分も確認されず，全体的に軟らかい。

ピット　8か所（Pl～P8）。Pl～P8は長径20～39cm9短径19～35cmの楕円形ピットで，深さは20～35cmであ

る。P2は中央位途中に張り出しがみられる。P5はP6を削平するように付設されている。何れもピットの性格

は不明である。

覆土　3層から成る。耕作による撹乱を受けている○一部にローム粒子を含む褐色土の堆積がみられる0
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第開園　第　号竪究逸機実測図

0　　　　　　　　2m

』二＝二二二二エ二二二二＝二」

土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
2　褐　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量，締まり強
3　褐　　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子微量，粘性強
4　褐　　色　ローム小ブロック¢ローム粒子少量

遺物　遺構に伴う出土遺物がほとんどなく，覆土中から土師器の壷片1点9　賓片1点が出土しているだけであ

る。石鉄1点が出土しているが混入したものとおもわれる。
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』二二二二生ここ＝』

第開園　第　号竪究逸機出藍通観実測図

所見　本跡の時期は，遺構に伴う出土遺物がないことから特定はできないが，土師器片の様相から5世紀後半

頃のものではないかと推測される。性格は不明である。

図版番号 種　　 別
計　 測　 値　 （cm ）

重量（g ） 現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大厚

第74図 1 石　　　　 鉄 2 ．3 1．8 0．5 1 ．3 100 チャー ト 中央部覆土下層 Q 57　 P L 19

（3）　土坑

第220号患坑（第75図）

位置　調査区の東部，W7g9区。

規模と平薗形　長径1。50m9　短径1．35mの楕円形で，深さ0．35mである。

長径方向　N－450－W

壁面　外傾して立ち上がる。

覆土　5層から成る。人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量 3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，炭化粒子　4　黒褐色　炭化粒子◎ローム粒子少量

極微量

言上
旦2く．a；Ⅵ

5

SK220

0　　　　　　　2m

』二二二ヨヒ二二二』

第開図　第錮尊皇坑実測図

5　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
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第開園　第鍼尊堂鏡出藍逸物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm

二‾∴＿＿＿　＿‾　　∴‾て＿　‾二‾　　　　‾

遺物　覆土の中層付近から土師器片が出土している。第76図鼠の婆は土坑中央の覆土中層から正位の状態で出

土したものである。

所農　本跡の時期は9　出土遺物から5世紀後半頃のものと考えられるが9　性格は不明である。

第霊号土坑出土遺物観察表
図版番可 器　 種 恒 雁 （cm） 器 形 の 特 徴　 ！　 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第76図　　　 聾　　　 A 14．3 体部上位から白線部の破片。休部　 口緑部内・外面横ナデ。体部外面 砂粒 。長石 P 264　30％

1　　 土 師 器　 B （8．1） は内攣しなが ら立ち上がる。日経 へラ削り後ナデ9内面雑なへラナ にぷい褐色 中央寄 り覆土中

部は頸部との境に弱い稜 を持ち， デ。 普通 層

目線部は外反する。 休部外面煤付着

3　平安時代の遺構と遺物

当遺跡からは撃調査区の西部南側と中央部の2か所で平安時代の竪穴住居を2軒確認した。第2号住居跡の

竃は北東向きに付設されているが撃袖部が削平され残存せず9　中央部が耕作に伴う撹乱を受け残存状況は良く

なかった。第25号住居跡の竃の残存状況は比較的良好だが竃を付設する方向が南向きと9両住居跡では対照的

な住居の構築となっている。

以下9　遺構と遺物について記載する。

は）竪穴住居跡

第2号健屠跡（第77図）

位置　調査区の西部，V6a2区。

規模と平面形　長軸3。壕のm9　短軸3。23mの方形。

主軸方向　N－650－E

壁　壁高は45～63cmで撃　ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北コーナー付近を除き周回している。上幅5～28cm9深さ約航mでラ　断面形は皿状をしている。

床　ほぼ平坦で撃　踏み締まった堅い部分は確認されない。北西部に多少高まりがある。

竃　北東壁中央から東寄りの壁面を約80cm壁外に掘り込み9　ロームを掘り残して袖基部とし撃砂混じりの粘土

で構築されている。規模は撃長さ85cm9　幅65cmである。天井部は崩落し撃両袖部も残存してない。燃焼部に

はラ廃土ブロック，焼土粒子撃炭化粒子がみられる。火床部はほとんど掘り窪められていないが予熱を受け

て赤変硬化し，内壁も焼土化している。撹乱を受け覆土中には黒色土が混入し9確認できたのは2層のみで

ある。煙道は火床から緩やかに外傾しているが，立ち上がりの部分は撹乱で確認されない。
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第77図　第2号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　・・－・l　　－・i

第78図　第2号住居跡出土遺物実測図

＠

＿ノ
0　　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　！

0　　　　　　　　　　　10cm

L　一一十一一一」

竃土層解説

1褐　色ロームブロック・ローム粒子少量・焼土粒子・炭化　2　褐　色焼土小ブロック・廃土粒子少量，ローム粒子極微
粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量，締まり強

覆土　7層から成る0下層から上層にかけロームブロックを含む暗褐色土が厚く堆積し，各層にわたって粘土

粒子と砂が混じる。中層から上層付近は広く撹乱されている。人為堆積と思われる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，粘土粒子・砂微量
2　黒褐色　ローム小プロッタ・ローム粒子少量，粘土粒子・砂

微量
3　黒褐色　ローム小ブロック・砂少量，ローム粒子・粘土粒子

微量
4　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子・砂少量

5　黒褐色　ローム小ブロック・粘土粒子・砂少量，ローム粒子
微量

6　黒褐色　粘土粒子・砂少量，ローム小ブロック・ローム粒子
微量

7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂少量

遺物覆土中から土師器肇片231点，杯片12点，須恵器坪片2点が出土している。遺構に伴う遺物は覆土下層か

ら少量出土しているだけである0第78図1と2の杯，坪蓋は東寄りの篭と周辺の覆土下層から出土し，1の

坪は北東寄りの床面直上から逆位の状態で出土し，2の杯蓋は，篭焚き口付近の覆土下層及び床直上から出
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士しているつまみ部に　北寄　の覆土中層から出土している輝片が接合したものである。

所農　本跡から出土している輝蓋の接合関係をみると撃須恵器片を意図的に投げ込んでいるようにも思われ撃

祭祀行為との関係も推測される。時期は撃　出土遺物から8世紀後半と考えられる。

図版番号 i

第78図

1

器　 種　 計測値 k m　　　　 器 形 の 特 徴

杯　　 Å ［12 ．0］ 底部から日録部の破片。平底。体

須 恵 器　 B　 3 ．7　 部は外傾 しながら立ち上がる0

C 〔7 ．0］

手 法 の 特 徴　　　　 胎土・色調・焼成　　 備　 考

体部下位回転へラけず娠腰部予　 砂粒 ⑳長石 ◎雲母　 P 8　 亜％

方向のヘラ削り。 灰白色　　　　　　 P L 18

良好　　　　　　 北東寄碩 面直上

天井部回転へラ削り。　　　　 砂粒 の長石 ◎石英　 P 9　 45％

2

杯　 蓋　 A 15．6　 天井部及び目線部一部欠駄 つま

須 恵 器　 B　 4．0　 みは上部に突起があり，外周部が

F　 2．9　 接合部 よりも大きい。天井部かう

G　 L l　 目線部へなだらかに下降する。端

部は屈曲し，短 く垂下する。

赤灰色 P L 18

良好　　　　　　 竃焚き口付近覆

土下層

‘ノ：一　一′一こ　ノ・・∴十、－、く．′

位置　調査区の西部　Ⅴ玩区。

，．．、．ミュー・・∴ニ　し。畑∴ミ　′　∴li自・；′　′ノー′ノJ′三。

主軸方向　N一一280m－E

壁　南西壁は調査区外で確認できず撃さらに木椀による撹乱と耕作による撹乱を複雑に受けている。壁高は22

～鑓cmで　ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦であるが撃中央部から南側にかけてやや南下が　に傾斜している。踏み固まった部分は確認でき

なかった。

竃　商コーナーの壁面を拙鵬cm壁外に据　込み　ロームを揺り残して袖基部としラ砂混じりの粘土で構築され

ている。規模は　長さ蟻輸　幅摘鮫mである。天井部は崩落しているが撃南西の袖部は一部残存している。

燃焼部には撃焼土ブロック　廃土粒子　炭化粒子がみられる。火床部は約髭m据　窪められ9熱を受けて赤

変硬化しており9内壁はやや焼土化している程度である○火床部底部からは聾が逆位に置かれた状態で出土

している。煙道は　細測度の傾きを持って直線的に立ち上がる。類例の少なし滴向きの竃であり撃造り替え

も考えられたが撃　その痕跡は確認されなかった。

警土塁解竃富寧誓言を買主左賢豊豊ブ。ツ：芸票蓋窯芸軍書藍慧霊：慧讐
ク少量，炭化物徴量　　　　　　∪ノJ

莞讐ぶ噛褐農曇整髪漂ブロック中豊潤物啓溌

粒子少量
色　廃土粒子・炭化物。ローム粒子少量
色　ローム小プロ、ソク少量，炭化物微量，粘性e締

まり強

覆羞　5層から成る。覆土下層から上層にかけ撃壁際からの流れ込みと思われる褐色土と暗褐色土の厚い堆積

がみられる。各層にはロームブロック撃ローム粒子が混入し9中央部から竃付近の下層部にかけて廃土粒子

と粘土粒子の堆積がみられる。中層から上層にかけ耕作による撹乱を受けている。

土層解説
1‥黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，締ま再寅
3　暗褐色　ローム小プロ、ソク少量，ローム粒子微量

4　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，締まり強
5　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
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第79図　第25号住居跡実測図

二
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第閑図　第鏑号億贋跡出藍逸物実測図

遺物　覆土中から土師器肇片141点が出土している。第80図1の常総型聾は竃焚き口付近の底部から，意図的に

逆位に伏せた状態で出土し9　内部は半空洞状を呈していた。

所見　本跡は南コーナーに竃を付設する住居跡である。竃の位置関係から造り替えも考えられ，その痕跡を調

査したがそうした痕跡はみられなかった。時期は，出土遺物から9世紀前半と考えられる。

第25号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第80図 賓 A　 1 5．0 目線部一部欠損。平底 。体部 は上 日録部 内 e 外面及び頸部横ナ デ。 砂掛 長石。石英。雲母 P 2 16　　　 98％

1 土 師 器 B　 1 6．6 位 に最大径 を持 ち，内攣 しなが ら 体部外面 へラナデ，内面 ナデ。内 ◎ にぷい黄橙色 P L 1 8

C　　 9．0 立 ち上 が り，目線部 に至 る。目線

部 は外反 する。

外面赤彩。 普通 竃焚き口付近底部

内面剥離

（2）　土坑

第67尊皇坑（第81図）

位置　調査区の西部，V5。9区。

規模と平面形　長径2．20m，短径1．75mの不整形で，深さ0．25mである。

長径方向　N－460－E

壁面　北東壁は削平され殆ど残存しないが，南西壁は緩やかに外傾している。

底面　平坦である。

覆土　4層から成る。人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子もローム中ブロック少量
2　暗褐色　炭化粒子eローム粒子少量
3　暗褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量
4　黒褐色　炭化粒子eローム粒子少量

遺物　覆土の中層から下層にかけて，土師器片が出土している。第82図1の常総型婆は中央付近の覆土下層か

ら出土したものである。
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SK67 0　　　　　　　　　　　　　　　　2m
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第馴図　第闘尊皇坑実測図

第鍼図　第錮考量坑出藍逸物実測図

所見　本跡は，土坑として取り扱ったが，形状が不明確であるため，竪穴遺構の可能性もある。遺構の確認状

況と出土遺物から8世紀後半から9世紀前半のものと考えられる。性格は不明である。

第67号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備　 考

第82図 賓 A ［20．0］ 底部から日経部の破片。平底。体 目線部内e外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・長石・石英・ P 263　98％

1 土 師 器 B　 20．8 部上位に最大径を持ち，頸部から へラ磨き，内面ナデ。内e外面赤 雲母 P L 18
C ［10．0］ ロ綾部にかけて外反する。口緑部 彩。 橙色 中央付近覆土下層

を僅か上方に摘まみ上げている。 普通 体部内面煤付着

4　その他の遺構と遺物

（1）　土　坑

調査区のほぼ全域から土坑158基を確認した。形状や規模には各々差異が認められ，遺物も殆どなく，時期や

性格について不明の部分が多い。ここでは，調査した土坑について一覧表（表2）に記載した。
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表2　中下根遺跡土坑一覧表

土坑

番号
位　 置 長径 方向 平　 面　 形

l 規　 模 唇

底面 覆土 備　　　　　　　　 考i長径×短径（m ）
深さ（cm）

1
巨 6f8 ！N …350－E l不整楕円形圧 89 ×0 ・68

64 i緩斜 桓 凸 区 為 l

3 巨 6g8 N 1390－E 恒 方 形 0．98 ×0．85 47 外傾 桓 状
人為

5 T 6g9 N －470－E 楕　 円　 形 0．48 ×0．36 28 外傾 平坦 自然

7 T 6h9 N －480－E 不整楕円形 0 ．88 ×0．47 30 緩 斜 皿状 人 為

8 T 6hO N －400－W 不　 整　 形 0 ．62×0 ．52 46 垂直 皿状 自然

9 T 7jl N －610－W 不　 整　 形 1 ・61×1 可　 57 緩斜 皿状 人為

11 T 6j8 N －410－W 楕　 円　 形 0．94 ×0 ．58 l 36 外傾 皿状 自然

13 T 6j9 N －320－E 不 整 円 形 0．48 ×0．47 44 外傾 皿状 人為

15 T 6ao N －60－E 不　 整　 形 0．81 ×0．36 54 外傾 凹凸 人為

18 U 7b5 N －450－E 楕　 円　 形 0 ．49 ×0 ．38 22 外傾 甲状 自然

19 U 7b5 N －640－W 円　　　 形 0 ．58×0 ．57 27 緩 斜 皿状 人為

20 U 7C5 N －490－W 長 楕 円 形 2 ．36 ×0 ．78 40 外傾 平坦 人為

21 U 7。4 N －600－W 楕　 円　 形 2．00 ×1 ．18 95 緩斜 平坦 人為

25 U 7d3 N －580－E 楕　 円　 形 1．05 ×0．69 28 緩斜 皿状 自然

26 U 7b3 N －450－W 不整長方形 1．45 ×0．36 32 外傾 皿状 自然

27 U 7b3 N －400－W 不整長楕円形 1．02 ×0 ．41 46 緩 斜 皿状 人 為

30 U 6b。 N －520－E 不整楕円形 0 ．88×0 ．71 18 外傾 皿状 人為

31 U 6C9 N －560－E 不整楕 円形 0 ．74×0 ．54 34 外傾 皿状 人為

32 U 6d8 N －360－E 不整長楕円形 1．82×0 ．87 53 外傾 平坦 自然

35 U 6b7 N －430－E 不　 整　 形 1．95 ×0．94 65 外傾 平坦 人為

37 U 6C5 N －530－W 不整隅丸長方形 2．74 ×1．11 72 外傾 平 坦 自然

38 U 6。4 N －350－E 不整長方形 1．50 ×0．82 70 外傾 平坦 人 為

39 U 6e4 N －570－W 不　 整　 形 1 ．20×0 ．71 54 外傾 皿状 人 為

44 U 6e2 N －490－W 不 整 円 形 1 ．12×0 ．94 23 垂直 平坦 人為

45 U 6dl N －720－W 不整楕円形 1．19×0 ．79 35 外傾 皿状 人為

49 U 5f。 N －430－E 楕　 円　 形 0．89 ×0．73 36 外傾 皿状 目顔

50 U 6fl N －200－E 不 整 円 形 0．50 ×0．48 56 外傾 平 坦 自然

51 U 6gl N －470－E 不 整 円 形 0 ．38 ×0．37 28 外傾 皿状 人為

53 U 6f3 N －870－E 不整楕円形 1．79 ×0．95 58 外傾 皿状 人 為

56 U 6e6 N －51。－W 不整長楕円形 1 ．26×0 ．56 30 緩 斜 皿状 自然

可

可

60 i

63 ！

64 1

U 6g6 i

U 6j5 i

U 6h3 l

U 5王8 ！

U 518 1

N 甘 可

N －470－可

N －60可

N 空 空 ！

N －460珊 i

不整楕円形

不整長方形

不　 整　 形

円　 形 i

楕 円 形 ！

0 ．46×0 ．32

1．42×0 ．62

1．16 ×0 ．53

0．75 ×0．74

1．06 ×0．74

32

35

35

18

20

外傾

外傾

緩斜

外傾

外傾

皿状

平坦

平坦

平坦

平坦

自然

自然

人為

自然

人為

人為

自然

人為

人為

自然

自然

自然

人 為 ！

人為 ！

人為 1

土師器片25 （坤6，婆19），常総型聾1点

土師器片39（塔6，聾33）

67 V 5。9 N －460－E 不　 整　 形 2 ．20 ×1．75 25 緩斜 平坦

70 ：

72 i

可

74 1

可

可

81 i

87 ！

89 i

U 5j6 i

W 5b8 1

V 5hO i

V 6i2 1

W 6a4 i

V 6g9 l

V 6g7 i

V 6d7 i

V 6b8 i

N －510－可

N －570－可

N －510－可

N －480－可

N j 「 可

N －570－可

N －420－可

N －410－可

N －400可

円　 形 l

楕 円 形 l

楕 円 形 ！

不 整 形 l

不 整 形 i

不整楕円可

楕　 円　 形

隅丸長方形

隅 丸 方 形

0 ・93×0 可

0 ・80×0 ・可

1・32×0 ・86 1

0・85 ×0・63 i

1・00 ×0・可

0 ・78 ×0可

1 ・53×1・13 i

1 ・87×1・2可

2・70×2 ・62 ！

37 ！

25 l

45 i

45

41

25

24　　 ′

88 i

96 ！′

外傾

緩斜

外傾

外傾

外傾

緩斜

緩斜

外傾 i

緩斜 I

平坦

皿状

平坦

皿状

凹凸

平坦

平坦

平可

平可
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土坑

番号
位　 置 長径方 向 平　 面　 形

規　　　 模
壁面 底面 覆土 備　　　　　　　　 考

長径×短径（m ） 深さ（cm）

90 U 6jO N －50 0－E 不整楕円形 1．32 ×0．95 2 4 緩斜 皿状 人為

92 U 7g2 N －70 0－W 不整楕円形 2．80 ×1．80 71 緩斜 皿状 自然

93 U 7両 N －22。－E 不　 整　 形 1．25 ×0．85 8 5 緩斜 平坦 人 為

97 U 7f6 N －85 0－W 楕　 円　 形 0．90 ×0．65 2 4 緩斜 皿状 自然

103 U 7 d7 N －38 0－E 楕　 円　 形 0．94 ×0．74 3 5 緩斜 平坦 自然

104 U 7 d7 N －37 0－E 円　　　 形 0．60 ×0．56 2 4 緩斜 凹凸 人 為

105 U 7 d8 N －70－E 楕　 円　 形 1．20 ×0．80 3 3 緩斜 平坦 人 為

106 U 7f9 N －63 0－E 不整長楕円形 2．15 ×0．86 5 1 垂直 平坦 人 為

107 U 7f8 N －37 0－W 不整長楕円形 1．73 ×0．85 4 9 外傾 平坦 人 為

108 U 7 g9 N －430－W 隅丸長方形 1．75 ×0．93 4 0 外傾 平坦 自然

109 U 6 fl N －730－W 不整長楕円形 2 ．14 ×0．66 3 4 緩斜 平坦 自然

110 U 7 go N －370－E 不整楕円形 1．16 ×0．81 2 3 緩斜 皿状 人為

111 U 8 hl N －310－W 楕　 円　 形 0 ．88 ×0．72 2 5 緩斜 皿状 人為

112 U 7 h9 N －120－E 不　 整　 形 2 ．75 ×1．10 2 5 緩斜 凹凸 自然

113 U 7h9 N －200－W 不整楕円形 1．66 ×1．10 3 0 緩斜 皿状 自然

114 U 7i8 N －370－E 隅丸長方形 1 ．76 ×0 ．68 3 6 外傾 平坦 自然

115 U 7i5 N －00 不　 整　 形 1 ．55×0 ．74 5 0 外傾 平坦 人為

116 U 7j5 N －450－E 不　 整　 形 3 ．30×2 ．03 7 5 緩斜 凹凸 自然

118 V 7a5 N －40 0－E 楕　 円　 形 1 ．05×0 ．76 2 0 綬斜 平坦 自然

121 V 7b6 N －38 0－E 円　　　 形 1 ．10×1．00 38 緩斜 皿状 自然

122 U 7 i8 N －40 0－E 楕　 円　 形 1 ．13×0 ．94 29 緩斜 平坦 自然

123 U 7 j8 N －36 0－E 円　　　 形 0 ．93×0 ．92 28 緩斜 皿 状 人為

124 U 7 j9 N －42 0－W 楕　 円　 形 0 ．88×0 ．75 38 緩斜 平坦 人為

125 U 7 j9 N －40－W 不　 整　 形 3 ．00×1．05 45 緩斜 平坦 自然

126 U 7go N －420－E 不　 整　 形 6 ．00×1．20 23 外傾 平坦 人為

127 U 7 iO N －40 0－E 円　　　 形 1 ．00×0 ．96 24 緩斜 平坦 自然

130 U 8 j2 N －270－E 長 楕 円 形 3 ．00×1 ．10 29 外傾 平坦 人為

131 U 8 i2 N －33 0－E 隅丸長方形 2．51×1 ．20 34 綬斜 平坦 自然

132 U 8h2 N －46 0－E 楕　 円　 形 0．92×0 ．80 23 外傾 皿状 自軍

133 U 8g2 N －38。－W 楕　 円　 形 1．30 ×1 ．06 28 緩斜 平坦 自然

136 V 8a4 N －40 0－E 楕　 円　 形 2．26×1 ．75 25 緩斜 平 坦 人為

137 V 8 a4 N －47 0－W 円　　 形 0．74×0 ．72 3 1 緩斜 平 坦 自然

139 V 8 b5 N －58 0－E 不　 整　 形 7．85×2 ．13 25 緩斜 平坦 自然

140 V 7 b7 N －27 0－E 楕　 円　 形 1．42 ×0 ．92 30 緩斜 平 坦 自然

141 V 7 b6 N －45 0－W 不整楕円形 1．28 ×1 ．05 20 緩斜 平 坦 人為

143 V 8C6 N －32 0－E 不整楕円形 1．77×0 ．95 23 緩斜 平 坦 自然

144 V 8C6 N －24 0－W 楕　 円　 形 1．05 ×0 ．90 30 緩斜 皿状 自然

146 V 8 C3 N －54。－E 不　 整　 形 4．40 ×2 ．23 51 緩斜 凹凸 自然

147 V 8。4 N －53 0－E 不　 整　 形 1．05 ×1 ．40 35 緩斜 凹凸 自然

149 V 8 b3 N －42 0－E 不　 整　 形 2．90 ×1．54 42 緩斜 皿状 自然

151 V 8 a2 N －210－E 不 整 円 形 1．29 ×1．22 27 緩斜 平坦 自然

152 V 8 b2 N －710－E 不　 整　 形 1．59 ×1．42 47 外傾 平坦 人為

156 V 7 bO N －760－E 不　 整　 形 1．91 ×0．92 2 3 外傾 平坦 人 為

157 V 8 bl N －450－W 不整楕円形 1．34 ×0．94 3 2 外傾 平坦 人 為

161 V 7川 N 14 80－W 不整楕円形 1．04 ×0．80 2 7 で 外傾 平坦 人 為

162 V 7 bl N －380－E 不整楕円形 1．07 ×0．94 3 3 外傾 凹凸 自然

－116一



土坑

番号
位　 置 長径方向 平　 面　 形

！ 規　 模 唇

底面 覆土 備　　　　　　　　 考序 径×短径（m）恒 （cm）

163 巨 7co IN －400－W 巨整隅丸長方形笈恒 7×0・84 l 23 恒 傾 平坦 人為 i

164
巨 7ag iN －210－W 楕　 円　 形 1．03×0．77 i 28 恒 頃 皿状 人為！

166
巨 7C8 iN －120－W

不整楕円形 0．72×0．58 21 外傾 平坦 自然

167
巨 7C9 lN －48珊

不　 整　 形 1．35×0．69 25 外傾 平坦 人為

168 V 7C8 N －530－W 不整楕円形 1．05×0．61 20 外傾 平坦 人為

169 V 7d7 N －440－E 不整楕円形 0．97×0．82 22 外傾 やや凹凸自然

．170 V 7d7 N －680－E 不整楕円形 1．25×1．05 22 外傾 平坦 人為

171 V 7e6 N －460－E 不　 整　 形 0．66×0．58 30 外傾 凹凸 自然

172 V 7e9 N －330－E 不整楕円形 0．94×0．68 29 外傾 凹凸 自然

173 V 7e8 N －400－E 不　 整　 形 0．83×0．56 23 外傾 皿状 人為

176 V 7e9 N －440－E 楕　 円　 形 0．90×0．60 24 外傾 平坦 自然

178 V 7f。 N －900 楕　 円　 形 1．22×0．86 32 緩斜 皿状 人為

179 V 7fO N －720－E 楕　 円　 形 1．04×0．58 42 緩斜 皿状 自然

180
l
V 7f。 N －80－E 楕　 円　 形 0．56×0．46 21 緩斜 平坦 自然

182 V 8gl N －250－E 隅丸長方形 2．18×0．60 22 緩斜 皿状 人為

184 V 8e2 N －630－E 楕　 円　 形 1．70×1．03 41 外傾 平坦 人為

185 V 8e2 N －570－E 不整楕円形 1．31×0．76 35 外傾 平坦 自然

189 V 8d3 N －570－W 円　　　 形 1．20×1．12 24 外傾 平坦 人為

190 V 8d3 N －570－W 不　 整　 形 1．17×0．96 26 外傾 皿状 自然

191 V 8。。 N －420－W 楕　 円　 形 1．95×1．10 50 外傾 平坦 自然

193 V 7f3 N －450－E 楕　 円　 形 1．73×0．92 20 綬斜 平坦 自然

194 V 7g3 N －250－E 不整楕円形 1．30×0．85 25 緩斜 凹凸 自然

202 W 7。8 N －770－E 不　 整　 形 2．06×1．33 28 外傾 平坦 自然 土師器片42（杯9，襲33）

209 W 618 N －520－W 不　 整　 形 1．75×0．88 33 垂直 平坦 人為

211 V 8g9 N －630－E 不　 整　 形 3．28×2．71 24 緩斜 平坦 人為

212 V 8h8 N －850－E 不整楕円形 1．92×1．62 49 緩斜 皿状 人為

213 V 8i9 N －700－E 不整楕円形 0．95×0．66 23 外傾 平坦 人為

2可

2可

22可

2可

223 i

225 ！

22可

22可

2可

2可

2可

2可

240 i

24可

244 I

2可

246 I

2可

24可

V 8i7

V 8j6 1

W 7g9 i

W 8a8 1

W 8b8 i

U 6h4 i

W 9bl i

W 9dl ！

W 9il i

W 911 ！

Ⅹ8ao I

V 814 i

W 8a5 ！

W 885 i

U 5卵 l

U 5f5 ！

U 5a5 l

T 514 i

T 5j2 l

N －530－E

N －220－W

N －45。－W

N 併 可

N 骨 可

N －770－可

N －230－W i

N 「750－可

N －200－可

N －620－可

N －200－可

N －410－可

N －220可

N 甘 可

N －440－可

N －1位 可

N 併 可

N －380－可

N －530可

不整長方形

不整長楕円形

楕 円 形 l

不整楕円形i

不 整 形 l

不 整 形 l

不 整 形！

不　 整　 形

不整 円形

円　　　 形

楕 円 形 ！

不整隅丸長方可

円　 形 ！

不整長楕円形i

楕 円 形 ！

楕 円 形 ！

楕 円 形 i

楕 円 形 ！

楕 円 形 l

1．97×1．70

4・06×1・可

1．50×1．35

2．64×1．52

1．22×0．90

0．80×0．61

3．64×1．03

1．48×1．11

0．62×0．57

0．55×0．50

0．75×0．60

1．95×1．23

0．68×0．67

2．00×0．95

1．44×0．59

0．94×0．78

0．73×0．60

0．93×0．63

1・80×‾0・68 1

22

20

35

22

25

28

22

68

23

25

25

27

34

20

50

22 I

55 i

40 ！

40 i′

綬斜

外傾

緩斜 i

外傾

緩斜

緩斜

外傾

外傾

外傾

外傾

綬斜

緩斜

緩斜

緩可

垂可

外傾 ！

外傾 ！

外傾 l

緩斜 ！

やや凹凸

平坦

平坦

凹凸

平可

皿状

平坦

皿状

平坦

平坦

平坦

平坦

皿状

平可

平可

皿可

平可

平可

皿状 i

人為

人為

人為

自然

人為

人為

自然

人為

人為

人為

自然

自然

自然

人為

自然

自然

自然 l

自然 ！

自然 l

土師器片45点 （塔12，聾33）

S王3を掘 り込んでいる。
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土坑

番号
位　 置 長径方 向 平　 面　 形

規　　　 模
壁面 底面 覆 土 備　　　　　　　　 考

長径×短径（m ） 深さ（cm）

24 9 U 4b9 N －17 0－E 楕　 円　 形 1．88 ×0．71 50 垂直 やや凹凸 自然

250 T 4j5 N －81 0－E 不整楕円形 1．30 ×0．90 45 緩斜 皿状 自然

251 T 4吊 N －48 0－E 不　 整　 形 1．97 ×0．85 35 外傾 やや凹凸 自然

252 T 4h3 N －30－E 不　 整　 形 1．36rX l．36 34 緩斜 皿状 自然

253 T 6g3 N －75 0－W 不　 整　 形 1．50 ×0．74 39 外傾 皿状 自然

254 T 5。。 N 4 4 0－E 楕　 円　 形 1．72 ×1 ．05 58 外傾 平坦 自然

255 T 5e。 N －36 0－E 楕　 円　 形 1．87 ×1 ．27 69 外傾 平坦 自然

256 T 6。3 N －82 0－W 不　 整　 形 1．80 ×1．45 75 外傾 皿状 自然

257 T 6a2 N －58 0－W 楕　 円　 形 1．55 ×1 ．20 39 緩斜 皿状 自然

258 T 6al N －54 0－W 不　 整　 形 2．05×1 ．36 85 外傾 平坦 自然

259 T 587 N －160－E 楕　 円　 形 2．73×1 ．14 4 1 外傾 皿状 自然

260 T 4d6 N －120－E 円　　 形 0．46×0 ．41 36 外傾 皿状 自然

261 T 4。6 N －600－E 不 整 円 形 0．57×0 ．54 29 外傾 皿状 自然

262 T 4 d9 N －670－W 不 整 円 形 0．67×0 ．59 22 緩斜 皿状 自然

263 T 4 C9 N －640－W 不整長方形 0．70×0 ．62 23 緩斜 皿状 自然

264 T 4 C9 N －44㌧W 不整楕円形 0．86×0 ．75 62 外傾 皿状 自然

265 S 4j8 N －68 0－E 不整楕円形 L 20×1 ．03 29 外傾 平坦 自然

266 T 5 81 N －240－W 長 楕 円 形 2．86×1．23 1 00 外傾 皿状 自然

267 T 5 fl N －340－E 不 整 円 形 1．30×1．21 86 外傾 やや凹凸 自然

268 T 5e2 N －450－W 楕　 円　 形 1 ．64×1．35 7 2
i

外傾 平坦 自然

270 T 5 a4 N －300－W 楕　 円　 形 1 ．80×1．06 6 1 外傾 平坦 自然

（2）　溝

今回の調査では，時期不明の溝1条を確認した。以下，確認した遺構について記載する。

窮鼠号溝（付図1）

位置　調査区の南西部から北東部中央付逸V5i4～U7d6区。

確認状況　本跡は，遺構確認調査時から黒色土混じりの堆積状況がみられた。

規模と形状　全長120mで，端部はそれぞれ調査区外に延びている。最大幅は2・5mで，最小幅は1・6mである。

断面形は「Ⅴ」字状をし，深さは最大で0。7mである。底部は薬研掘りの様相を呈する。

方向　N－570－E

壁面　中位付近には凹凸がある。中位から上位にかけて耕作による撹乱を受けている。

覆土　8層から成る。一部撹乱を受けているが自然堆積と考えられる。

亨層窯㌔富呂＝譜禁書警遠望豊子微量　昌霊褐富呂＝霊語炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム大ブロック。ローム中ブロックeローム粒子　7　暗褐色　ローム粒子微量

少量　　　　　　　　　　　　　　　　　8　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子。炭化粒子極微量
4　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量，炭化粒子極微量

遺物　覆土中層から底部にかけての出土遺物は殆どみられず，僅かに土師器片が出土しているだけである。第

84図1の椀は覆土下層から横位の状態で，2の高塀は覆土下層から斜位の状態で出土したものである。底部
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からの出土遺物はみられない。

所農　本跡に伴う出土遺物が殆どないため撃時期及び性格は不明である。

‾、　，l・∴‾；J一

′　　二㌧　．　く一・、　　　　　一1ノ二ィ．．ノ

第温号溝出土遺物観察表

2m

J

9　　　　　　　　　　　　頂Oc醐
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図版番号器　　種計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第84図 椀 A［14牒］休部中位から目線部の破片。休部口緑部内。外面横ナデ。体部外面砂粒・長石・雲母P26510％
1 土師器B（6．3）は内増しながら立ち上がり，目線ヘラ削り後ナデ，内面ナデ。内。褐色 覆土下層

部は外反する。 外面赤彩。 普通

2

高　　杯B（8．弟脚部の破片。脚部は柱状を呈し，脚部外面へラ削り後ナデ。内魯外砂粒e長石e石英。P26610％
土師器 中位に僅かな膨らみを持ち，下位面赤彩。 スコリア 覆土下層

で開く。 赤褐色

普通

5　遺構外出土遺物

当遺跡からは撃表採及び遺構確認の際に出土したものも含めた遺構に伴わない旧石器時代から近世にかけて

の遺物が出土している。ここでは撃　これらの出土遺物のうち学縄文時代の土器片9弥生時代の土器片及び古墳

時代の須恵器片の特徴的な　のについて解説をし撃その他の出土遺物については一覧表で記載する。

縮寛喝機雷第85図）

且と2は後期前葉の土器である。共に深鉢の波状口綾部の破片で9単節縄文R乱を縦位回転で粗く施文して

いる。堀之内漫式土器である。
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弥生時代（第85図）

3と4は後期後半の土器である。3は頸部中位から頸部下位の破片で，附加条1種（附加2条）の縄文が施

されている。4は頸部から口緑部下半にかけての破片で，口縁部下半を無文とし，頸部には附加条1種（附加

2条）の縄文が施されている。

古墳時代（第85図）

5から10は中期の須恵器である。いずれも旭の休部及び口緑部片である。5は休部の破片で，体部上位に6

条の櫛描波状文を施し，それを挟んで上方と下方に2条の弱い沈線が施されている。6も体部の破片で，中位

に6条の櫛措波状文を施し，その上方には横ナデ沈線がみられ，外面には自然粕が付着している。7・8・9・

10は口緑部の破片で，7には5条，8・9には6条，10には7条の櫛描波状文が施され，8の体部内・外面に

は自然粕が付着している。

第85図　遺構外出土遺物拓影図

遺構外出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調・焼成 備　　 考

第86図 杯 A ［1 3．6］ 休部及 び 口緑部一 部欠 損。上 げ 口緑部 内・外面横 ナデ。体部 外面 砂粒 ・長 石 ・石英 P 27 0　 8 0％

1 土 師 器 B　　 4．8 底 。休部 は内饗 しなが ら立ち上が ヘ ラ削 り後 ナデ，内面へ ラ磨 き。 赤褐色 P L 19

り，口緑部 はやや内傾 する。 底部へ ラ削 り。内 ・外面赤彩。 普通 覆土　 二次焼成

2

土不 A ［13 ．2］ 休部 か ら口緑部の破片。丸底。体 口緑部内 ・外面横ナ デ。休部外面 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 27 1 5 0％

土 師 器 B　　 5 ．9 部 は内野 しなが ら立ち上が り，口 ヘラ削 り後 ナデ， 内面へラ磨 き。 雲母 覆土

綾部 はや や外傾 する。 内 ・外面赤彩。 にぷ い橙色　 普通 二次焼成

3

±不 A ［15．6］ 休部 中位か ら口縁部 の破 片。体部 口緑郡 内 ・外面横ナデ。体部 内・ 砂粒 ・長石 P 2 72 1 5％

土 師 器 B （4．3） は内管 しなが ら立 ち上 が り，頸部 外 面へ ラナ デ。内 ・外面赤 彩。 にぷい橙色 覆土

で直上 し後外反 する。 普通 外面剥離

4

杯 A ［13 ．4］ 休部 中位か ら口緑部 の破 片。休部 口緑部 内・外面横 ナデ。休部 外面 砂粒 ・長 石 ・石英 P 2 73 10％

土 師 器 B （4 ．1） は内管 しながが ら立 ち上 が り，口 へ ラ削 り後 ナデ，内面ナ デ。 赤褐色 覆土

緑部 内側に弱い稜 を持 ち，口綾部

は内削ぎ状 に内傾す る。

内 ・外面赤 彩。 普通

5

増 B （8 ．2） 口緑部破損。平底。休部 中位は ソ 休部外面へ ラ削 り後 ナデ，内面 ナ 砂粒 ・長石 P 27 4　 7 0％

土 師 器 C　　 4．0 ロバ ン玉状 を呈 す る。 デ。底部 へラ削 り。体部外 面赤彩。 黄褐色

普通

P L 19

覆 土

休部 外面煤付 着

6

襲 A ［1 5．5］ 休部上位か ら口緑部 の破 片。休部 口緑部 内・外面横 ナデ。休部 外面 砂粒 ・長石 P 2 67　 5 ％

土 師 器 B （6 ．5） は内攣 しなが ら立 ち上が り，口綾

部 は外反する。

ヘ ラ削 り後 ナデ，内面へ ラナデ。 にぷい橙色

普通

覆土

7

婆 A ［15 ．5］ 休部上位 か ら口緑部の破片。体部 ロ緑部内 ・外面横 ナデ。休部外 面 砂粒 ・雲母 P 26 8　 5 ％

土 師 器 B （5 ．7） は内鸞 しなが ら立ち上が り，口縁 ヘ ラ削 り後 ナデ，内面ナデ。内 ・ にぷい橙色 覆土

部 は外傾 する。 外面赤彩。 普通
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第86図　遺構外出土遺物実測図（1）
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図版番号器　　桂計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第86図 要 A［11．4］休部中位からロ緑部の破片。休部口緑部内・外面横ナデ。休部外面砂粒・長石・雲母P269　30％

8 土師器B（7．6）は内管しながら立ち上がり，口緑ヘラ削り後ナデ，内面へラナデ。橙色． PL19

部は外反する。 内・外面赤彩。 普通 覆土

9

杯　　身A　ll．5 口緑部一部欠損。底部から休部に巻き上げ，水挽き成形。体部下半砂粒・長石・雲母P275　95％

須恵器B　　5．3 かけて内暫しながら立ち上がり，回転へラ削り。 灰黄色 PL19

受部に至る。受け部は上方に伸び，

口綾部は内管して立ち上がる。

良好 SI3付近覆土上

層

10

珂こ　　身A　lO．8 受部及び口緑部一部欠損。休部は巻き上げ，水挽き成形。体部下半砂粒・長石・雲母P276　75％

須恵器B　　4．8 内管しながら立ち上がり，受け部回転へラ削り。 褐灰色 PL19

に至る。 良好 SI3付近覆土上

層

11

高　　士不E［4．2］脚部下位は裾部へ向かって「ハ」脚部内・外面水挽き成形。 砂粒・石英・長石P296　5％

須恵器 の字状に開く。 灰色

良好

SI3付近覆土上

層

図版番号種　　別
計　　測　　値　　 （cm）

重量（g）現存率（％）出土地点 備　　考
最大長最大幅最大厚孔　径

第86図12勾　　　　 玉 2．3 1．3 0．6 0．4 2．0 100 W6fl区 DPl

13球状　土　建 3．5 3．5 － 0．8 37．2 100 W7。5区 DP2

14球　状　土　錘 3．0 （2．の － （0．6） （9．1） 30 W7。5区 DP4

15球状　土　錘 3．2 （3，0） － （0．7）（12．5） 30 W7。5区 DP5

16不明土製品 2．7 1．3 1．2 － 3．7 100 V5。6区 DP9
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図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm）

重量 （g ） 現存率（％） 石　 質 出土地 点 備　　 考

最大長 最大幅 最大厚 孔　 径

第86図17 尖　 頭　 器 7 ．6 （3．5） 1 ．5 － （30．9） 90 黒曜石 表採 Q 61　 P L 19

18 尖　 頭　 器 （6 ．1） 1．8 0 ．4 － （6．0） 98 安 山岩 表採 Q 62　 P L 19

19 石　　　　 鉢 4 ．2 1．6 0 ．4 － 2．9 100 チ ャー ト 表採 Q 63　 P L 19

第87図20 石　　　　 鍍 4 ．6 1．6 0 ．4 － 3．7 100 チ ャー ト Ⅹ8al区 Q 6 4　 P L 19

2 1 石　　　　 錬 （3 ．6） 1．3 0 ．6 － （2．8） 70 頁岩 Ⅹ7a2区 Q 6 5　 P L 19

22 石　　　　 鉄 2 ．6 2．1 0 ．4 － 1．7 1 00 チャー ト V 6a。区 Q 6 6　 P L 19

23 石　　　　 錬 2 ．5 1．7 0 ．3 － 0 ．9 1 00 チ ャー ト 表採 Q 67　 P L 19

24 石　　　　 鉄 2 ．4 1．8 0．3 － 1．2 1 00 チャー ト U 6i。区 Q 6 8　 P L 19

25 石　　　　 錬 1 ．9 1．5 0 ．4 － 0 ．8 1 00 チャー ト 表採 Q 69　 P L 19

26 石　　　　 鉄 （1 ．4） 1．0 0．3 － （0 ．5） 95 黒曜石 表採 Q 70　 P L 19

27 石　　　　 鉄 （3 ．4） 1．9 0．5 －
（3 ．0） 80 頁岩 表採 Q 71　 P L 19

28 石　　　　 錬 （1 ．9） 1．4 （0．3） － （0 ．7） 60 チャー ト V 6b6区 Q 7 2　 P L 19

29 石　　　　 鉄 （1．6） （1．4） （0．4） － （0 ．7） 70 チャー ト 表 採 Q 73　 P L 19

3 0 石　　　　 鉄 （2 ．1） （1．6） 0．4 － （0 ．9） 70 貢岩 表 採 Q 74　 P L 19

3 1 石　　　　 鍍 1．6 1．6 0．5 － 0 ．7 10 0 貢岩 表 採 Q 121 P L 19

3 2 石　　　　 鋲 1．6 1．2 0．3 － 0 ．4 10 0 チャー ト 表 採 Q 122　 P L 19

3 3 石　　　　 刃 （4．3） 1．1 （0．3） － （1 ．5） 90 頁岩 表 採 Q 75

3 4 剥　　　　 片 3．5 2 ．4 0．8 － 3 ．7 10 0 貢岩 表採 Q 76

第88図35 剥　　　　 片 3．5 2 ．2 0．6 － 4 ．7 10 0 貢岩 表採 Q 77

3 6 剥　　　　 片 3．5 2 ．4 0．7 － 4 ．1 10 0 貢岩 表 採 Q 78

3 7 剥　　　　 片 2．9 1．6 0．V9
－ 2 ．8 10 0 貢岩 表採 Q 79

3 8 剥　　　　 片 3．5 1．6 0．8 － 4 ．0 10 0 頁岩 表採 Q 88

3 9 剥　　　　 片 3．8 3 ．0 0．6 － 7 ．6 10 0 メノウ 表採 Q 89

4 0 剥　　　　 片 3．1 2 ．7 1．1 － 7 ．5 10 0 メノウ V 4 fl区 Q 92

4 1 剥　　　　 片 3．2 2 ．0 ・1．2 － 4．9 10 0 メノウ V 4 a2区 Q 9 3

4 2 剥　　　　 片 （4．2） 3 ．5 1．1 － （19．4） 60 メノウ U 711区 Q 9 4

4 3 剥　　　　 片 2．7 2 ．3 0．3 － 1．7 10 0 貢岩 表採 Q 85

4 4 縦　 長　 剥　 片 （2．7） （2 ．6） 1．1 － （6．6） 50 貢岩 表採 Q 86

4 5 双 孔　 円　 板 （3．1） 2 ．9 0 ．2 0．15 （4．6） 99 片岩 U 4 i4区 Q l OO　 P L 19

46 双　 孔　 円　 板 （2．3） 2 ．2 0 ．3 0．15 （2．8） 95 片岩 U 4王4区 Q l OI P L 19

4 7 双　 孔　 円　 板 （2 ．4） （2 ．3） 0 ．3 0．1 （3．6） 80 片岩 U 4王4区 Q l O2　 P L 19

48 双　 孔　 円　 板 （3 ．9） （3 ．5） 0．3 0．2 （6．7） 55 片岩 表採 Q lO3　 P L 19

49 有　 孔　 円　 板 （2 ．4） （1 ．3） 0 ．3 0．25 （2．0） 30 片岩 表採 Q lO4　 P L 19

50 剣形石製模造品 （5 ．3） 1 ．6 0 ．4 0．2 （5．2） 95 片岩 表採 Q lO5　 P L 19

5 1 剣形石製模造品 5 ．5 2．1 0 ．9

0．4

19．5 10 0 貢岩 表採 Q lO6末製品

P L 19

Q lO 7　 P L 1952 穂　 摘　 具 （4 ．1） （3．9） 0 ．6 （15．4） 50 片岩 U 6王4区

53 紡　 錘　 車 （3 ．5） （2．0） 1．2 （0．5） （9．5） 40 蛇紋岩 V 5b6区 Q l O8

54 臼　　　　 玉 0 ．6 0．6 0 ．3 0．1 0．2 10 0 片岩 U 6 i。区 Q l O9

55 臼　　　　 玉 0 ．6 0．6 0 ．3 0．2 0．2 10 0 片岩 U 6 1。区 Q l lO

56 臼　　　　 玉 0 ．7 0．7 0 ．5 0．2 0．3 10 0 片岩 U 6王4区 Q l ll

57 臼　　　　　 玉 0 ．6 0．6 0 ．3 0 ．2 0．2 10 0 滑石 U 6 i4区 Q 1 12

58 臼　　　　 玉 0 ．7 0．7 0 ．4 0 ．2 0．2 10 0 滑石 表採 Q 113

第89図59 砥　　　　 石 8 ．0 2．3 2 ．3 － 12 8．5 10 0 片岩 表採 Q l14

6 0 砥　　　　 石 （10．2） 5．1 1 ．3 － （11 7．1） 95 片岩 U 5 i4区 Q l 15

6 1 砥　　　　 石 （6．5） （5．7） （1 ．2） － （60．3） 20 頁岩 表採 Q l16

6 2 砥　　　　 石 （2．4） （2．2） （1 ．2） － （9．0） 20 頁岩 W 5a4区 Q l 17
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図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm） i重量 （g）

出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大厚

第89図63 錐 （5．5） 0．5 － （3．0） Ⅹ5 a9区 M 4

図版番号 種　　 別
初　　　　　　 鋳　　　　　　 年 巨 土地点

備　　 考
時　 代 年　 号

第89図64 永　 楽　 通　 贅 明 （中国銭） 1408年 V 5 a。区 M 5

65 寛　 永　通　 貨 江戸初期～明治中頃 1636年 V 5。5区 M 6青銅

66 寛　 永　通　 賓 江戸初期～明治中頃 1636年 V 5。4区 M 7鉄

表3　中下根遺跡住居跡一覧表

住居跡
番号

＼位置
主軸方向

（長軸方向
） 平 面 形 規模 （m ）

（長軸×短軸）
壁高
（cm ）床面

内　 部　 施　 設 唇

覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　 考
新旧関係（古→
新）壁溝 間仕

切溝
主柱穴 貯蔵穴 ピット入 口

1 V 5b6 N －310－W 方　　　 形 6．13×5．73 18～30 平坦 － － 4 2 4 － 炉 1 杢為 土師器（杯腰 ），石製品（臼玉，
砥石），石製模造品（双孔円板）

2 V 6a2 N －650－E 方　　　 形 3．40×3．23 45～63 ほぼ平坦ほぼ全局 － － － － － 竃 1 人為 須恵器（杯，蓋）

3 U 6両 N －390－W 方　　　 形 8．94×8．66 9～18 ほぼ平坦 4 4 炉1 人 為

土師器（杯，襲），須恵器（塔，塔
身潮 ，石製品（勾玉，臼玉，砥

石），石製模造品（双孔円板），そ

の他（ガラス玉）

SK2告掘 られる。

5 W 5a9 N －550－E 方　　　 形 5．90×5．70 30～40 凹凸 － － 4 1 4 － 炉1 人為 土師器（杯，高杯，婆，手捏土器）

6 W 6d2 N －49㌧W 方　　　 形 5．60×5．32 10～29 凹凸 － － 4 － 6 － 炉1 人為 土師器（塔，高塔，饗）

7 V 6fl N －430－W 方　　　 形 8．22×8．02 28～42 ほぼ撃 全局 4 1 4 炉2 自然

土師器（杯鳳 高塔，壷，婆），須
恵器（塔，坪身，蓋，施），石製品
（石錬，臼玉，砥石），石製模造品

（勾玉，双孔円板，剣形石製模造
品），その他（ガラス玉）

8 V 6e3 N －44。－E 長　 方　 形 6．32×5．09 4～10 ほぼ平坦 － － － 1 ～ － － 不明
土師器脾 ，高杯，埠，小形壷，
婆）

9 V 6j3 N －50㌧E 方　　　 形 6．90×6．60 43～57 ほぼ平坦 4 2 4 人 為
土師器（軋 聾），石製品（石鉄，
臼玉），石製模造品（剣形石製模
造品）

10 W 6白 N －520－W 長　 方　 形 4．94×3．72 14～25 平坦 － － 2 1 2 － 炉1 人為 土師器（華，高杯，婆）

11 V 6i8 N …530－E 長　 方　 形 7．04×5．52 16～28 凹凸 － － － 1 － － 炉 2 人為
土師器揮 ，高塀，賓，甑），石製
模造品（双孔円板）

12 V 7。4 N 4 70－E 方　　　 形 8．68×8．48 14～25 ほぼ平坦 － 1 4 1 5 － 炉 2 人為 土師器（杯満 杯，私 賓），須恵
器（施），石器（凹石）

13 W 7。5 N －50㌧W 方　　　 形 7．80×7．60 31～44 平坦 全 周 4 2 5 炉 1 人為

土師器（塔，高塀，吼 賓），石製
品（砥石），石製模造品（双孔円
板），鉄製品（鉄鉱），土製品（土
玉）

膝組

15 V 8jl N －380－E 長　 方　 形 4．25×3．27 5～12 平坦 － － － － － － － 人為 土師器（杯，高塀，婆，甑）

16 V 8d5 N －420－W 方　　　 形 6．78×6．48 8～22 平坦 － － 4 2 5 － － 自然 土師器（杯，高杯，軋 婆，鉢）

20 W 8i3 N －45㌧W 方　　　 形 4．49×4．16 19～40 平坦 全周 6 4 1 6 2 炉1 人 為 土師器（杯，高杯，寮）

21 W 8f4 N －360－E 方　　　 形 5．44×5．29 25～40 ほぼ平坦全周
◆
5 4 1 6 2 炉2 人為

土師 器（軋 椀，鉢，高塔，婆，
甑），土製品（土玉），その他（不明
土製品）

焼失家屋

23 V 8g6 （N －38㌧E ） ［長方形］ ．93× ［3．26〕34～62 まぼ平坦 － － 4 1 4 － － 自然 土師器（柑）

25 V 5j5 （N －28。－E） ［長方形］ 3．24×2．99 22～53 ほぼ平坦 － － － － － － 竃1 自然 土師器（寮）

27 W 5d9 N －500－W 方　　　 形 6．92×6．62 45～66 ほぼ平坦一部 6 4 1 5 1 炉 1 自然 土師器脾 ，高杯潤 ，婆，甑），そ
の他（不明石製品） 麒 家屋

28 W 6el （N …630－W ） ［隅丸方形］4．31×［2．88］21～30 平坦 － － － 1 － － 炉2 自然 土師器揮 ，高杯） 焼失家屋

29 W 6f3 （N －380－E） ［隅丸方形］ ［2・8撃 61］
9～32 平坦 － － － 1 1 － － 自然

土師器（吼 賓，甑），その他（不明
鉄製品）

30 Ⅹ6a8 N －470－E 方　　　 形 6．10×5．92 38～65 ほぼ平坦ほぼ全局 2 5 1 6 炉1 人為
土師器（塔，高杯，吼 壷，賓），須
恵器渾 身），石製模造品（双孔
円板），その他（不明鉄製品）

31 V 5d3 （N －400－E ） ［隅丸方形〕 ．41× ［2．71］34～44 ほぼ平坦
－ － － － － － － 人為

土師器脾 ，椀，高塀，堀），石製

品（砥石）

32 U 5h5 N －46㌧W 方　　　 形 5．65×5．61 26～44 まぼ平坦全周 － 4 1 5 1 炉 2 人為 土師器（杯，高塀）

33 U 5f4 N －29㌧W 方　　　 形 6．46×6．36 17～46 平坦 － － 4 1 5 1 炉 2 人為 土師器（杯，高塀，椀，埠，鉢形土
器）

34 U 5a3 N …300－W 方　　　 形 7．58×7．30 13′、25 平坦 － － 4 1 6 1 炉 1 人為 土師器（杯，高杯，甑）

35 T 6f6 N ～36㌧W 方　　　 形 6．64×6．58 18～33 平坦 4 1 5 1 炉 1 人為
土師器碑 ，邪 ，石器（磨石），そ

の他（凹石）
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第4節　まとめ

当遺跡で確認した遺構は9　竪穴住居跡27軒，竪穴遺構6基9　土坑158基撃　陥し穴9基及び溝1条である。

ここでは，時期別に各時代の主な遺構と遺物についての概要を述べ9　まとめとする。

旧石器時代

当遺跡からは，黒曜石を石材とする樋状剥離のみられる有樋尖頭器，安山岩を石材とする槍先形尖頭器及び

頁岩を石材とする石刃が表面採集されている。その他，二次加工のみられる剥片が表土中や後世の遺構の覆土

中から出土している。出土石器の石材は，黒曜石9　安山岩9　貢岩及びメノウで，いずれも本県の主要な石器石

材で9　在地石材の使用が推測されるところであるが，一方で9　遠隔地石材の使用も少なからず考えられ，具体

的分析に基づく石材の特定産地の検討が求められる。表面採集されている旧石器時代の遺物は9　今回の調査区

が平坦地でローム層の流失が考えられないことから，耕作等による旧石器時代文化層の撹乱等で表面採集され

たものと考えられるがタ　生活面をもつ文化層は確認されていない。剥片の一部は縄文時代以降の所産である可

能性もある。

縄文時代

後期前葉の縄文土器の深鉢目線部片が僅かに2点表面採集されている。遺構としては，9基の陥し穴が，調

査区の北東部を中心に東西に散在して構築されている。これらは9　小野川から深く入り込む谷津の低地及び湿

地等に集まる動物の捕殺及び捕獲等を目的としたものと考えられる。石器では9　石鉢が縄文時代に属する可能

性が高い。

弥生時代

後期後半の弥生土器片2点が表採で出土している。遺構は確認していない。

宙墳時代

当遺跡の中心となる時期で，竪穴住居跡9　竪穴遺構及び土坑を確認した。当該期に属する竪穴住居跡25軒の

時期は，5世紀中葉，後葉の2期に分けることができる。

窮鼠期（5世紀中葉）

第19　5，6，8，9～11915，16，20，21，23，27～29，31～35号住居跡の時期で9　当遺跡内における主

たる住居跡群である。当遺跡におけるこの時期の住居跡は9　付設されている施設に類似するものがみられるが，

規模と形態には企画性がみられない。土器の組成は，土師器の塔，椀，高塀，村，婆及び甑である。このうち，

坪と椀には平底と丸底がみられ，塔の体部外面及び内面にへラナデあるいはへラ削り後へラ磨きが施され9　体

部と日経部の境に弱い稜がみられる。巧く，椀の赤彩されている個体数は3分の1以上を数える。第30号住居跡

出土の土不は平底と丸底である。高塀の脚部はラッパ状あるいは下方に大きく開くか9　柱状を呈するがややエン

タシス状の膨らみを持っている。土不部外画下位に稜がみられ，整形はへラナデかへラ磨きが施され9　赤彩率が

高い。第28号住居跡出土の高塀は脚部が柱状を呈し，その中位にエンタシス状の膨らみを持ち，下方に大きく

開き，端部が反り，塔部下位に弱い稜がみられる。埠は体部が潰れた球形状のものとソロバン玉状のものがみ
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られる。整形は内◎外面にへラナデが施され9　出土する個体数は少ないが赤彩率は高い。寮は体部が球形状を

呈し，目線部は「く」の字状に外反するものが多く，目線部の中位に段を有するものもみられる。整形は内◎

外面へラナデである。甑は底部が単孔式で，口緑部がほぼ垂直に立ち上がるものと折り返しのある複合口緑の

ものがある。整形はへラナデである。第209　21号住居跡は9　他の住居跡より時期的に先行する可能性がある。

当該期は，陶邑編年のTK216に併行する時期である。

第2期（5世紀後菓）

第3，7，12，13，30号住居跡の時期である。当遺跡におけるこの時期の住居跡は，一辺が6～8mの大規模

のものが多い。付設されている施設には，壁溝や間仕切り溝を付設するものと付設しないものなどのばらつき

がみられる。土器の組成は，土師器の杯，椀，高塀，肘及び肇，須恵器の塔，塔蓋及び楓である。坪には須恵

器坪蓋を模倣したものがみられるようになり，椀と同様に赤彩率が高い。埠は丁寧なへラ磨きが施され，赤彩

されている。肇は体部の球形が顕著で，底部突出のものが減り平底となる。この時期になると須恵器を伴う住

居跡が多くなり，第3号住居跡出土の第10図11の須恵器杯身は，陶邑編年のTK208からTK23に併行する時期

のものである。第7号住居跡から出土している須恵器地の時期も同時期の範囲で考えられる。22の須恵器壷は

混入したもので，横ナデ後体部に磨り消しが施され陶邑編年のTK216からTK73に併行する時期である。

平安時代

第2，25号住居跡及び第67号土坑の時期で，2期に分けることができる。

第且期（8世紀後半）

第2号住居跡の時期である。本跡の竃は北東壁に掘り込まれ，竃焚き口付近から須恵器の杯と杯蓋が出土し

ている。

第2期（9世紀前半）

第25号住居跡，第67号土坑の時期である。第25号住居跡の南コーナー部に竃が確認され，その焚き口部から

常総型磐が意図的な意味を持たせるように逆位の状態で出土している。これは，竃の規模と出土地点等から支

脚への転用遺物の可能性もある一万，両竃を付設する特異な住居跡であることから，住居跡自体が火の神に深

く関連していたとも考えられる。第67号土坑からも同時期の常総型賓が出土している。この土坑は掘り込みが

浅く，2段掘りの様相を呈していることから小竪穴遺構として取り扱うことも可能である。

参考文献

○　樫村宣行◎浅井哲也　「常陸地域の鬼高式土器」『考古学ジャーナル‰342』1992年

○　樫村宣行「茨城県南部における鬼高式土器について」『研究ノート2号』茨城県教育財団1993年7月

○　浅井哲也「茨城県内における奈良◎平安時代の土器（II）」『研究ノート2号』茨城県教育財団1993年7月

○　茨城県教育財団「牛久市北部特定区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（I）ヤツノ上遺跡」『茨城県教育財団

文化財調査報告第81集』1993年3月

○　茨城県教育財団「牛久市北部特定区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（II）中久喜遺跡」『茨城県教育財団文

化財調査報告第86集』1993年9月
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第4童　画ノ原遺跡

第温節　遺跡の概要

西ノ原遺跡は，牛久市の北北東部，小野川支流の乙戸川右岸から南西に入り込む谷津頭に画し，標高24～25

mの洪積台地である稲敷台地上に立地する言日石器時代から古墳時代にわたる複合遺跡である。調査前の現況は，

山林及び畑地で，今回の調査区域は南西に約121m，南東に約112m，面積13，227mアである。

今回の調査によって確認した遺構は，旧石器時代の石器集中地点5か軌縄文時代の陥し穴4鼠古墳時代

の竪穴住居跡21軒，古墳時代の竪穴遺構1基，その他に土坑姐基，溝1条である。

旧石器時代の石器集中地点は，調査区の中央部よりやや北側に散在しており，石材は黒曜石を主として，他

に頁岩，安山岩が使用されている。

縄文時代の遺構としては，4基の陥し穴を確認した。

古墳時代の遺構は，調査区中央から南東にかけて多くみられる。住居跡の形状はおおよそ，方形ないしは長

方形のものである。古墳時代中期の竪穴住居跡は，調査区中央部付近から16軒を散在して確認した。後期の竪

穴住居跡は，調査区から5軒確認し，一部が調査エリア外に延びているため完掘できなかった第1号住居跡を

除いて，第2◎4◎6◎9号竪穴住居跡は，いずれも北西壁に竃を付設したものである。竪穴住居跡以外では，

古墳時代中期のものと思われる竪穴遺構1基を調査区中央部から確認した。住居跡とは異なるスロープ状の出

入口施設とピットを持ち，床面の造り等から片流れ屋根の掘立小屋的上屋構造が推測される。その他遺跡の

中央を東西に走る溝1条を確認した。溝は，第17号，第18号竪穴住居跡との切り合いから古墳時代中期以降の

ものと思われるが，具体的な時期や性格については不明である。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に46箱ほど出土している。旧石器時代の遺物は，石器集中地点

からナイフ形石乳　スクレイパー，縦長剥片が出土している。縄文時代の遺物は，早◎中期の縄文土器や，有

舌尖頭器，石鉢が遺構確認面や覆土中から出土している。古墳時代の遺物は，土師器の坑　高塀，乳甑等が

出土し，その中には赤彩されたものも多くみられる。その他，竃内からの支脚，土製品の土も石製晶の紡錘

車，砥石，臼玉，石製模造品の剣9　有孔円板，勾玉も出土している。また，第16号住居跡の覆土中からはガラス

玉も出土している。

25．0m－

第2節　基本層序

西ノ原遺跡においては，調査区北東部V4i7区にテス

トピットを設定し，表土除去後，第90図に示すような

土層の堆積状況を確認した。

第1層は，褐色のロームブロックを少量含み，厚さ

は25～35cmである。第2層は，褐色のハードローム層

で，厚さは19～30cmである。第3層から第5層は，褐

色のハードローム層で，厚さは10～40cmあり，いずれ

もロームブロックを中量含む。

土壌鉱物分析をおこなった結果，第2層の中位でバ
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第9の図　面♂贋過跡基本崖層園



ブル型火山ガラスの含有量が極大値を示し9上位では含有量を減じ9第1層では9更に減じている。第2層の

中位から下位にかけては殆ど含有量が認められず9　このことから，層位とバブル型火山ガラスの特徴で第2層

上位から第1層にかけてが姶良Tn火山灰の降灰層準に相当するものと考えられる。このことは，第鼠9　2層が

武蔵野台地の立川ローム層黒色帯に比定されるものと言える○なお9今回の分析結果では，ローム層上位の指

標テフラである立川ローム最上部ガラス質火山灰UGが確認されず，第1層の上位にあるものと考えられるが9

削割により確認されていない。

第3節　遺構と遺物

第馴図　面♂贋通路旧石器集中地点配置図
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1　旧石器時代の遺構と遺物

当遺跡における旧石器時代の調査は，乙戸川の谷津頭に画する傾斜地を除く調査区のほぼ全面に12．5％の試

掘を実施し，遺物が出土した地点を中心に約373．5mアについて本調査を実施し，本調査区域については第4層ま

で発掘した。遺物を確認した地点に隣接する平坦地に遺物出土層位を確認するため，ローム層上面から灰白色

の粘土層上面まで試掘坑を設定した。確認した土層堆積状況は前節で述べたとおりである。なお，詳細につい

ては，付章西ノ原遺跡土壌の自然科学分析を参照されたい。

調査の結果，文化層中から石器等の遺物が374点出土している。これらの遺物は，ほとんどが5か所（第1～5

号集中地点）から集中して出土しており，いずれも調査区の北側中央寄りの標高24m程の平坦な台地上と緩斜面

に位置する。

（1）　石器集中地点

第1号石器集中地点

位置　調査区の北乱K14b8区。出土遺物の平面分布については第92図で示したとおりである。その中で，特に

出土遺物の集中する地点は中央部である。

規模　平面形約東西11m9南北7mと広範囲で確認したが，中には疎密の差がみられ，出土遺物はK14b8区を中

心に確認している。

確認土層　土層1から4の範囲で確認した。土層且のローム上層から土層3のハード由一ム下層にかけ遺物出

土を確認した。土層2の褐色土上層及び下層で石器が集中的に確認している。文化層の層準は，この前後の

範囲に求めることができる。なお，土層19　2からは極めて微量ながら粘土ブロックの混入が確認されてい

るが，調査前の立ち木の根の痕による混入物と考えられる。

遺物　本石器集中地点からの出土遺物総数は109点である。内訳はナイフ形石器2息　ナイフ状の石器1息　ピ

エス◎エスキーユ2点，石核2点，剥片41点，砕片60点，礫1点の計109点である。

1と2はナイフ形石器である。1はK14a9区から出土したもので完整品と思われ，安山岩の石刃を素材とし

て，側面部には急角度の剥離面がみられ，バルブは確認できないが，リングの様子から中央部にあったもの

と考えられる。石器の最大厚，最大幅共に中央部よりやや上位にみられる。

2はK14b8区から出土したもので完形品である。ホルンフエルスを石材としており，一側辺に急角度の剥離

と，その片側には縦方向の稜が認められる。末端部には基部調整の剥離痕がみられ，最大厚は末端部やや上

位に，最大幅は中央部よりやや下位にみられる。

3はナイフ状の石器で，K14b8区から出土したものである。黒曜石の石刃を素材としている。中央部から先

端部は欠損している。一側面は急角度の剥離面が残り，片側側面部中央には縦長の稜が走る。基部の裏面に

は剥離調整痕が残る。

壇はピエス◎エスキーユである。K14b8区から出土したもので，石材は黒曜石である。全体が上下両端から

の剥離面によって覆われている。

5のどエス◎エスキーユはK14a9区から出土したもので，黒曜石の剥片を素材としている。全体が上下両端

からの剥離面によって覆われ，上端の一部に刃潰し加工が観察される。

6は石核である。K14b7区から出土したもので，石材は安山岩である。立方体のような面を持ち，上下両端

及び両側面には多方向からの剥離面がみられ，上面の一部には自然画が残る。

7の石核はK14b8区から出土したもので，石材は黒曜石である。上下両端及び両側に大きな打点が残り，細
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かな貝殻状剥片を剥離した際の剥離面が認められる。

8～13は剥片である。13の石材がチャートである以外は，いずれも石材は黒曜石で，複数の方向に加撃し，

剥片生産をしている。10はK14b8区から出土したもので，当遺跡内の集中地点から出土した剥片としては最大

一一132一



くフ　　　l

く二ゝ

⊂＝⊃

G

第93図　第1号石器集中地点出土遺物実測図（り

－133－

5cm

［　　；　　］



0　　　　　　　　　　　　　　　5cm

l　　－］　－　＿＿」

第94図　第1号石器集中地点出土遺物実測図（2）

のもので，長さ8．5cm，幅6．5cm，重さは71・4gある0最初の打点で剥離した後，側線部に細かな調整を4か

所施している。

14は礫である。K14b8区から出土したものである0本集中地点でただ1点出土したもので，熱を受け赤化し

ている。

接合資料接合資料は1例存在する0平面分布図の2（a）と，2（b）の縦長剥片どうしの接合例にみられる0

所見本集中地点は，出土遺物の石材の殆どが黒曜石で占められる0黒曜石の出土点数に占める製品の割合の

低さと，出土している剥片にみられる頻繁な剥離面からは，剥片生産後，剥片を素材とした利器等の製作が

行われていたことが窺われる。

表 4　 第 1 号 石 器 集 中 地 点 出 土 遣 物 観 察 表

図版 番 号 種　　 別

計　 測　 値　 （cm ）
重 量 （g） 石　 質 出 土 地 点 備　　 考

長　 さ 幅 厚 さ

第 93 図 1 ナ イ フ 形 石 器 3．0 1 ．6 0 ．7 4 1 ．3 安 山 岩 K 14 89区 Q 76　 P L 2 9

2 ナ イ フ 形 石 器 8 ．2 ． 3 ．6 1 ．4 3 1 ．1 ホルンフエルス K 14 b8区 Q 77　 P L 2 9

3 ナ イ フ状 の石 器 3 ．3 2 ．2 1 ．0 6 ．0 黒 曜 石 K 14 b8 区 Q 78　 P L 29

4 ピエス・エスキーユ 3 ．1 2 ．1 1 ．5 1 ．4 黒 曜 石 K 14 b8 区 Q 7 9

5 ピエス・エスキーユ 2．7 2 ．7 0 ．9 6 ．4 黒 曜 石 K 14 89区 Q 8 0

6 石　　　　　 核 2．3 2 ．2 2 ．2 2 1 ．2 安 山岩 K 1 4b7区 Q 8 1

7 石　　　　　 核 5，2 3 ，7 2 ．4 33 ．9 黒 曜 石 K 14b8区 Q 8 2

8 剥　　　　　 片 4．7 3 ．8 0 ．8 1 1 ．1 黒 曜 石 K 14b9区 Q 8 3
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図版 番号 種　　 別
計　 測　 値　 （cm ） i 重量 （g ）

石　 質 出土地点 備　　 考
長　 さ 幅 厚 さ

第93図　 9 剥　　　　　 片 5．5 5 ．3 1．2 2 6．5 黒曜石 K 14 b9区 Q 84

第94図 10 剥　　　　　 片 8．5 6 ．5 1．6 7 1．4 黒曜石 K 14b8区 Q 85

第93図 11 剥　　　　　 片 4 ．1 2．1 1 ．1 10 ．1 黒 曜石 K 14b8区 Q 86

12 剥　　　　　 片 4 ．5 3 ．5 1．6 15 ．0 黒曜石 K 14b8区 Q 8 7

13 剥　　　　　 片 2 ．3 1．7 0．8 2 ．6 チャー ト K 14 b8区 Q 8 8

第94図 14 礫 8．6 8 ．4 3．．8 21 1．9 安山岩 K 14 b8区 Q 8 9

表5　第1号石器集中地点石器組成表

種　　　 別 黒曜石 安山岩 貢　 岩 流紋岩 チャー ト ホルンフエルス 計

ナ　 イ　 フ　 形　 石　 器 －
l

1 － － － 1 2

ナ　イ　フ　状 の　石 器 1 － － － － － 1

尖　　　 頭　　　 器
－ － － － － － 0

ピェ ス。エス キー ユ 2 －
l

－ － － 2

二次加工 のある剥片 － － － － － － 0

剥　　　　　　　　 片 40 － － － 1 － 41

石　　　　　　　　 核 1 1 － － － － 2

砕　　　　　　　　 片 60 － － － － － 60

礫　　　　　　　　 器 － － － － － － 0

礫 － 1 － － － － 1

破　　　 砕　　　 礫 － － － － － － 0

計 104 3 0 0 1 1 109

表6　第1号石器集中地点接合資料一覧表

図版番号 石　　　 材 内　　　 訳 内　　　 容 数　　 量

第93図 2 ホルンフェノレス ナイフ形石器　 2 2 （a）ナイフ形石器→2 （b）ナイフ形石器 2

第2号石器集中地点（第95図）

位置　調査区の北軌K15jl区。出土遺物の平面分布については第95図で示したとおりである。その中で，特に，

出土遺物が集中する地点は北部である。

規模　平面形約束酎0・5m9南北9mと広範囲で確認したが9分布密度の差はあまりみられない。
′

確認土層　土層1から4の範囲で確認した。土層1のローム上層から土層4のハードローム上層にかけて出土

遺物を確認した。特に9土層2の上面からは石器が集中的に出土していることから，文化層の層準は，この

前後に求めることができる0土層1，2からは極微量ながら砂の混入が確認されている。また，調査区中央

の土層3には極微量ながら廃土粒子の混入がみられたが出土量が少なく言日石器時代の文化層との関係は把

握できなかった。

遺物　本石器集中地点からの出土遺物総数は56点である。内訳はナイフ形石器1鳥ピエス◎エスキーユ1息

剥片16点，砕片36点，礫2点の計56点である。

1はナイフ形石器である。K15jl区から出土したもので完成品と思われ，石材は安山岩である。中央部から

先端部の欠損部分は出土していない。石刃を素材とし9山形の打面を持ち下端には石核時の平坦な部分が残
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第96図　第2号石器集中地点出土遺物実測図

るが，バルブは確認できない0石器の最大厚，最大幅ともに中央部付近にあるものと考えられる。

2はピエス・エスキーユであるo K15j2区から出土したもので，黒曜石の剥片を素材としている。

3～5は剥片である03はK15j2区から出土したもので，石材は貢岩である。側線部中央上面に最初の打点

が見られ，急角度で剥離し，その後，最初の打点とは反対側の側線部で剥片を取り出したもので，自然面を

僅かに残している。

4はK15j2区から出土したもので，石材は黒曜石である0側線部中央上面に最初の打点が残り，縦方向の両

側には稜線が認められる0中央部には2度にわたる剥片取り出しの大きな剥離痕がみられる。

5はK15j2区から出土したもので，石材は黒曜石である0片側には剥離面が残り，反対側には剥片剥離痕が

みられる。自然面の一部残る。

6～7は礫である06はK15j2区から出土したもので，剥片を剥離し，不要になった礫片の一部が他の目的

に転用され，熟を受け赤化したものと考えられる。
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7の礫はK鼠5j2区から出土したもので撃　端部に打点がみられる。

接合資料　接合資料はみられない。

所魔　出土遺物の疎密という点では　やや貧討な様相をしている。利器としては9　ナイフ形石器撃　ピエスのエ

スキーユの2点で撃　他は剥片及び砕片であることから9　本集中地は撃　剥片生産を基本とした性格の様相が窺

える。

表7　第2号石器集中地点出土遺物観察表

図版 番号 種　　 別
計　 測　 値　 （cm ） i 重 畳 。g）

石　 質 出土 地点 備　　 考
長　 さ 幅 厚 さ

第 96図 1 ナ イ フ 形 石 器 3．2 1 ．8 0 ．7 3．1 安山岩 K 15 jl区 Q 90　 L 29

2 ビエス・エスキーユ 2．4 1．9 0 ．6 2 ．8 黒曜石 K 15j2区 Q 91

3 剥　　　　　 片 4．6 3．0 1 ．4 31 ．1 貢　 岩 K 15j2区 Q 9 2

4 剥　　　　　 片 5 ．3 3．8 1 ．1 17 ．7 黒 曜石 K 15j2区 Q 9 3

5 剥　　　　　 片 5 ．2 3 ．7 2．4 3 3．9 黒曜 石 K 1 5j2区 Q 9 4

6 礫 5 ．8 5 ．4 1．9 7 6．8 砂　 岩 K 1 5j2区 Q 9 5

7 礫 4．3 3 ．8 1．1 2 0．2 安 山岩 K 1 5j2区 Q 96

表8　第2号石器集中地点石器組成表

種　　　 別 黒曜石 安山岩 貢　 岩 流紋岩 砂　 岩 ホルンフエルス 計

ナ　 イ　 フ　形　 石　 器 － 1 － － － － 1

尖　　　 頭　　　 器 － － － － － － 0

ピエス ・エ スキー ユ 鼠 － － － － － 温

二次加工のあ る剥 片 － － … － － － 0

剥　　　　　　　　 片 16 － － － － － 16

石　　　　　　　　 核 － － － － － － 0

砕　　　　　　　　 片 36 － － － － － 36

礫　　　　　　　　 器
－ － － － － － 0

礫 － i － － 1 － 2

破　　　 砕　　　 礫 － － － － － － 0

計 53 2 0 0 皇 0 56

第3号石器集中地点（第97図）

位置　調査区の北東部からやや中央寄り9　監温4a9区。第4集中地点に接しているが9遺物の分布状況から第3集

中地とする。出土遺物の平面分布については第97図で示したとおりである。その中で9　特に出土遺物が集中

している地点は9　中央部からやや東側である。

規模　平面形約東西7m，南北6mの範囲で確認した。

確認藍層　土層且から4層の範囲で確認した。土層且のローム上層から土層3のハードローム下層にかけて出

土遺物を確認した。本石器類集積地では，土層2の褐色土上面及び下位から定型的な石器が出土している。

遺物　本石器集中地点からの出土遺物総数は48点である。内訳はナイフ形石器2点，礫器1点9　縦長剥片温点9

二次加工のある剥片　点　剥片摘点9　砕片22点9　礫2点の計48点である。

1と2はナイフ形石器である。1のナイフ形石器はむ且4ao区から出土したもので完形品である。ポルフェン

スの石刃を素材としており9　一側辺に最初の剥離痕が残り9　背部整形及び基部の整形に刃潰し加工を施して
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第錮閑　第　号石器集中地底逸物出藍状況園

いる。最大厚9　最大幅とも中央部にみられる。

2のナイフ形石器はⅢ4ao区から出土したもので完成品であるが9先端部は欠損している。頁岩の石刃を素

材としている。背部整形及び基端部の整形を行Ⅴ㍉う端のみに鋭い切出し状の剥離面を利用した刃を持って

いる。また撃一側面に2度にわたる剥離調整痕が残る。最大厚を中央部に学最大幅は中央部やや下位にみら

れる。

3は礫器である。監腕0区から出土したもので9砂岩礫の上端部に剥離面が残り撃作業緑となっている。

射ま縦長剥片である。監摘a区から出土したもので撃原石から剣離した縦長剥片を（さらに2か所に打撃を

加えて）3等分した剥片の一つに撃縦方向片側側面から小形の縦長剥片を取り出した剥離痕を残していると

ころから9　相対的な剥離工程の順位を窺うことができる。

5は二次加工のある剣片である。Ⅲ鮎0区から出土したもので撃　片側上面に打撃が加えられタ　その後学表裏

両面から剥離調整が施されたものと考えられる。

6～9は剥片である。6の剥片はむ摘a9区から出土したもので9石材は黒曜石である。下端部に調整痕と考

えられる剥離面がみられることからナイフ形石器と捉えられる可能性もある。

7と8は黒曜石の則片で学　監腕9区から出土したもので9　単純な剥離画がみられる。
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第99図　第3号石器集中地点出土遺物実測図（2）

9の剥片は砂岩の剥片である。L14ao区から出土したもので，片側には滑らかな自然画がみられる。

10と11は礫である。10の礫はL14ao区から出土した安山岩で，2度の加撃による剥離面がみられる。

11の礫はL14ao区から出土した安山岩の円礫である。使途は不明である。

接合資料　接合資料は3例存在する。内訳は，平面分布図の2（a）と2（b）のナイフ形石器，3（a）と3

（b）及び3（C）の縦長剥片，9（a）と9（b）の礫にみられる。

所見　本石器集中地点で確認した利器は，ナイフ形石器2点であるが，いずれも他の場所で製作されたものを

搬入したものである。安山岩の礫が出土しているが，黒曜石以外の剥片生産の様子を窺うことができず，黒

曜石の剥片生産を基本とする集中地点であることが考えられる。

表9　第3号石器集中地点出土遺物観察表

図版 番 号 種　　 別

計　 測　 値　 （cm ）

重 量 （g ） 石　 質 出 土 地 点 備　　 考
長　 さ 幅 厚 さ

第 98 図 1 ナ イ　 フ 形 石 器 5 ．9 1 ．7 1 ．0 7 ．5 ホルンフユルス L 1 480区 Q 9 7　 P L 2 9

2 ナ イ フ 形 石 器 6 ．6 1 ．8 0 ．9 2 1 ．1 貢　 岩 L 14 8。区 Q 9 8　 P L 2 9

3 礫　　　　　 器 9 ．3 7 ．4 6 ．2 57 5 ．6 砂　 岩 L 14 。。区 Q 9 9

4 縦　 長　 剥　 片 1 0 ．1 1 ．9 2 ．0 3 3 ．4 砂　 岩 L 1489区 Q l OO　 P L 2 9

5 二次加工のある剥片 4 ．2 2 ．7 1 ．7 12 ．4 黒 曜 石 L 14bO区 Q lO I P L 2 9

6 剥　　　　　 片 5 ．3 3 ．9 1 ．3 20 ．6 黒 曜 石 L 1 489区 Q lO 2

7 剥　　　　　 片 3 ．6 2 ．6 1 ．7 10 ．1 黒 曜 石 L 1 4．9区 Q lO 3

8 剥　　　　　 片 2 ．4 2 ．2 0 ．7 2 ．9 黒 曜 石 L 14 。。区 Q lO 4

9 剥　　　　　 片 6 ．0 4 ．7 1 ．1 3 7 ．0 砂　 岩 L 14 8。区 Q lO5

第 9 9図 10 礫 1 2 ．9 6 ．9 6 ．4 64 8 ．4 安 山 岩 L 148。区 Q l O6

第 98 図 11 礫 7 ．0 4 ．9 3 ．5 16 4 ．7 安 山 岩 L 14．0区 Q l O7

表10　第3号石器集中地点石器組成表

種　　　 別 黒曜石 安山岩 頁　 岩 流紋岩 砂　 岩 ホルンフェルス 計

ナ　 イ　 フ　形　 石　 器 － － 1 － － 1 2

尖　　　 頭　　　 器 － － － － － － 0
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種　　　 別 黒曜石 安山岩 貢　 岩 流紋岩 砂　 岩 ホルンフエルス 計

ヒエ1 ・エ ス キーユ － － － － － － 0

縦　 長　　 剥　　 片
－ － － － 1 － 1

二次加工 のある剥片 i － … － － － 且

剥　　　　　　　 片 19 － － － － － 19

石　　　　　　　　 核
－ － － － － － 0

砕　　　　　　　　 片 22 － － － － － 22

礫　　　　　　　　 器
－ － － － 1 － 1

礫
－ 2 － － － － 2

破　　　 砕　　　 礫
－ － － － 0

計 42 2 ヱ 0 2 l 48

表Ⅲ　第3号石器集中地点接合資料一覧表

図版番号 石　　　 材 内　　　 訳 内　　　 容 数　　 量

第98図 2 貰岩 ナイフ形石器 2
！

2 （a）ナイフ形石器→ 2 （b）ナイフ形石器 2

4 砂岩 石刃3 4 （a）石刃→4 （b）石刃→4 （C）石刃 3

第99図10 安山岩 礫 2 10（a）礫→10（b）礫 2

第梯聾石器集中地点

健置　調査区の北東部からやや中央寄り学監摘a8区。第3集中地点に接する。出土遺物の平面分布については第

摘図で示したとおりである。その中で9時に出土遺物の集中する地点はラ中央部である。

規模　平面形東西約　～晦南北　mの範囲で確認したが撃疎密はほぼ一定である。

確認羞層　土層且から4層の範囲で確認した。土層且のローム上層から土層3のハードニーム上層にかけて出

土遺物を確認したが撃特に土層2付近での分布密度が高い。

遺物本石器集中地点からの出土遺物総数は5桟である。内訳はピエス◎エスキーユ温点撃二次加工のある剥

片温鳥剥片24点夕砕片2点　礫　点の計野点である。

鼠はピエス昏エスキーユである。K埼7区から出土したもので撃石材は黒曜石である。比較的大形の剥片を

素材としタ上下両端に微細な調整が観察される。

2は二次加工のある剥片である。K埼8区から出土したもので9石和ま黒曜石である。主要剥離面に二次加

工が観察される。

3～9は剥片である。3と射ま監蟻7区から出土したもので9石翻意しげれも砂岩である。原石に最初の打

撃が加えられ9その乳小形の剥片が剥離したものと思われる○それぞれ片側に滑らかな自然画を残し撃上

下両面に剥離痕が認められる。

5と6の剥片は9m4a8区から出土したものでタ石材は黒曜石である。5の泉腑には微細な使用痕が観察さ

れ9　6の剥片では単純な剥離画がみられ撃　5の剥片については使用された可能性も否めない。

7と8の剥片は学監蝮7区9m4a7区から出土したもので撃石材は貢岩である。特に7の剥片疇バルブが明

確に確認でき9　中央部には縦に2本の稜線が入る。

9の剥片は学監蝮7区から出土したものでラ石材はメノウである○最初の打点の残る両鰍こは左右からの細

かな剥離調整痕が残る。

鼠0～12は礫である。蟻とⅢの礫は安山岩で　特に蟻の礫は　被熱のため中央部が大きく裂け縦横の割れ目

が走っている。
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12の礫はチャートである。

接合資料　接合資料は1例存在する。平面分布図の12（a）と912（b）の礫どうしの接合例にみられる。

所見　本石器集中地点出土の利器はラ　ビエス◎エスキーユの1点で撃利器の製作を反映する資料が乏しく9　ま

た9剥片の石材が複数に及んでいるが9　それに見合う砕片の出土がみられないことからラ剥片製作を基本と

する石器集中地点と考えられる。
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第川1図　第4号石器集中地点出土遺物実測図
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表12　第4号石器集中地点出土遺物観察表

図版番号 種　　 別
計　 測　 値　 （cm ）

重量 （g ） 石　 質 出土地点 備　　 考
長　 さ 幅 厚 さ

第10 1図 1 ピエス。エスキーユ 4．3 1．3 1．2 6．6 黒曜石 K 14 j7区 Q l O8

2 二次加工のある剥片 3．9 3 ．1 1．3 1 1．5 黒曜石 K 14 j8区 Q l O9　 P L 29

3 剥　　　　　 片 7．2 4 ．4 1．7 5 1．2 砂　 岩 K 14 j7区 Q l lO

4 剥　　　　　 片 5．6 4 ．1 0．8 2 4．2 砂　 岩 K 14 j7区 Q l ll

5 剥　　　　　 片 3．7 2 ．8 L 3 9．8 黒曜石 L 14 a8区 Q l 12

6 剥　　　　　 片 2．9 2 ．5 0．7 3 ．2 黒曜石 L 14 a8区 Q l 13

7 剥　　　　　 片 2 ．7 2．3 0．6 3 ．2 頁　 岩 K 14j7区 Q l 14

8 剥　　　　　 片 2 ．9 1．7 0 ．4 1．7 頁　 岩 L 14 a7区 Q 1 15

9 剥　　　　　 片 2 ．1 1．7 0 ．6 1．6 メノ ウ K 14j7区 Q l 16

1 0 礫 9 ．0 8．2 5 ．2 4 17 ．7 安 山岩 K 14j7区 Q l1 7

1 1 礫 8 ．2 7．2 2 ．9 2 29 ．9 安 山岩 L 14a8区 Q l1 8

12 礫 6 ．1 3．0 3 ．0 63 ．2 チ ャー ト L 14a8区 Q l1 9

表13　第4号石器集中地点石器組成表

黒曜石 安山岩 頁　 岩 メノウ 砂　 岩 チャー ト

－ － － － － －

－ － － － － －

1 － － － － －

1 － － － － －

19 － 2 1 2 －

－ － － － － －

27 － － － － －

－ － － － － －

l 2 － － － 2

－ － － － － －

種　　　別

ナ　イ　フ　形　石　器

尖　　　頭　　　器

ピエス。エスキーユ

二次加工のある剥片

剥　　　　　　　　　片

石　　　　　　　　核

砕　　　　　　　　片

礫　　　　　　　　器

破　　　砕　　　礫

2 248 2 2

表14　第4号石器集中地点接合資料一覧表

図版番号 石　　　 材 内　　　 訳 内　　　 容 数　　 量

第101図12 チャー ト 礫2 12（a）礫→12（b）礫 2

第5号石器集中地点

位置　調査区の南東中央部寄り，やや傾斜地のL15。6区。出土遺物の平面分布については第102図で示したとおり

であり，特に出土遺物が集中する地点は西側である。

規模　平面形東西約5m，南北11mの広範囲で確認した。

確認土層　土層1から3層の範囲で確認した。その中で，出土遺物の分布密度の濃い層位は土層2の上層から

中層である。定型的な石器は土層1の褐色土下層から土層3の褐色土上面と垂直分布に開きがある。

遺物　本石器類集積地からの出土遺物総数は104点で，ナイフ形石器2点，ラウンド◎スクレイパー2点が出土

している。その他の出土遺物では，石核1点，剥片29点，砕片57点9　礫13点の計100点である。

1と2はナイフ形石器である。1はL15d5区から出土したもので完整品と思われる。中央部から先端部にか
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第103図　第5号石器集中地点出土遺物実測図（1）
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0　　　　　　　　　　　　　　5cm
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第104図　第5号石器集中地点出土遺物実測図（2）

け欠損している。安山岩の石刃を素材とし，一側辺に急角度の剥離を加えたもので，基部には微調整の剥離

痕がのこるが調整は殆どされず，背部には両側とも左右からの調整加工が施されている。石器の最大厚は基

部に，最大幅は中央部に持つものと推測される。

2はし15d区から出土したもので完整晶である。流紋岩の石刃を素材としている。基部には調整剥離が施さ

れ，一側線部には刃潰し加工が施されている。このナイフ形石器は中央部から二つに折れ直線で40cm離れた

位置から出土しているが，熱を受けた後に折れたもので，一部赤化している。二つに折れた後で放棄された

ものと考える。

3と4はラウンド・スクレイパーである。3のラウンド・スクレイパーはL15括区から出土したものである。

黒曜石を石材として，主要剥離面をそのまま残し，刃部を背面の末端に持ち，ほぼ40度の角度で剥離面が並

列になるように調整が施されている。

4のラウンド・スクレイパーはL15朽区から出土したもので，黒曜石の剥片として，主要剥離面をそのまま

残し，背面の末端にほぼ60度の急角度で調整加工して刃部としている。

5は石核である。L15由区から出土したもので，石材は貢岩である。立方体のような多面体で，各面には他

方向からの多様な剥離痕を残している。

6から13は剥片である。6の剥片はL15d5区から出土したもので，石材は貢岩である。原石を荒割した後，

上面に自然画が残る状態で横から縦方向に叩いており，自然面の一部を残している。

7の剥片はL15f5区から出土したもので，石材はメノウである。調整痕はみられない。

8から13の剥片は，石材が黒曜石で，いずれも平坦な打面を有する剥片で，自然画を残存させるものもみ

られる。

14は流紋岩の礫で，細かに割れており，その全てが赤化している。

接合資料　接合資料は4例存在する。内訳は，平面分布図の2（a）と2（b）のナイフ形石器，5（a）と（b）

及び（C）の石核と剥片，13（a）と13（b）の剥片，14（a）と14（b）の礫どうしの接合例にみられる。

一148－



所見　本石器集中地点は9　5つの集中地点の中では出土遺物が最も多く出土している。利器の出土も複数みら

れるが9ナイフ形石器は他の場所から製品の形で搬入したものと考えられ，本石器集中地点は基本的に，剥

片生産を反映するものと考えられる。接合資料5の（a主（b）の石核と（C）の剥片との接合関係からは剥

片生産技術が窺え，興味深いものがある。

表15　第5号石器集中地点出土遺物観察表

図版番号 種　　 別
計　 測　 値　 （cm） ！重量 （g ）

石　 質 出土地点 備　　 考
長　 さ 幅 厚 さ

第103図 1 ナ イ フ形 石 器 5 ．1 2．1 0．7 8 ．9 安 山岩 L 15d5区 Q 120　 P L 29

2 ナ イ フ形 石 器 5 ．9 2 ．0 1．1 8．2 流紋岩 L 15。5区 Q 121 P L 29

3 ラウンド。スクレイパー 4．4 3 ．5 1．2 ・16．5 黒曜石 L 15f5区 Q 122

4 ラウンド。スクレイパー 3．2 1 ．5 1．1 4 ．2 黒曜石 L 15f5区 Q 123　 PL 29

5 石　　　　　 核 5 ．0 4．6 3 ．6 59 ．0 貢　 岩 L 15e5区 Q 124

6 剥　　　　　 片 4 ．0 3．0 1 ．0 10 ．6 頁　 岩 L 15d5区 Q 125

7 剥　　　　　 片 4 ．7 2 ．1 1．8 20．6 メノウ L 15f5区 Q 126

8 剥　　　　　 片 5．0 3 ．1 1．2 10．0 黒曜石 L 15f5区 Q 127

9 剥　　　　　 片 4．1 3 ．1 1．0 6 ．2 黒曜石 L 15f5区 Q 128

1 0 二次加工のある剥片 4 ．7 4．5 2 ．0 25 ．8 黒 曜石 L 15f5区 Q 129

第104図11 剥　　　　　 片 3 ．4 3．4 1 ．8 11 ．7 黒 曜石 L 14。6区 Q 130

12 剥　　　　　 片 6 ．3 5．5 1．9 35．5 黒曜石 L 15。5区 Q 131

13 剥　　　　　 片 4．9 3 ．2 1．2 13．3 黒曜石 L 15f6区 Q 132

1 4 礫 4．5 4 ．5 3．3 48 ．2 流紋岩 L 15。5区 Q 133

表16　第5号石器集中地点石器組成表

種　　　 別 黒曜石 安山岩 貢　 岩 流紋岩 砂　 岩 ホルンフエルス メノウ 計

ナイフ形石器 － － 1 1 － － － 2

尖　 頭　 器 － － － － － － － 0

ラウンド・スクレイパー 2 － － － － － － 2

ピエス。エスキーユ － － － － － － － 0

二次加工のある剥片 1 － － － － － － 1

剥　　　　 片 27 － － － － － 1 28

石　　　　 核 － － 1 － － － － 1

砕　　　　 片 57 － － － － － － 57

礫　　　　　 器 － － － － － － － 0

礫 2 － － 1 1 － － 4

破　 砕　 礫 － － － 9 － － － 9

計 89 0 2 11 1 0 1 104

表17　第5号石器集中地点接合資料一覧表

図版番号 石　　　 材 内　　　 訳 内　　　 容 数　　 量

第103図 2 流紋岩 ナイフ形石器 2 2 （a）ナイフ形石器→ 2 （b）ナイフ形石器 2

5 貢　 岩

石核1

石核1

剥片1

5 （a）石核→ 5 （b）石核→ 5 （C）剥片 3
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内　　　 訳 内　　　 容

黒曜石 剥片2 13（a）剥片→13（b）剥片

流紋岩 礫2 14（a）礫→14（b）礫

その他の遠地出土地点

旧石器時代の調査では，少数ながら石器集中地点以外からも出土遺物を確認した。しかし，その後の出土遺

物は確認できず，石器類の数量が乏しく，内容的な評価もできない。このため9　ここでは石器集中地点とは区

別し9　出土遺物一覧表及び石器組成表の記載に留める。

表18　その他の出土遺物観察表

種　　 別

計　 測　 値　 （cm ）
重量 （g） 石　 質 出土地点 備　　 考

長　 さ 幅 厚 さ

剥　　　 片 2 ．0 1．8 0．5 3 ．1 黒曜石 M 14 f9区

剥　　　 片 1 ．9 0 ．9 0．4 2 ．7 黒曜石 M 14 f9区

剥　　　 片 2 ．2 1．7 0．3 3 ．9 黒曜石 M 14 f9区

剥　　　 片 2 ．0 1．1 0．5 2 ．8 黒曜石 M 14 f9区

剥　　　 片 1 ．1 0 ．8 0．4 2 ．1 黒曜石 L 14 f9区

表19　その他の出土遺物組成表

種　　　 別 黒曜石 安山岩 貢　 岩 流紋岩 砂　 岩 ホルンフエルス 計

剥　　　　　　　　 片 5 － － － － － 5

石　　　　　　　　 核 － － － － － － 0

砕　　　　　　　　 片 3 － － － － － 3

礫　　　　　　　　 器 － － － － － － 0

礫 － － － － － － 0

破　　　 砕　　　 礫 － － － － － － 0

計 8 0 0 0 0 0 8

2　縄文時代の遺構と遺物

（自　陥し穴

当遺跡で確認した45基の土坑の内，形状や規模から陥し穴と考えられる4基の遺構について記載する。

窮鼠号陥し宍（第105図）

位置　調査区の北部9J14j7区。

規模と平面形　長径2．62m，短径2．03mの不整楕円形で，深さは1・19mである。

長径方向　N　－79－W

壁面　外傾して立ち上がり，中位で段を成している。

底面　皿状である。

覆土　6層から成る。自然堆積である。
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土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子e炭化物e炭化粒子微　4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物。ローム小ブロック微量

量，締まり強
2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子。炭化物◎炭化粒子¢ロー

ム小ブロック微量
3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子

微量

5　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子。炭化粒子◎ローム中ブ
ロック◎ローム小ブロック微量

6　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化物e
ローム大ブロックeローム中ブロック微量
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所見　本跡は，井戸状遺構の様相を呈し，その可能性もあるが9遺構の形態から陥し穴と考える。遺物は出土

していないが，時期は，縄文時代のものと思われる。

第2号陥し穴（第105図）

位置　調査区の南部，L13iO区。

規模と平面形　長径4．27m，短径1。17mの長楕円形で，深さは1．39mである。

長径方向　N－880－W

壁面　北壁は垂直に立ち上がり，両壁は中位に段を成している。

底面　皿状である。

覆土　8層から成る。自然堆積と考えられる。

色
説解

褐
層土

1 ローム粒子多量，炭化物◎炭化粒子◎ローム小プロツ　6　褐
ク微量

2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，締まり強　7　褐
3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム大

ブロック。ローム中ブロック微量
4　褐　　色　ローム粒子多量，炭化物微量
5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中
ブロック微量

色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中畳，ローム大
ブロック◎ローム小ブロック少量

8　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム大
ブロック微量

所見　本跡は9遺構の形態から陥し穴と考えられる。遺物は出土していないが，時期は縄文時代のものと思わ

れる。

第3号陥し穴（第105図）

位置　調査区の東部，M15f5区。

規模と平面形　長径2．23m9　短径1．22mの楕円形で，深さは0．52mである。

長径方向　N－580－W

壁面　外側に綬傾する。

底面　皿状である。

覆土　2層から成る。自然堆積と思われる。

土層解説
1黒　　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子微量

所見　本跡は，遺構の形態から陥し穴と考えられる。遺物は出土していないが，時期は縄文時代のものと思わ

れる。

第4号陥し穴（第105図）

位置　調査区の南部，M14。8区。

規模と平面形　長径2．95m，短径0．76mの楕円形で，深さは0．79mである。

長径方向　N－5e－E

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。
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覆土　4層から成る。自然堆積と思われる。

土層解説
1褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中　3　黒　色　ローム粒子e焼土粒子極微量

ブロックe廃土粒子¢炭化物極微量　　　　　　　4　黒　　色　ローム粒子◎焼土粒子極微量
2　暗褐色　ローム小ブロックゆローム粒子少量，焼土粒子e炭

化物極微量

所見　本跡は，谷津に画する傾斜地にあり，遺構の上部が削平されて，深い落ち込みはみられないが遺構の形

態から陥し穴と考えられる。遺物は出土していないが，時期は縄文時代のものと思われる。

3．古墳時代の遺構と遺物

今回の調査では，古墳時代の竪穴住居跡21軒，竪穴遺構1義士坑4基を確認した。これら住居跡の中には，

小型のもので9住居以外の目的と用途を持った建物跡と考えられるものと，内部施設の有無等がみられるが，

ここではそれらの建物跡も住居跡として取り上げた。以下，確認した遺構と遺物について記載する。

（且）竪穴住居跡

竪穴住居跡は9　当調査区の中央部を中心に散在して21軒を確認した。重複し合っているのは2か所で，共に

溝と重複しているものである。調査区の中央部で確認した住居跡は遺存状態の良好なものが多い。竪穴住居跡

の第1号9第13号及び第14号は調査区外へ延びているため完据ができず，その規模については推定することに

する。

以下9　確認した住居跡の特徴や遺物について記載する。

窮鼠号住居跡（第鼠06図）

位置　調査区の北西部，K13。6区。

規模と平面形　本跡の北西側は調査区外に延びるため9　長さは不明であるが，平面形は一辺6誹Omの隅丸方形と

推定される。

主軸方向　N－550－E

壁　壁高20～32cmで9　ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　調査区内の部分は，南西壁の一部を除いて周回しており9上幅は3～12cm9　深さ12cm程で，断面形はU

字形である。

床　平坦で9　全体的に踏み固められ硬く締まっている。

ピッ睦　3か所（Pl～P3）。Pl，P2は長径35～50cm，短径30～43cmの不整楕円形で，深さは72～98cmである。

各コーナー近くにあり，規模や配列から主柱穴と考えられる。P3は径25cmの円形で，深さは25cm程である。

Pl，P2の中間から少し南東壁寄りに付設され，規模や配置から出入ロピットと考えられる。

覆土　6層から成る。覆土下層から上層にかけて焼土粒子と炭化粒子を含む暗褐色土がレンズ状に堆積する。

自然堆積である。

土層解説

芸雷霊墜堅孟三菱望琵享讐ぷ讐票羞亀　芸竃急呈‡蓋琵孟萎蓋這呂＝霊豊篭，焼土粒
3褐　色宗完讐言語廃土粒子傾化粒子微亀ローム　6暗褐色蒜呈㌫孟ロックeロ‾ム粒子少亀焼土粒子傾

遺物　南東壁際の床面直上から少量の遺物が出土している。第107図1，2の杯は共に南東壁際の覆土下層と床

面直上から出土し，3の甑は覆土中から出土したものである。
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第柑園　第　号住居跡実測図

喝露二訝

第相国　第　号住居跡出立逸物実測図



所見　本跡の時期はタ　出土遺物から6世紀後半と考えられる。

第且号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 10 7図 杯 A　 14 ．1 底部及 び口綾部一部 欠損。体部 は 日録部内e外面横 ナデ。体部 外面 砂粒 ・長石 ・石英 P 1 60％

1 土 師 器 B （3．5） 内攣 しなが ら立 ち上 が り，コ緑部 へラ削 り，内面横 ナデ。外面黒色 浅黄橙色 P L 30

は僅 かに内傾する。口唇部は尖 る。 処理。 普通 南東壁際覆土下層

2

土不 B （4．0） 底部及 び口綾部一部欠損。体部 は 日録部 内e外面横 ナデ。体部外面 砂粒 e長石eスコリア P 2　 6 0％
土 師 器 内攣 しながら立ち上がり，口緑部 は へ ラ削 り，内面横ナ デ。外面黒色 にぷい橙色 南東壁際床面直上

体部 との境 に稜 を持 ち，直立する。 処理。 普通

3

甑 A ［20 ．4］ 日録部 の破 片。 口綾部 は外反 す 日録部内 e外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ◎雲母 P 3　 5％
土 師 器 B （16 ．6） る。 縦 位のへ ラ削 り。 にぷい橙色

普通

覆土 中

第2号住居跡（第108◎109図）

位置　調査区の西部，L13。0区。

規模と平面形　長軸7．40m，短軸6．97mの方形。

主軸方向　N－370－W

壁　壁高は48～59cmで9　ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃部分を除き全周する。上幅10～22cm，深さ4～12cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，よく踏み締まっている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径70～90cmの不整円形または不整楕円形ピットで，深さは66～90cmであ

る。各コーナー付近に付設され，規模や配列から主柱穴と考えられる。亙）5は径50cmの円形で，深さは25cmであ

る。南東壁際中央にあり，規模や位置から出入ロピットと考えられる。

貯蔵穴　北コーナーから竃寄り北西壁に接して付設され，平面形は長径100cm，短径90cmの不整楕円形で，深さ

は40cmである。底面は皿状で，壁の一部は延長して住居の北西壁の一部となっている。

貯蔵穴土層解説
1　褐　　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子多量
2　褐　　色　ローム小ブロック。ローム粒子中量
3　明褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子多量

竃　北西壁中央部の壁面を約40cm壁外に掘り込み，砂混じりの粘土を使用して構築している。規模は，長さ120

cm　幅mOcm程で，弧状に掘り込んでいる。天井部は崩落し，袖部は，片袖の一部を除いて遺存している。燃

焼部には，僅かに焼土ブロック9　焼土粒子，炭化粒子がみられる。火床部は約10cm掘り窪められ，中央部や

や手前の袖部内側に熱を受けて赤変硬化している部分がみられる。内壁はやや廃土化している程度である。

煙道の立ち上がりは約45度と急である。

寵土層解説
1　にぷい黄褐色　ローム粒子◎粘土粒子多量，焼土粒子少量，炭　5　にぷい黄褐色　焼土粒子e粘土粒子多量，焼土中ブロック少

化物e炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量，ローム小ブロック◎ローム粒子微量
2　褐　　　色　ローム粒子e粘土粒子多量，廃土粒子e炭化粒　6　赤　褐　色　焼土粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム

子eローム小ブロック微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　粒子少量，炭化粒子◎粘土粒子微量
3　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒　7　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　明　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量
4　にぷい黄褐色　焼土粒子。粘土粒子多量，焼土中ブロックe炭　9　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

化物少量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

覆土10層から成る。壁際と下層には褐色土が堆積し，中層から上層にかけては黒褐色土がレンズ状に堆積す

る。自然堆積と考えられる。
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bII　④

第109図　第2号住居跡竜実測図（2）

第110図 第2号住居跡出土遺物実測図

土層解説
1黒　褐　色
2　黒　褐　色

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　！

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

ローム粒子少量，ローム小ブロック・砂微量　　5　褐　　色　ローム小プロッタ・ローム粒子多量，炭化物微量
ローム粒子少量，焼土粒子・ローム中プロッタ・　6　にぷい褐色　炭化物中量，ローム粒子・焼土小プロッタ少量，
砂微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　焼土粒子微量

3　黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子微　7　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小プロッタ少量
皇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　明　褐　色　ローム粒子多量，ローム小プロッタ少量，炭化物

4　極黒褐色　ローム小プロッタ・ローム粒子中量，焼土小プロツ　　　　　　　　　微量
ク少量，焼土粒子微量，炭化物微量
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9　灰　褐　色　廃土小プロ、ソク・ローム中プロ、ソク・ローム粒子0
秒・灰少量，廃土粒子微量

1（）にぶし、褐色　炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼
土粒子・砂・灰徴量

遺物　覆土率から土師器獅書少量出土しているが撃覆土下層から床面直上にかけては出土遺物は少量である。

第m図　の　の塔は　且ま竃火床部付近から達位で出土し9　2の塔は覆土中から出土している。3の婆は竃

付近の覆土中から警　鐘の甑は竃付近の覆土下層から共に横位の状態で出土している。

所魔　本跡は9北西壁に竃を付設する住居跡である。時期は出土遺物から6世紀後半と考えられる。

第2号住居跡出土遺物観察表
図版番号 器　 種 恒 雁 km ）　 器 形 の 特 徴

手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第110図 杯　　 A ［14 ．0］ 底部 か ら目線部 の破片。丸底。体 口緑部内 。外 面横 ナデ。休 部外面 砂粒 ・スコリア 。 P 4　 3 0％

1 土 師 器 B　　 3 ．5 部 は内攣 しなが ら立ち上が り，臼 横 位のへ ラナデ ，内面ナデ。 雲母 竃内火床部付近

緑部 との境 に弱 い稜 を持つ。日経 にぷい橙色 覆 土中

部 は直立 し，口唇 部 は尖 る。 普通

杯　　 B （圭1） 体部下位か ら目線部 の破 片。体部 口緑部 内 ・外面横 ナデ。体部 内 。 砂粒 ・スコ リア P 5　 20％

2
土 師 器　　　　　　 は内攣 しなが ら立 ち上が り，日録

部 は休部 との境 に稜 を持 ち、直立

する。

外面 ナデ。 内 。外面黒色処 理。 にぷ い褐色

普通

覆土 中

3

婆　　 A ［2 1．0］ 頸部 か ら口緑部 の破片。頸部 はや 口縁部内 。外面横 ナデ。 砂粒 。石英 。雲母 P 6　 5％

土 師 器　 B （6 ．0） や丸味 を持 って目線部に至 る。口 橙色 竃付近覆土中

緑部 は外反 しJ ］唇部 は外上方 に 普通 内 。外面剥離

つ まみ出 され ている。

甑　 Å　 器 ． 極 部下位及 び口綾部…部欠軌 無
口緑部 内。外面横ナ デ。体部外画 砂粒 ・石英・長石 。 P 7　 80％

4
土 師 器　 B　 2 5．8　 定式。休部 は内攣気味に立ち上が

C　 8．O　 I主 口緑部 は外反 する。

縦位 のヘ ラ磨 き，内面へ ラナデ。 バ ミス ・雲母

にぷ い橙色

普通

P L 2 9

竃付近覆土下層

第3号健腰掛（第m1図）

位置　調査区の西部中央付近　監摘h区。

規模藍平面形　長軸7。58m，短軸6。52mの不整長方形。

主軸方向　N－470－E

壁　南コーナー付近が削平され立ち上がりが確認できなかったが　他の部分は　壁高が　～挽mで　外傾して

立ち上がっている。

床　平坦で撃　中央部は踏み固められ堅敵である。壁に沿って　上編鵬～鮮cm　深さ　～8cm　断面形が皿状の

溝が全周している。規模と位置から本跡構築に伴う初期の造り方と考えられる。

暖もソ睦　魂か所（勘～㌘4）。㌘1～㌘4は長径23～35cm9短径2～測cmの不整楕円形または楕円形で撃深さは

4の～55cmである。各コーナー付近に付設され撃　それぞれ掘り込みが若干内側に傾いている。規模や配列から

主柱穴と考えられる。

炉　中央から北東等　に付設され　長径且摘cm　短径添cmで　床面を8cm程皿状に揺り窪めた不整楕円形の地

床炉である。炉床には火熱を受けている部分がみられない。
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第紺園　第3号健贋跡実測図

炉土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック少量，ローム

小ブロック微量
2　褐　　　　色　ローム粒子中量，焼土中プロ、ソク・ローム小ブ

ロック少量
3　にぷい褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
4　にぷい赤褐色　焼土粒子・ローム小ブロック少量，炭化物微量
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貯蔵宍　南コーナー付近に付設され9　平面形は径70cmの不整円形で9　円筒状に深さ62cm程掘り込まれており9

木根跡と思われる窪みが底部に見られる。

貯蔵穴土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土中ブロックゆローム粒

子微量
2　明褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化物微量
3　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，焼土粒子

極微量

覆土　4層から成る。掘り込みが極めて浅く，全体的な堆積状況の把握は難しいが，僅かにみられる覆土下層

から上層にかけてのロームブロックを含む褐色土の堆積状況から，人為的に埋め戻されたものと考えられる。

土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック少量，ローム　3　にぷい褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

小ブロック微量　　　　　　　　　　　　　　4　にぷい赤褐色　焼土粒子eローム小ブロック少量，炭化物微量
2　褐 色　ローム粒子中量，焼土中ブロック魯ローム中ブ

ロック少量

遺物　覆土中層から床面直上にかけて土師器片が中量出土している。第112図1の椀は北西寄りの覆土上層から

底部を斜位の状態にして出土し9　2◎3の高塀は，2が覆土中から，3が北寄りの床面直上から出土してい

る。4◎5の埠は，4が東寄りの床面直上から斜位の状態で，5は覆土中から出土している。6◎7の婆は，

6が北東壁付近の床面直上から出土している聾片が接合したもので9　7は東寄りの覆土下層から床面直上に

かけて出土している婆片が接合したものである。その他，8の砥石が東寄りの床面直上から横位の状態で，

9の臼玉が南東壁際の覆土下層から，10の凹石が南東壁面の上から横位の状態で出土している。

所見　本跡の時期は9　出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第3号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調・焼成 備　　 考

第112図 椀 A ［9．1］ 体部 下位 及び 口緑部一部 欠損。平 口緑部 内e外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・長 石 P lO　 50％

1 土 師 器 B　　 8．4 底。体部 は内攣 しなが ら立ち上が ヘ ラ削 り後 ナデ，内面へ ラナデ。 橙色 北西寄り覆土上層

C　　 4．0 り，口綾部 は内削ぎ状 にやや外傾

する。

底部へ ラ削 り。 内 e外 面赤彩。 普通 体部外面下位煤

付着

2

薗　　 土不 A　 20 ．2 塔部 の破片 。脚部 との境 に強い稜 日録部内 ◎外面横 ナデ。塔部外面 砂粒・スコリア・雲母 P 8　40％

土 師 器 B （6 ．5） を持ち，外傾 して立ち上が り，日録 斜位のへ ラナ デ，内面ナデ。 にぷ い橙色 P L30

部 に至 る。 普通 覆土中

3

薗　　 坪 A　 18 ．9 坪部の破片 。下位 に強い稜 を持 ち， 日録部 内 。外面横 ナデ。塔部内 。 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ P9　 30％

土 師 器 B （7．2） 外傾 して立 ち上 がる。 外 面ナデ。接合部外 面縦 位のへラ パ ミス 北西 寄 り床面直

ナデ。 にぷい橙色　 普通 上

4

埠 A ［11．0］ 体部 下位及 び目線部 一部 欠損。平 口緑部 内。外面横 ナデ。体部 外面 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ P l1 60％

土 師 器 B　 lO．0 底 。体部 はソロバ ン玉状 を呈 し， 斜位 のナデ，内面 ナデ。底部 へラ ス コリア P L 30

C　　 3．4 日録部 は外傾 して立 ち上 がる。 削 り。 内 e外 面赤 彩。 にぷい橙色

普通

東寄 り床面直上

体部内面剥離

5

肘 A ［9 ．7］ 体部下位 か ら口緑部 の破片。体部 目線部内 ◎外面横ナ デ。体部外面 砂粒 ◎石英 P 12　 30％

土 師 器 B （8 ．8） はソロバ ン玉状 を呈 し，口綾部は へ ラナ デ，内面ナデ。 にぷい褐色 覆土中

外傾 して立 ち上が る。 普通 口緑部外面煤付着

6

寮 B （22 ．3） 底部か ら体部上位 の破片。平底。 体部外面へ ラ削 り後 へラ磨 き，内 砂粒 ・石英 ・雲母 P 13　 40％

土 師 器 C　　 5 ．2 底部 は小 さく，体 部は長胴 を呈し， 面へラナデ。底部へ ラ削 り。 褐色 北東壁寄り床面直上

上位 に最大径 を持 つ。 普通 体部内e外面煤付着

7

婆 A ［17．2］ 体部中位か ら口緑部 の破片。体部 口緑部 内 e外面横 ナデ。体部内 ◎ 砂粒 ◎長石 P 14 10％

土 師 器 B （11．3） は内攣 しなが ら立 ち上 が り，ロ緑

部 は 「く」の字状 に外 反する。

外面 へラナデ。 橙色

普通

東 寄 り覆土下層

図版番 号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm ）

重量 （g ） 現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最 大厚 孔　 径

第112図 8 砥　　　　 石 （8．5） （4 ．3） （1．2） － （2 ．1） 不明 砂岩 東寄 り床面直上 Q 2

9 臼　　　　 玉 0．4 0 ．4 0．4 0．2 0 ．1 100 滑石 南東壁際の覆土下層 Q 3　 P L34

10 凹　　　　 石 13 ．1 8 ．4 6 ．8 － 1201．4 100 礫岩 南東壁 面の上 Q 4　 P L34
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舞梯号健屠跡（第113図）

位置　調査区の北部，K15fl区。

規模と平面形　長軸6．16m，短軸5．98mの方形。

童軸方向　N－320－W

壁　壁高は35～49cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃部分を除き全周する。上幅9～17cm，深さ4～7cmで9　断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，踏み締まっている。中央部付近に極めて緩い皿状の窪みがみられる。

ピット　5か所（Pl～P5）。Plは径62cmの円形で，深さは70cmである。P2～P4は長径47～75cm，短径

35～60cmの不整楕円形で，深さ27～80cmである。それぞれ各コーナー付近に付設され9　深さには多少差異が

あるが規模や配列から主柱穴と考えられる。P5は長径25cm，短径18cmの不整楕円形で，深さ23cmである。

南東壁際中央寄りに付設され，規模や位置から出入ロピットと考えられる。

貯蔵巽　北コーナーから竃寄り北西壁沿いに付設され争平面形は長径79cm9短径58cmの不整楕円形で9深さ52

cmの円筒状に掘られ，底面は平坦である。

貯蔵穴土層解説
1褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化物◎　3　褐　　色　ローム小ブロックeローム粒子微量，粘性強

粘土ブロック微量　　　　　　　　　　　　　　　4　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，締まり強
2　褐　　色　ローム小ブロック◎ローム粒子中量，締まり強

竃　北西壁中央部の壁面を約40cm壁外に掘り込み，砂混じりの粘土を使用して構築している。規模は，長さ128

cm9　幅95cm程で，弧状に掘り込んでいる。天井部は崩落しているが9　両袖部とも遺存している。燃焼部には9

焼土ブロック，焼土粒子9　炭化粒子がみられる。火床部は約10cm掘り窪められ，中心部や袖部内側は火熱を

受けて赤変硬化している部分がみられる。煙道の立ち上がりは約45度と急である。

竃土層解説
1　褐　　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子◎粘土粒子微量
2　灰　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子e炭化粒子eローム粒

子少量
3　にぷい黄褐色　炭化粒子中量，焼土中ブロックe焼土粒子少

量，ローム粒子微量
4　にぷい赤褐色　炭化粒子e粘土粒子中量，焼土中ブロックe焼

土粒子少量，ローム粒子微量
5　にぷい赤褐色　焼土粒子e粘土粒子中量，炭化粒子eローム粒

子少量，焼土中ブロック◎炭化物微量
6　暗　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子e炭化物。炭化粒子e

ローム粒子少量，焼土中ブロック微量

覆土　6層から成る。壁際と下層には褐色土が堆積し，

7　にぷい赤褐色
8　暗赤　褐　色

9　にぷい赤褐色

10　褐　　　　色
11褐　　　　色
12　にぷい赤褐色

13　にぷい赤褐色
14　明　褐　色

焼土粒子eローム粒子少量，炭化粒子微量
焼土中ブロック少量，焼土粒子。炭化物。炭化
粒子・ローム粒子微量
焼土中ブロック。焼土粒子中量，ローム粒子少
量，炭化粒子微量
ローム粒子中量，焼土粒子微量
焼土粒子eローム粒子少量，炭化粒子微量
焼土粒子多量，焼土中ブロックe炭化物e炭化
粒子中量，ローム粒子少量
炭化物。炭化粒子少量，ローム粒子微量
ローム粒子中量，炭化物eローム小ブロック少
量

中層から上層にかけて焼土混じりの黒褐色土がレンズ

状に堆積する。下層から中層にかけては一部耕作による撹乱を受けている。自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　黒褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量，焼土中プロツ

4　褐

クe焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　5　褐
3　黒褐色　焼土中ブロック少量，ローム小ブロック◎ローム粒　6　褐

子少量，焼土粒子。炭化物微量

色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子
微量

色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　北寄りの覆土下層から床面直上にかけ土師器片が少量出土している。第114図1の塔は北東寄りの床面直

上から逆位の状態で出土し，2の小形賓は覆土中から，3の甑は北東寄りの床面直上から出土している。4

の短頸壷は竃の西寄りの覆土中層から正位の状態で出土し9　5の支脚は竃北側の覆土下層から竃の向きに沿っ

て出土している。

所見　本跡は，北西壁に竃を付設する住居跡で，その遺存状態は良好である。時期は，出土遺物から6世紀後

半と考えられる。
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第113図　第4号住居跡・竃実測図
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第醐　圃　第　号鍾贋跡出藍逸物実測図

第4号住居跡出土遺物観察衷

てOcm

」－　‥　－　ト　一一ニー‥一二

図版番号器　　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第114図 塔 A　14．2 目線部一部欠損。丸底。体部は内 口緑部内・外面横ナデ。体部外面 砂粒。雲母 P15　90％

1 土師器 B　　4．5 攣しながら立ち上がり，口綾部とへラナデ，内面横ナデ。 にぷい橙色 PL30

の境に明瞭な稜を持ち，口緑部は

垂直に立ち上がる。

普通 北東寄り床面直上

体部外面及び日

経部煤付着

2

小形賓 A ［13潮 休部下位から日経部の破片。体部 口縁部内面，外面上位横ナデ，外 砂粒。石英。長石 P16 15％

土師器 B （10．9）は内攣しながら立ち上がり，日録 面下位縦位のヘラ削り。頸部外面 にぷい橙色 覆土中

部は折り返しのある複合日経で外

反する。

横位のへラ削り。体部外面縦位の

へラナデ。

普通

3

甑 A ［23．4］体部中位からロ綾部の破片。体部 日録部内・外面横ナデ。休部外面砂粒e石英e雲母。P17　5％

土師器 B （13．2）は内攣しながら立ち上がり，目線 縦位のヘラ削り，内面縦位のへラ スコリア 北東寄り床面直上

部は外反する。 磨き。 にぷい黄橙色

普通

4

短頸壷 A ［10．1］休部及び口緑部一部欠損。平底。日録部内・外面及び体部内。外面 砂粒・石英。長石 P134　60％

須恵器 B　　5．7

C　　5．5

体部は内攣しながら立ち上がる。

頸部は短く，やや外傾気味に立ち

上がり，口緑部に至る。

横ナデ。底部回転へラ削り。 褐灰色

普通

竃西寄り覆土中層

図版番号 種　　別
計　測　値　 （cm）

重量（g）現存率（％） 出土地点 備　　考
最大長i最大幅 最大厚

第114図5 支　　　　 脚 （15．3） （8．0） － （659．5） 80 竃北側覆土下層DPl
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第5号健腰掛（第m5図）

位置　調査区の中央部北東乳K腕7区。

規模藍平面形　長軸5。69m撃短軸4。2細の長方形。

量車由方向　N－740－E

壁　壁高は測～劇はmで　ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で汐　よく踏み固まっている。

ぽッ睦　3か所動～㌘3）。Pl～㌘3は長径2の～25cm撃短径且5～22cmの不整楕円形ピッ　で　深さは腑mであ

る。腕㌘2は中央から北東9両酋方向に対の状態で付設されて9両ピットとも南西方向に傾斜して揺り込ま

れている0規模や配列から主柱穴と考えられるo P3は中央から南東方向寄りに付設され撃規模や位置から出

入ロピットと考えられる。

貯蔵宍　南コーナーに一部を接して付設され撃平面形は長舶晦短鮎のcmの隅丸台形で撃深さ約35cmで撃断

第醐園　第　号鰻贋跡寮測園
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面形はU字形である。

貯蔵穴土層解説
1褐　色　ローム粒子多亀廃土粒子極微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，廃土粒子極微量
3　褐　色　ローム粒子中島ローム小ブロック微亀締まり強

炉中央部から北西壁寄りに付設され9長径65cm9短径50cmで9床面を7cm掘り窪めた楕円形の地床炉である。

炉内覆土には焼土粒子を含む褐色土が堆積しているがタ炉床は火熱を受けやや赤変している程度である。
炉土層解説

1褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微亀炭化粒子
極微畳

2　褐　色　焼土粒子少亀　ローム粒子微量
3　褐　色　焼土粒子多量，ローム粒子微量
4暗褐色ローム小ブロツクeローム粒子微量

覆土　8層から成る。各壁際には焼土粒子9ローム粒子を含む褐色土が堆積している。覆土下層から上層にか

けては帯状に耕作による撹乱を受けている。覆土下層ほど堆積状況に乱れがみられ，覆土下層から東側は人

為的に埋め戻しが行われ，その乳自然堆積したものと考えられる。

土層解説

－＿‾一二二二一∴：‥÷ニ∴一幕二三二二∴二二

遺物　中央から北寄りの覆土中層付近から大量に土師器片が出土している〇第掴図は～3の杯は，共に南寄り

の覆土中層から斜位の状態で出土している。4の高坑5◎6の柳ま北寄りの覆土中層から出土し，5は中

央寄りの覆土中層から出土している破片と接合し96は西寄りの覆土中層から出土している破片と接合した

ものである。7～9の聾は9　7が南西寄りの床面直上から斜位の状態で98◎9が北西寄りの覆土中層から

点在している寮片が接合したものである。その他10の砥石が東寄りの覆土下層から出土している。

所見本跡から出土している遺物は9ほぼ中層位から出土していることから住居の廃棄に伴い，遺物を投棄し

たものと考えられる。時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第5号住居跡出土遺物観察表

図版番 号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成

砂粒・石英・スコリア

備　　 考

P 18　70％
第116図 杯 A　 13 ．7 体部 上位及び 日録部一部欠損。丸 日録部 内e外面横 ナデ。体部外 面

1 土 師 器

杯

B　　 5 ．0 底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 が ヘ ラ削 り後 ナデ，内面横 ナデ。外 にぷい橙色 P L 30
り，口綾部 は僅 か に内傾 し，口唇

部 は尖 る。

面赤彩。 普通 南寄 り覆土 中層

2
A　 lO．3 体部上位及 び口緑部一部欠損。平 日経部 内。外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 ・石英 P 19　 70％

土 師 器 B　　 4 ．1 底 。体部 は内攣 しなが ら立ち上が へ ラナデ，内面 ナデ。 内 。外面赤 明赤褐色 P L 30
C　　 3 ．8 り，日録部 は内傾 する。 彩。 普通 南寄 り覆土 中層

P 21 30％

3

塔 A ［13 ．3］ 底部 か ら口綾部 の破片。平底。体 口緑部内 e外面横ナデ。体部外面 砂粒 e石 英 。ス コ

土 師 器 B　　 6．1 部 は内攣 しなが ら立 ち上 が り，口 へラ削 り後 ナデ，内面ナデ。底部 リア ◎雲母 0
南寄 り覆土 中層

C　　 4．4 緑部 は折 り返 しの ある複合 口緑 ヘラ削 り後ナ デ。 にぷい黄橙色 体部及び底部煤付着

で，内面 に稜 を持 ち，外反 する。 普通 内面剥離

P 20　50％

4

高　　 士不 A ［17 ．6］ 裾部 か ら杯 部の破片。脚部 はほぼ 口緑部 内◎外面横 ナデ。杯部外面 砂粒 ・ス コリア ・

土 師 器 B （12 ．7） 柱状 を呈 し，裾部 は下 方に開 く。 へ ラナ デ，内面ナデ。脚部外面縦 雲母 北寄 り覆土 中層

塔部 は脚 部 との境 に強 い稜 を持

ち，外傾 し，外上方 に立 ち上 がる。

位 のへ ラナデ。 にぷ い黄橙色

普通

塔部外面煤付着

埠 B （9 ．2） 休部 下位か ら口綾部 の破片。体部

5

口緑部 内 e外 面横 ナデ。体 部内 。 砂粒 e 長石 e 石英 P 22　 30％
土 師 器 は潰 れた球 形状 を呈 し，最大径 を 外面 ナデ。 外面赤 彩。 にぷい橙色 北寄 り覆土 中層

体部 中位 に持 つ。 普通 休部外面下位煤付着
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第116図 柑 B （5．5） 底部から体部上位の破片。平底。 日録部内e外面横ナデ。体部内e 砂粒・長石・石英・ P 23　30％

6 土 師 器 C　　 2．8 体部は潰れた球形状を呈し，最大 外面ナデ。底部へラ削り。 スコリア 北寄り覆土中層

径を体部上位に持つ。 にぷい黄橙色

普通

内面剥離

7

聾 A　 17．4 平底。体部は内攣 しながら立ち上 日録部内e外面横ナデ。体部内e 砂粒・石英・長石・ P 24 100％

土 師 器 B　 25．0 がり，球形状 を呈 し，最大径を中 外面ナデ。 スコリア P L30

C　　 5．4 位に持つ。口緑部は「く」の字状 浅黄橙色 南西寄り床面直上

に外反する。 普通 体部外面剥離

体部外面煤付着

8

聾 A ［18．2］ 体部下位から口緑部の破片。体部 目線部内e外面横ナデ。体部外面 砂粒 e長石 P 25　40％

土 師 器 B （26．1） は内攣 しながら立ち上が り，口縁 へラ削 り後ナデ，内面ナデ。体部 にぷい橙色 北西寄り覆土中

部は折 り返 しのある複合口緑で，

「く」の字状に外反する。

外面粘土紐補強痕。 普通 層

9

襲 A ［13．2］ 体部下位から口緑部の破片。体部 口緑部内。外面横ナデ。体部外面 砂粒・スコリア・雲母 P26　30％

土 師 器 B （19．5） は内攣しながら立ち上が り，目線 斜位のへラ削り，内面横ナデ。 にぷい橙色 北西寄り覆土中

部は僅かに外傾する。 普通 層

図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm）

重量（g） 現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大厚 孔　 径

第116図10 砥　　　　 石 （7．4） （10．5） （6．0） －
（605．6） 不明 砂岩 東寄 り覆土下層 Q 5　P L 34

第6号住屈跡（第1170118図）

位置　調査区の中央からやや北側，K15i5区。

規模と平薗形　長軸7．38m，短軸7．26mの方形。

主軸方向　N－460－W

壁　壁高は40～53cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃部分と南コーナー付近の一部にはみられない。また9両東壁付近は根切り溝により削平されて確認で

きなかった。残存する壁溝は上幅7～15cm，深さ3～5cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，踏み締まっている。東コーナーから南コーナーのやや西側に向かって9根切り溝による削平

がみられる。

ぽット　5か所（Pl～P5）。Plは径43cmの円形で9深さは52cmである。P2～P4は長径33～39cm，短径30～33

cm，深さ52～6鹿mの楕円形である。いずれも各コーナー付近に付設され9規模や配列から主柱穴と考えられ

る。P5は長径33cm，短径22cmの不整楕円形で，深さ19cmである。 南東壁際中央寄りに付設され，規模や位置

から出入ロピットと考えられる。

貯蔵宍　北コーナー付近に付設され，平面形は長径73cm，短径60cmの不整楕円形で，深さ40cmに掘り込まれ9

断面はU字形で，底面は中央に向かって緩く傾斜している。

警蔵芸票説呈二品完蒜誓品呈霜溜詔書凰増子微3褐色冒遠品豊子多量，焼土中ブロックeローム小プロツ
2　褐　色　ローム粒子少亀　ローム小ブロック微量，焼土粒子

極微量

竃　北西壁中央部の壁面を約63cm壁外に掘り込み9砂混じりの粘土を使用して構築している。規模は，長さ140

cm，幅112cm程で，平面は三角形状をしている。天井部は崩落しているが9両袖部とも遺存している。燃焼部

には，焼土ブロック，焼土粒子が厚く堆積し，炭化粒子もみられる。火床部は約13cm程掘り窪められ9中心

部や袖部内側は焼けて赤変硬化している。煙道の立ち上がりは約25度で緩やかである。
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第118図　第6号住居跡籠実測図（2）

環土層解説
1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　にぷい褐色

4　にぷい褐色

5　黒　褐　色

6　極暗褐色

7　にぷい褐色

8　褐

ローム粒子少量，灰微量，焼土中ブロック・炭化
物極微量
灰少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・ロー
ム粒子極微量
炭化物・ローム粒子・灰少量，焼土小ブロック・
砂極微皇
炭化物・ローム小プロッタ・砂・灰少量，廃土粒
子・粘土粒子極微皇
ローム小プロッタ少量，廃土プロッタ・凍土粒子・
炭化物・ローム粒子極微皇
焼土小プロッタ・ローム粒子・砂少量，焼土粒子・
炭化物・ローム小プロッタ極微量
廃土小プロッタ・灰少量，焼土粒子・炭化物・ロー
ム粒子・粘土粒子極微星

色　焼土小プロッタ・ローム粒子・砂少量，焼土粒子・
炭化物・粘土粒子極微量

9　にぷい橙色　焼土小ブロック中量，焼土粒子・炭化物・粘土粒
子・砂少量

10　褐　　　色　焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子・灰・砂少量，
焼土小ブロック・炭化粒子微量

11にぷい褐色　粘土粒子多量，焼土粒子・ローム粒子少量，粘
性・締まり極強

12　にぷい橙色　粘土粒子多量，焼土粒子少量，ローム粒子微
量，粘性・締まり極強

13　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土小ブロック少量，炭化粒
子・ローム粒子微量，粘性・締まり強

14　明赤褐色　焼土粒子多量，粘土粒子少量
15　暗赤褐色　炭化粒子多量，廃土粒子中量，粘土粒子少量，

ローム粒子微量
16　明赤褐色　焼土粒子・粘土粒子多量
17　にぷい褐色　焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子

微量，粘性・締まり極強

覆土　9層から成る。北西壁を除く壁際には褐色土が堆積し，床面には焼土粒子を含む褐色土が堆積している。

下層から上層にかけて焼土粒子混じりの黒褐色土がレンズ状に堆積しており，自然堆積と思われる。南東壁

沿いは根切り溝による撹乱を受けている。

土層解説
1黒　褐　色　焼土粒子・ローム中プロッタ・ローム粒子・砂　3　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土

微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粒子微量
2　黒　褐　色　ローム中プロッタ・ローム粒子少量，焼土粒子・　4　黒　褐　色　ローム粒子中豊，焼土粒子・ローム小プロッタ

砂微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少量，炭化粒子微量
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第119図　第6号住居跡出土遺物実測図
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色　ワニム鞋干草量，‥．ワ一一ム小プロ、ソク中量，廃土　8　暗赤褐色　ローム粒子中量，廃土粒子・ローム小ブロック。

富警‡遺賢蓋竿霊荒；芳墨　にぷい赤褐色警孟窯完中量漉小ブロック◎ロー

遺物　竃及びその周辺の覆土中層から床面直上にかけ　土師器片が少量出土している。劉摘図　～　の輝は9

且撃　3撃　6が北寄りの床面直上から正札斜私正位の状態で撃　2が東寄りの床面直上から正位の状態で出

土し9　4⑳5が竃北側の覆土下層と床面直上から出土している塔片が接合したものである。7⑳8は覆土中

から出土している。9啓且のの婆は撃　9が竃北側の覆土中層から床面直上にかけて出土している饗片が接合し撃

温のは篭内覆土中層から逆で出土している婆片に寵北側から出土している聾片が接合したものである。Ⅲの長

頸壷は竃付近の覆土下層から出土している。その低温2の支郷が竃内覆土下層から出土している。

所鳳　本跡は撃竃を北西壁に付設する大型の住居跡である○時期は撃出土遺物から6健紀後半と考えられる。

第6号住居跡出土遺物観察表

図版番号 i器　 種 桓 表惟 （cm）i　 器 形 の 特 徴 丁　　 手 法 の 特 徴
胎土。色調 ・焼成　　 備　 考

第119図 土不 A　 13 ．5 目線部一部 欠損 。丸底。休部 は内 口緑部内 ・外面横 ナデ。体 部外面 砂粒 e スコリア　 P 27　95％

にぷい橙色　　　　 P L 30且 土 師 器 B　　 5 ．0 攣 しなが ら立 ち上 が り，目線部 に 及び底部へ ラ削 り，内面横 ナデ。

C　　 2 ．0 至 る。口緑部 は内傾 し，休部 との 内 。外面赤彩。 普通　　　　　　 北寄 り床面直上

境 に明瞭な稜 を持 つ。 内 e 外面煤付着

2

杯

土 師 器

A　 15．2

B　　 4．7

口緑部 一部 欠損。丸底。休部 は内

攣 しなが ら立 ち上が り，口緑部 に

口緑部 内。外面横ナデ。休部外面

へ ラナデ，内面横ナデ。

砂 粒　　　　　　 P28　 95％

にぷ い黄橙色　　　 東寄 り床 面直上
至 る。 目線部 は内傾 し，休部 との 普通　　　　　　 休部外面上位及

境 に極 めて弱 い稜 を持つ。 び目線部煤付着

3

杯

土 師 器

A　 13 ．4

B　　 4．5

体部中位一部欠損。丸底。休部 は

内攣 しなが ら立 ち上 が り，口緑部

棒 線部 内命外面横 ナデ。体部外 面

へ ラナデ，内面横 ナデ。

砂粒 。石英 ・スコ　 P 29　 95％

リア ・雲母　　　　 北寄 り床面直上

に至る。目線部 は内傾 し，休部 と 浅黄 橙色　　　　 休部 外面及び口

の境 に弱い稜 を持つ。 普通　　　　　　 緑部 内面煤付 着

杯 A　 15 ．0 休部一部欠損。丸底。休部 は内攣 目線部及 び体部 内 e外面横 ナデ。 砂粒 。長石 P 30　80％

4
土 師 器 B　　 4 ．5 しなが ら立 ち上 が り，目線部 に至 にぷ い橙色 P L 30

る。 日録部 は垂直 に立ち上が り， 普通 竃北側覆土下層
体部 との境 に弱 い稜 を持 っ。

杯 A　 14．0 休部及び口緑部一部欠損 。休部 は 目線部 内・外面横 ナデ。休部外面 砂粒 。石 英 e ！†ミ　 P 31 80％

5
土 師 器 B　　 5．4 内鸞 しなが ら立 ち上が り9 日緑部 ヘ ラナデ，内面横ナデ。 ス P L30

に至 る。 目線部 はやや内傾 し，体 灰褐色 竃北側覆 土下層
部 との境 に明瞭 な稜 を持つ。 普通

杯 A ［13 ．4］ 休部上位か ら日録部 の破片。休部 目線部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・ 砂粒 。長石 P 32　 20％

6
土 師 器 B （4．1） は内攣 しなが ら立 ち上 が り，口緑 外 面横 ナデ。内 。外面黒色処理。 褐灰色 北寄 り床面直上

部 に至 る。 口綾部 は内傾 しラ体部

との境に明瞭な稜 を持 つ。

普通

輝 A ［13 ．6］ 体部 中位 か ら目線部の破片。体部 口緑部内 。外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・石英 ・スコ P33 10％

7
土 師 器 B （4 ．1） は内攣 しなが ら立ち上が り，目線 へ ラ削 り後 ナデ，内面横 ナデ。外 リア 。雲母 覆土 中

部 に至 る。日経部 は僅か に外 反 し 面黒色処理。 にぷ い橙色

て開 き，休部 との境 に稜 を持 つ。 普通

土不 A ［9．4］ 休部中位か ら口緑部 の破 片。休部 口縁部 内e外面横 ナデ。体部 内面 砂粒 。雲母 P 34　 5％
8 土 師 器 B （1．9） ほ内攣 しなが ら立 ち上が り，口緑 横 ナデ。 にぷい赤 褐色 覆土中 外面剥離

部 に至 る。口緑部 は鋭 く内傾 する。 普通 口綾部外面煤付着

P35　 40％

9

婆 A ［21．5］ 底部 から目線部 の破片。平底 。体 日録部内 ・外面横ナデ。休部外面 砂粒 e石英 。長石 e

土 師 器 B　 30 ．1 部 は内攣 しなが ら立ち上が り，球 斜位のへ ラナデ，内面ナデ。底部 雲母 P L 30
C　　 9 ．5 形状 を呈 し，最大径 を上位 に持 つ。 外面ナデ。 にぷ い黄橙色 竃北側覆土 中層

日録部 は頸部から丸味 を持 って外

反 し，口唇部 はやや外上方 に立 ち

上 が る。

普通 及 び床面直上

休部外面下位煤

付着

10

婆 A ［20 ．4］ 体部 中位 か ら目線部の破片。休部 目線部及 び頸部 内 e外面横 ナデ。 砂粒 。石英 。ス コ P 36　 50％
土 師 器 B （19 ．7） 中位 に最大径 を持 ち，頸部 か ら口

緑部 にかけて丸味 を持って外反す

る。

体部内 ・外面へ ラナデ。 リア ・ノ（ミス　　　 竃内覆土中層

にぷ い黄橙色

普通
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図版那 恒 蔓　 穫 計測値k m）　　　　 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土e色調・焼成 備　　 考

m

A ［9．郎　 口緑部の破片。日録部は僅かに外 日録部内 。外面横ナデ。 砂粒 P 135　5％

B （4．4）　 傾する。 黄灰色

普通

竃付近覆土下層

二次焼成

孟 中 … 計　 測　値 （cm） i
現存率（％）

出土地点 i　 備 考

最大長 最大幅 猷 厚 i g

四　 次　　　 長l 18．0 （9．0） 日699・6） 95 竃内覆土下層 iり㌘2 底部木葉痕 PL34

窮謬考住居跡（第は図）

位置　調査区の中央部やや東側，K15j2区。

重複関係　本跡は第98号土坑によりラ　床中央部を採　込まれている。本跡のほうが古い。

規模と平面形　長軸4．66m，短軸4．65mの方形。

ll二「二l一三主二＿／「主二「一一　　二∵∵‥∴‾lll‥l二‾…

第相国　第　号鍾贋跡実測図
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第121図　第7号住居跡出土遺物実測図
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量軸方向　N－500－E

壁　壁高は10～25cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，踏み締まっている。

ぽット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は長径26～33cm，短径22～28cmの不整楕円形でタ　深さは34～40cmである。

それぞれ各コーナー付近に付設され9　規模や配列から主柱穴と考えられる。

貯蔵宍　2か所。貯蔵穴且は南東コーナーに一部を接して付設され，平面形は長軸88cm，短軸80cmの隅丸台形

で，揮鉢状に掘られ，深さは約46cmである。底面には木根跡による落ち込みがみられる。貯蔵穴2は南西コー

ナーに接して付設され，平面形は長径80cm9　短径66cmの楕円形である。深さ40cm程の袋状に掘り込まれ，底

面は凸状を呈している。

貯蔵穴1土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック。ローム粒子少量，焼土中プロツ　2　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子極微量

ク微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　明褐色　ローム小ブロック。ローム粒子多量

貯蔵穴2土層解説
1褐　　色　ローム粒子中量，廃土小ブロック◎炭化物eローム

小ブロック極微畳
2　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック極微量，締まり

強
3　明褐色　ローム小ブロック¢ローム粒子少量，締まり強

炉　中央から北寄りに付設され9　長径95cm，短径65cmで，床面を15cm掘り窪めた楕円形の地床炉である。炉内

覆土には焼土ブロックを含む明赤褐色土が厚く堆積し，炉床は火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，炭化粒子

極微量
2　褐　　色　焼土中ブロック。焼土粒子◎ローム粒子少量
3　明褐色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量
4　明赤褐色　焼土中ブロックe焼土粒子多量，炭化物中量

覆土　8層から成る。各壁際には褐色土が堆積している。北壁と東壁際は耕作による撹乱をうげ，中央部分は

第98号土坑に掘り込まれている。人為的に埋め戻されたものと思われる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
4　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒

子e炭化物微量

5　褐　　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
6　暗褐色　焼土粒子◎ローム粒子少量，焼土中ブロック微量
7　褐　　色　焼土粒子e炭化物。炭化粒子eローム粒子少量
8　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

遺物　中央付近から南西寄りの床面直上にかけ土師器片が中量出土している。第121図1◎2の高塀は，1が南

寄りの床面直上から9　2が東寄りの床面直上から出土している。3の壷は貯蔵穴1の覆土上層から逆位の状

態で出土したものである。4◎5の嚢は，北壁際と南寄りで共に床面直上から出土している。6◎7の甑，

ミニチュア土器は，共に東寄りの床面直上から出土したものである。その他，9の臼玉が南寄りの床面直上

から出土しているが9　覆土中から出土している8の石鉢は混入したものと思われる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から5世紀前半と考えられる。

第7号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土e色調e焼成 備　　 考

第121図 高　　 ま不 A ［12．8］ 塔部の破片。塔部は下位に稜を持 口緑部内e外面横ナデ。塔部内e 砂粒 ・長石・雲母 P37 10％

1 土 師 器 B （3．7） ち，内攣しながら立ち上がり，外上 外面刷毛目整形後ナデ。内e外面 明赤褐色 南寄り床面直上

方に開く。 赤彩。 普通

2

南　　 ±不 B （11．9） 袖部から脚部の破片。脚部は柱状 脚部外面縦位のへラナデ。 砂粒 e雲母 P38　30％

土 師 器 D ［13．2］ に下方に開く。 にぷい橙色

普通

東寄り床面直上

体部外面煤付着
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図版番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 121図 ニ土ご雲貰 B （21．0） 底部 から体部上位 の破片。やや突 体 部外面刷毛 目整形後へ ラ磨 き， 砂粒 e 雲母 P 4 0　70％

3 土 師 器 C　　 8 ．4 出した平底 。体部 は球形を呈する。 内面ナデ。底 部ナデ。 にぷい黄橙色

普通

貯蔵穴1の覆土上層

内面剥離

体部外面煤付着

4

寮 B （9．8） 底部か ら体部中位の破片。突出 し 体部外面刷毛 目整 形後 ナデ，内面 砂粒 ・長石 P 41 30％
土 師 器 C　　 8．0 た平底。体部 は外傾 しなが ら立ち ナ デ。底部丁寧 なナデ。 にぷ い橙色 P L3 1

上が る。 普通 北壁 際床 面直上

二次焼成　内面剥離

5

婆 B （7．9） 底部 か ら体部下位 の破片。平底。 体 部外面丁寧なへ ラナ デ，内面ナ 砂粒 ・石英 ・ス コ P 42　30％
土 師 器 C　 lO ．7 体部 は外傾 して立 ち上 が る。 デ。底 部へ ラ削 り後ナ デ。 リア ・雲母

橙色　 普通

南寄 り床面直上

6

甑 A ［20 ．0］ 体部及び 口緑部一部欠損 。体部 は 日録部 内。外面横 ナデ。体部 内面 砂粒 ・スコ リア ・ P 43　 50％
土 師 器 B　 12 ．4 内攣 しなが ら立 ち上が り，日録部 刷毛 目整形，体部外面刷毛 目整形 パ ミス P L 31

C　　 5．0 は折 り返 しの ある複合 口緑 とな

る。底 部は単孔 を穿つ。

後 ナデ。底部へ ラ削 り。 橙色　 普通 東寄 り床面直上

ミニチュア A　　 8．0 日録部 一部 欠損。丸底。体部 は内 日録部内 。外 面横 ナデ。体部内面 砂粒 ◎ス コリア e P 3 9　60％

7 土　　 器 B　　 5 ．1 攣 しなが ら立 ち上 が り，日録部 は 横 ナデ，外面上位縦位のへラナデ， パ ミス ◎雲母 P L 3 1

土 師 器 外上方 に開き，立 ち上が る。 中位 よりナデ。 にぷい橙色　 普通 東寄 り床面直上

図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm） ！重量（g）

現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大厚 孔　 径

第121図 8 石　　　　 鉄 （2．7） （1．6） 1．2 － （1．7） 80 頁岩 覆土中層 Q 6　P L 34

9 臼　　　　　 玉 0．65 0．65 0．3 0．2 0．1 100 滑石 南寄 り床面直上 Q 7　P L 34

第8号住居跡（第122図）

位置　調査区のほぼ中央，L14。8区。

規模と平面形　長軸5．56m，短軸5．31mの方形。

主軸方向　N－470－W

壁　壁高は22～36cmで9　ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　各壁下の一部分にみられる。上幅7～14cm，深さ3～6cmで，断面形はU字形である。

床　平坦で，踏み締まっている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl，P4は長径30cm，短径25～27cmで，深さ67～74cmの不整楕円形で，P2，P3は

径30cm，深さ70～75cmの円形である。いずれも各コーナー付近に付設され，規模や配列から主柱穴と考えら

れる。P5は長径27cm，短径22cmで，深さ25cmの不整楕円形で，南東壁際中央寄りにあり9規模や位置から出

入ロピットと考えられる。

貯蔵穴　南コーナー付近に付設され，平面形は長径72cm9短径63cmの隅丸台形である。深さは約60cmで，円筒

状に掘り込まれ，底面は皿状である。

貯蔵穴土層解説

1暗褐色昆論憲孟ロック○ロ‾ム粒子少亀廃土粒子傾　4褐　色蒜三品撃孟語炭化物○ロ‾ム小ブロック蝿
2　明褐色　ローム小ブロックeローム粒子少亀炭化物微亀　　5　明褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロックe焼土粒子。ロー

焼土粒子極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム小ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒　6　暗褐色　焼土中ブロックe炭化物◎ローム粒子中量，焼土粒

子e炭化物極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子eローム小ブロック少量

炉　2か所。炉1は中央からやや南東寄りに付設されている。径朝cmの円形で，床面を7cm掘り窪めた地床炉

である。炉床の一部は削平され残存しないが，残存部分は火熱を受け赤変している。炉2は南西壁寄り中央

部に付設されている。長径127cm，短径72cmで，床面を8cm掘り窪めた楕円形の地床炉である。炉内覆土には

粘土ブロックを含む赤褐色も　粘土粒子を含む明褐色土が堆積している。炉床は火熱を受け赤変硬化してい

る。
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第122図　第8号住居跡実測図

炉1土層解説

1明褐色讐孟笠完諸鵠㌫ロ‾ム小ブロック◎ロー　2明褐色競警孟豊諸孟豊ブロック◎ロ‾ム小プロツ

炉2土層解説

1明褐色芳志！＼孟競票禁岩需品粘土粒子　4褐　色琵聖霊㌶漂篭完－ム粒子少亀炭化
2　赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロックe炭化物eローム小　5　褐　色　焼土中ブロック。ローム粒子微量

ブロック少量，粘土ブロック極微量
3　明褐色　廃土粒子eローム粒子少量，焼土中ブロックe炭化

物eローム小ブロック極微量
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第相国　第　号住居跡出藍逸物実測図
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覆蓋　5層から成る。北東壁から中央付近にかけて褐色土撃暗褐色土が複雑に堆横し撃壁際には黒褐色土が堆

積している。床面上から中層にかけては廃土粒子を含む褐色土が厚く堆積しているが9　中層から上層にかけ

て耕作による撹乱を受け残存状態は悪い。人為堆積と思われる。

土層解説

：芸褐芸三三薫学芸芸；；三豊苧志警孟警；窯霊蓋嘉圭壷誓言崖薫幾琴喜竺喜憲義軍
微量

遺物　南寄りの覆土下層及び床面直上と撃北寄りの床面直上から土師器が出土している。第且23図乱撃　確の塔9

高塔は北寄りの床面直上から逆位の状態で撃　2⑳3の塔は撃北西の床面直上から逆位の状態でそれぞれ並ん

で出土している。5◎6の高塀は撃　5が北東寄りの床面直上から撃　6が南コーナー付近の覆土中層から正位

の状態で出土している。7秒8の婆は9共に南東寄りの床面直上と覆土下層から出土している。

所農　本跡から出土している塔の出土状況は9意図的に逆位に伏せた状態で出土するものが大部分で撃祭祀行

為との関連も考えられる。時期は9　出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第8号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm ）！　 器 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴
胎土 ・色調・焼成 備　　 考

第123図 塔 A　 13 ．4 口緑部 一部 欠損。丸底。休部 は内　 口緑部内 ・外面横ナ デ。体部外面 砂粒 ・長石 P 44　 98％

1 土 師 器 B　　 6 ．2 攣 しなが ら立ち上が り，口緑部 は　 縦位のナ デ，内面ナデ。 にぷい橙色 P L 31

C　　 2 ．0 やや 内傾 す る。 普通 北 寄 り床面直上

体部 外面煤 付着

2

杯 A ［14．6］ 休部及 び白線部 一部 欠損。平底 。 口縁部 内・外面横 ナデ。休部外面 砂粒 e石英 ・長 石 。 P 45　60％

土 師 器 B　 6．0　 休部 は内攣 しなが ら立ち上が り， 縦位 のナデ，内面 ナデ。底部へ ラ ス コリア 北西床面直上

C　　 4．0 口緑部 は外傾 する。 削 り後 ナデ。 にぷい橙色　 普通 休部外面中位煤付着

3

ま不 A　 13．1 休部及び口緑部一部欠損。小さな平 口緑部 内 ・外面横 ナデ。体部内 ・ 砂粒 ・スコリア ・ P 46　60％

土 師 器 B　　 5 ．9

C　　 3 ．0

底。体部は内攣 しながら立ち上が り，

やや器厚を増 して口緑部に至る。目線

部内面に稜を持ち，やや外傾する。

外面 ナデ。底部 へラナデ。 パ ミス

にぷい橙色

普通

北西床面直上

4

高　　 杯 A　 20 ．6 杯部。杯部 下位 に段 を有 し，上位 口緑部内 ・外面中位縦位の強 いナ 砂粒 ・長石 ・スコ P 47　 50％
土 師 器 B （7．5） は外傾 しなが ら外上方 に開 き，口 デ，内面下位及 び外面下位 ナデ。 リア P L31

緑部 は反 る。 にぷい橙色

普通

北寄 り床 面直上

口縁部煤付着

5

高　　 塔 A　 15．4 塔部。下位 に弱 い稜 を持 ち，内攣 口緑部 内 ・外 面横 ナデ。杯部内 ・ 砂粒 ・長石 P 48　50％

土 師 器 B （5．7） しなが ら立 ち上が り，日経部 は外 外面へ ラナデ。 にぷい黄橙色 北東寄り床面直上

傾 する。 普通 外面煤付着

6

高　　 j不 A　 15 ．2 師部 。下位 に稜 を持 ち，内攣 しな 口緑部内 ・外面斜位 のヘ ラナデ。 砂粒 ・長 石 P 49　 40％

土 師 器 B （5 ．5） がら立 ち上 が り9日綾部 は外傾す 杯部内 。外面 ナデ。 にぷい黄橙色 南コート 付近覆土中層

る。 普通 内 ・外面煤付着

7

聾 A ［17 ．6］ 休部下位 か ら口緑部の破片。休部 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 P 50　 40％

土 師 器 B （21．2） は内攣 しなが ら立ち上が り，口緑 ヘラ削 り後ナ デ，内面ナデ。頸部 にぷ い黄橙色 南東寄り床面直上

部 は 「く」 の字状 に外傾す る。 内面へラ整形痕。 普通 二次焼 成

8

婆 B （21．2） 底部か ら体部 中位 の破 片。小 さな 体部外面 へ ラ削 り後横位 のナデ， 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 51 50％

土 師 器 C　　 6．9 平底 。休部 は長胴 を呈 し，上位 に 内面 へラナデ。底部へ ラナデ。内 ス コリア 南東寄り覆土下層

最大径 を持つ と推測 される。 面輪積 み痕 。 にぷい橙色　 普通 内 ・外面煤付着

第9号健贋跡（第且24図）

位置　調査区のほぼ中央部9　m5dl区。

規模藍平面形　長軸6。82mタ　短軸6。54mの方形。

主軸方向　N－380－W

壁　壁高は2～購cmで　ほぼ垂直に立ち上がる。

壁満　竃部分と南東壁中央から南コーナーにかけて撃耕作による撹乱を受け9確認できないが撃　ほぼ全周して
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第相国　第　号優屠跡出藍逸物実測図（瑠）
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第臓図　第　号健屠跡出藍通観実測図（2）

いる。上幅8～14cm，深さ5～8cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，踏み締まっている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径26～48cm，短径26～40cmで，深さ66～81cmの楕円形または不整楕円

形である。各コーナー付近に付設され，規模や配列から主柱穴と考えられる。P5は長径25cm，短径20cm，深

さ45cmの不整楕円形で，南東壁際中央寄りに付設され，規模や位置から出入ロピットと考えられる。

貯蔵穴　北コーナーと竃との中間，北西壁際付近に付設され，平面形は径68cmのほぼ円形で，円筒状に45cm程

掘られ，底面は北東側から中央に向かってやや傾斜している。

警蔵芸等讐説。＿ム中ブ。ツク◎。＿ム粒子少量，紆隆強　3褐　色。－ム粒子鴨。－ム中ブ。ツク少量
2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土中ブ　4　明褐色　ローム小ブロックeローム粒子中量，締まり強

ロック極微量

竃　北西壁中央部の壁面を約55cm壁外に掘り込み，砂混じりの粘土を使用して構築している。規模は長さ1姻cm，

幅98cm程で，平面はやや馬蹄形をしている。天井部は崩落しているが，両袖部と煙道部は遺存している。燃

焼部には，廃土ブロック，焼土粒子が厚く堆積し，炭化物や炭化粒子も含まれている。火床部は約10cm程掘

り窪められ，中心部や袖部内側は焼けて赤変硬化している。煙道の立ち上がりは約45度で急である。
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竃土層解説
1暗赤褐色　炭化物少量，焼土粒子①砂微量，焼土中プロツ　7　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土中ブロックe焼土粒子e

ク極微量
2　にぷい赤褐色　炭化物eローム粒子少量，ローム小ブロックe

砂微量，焼土中ブロック◎焼土粒子極微量
3　橙　　　色　ローム粒子中量，焼土中ブロックe粘土粒子◎

砂少量，煉土粒子極微量
4　暗赤　褐　色　焼土粒子・炭化物中量，焼土中ブロック・ロー

ム小ブロックeローム粒子◎砂◎粘土粒子少量
5　にぷい黄橙色　砂e粘土粒子中量，焼土中ブロック少亀　炭化

物eローム粒子微量
6　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，廃土小ブロックe炭化物◎粘土

粒子少量

炭化物e砂e粘土粒子極微畳
8　赤　褐　色　焼土粒子中量，焼土中ブロックe炭化物eロー

ム小ブロック◎ローム粒子e砂e粘土粒子少量
9　明赤　褐色　焼土粒子・ローム粒子中量，炭化物少量，粘土

粒子。焼土中ブロックe砂極微畳
10　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子極微量
11明赤褐色　焼土粒子eローム粒子少量，ローム小ブロック

極微量
12　暗　褐　色　廃土粒子中量，焼土中ブロック◎粘土粒子少

量，炭化物極微量，締まり極強
13　暗　褐　色　焼土粒子eローム粒子少量，ローム小ブロック

極微量

覆土10層から成る。北東壁際下層から南西壁際上層にかけて9廃土粒子，炭化粒子を含む黒褐色土が厚く堆

積している。北東部床面上から上層にかけて黒褐色も暗褐色も褐色土が複雑に重なり合いながら堆積し

ておりタ人為的に埋め戻されたものと思われる。耕作による撹乱を受けている。

昔層窯竃富呂＝霊譜農業ふ賢笠詔葦微量　6褐色撃聖霊影岩窟量灘粒子戯粒
4暗褐富呂＝霊霊豊沼圭覧詣；㌶品警農芸霊褐色ロぺ粒子中量諸士粒子順化粒子微量3　褐　　　　　　　　　　　　　　　　　　色ローム粒子多亀ローム小ブロック少鼠焼土粒

子微量　　　　　　　　　　　　　　（ふ。　わ　子◎輿と讐二墜化粒子微軍も

5暗褐色昌ご芸粒子多量9廃土粒子中量誹イヒ粒子少量　品霊　宝
ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　中央付近から9竃及び竃周辺にかけて土師器が大量に出土している。第125◎126図1～10の杯は91◎

5◎7の坪が中央付近の床面直上から正位の状態で纏まって出土し，2◎8が竃内覆土中層から共に斜位の

状態で出土している。3◎抑ま北東寄りの床面直上から正位の状態で出土し，10は中央付近の床面直上から

出土している塔片と接合する。4◎6は竃付近の床面直上から正位の状態で並ぶように出土している。11の

鉢は竃付近の床面直上から出土し9　中央付近の床面直上から出土している鉢片と接合し，12の小形婆は東寄

りの床面直上から横位の状態で出土している。13の婆は，竃付近の覆土下層から出土している聾片が接合し

たもので，14◎15の甑は914が竃周辺の床面直上から，15が東寄りの覆土中層から逆位の状態で出土してい

る。16の縦長剥片は混入したものと思われる。なお，竃内からは支脚が出土している。

所農　本跡から出土している塔は意図的に，正位の状態で床面直上に置いたように出土することから9何らか

の祭祀行為との関連も考えられる。時期は9　出土遺物から6世紀後半と考えられる。

第9号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 津 の 特 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

第125図 つ不 A　 12 ．5 丸底 。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 口緑部 内e外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・スコ リア ・ P52 100％

1 土 師 器 B　　 4 ．4 が り，ロ綾部 は僅かに内傾 し，体部 へ ラ削 り後 ナデ，内面ナデ。 雲母 PL 32

との境 に明瞭 な稜 を有 し，端部 は 明褐灰色 中央付近床面直上

尖 る。 普通 口緑部及 び体部

外面煤付着

2

土不 A　 13．6 ロ緑部一部 欠損。丸底。体部 は内 目線部内 。外面横ナ デ。体部外面 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 53　90％

土 師 器 B　　 3．9 攣 しなが ら外上 方に立ち上が り，

口緑部で僅 かに内傾 す る。

横位のへ ラ削 り，内面横 ナデ。 スコ リア

浅黄橙色　 普 通

竃内覆土 中層

3

土不 A　 13．8 日経部一部欠損。丸 底。休部 は内 ロ縁部内 e外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・スコ リア ・ P 54　 90％

土 師 器 B　　 5 ．1 攣 しなが ら立 ち上が り，日録部 は へラナデ，内面横 ナデ。内 e 外面 雲母 北東寄り床面直上

内傾 す る。日経部 と休部 との境 に

は明瞭 な稜 を持 つ。

黒色処 理。 灰褐色

普通

4

塔 Å　 10 ．4 口緑部 一部欠損。丸底 。休部 は内 口緑部 内e外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 P 55　 90％

土 師 器 B　　 4 ．0 攣 しなが ら立ち上が り，日録部 は 横位 のへ ラナデ，内面 ナデ。内 も にぷい黄橙色 P L 31

ほぼ直立 する。体部 と日経部 との

境 に明瞭 な稜 を持つ。

外面黒色処理 。 普通 竃付近床面直 上
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図版番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第125図 塔 A　 12．0 目線部 一部 欠損。丸底。体部は内 日録部内 。外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 56　 90％

5 土 師 器 B　　 4．5 攣 しなが ら立ち上が り，口綾部 は 上位へ ラ削 り後横位 のナデ，内面 スコ リア 中央付近床面直上

ほぼ直立 す る。体部 と口綾部 との

境 に明瞭 な稜 を持つ。

ナデ。内 e 外面黒色処理。 黒褐色

普通

6

塔 A　 13 ．3 口緑部一部 欠損。丸底。体 部は内 口縁部内 e外面横 ナデ。体部外面 砂粒 e長石 P 5 7　90％

土 師 器 B　　 4 ．1 攣 しなが ら立ち上が り，口綾部 は 上位へラ削 り後横ナデ，下位ナデ， 黒褐色 竃付近床面直上

僅 かに内傾 する。口唇部 は尖 る。 内面横 ナデ。内 。外面黒色処理 。 普通

7

塔 A　 12 ．4 口緑部一 部欠 損。丸 底。体 部 は内 口緑部 内。外面横 ナデ。体 部外面 砂粒 ・長石 ・スコ P 58　90％

土 師 器 B　　 4 ．9 攣 しなが ら立 ち上が り，口緑部 は へラ削 り後 ナデ，内面横 ナデ。内e リア 中央付近床面直上

僅か に内傾 する。口緑部 と体部 と

の境 に明瞭 な稜 を持 つ。端部 は尖

る。

外 面黒 色処理。 にぷ い橙色

普通

8

塔 A　 12．3 口緑部一部欠損。体部 は外上方 に 口緑部 内e外面横 ナデ。体部 外面 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 59　85％

土 師 器 B　　 4．5 立 ち上が り，口緑部 はほぼ垂直 に へラナデ，内面横 ナデ。 内 e 外面 ス コリア P L 3 2

立ち上が る。体 部 と日録部 との境

に明瞭 な稜 を持 つ。

黒色処理 。 黒褐色

普通

寵 内覆土 中層

9

坪 A　 13．8 口緑部 一部 欠損。丸底。体部 は 内 口緑部 内◎外面横 ナデ。体部外 面 砂粒 P 60　 85％

土 師 器 B　　 4．5 攣 しなが ら立 ち上が り，口緑部 は 横位 のへラ磨 き，内面放射状 のへ にぷい橙色 覆土 中

垂直に立 ち上がる。口唇部は尖 り，

目線部 と体部 との境に弱 い稜を持

つ。

ラ磨 き。 普通 内面剥離

10

土不 A ［14．0］ 体部及 び口緑部一部欠損 。体部 は 目線部 内e外面横ナデ。体部外面 砂粒 e 長石 e 雲母 P 6 1 60％

土 師 器 B　　 3．9 内攣 しなが ら外上 方 に立 ち上 が 横位 のヘ ラ削 り，内面 ナデ。 内 ◎ 黒褐色 北寄 り床面直上

り，日経部 は垂直 に立ち上が る。

口唇部 は尖 り，口緑部 と体部 との

境 に弱 い稜 を持つ。

外面黒色処理。 普通

11

鉢 A ［11．0］ 体部一部 欠損。平底。体 部 は内攣 日録部内 e外面横ナデ。体感外面 砂粒 ・スコ リア ・ P 62　 80％

土 師 器 B　 12 ．2 しなが ら立ち上が り，中位で器厚 ヘ ラ削 り，内面ナデ。底部へ ラ削 パ ミス ◎雲母 寵付近床面直上

C　　 4 ．0 を減 じ，上位で厚 みを増 す。口緑 り。体部 内面輪積 み痕 。外面黒色 灰褐色

部 は内傾 し，やや 内ち削 ぎ状に反

り，口唇部 は尖 る。 日経部 と体 部

との境 に稜 を持 つ。

処理。 普通

12

小 形 賓 A　 13 ．8 体部及 び口緑部 一部欠損。平底。 口緑部内 。外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 e長石 e スコ P6 3　 70％

土 師 器 B　 13 ．3 体部 は内攣 しなが ら立 ち上が る。 へ ラ削 り後ナ デ，内面ナデ。底部 リア P L3 2

C　　 7 ．3 頸部 は括 れ，目線部 は外 反する。 へ ラ削 り。 にぷい橙色

普通

東寄 り床面直上

内面剥離

13

婆 A ［19 ．6］ 底部及 び口綾部 一部欠損。体部 は 目線部内 。外面横ナデ。体部 内e 砂粒 ・長石 ・スコ P64　50％

土 師 器 B （30 ．7） 緩やかに内攣 しながら立ち上がる。 外面へ ラ削 り後 ナデ，内面ナデ。 リア 亀付近 覆土下層

最大径 を体部 中位 に持ち，口緑部

は外反 し， 口唇部 に丸味が ある。

にぷ い橙色

普通

内面剥 離

第126図 甑 A　 27 ．0 体部及 び 目線部 一部 欠損。無定 口緑部 内。外面横 ナデ。体 部外面 砂粒 ・石英 ・長 石 ・ P 65　90％

14

15

土 師 器

甑

B　 24 ．5 式。体部 は僅 か に内攣 しなが ら立 縦位 のへラナデ，内面 ナデ。

口緑部 内 e外 面横 ナデ。体部内 e

スコ リア P L 3 1

C　　 9 ．0 ち上が り，目線部 は外反す る。 浅黄橙色　 普通 竃周辺床面直上

A ［24 ．4］ 体部中位か ら目線部 の破片。体部 砂粒 ・石英 ・長 石 ・ P 66　30％

土 師 器 B （14．0） は僅か に内攣 しなが ら立 ち上が 外 面ナデ。 スコ リア 東寄 り覆土 中層

り，口緑部 は外反す る。 にぷ い橙色

普通

体部外 面煤付 着

内面剥離

図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm）

重量（g） 現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大厚 孔　 径

第126図16 縦 長　 剥　 片 7．7 3．0 0．9 － 24．0 100 砂岩 覆土中 Q 8

第10号住居跡（第127図）

位置　調査区の中央部，L15。4区。

規模と平面形　長軸6．12m，短軸6．10mの方形。

主軸方向　N－470－E

壁　壁高は16～26cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。
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第臓図　第柑考優屠跡実測図

第臓図　第柑号健贋跡出藍遺物実測図
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床　平坦で，中央部は広い範囲が踏み固められており堅緻である。南西壁沿い床面上には焼土の広がりがみら

れる。
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ぽッ睦　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径25～32cm撃　短径22～25cmで9　深さ47～75cmの不整楕円形で9各コー

ナー付近に付設され，位置や配列から主柱穴と考えられる。P5は径20cm，深さ23cmの円形で中央から南東壁

寄りに付設され，位置や配置から出入ロピットと思われる。

貯蔵穴　南コーナー付近に付設され9　平面形は長軸75cm，短軸70cmの隅丸台形で，深さは約35cmで，円筒状に

掘り込まれ，底面は平坦である。覆土下層から上層にかけ帯状の耕作による撹乱を受けている。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック微量，粘性強
2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物少量
3　暗褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微量，ローム小ブロック

極微量
4　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極微畳

炉　中央から北西寄りに付設されている。長径63cm，短径33cmで，床面を5cm掘り窪めた長楕円形の地床炉で

ある。炉内覆土には焼土粒子を多量含む赤褐色土が堆積している。炉の中央部が北東から南西方向に撹乱を

受けているが，残存する炉床は火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説
1赤褐色　廃土粒子多量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子・ローム粒子少量，ローム

小ブロック微量
3　褐　　色　焼土粒子eローム粒子微量

覆土10層から成る。壁際には褐色土が唯横し，覆土下層から上層にかけては焼土粒子，炭化粒子を含む暗褐

色土が堆積している。帯状の撹乱を全面に受けているが，残存する土層から自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子e炭化粒子微量，ローム　6　極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子。炭化粒子少量，炭化

小ブロック極微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
3　極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量，炭化粒子極微量
4　黒褐色　ローム粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
5　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子。ローム

小ブロック微量

物のローム小ブロック微量
7　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
8　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子e炭化粒子微量
9　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子。炭化物少量
10　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子少量，炭化物。炭化粒子

微量

遺物　出土遺物が少なく，僅かに床面直上にみられる。第128図1～3の塔は91が南東壁溝の覆土上面から斜

位の状態で出土し，2が南寄りの床面直上から9　3は東西両コーナー付近から出土した杯片が接合したもの

である。

所見　本跡の時期は9　出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第10号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土。色調。焼成 備　　 考

第128図 塔 A ［13．4］ 体部及び目線部一部欠損。やや突 日録部内e外面横ナデ。体部外面 砂粒・石英 ・長石・ P 67　60％

1 土 師 器 B　　 5．6 出した平底。体部はやや偏平で内 ヘラ削り，内面ナデ。底部へラ削 パ ミス 南東壁溝覆土上

C　　 5．8 攣 しながら立ち上が り，口綾部は り。 にぷい橙色 面体部外面中位

垂直に立ち上がる。 普通 研磨痕

底部外面煤付着

2

塔 A ［14．0］ 体部下位から日録部の破片。体部 口緑部内e外面横ナデ。体部外面 砂粒 e長石 P 68　30％

土 師 器 B （4．4） は内攣 しながら立ち上が り，口緑 へラ削 り後ナデ，内面ナデ。 黒褐色 南寄り床面直上

部は僅かに内傾する。 普通 二次焼成

3

土不 A ［13．8］ 底部からロ綾部の破片。平底。体 口緑部内や外面横ナデ。体部外面 砂粒 e長石 P 69　40％

土 師 器 B　　 4．6 部は内攣 しながら立ち上が り，口 へラ削 り後ナデ，内面ナデ。底部 黒褐色 東西両コーナー

C　　 3．4 綾部は内削ぎ状に立ち上がる。 へラ削 り。 普通 付近覆土中

体部外面煤付着
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窮鼠鼠号住居跡（第五29図）

位置　調査区の中央部やや北東言Ⅲ5b4区。

規模と平面形　長軸2．40m9　短軸2。24mの方形。

主軸方向　N－570－W

壁　壁高は6～7cmで，緩く外傾しスロープ状である。

床　やや凹凸があり，踏み固められた部分は認められない。北東から南西方向に耕作による撹乱を受けている

が残存状況はよい。

覆土　2層から成る。掘り込みが極めて浅く，帯状の撹乱を全面に受けているため9　覆土の全体的な堆積状況

の把握は難しいが，部分的に褐色土と暗褐色土がレンズ状に堆積している状況がみられる。自然堆積と考え

られる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子◎炭化粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子多量，炭化物e炭化粒子極微量

遺物　覆土中から僅かに土師器片が出土している。第130図1の高塀は9　中央付近の床面直上から横位の状態で

出土したものである。

所見　本跡は，柱穴及び炉等を伴わず9　竪穴住居跡として考えるには疑問ものこるが9　遺構の残存状況から本

跡に隣接する第10号住居跡及びその他の遺構の関連施設とも考えられる。時期は9　出土遺物から5世紀後半

と考えられる。

第m号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

第 130図 高　　 貴不 B （10．1） 脚部 片。脚 部 は柱状 に下方 に開 脚部外面縦位のヘ ラナデ，内面ナ 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 70　 40％

1 土 師 器 く。 デ。 スコ リア

橙色　 普通

中央付近床面直上

1　　　　　1　　　　　K　2

第臓図　第醐考住居跡実測図
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第130図　第11号住居跡出土
遺物実測図



第五2号住居跡（第131図）

位置　調査区の中央部やや東寄り9　L15a7区。

規模と平面形　長軸6。00m9　短軸4．35mの長方形。

童軸方向　N－480－E

壁　壁高は4～8cmで，緩く外傾して立ち上がる。掘り込みが浅く，また，谷津に向かう緩い傾斜地でもある

ため東コーナー付近は削平されて殆ど残存しない。

床　やや凹凸があり，踏み固められた部分は認められない。

覆土．5層から成る。壁際には褐色土が堆積しているが9耕作による撹乱を受けているため，堆積状況は不明

である。

土層解説
1　褐

2　褐
色蒜蒜宣誓蒜雷苦誌焼土粒争ロ‾ム小ブロック　3暗褐色呂；台覧蒜豊島焼土粒子微亀ロ‾ム小ブ
色　ローム粒子多亀　ローム小ブロック極微量，締　4　にふい赤褐色　ローム粒子中島焼土粒子微畳

まり強　　　　　　　　　　　　　　　　　5　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

遺物　覆土中層から床面直上にかけ土師器片が少量出土している。第132図且の塔は南寄りの床面直上から，2

の肘は北寄りの覆土中層から∴3の手捏土器は中央寄りの覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。
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第臓図　第臓号住居跡出藍通観実測図

第12号住居跡出土遺物観察表

二二＿＿　三二l

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト二二二二∃二二二二二＝二三

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第132図 土不 A ［14．1］ 体部中位から口綾部の破片。体部 口緑部内・外面横ナデ。体部内・ 砂粒 ・長石 P 71 5％

1 土 師 器 B （5．4） は内攣しなが ら立ち上がり，口緑

部は折 り返しのある複合口緑で，

やや外傾する。

外面ナデ。 橙色

普通

南寄 り床面直上

2

堀 B （6．5） 日経部一部欠損。平底。体部は潰 日録部内e外面横ナデ。体部外面 砂粒 e長石 ◎スコ P72　80％

土 師 器 C　　 3．1 れた球形状を呈し，最大径を中位 縦位のへラ削り後，内面ナデ。底 リア 北寄 り覆土中層

に持つ。日録部は 「く」の字状に 部へラ削り。 にぷい橙色 体部外面中位煤

外上方に開 く。 普通 付着

3

手捏土器 B （2．5） 底部から体部中位の破片。平底。 体部外面縦位のへラ削 り，内面ナ 砂粒 ・長石 P 73　30％

土 師 器 C ［4．0］ 休部は外傾して立ち上がる。 デ。底部へラ削り。 にぷい橙色

普通

中央寄り覆土中層

窮鼠3号佳屠跡（第133図）

位置　調査区の東端，K15iO区。

規模と平面形　本跡の北東側は調査区外のため完掘ができず規模は不明であるが，平面形は一辺5．47mの方形と

推定される。

主軸方向　N－500－W

壁　壁高は28～50cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，踏み締まっている。

ピット　4か所（Pl～P4）。各ピットは径30～35C恥　深さ20～36cmの円形で，Pl◎P4は中央付近に付設され，

P2◎P3は南コーナー貯蔵穴付近に付設されている。Pl◎P2は南側に約10度の傾斜をもって掘り込まれている。

各ピットの性格は不明である。

貯蔵穴　南コーナー付近に付設され，平面形は長径105cm，短径70cmの不整楕円形である。深さは80cmで，ほぼ

円筒状に掘り込まれている。

貯蔵穴土層解説
1　褐　　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック極微量
2　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
3　褐　　色　炭化粒子◎ローム粒子微量

覆土10層から成る。北東の壁際から床面にかけてロームブロック，ローム粒子を含む流れ込みと思われる暗

褐色土が中央付近まで堆積し，床面上には廃土粒子，炭化粒子を含む暗褐色土が厚く堆積している。中層か

ら上層にかけ暗褐色土がレンズ状に堆積する。耕作による帯状の撹乱を受け，堆積状況は明確に確認するこ

とはできないが，残存部分の堆積状況から自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子e炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子e炭化粒子微量

－189－



第悶図　第摘草住居跡実測図

3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子多亀焼土粒子e炭化粒子微量，締まり強
5　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子◎炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子e炭化粒子◎ローム小ブ

ロック微量，粘性強
7　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量，粘性強

ー

ー

1

1

一
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8　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子e炭化粒子◎ローム小ブ

9　褐

10　褐

ロック微量
色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒

子e炭化物e炭化粒子微量
色　炭化粒子eローム粒子少量，焼土粒子◎ローム小ブ

ロック微量

遺物　南寄りの覆土下層から床面直上にかけて土師器片が少量出土している。第134図1◎2の高塀は，1が西

寄りの床面直上から横位の状態で，2が南東壁寄りの床面直上から斜位の状態で出土している。3の肘は北

寄りの覆土中から，4の賓と5のミニチュア土器は，南東寄りの覆土下層から出土し，4は覆土下層から出

土している聾片が接合し，5は横位の状態で出土している。その他　6～9の剥片と10の不明石器が出土し

ているが，剥片は混入したものと考えられるが，不明石器が住居跡に伴うものなのかは把握できない。

所見　本跡は，床面上に多量の炭化材◎焼土が堆積している状況から9焼失家屋と考えられる。時期は，出土

遺物から5世紀後半と考えられる。
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第且3号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調・焼成 備　　 考

第13 4図 高　　 杯 A ［15 ．8］ 脚部及 び師部 一部 欠損。脚 部 は 口緑部 内 。外面横 ナデ。杯部内 ・ 砂 粒 ・長石 P 74　 60％

1 土 師 器 B　 lL 8 ラッパ状 に下方 に開き，裾部 は反 外面 へラナデ。脚部外面縦位 のへ にぷい橙色 西寄 り床面直上

D　 12．8 る。杯部下位 に明瞭 な稜 を持 ち， ラ磨 き。袖部 内。外面横 ナデ。内 普 通

E　　 7．3 外傾 して開 き，口緑部は反 る。 面輪積 み痕 。

2

高　　 杯 A ［1 9．4］ 杯 部の破片。外傾 して立 ち上が り， 口緑部 内 。外面横 ナデ。杯部 内 。 砂粒 ・スコ リア ・ P7 5　 3 0％

土 師 器 B （5．5） ロ綾部 は反 る。ま不部 下位に明瞭な 外面へ ラナデ。 パ ミス 南東壁寄り床面直上

稜 を持 つ。 にぷ い橙色　 普通 外面煤付着

3

村 B （10 ．3） 休部 の破 片。体部 は内鸞 しなが ら 体部外面へ ラ削 り後 ナデ，内面ナ 砂粒 ・長石 P 7 8　 5 0％

土 師 器 立 ち上 が り，上位 は潰 れた球形状 デ。内 。外面輪積 み痕。 にぷ い橙色 北寄 り覆土中

を呈 し，上位 に最大径 を持 つ。月

経部 は 「く」 の字状 に外反す る。

普通 内 ・外面煤付着

4

聾 A ［10 ．8］ 体部上位か ら日録部 の破片。体部 口緑部 内・外面横 ナデ。体部 外面 砂 粒 ・長石 P 77 10％

土 師 器 B （4．2） か ら日録部 は 「く」の字状 に外傾

す る。

へラ削 り，内面横 ナデ。 橙色

普 通

南東寄り覆土下層

5

ミニチュア A　　 7．0 体部及び 口縁部一部欠損。平底 。 口緑部 内・外面横ナ デ。体部外面 砂粒 ・石英 P 76　 60％

土　　 器 B　　 6．1 体 部は偏平で，潰れた球形状 を呈 ヘ ラ削 り，内面へ ラナ デ。底部 へ にぷい橙色 南東寄り覆土下層

土 師 器 C　　 3．2 す る。日経部 は折 り返 しのあ る複

合 口縁で，外傾 する。

ラ削 り。 普通

図版 番号 種　　 別

計　 測　 値　 （cm）

且 現存率 （％） 石　 質 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大厚

第13 4図 6 剥　　　　 片 ・1 日 ・0
1．3 1 7．4 1 00 貢　 岩 覆土中 Q 9

7 剥　　　　 片 4．6 3．0 1．5 13 ．9 10 0 頁　 岩 覆土中 Q lO

8 剥　　　　 片 4．1 3．3 0 ．9 11 ．8 10 0 頁　 岩 覆土中 Q ll

9 剥　　　　 片 2 ．5 3．0 0 ．9 5 ．3 10 0 貢　 岩 覆土中 Q 12

第摘号住居跡（第鼠35図）

位置　調査区の東部学　監略2区。

規模と平面形　本跡の北東側は調査区外のため完接ができず規模は不明であるが9　平面形は一辺5。65mの隅丸方

形と推測される。

主軸方向　N－320－W

壁　壁高は35～47cmで学　外傾して立ち上がる。

床　平坦で，踏み締まっている。

貯蔵究　南コーナー付近に付設され撃平面形は径関cmの円形である。深さは且05cmで9深鉢状に掘り込まれてい

る。

貯蔵穴土層解説
1褐　　色　焼土粒子・炭化粒子eローム粒子少量
2　暗褐色　廃土粒子・炭化粒子・ローム粒子中量，炭化物少量
3　褐　　色　炭化粒子・ローム粒子少量，炭化粒子極微量

覆丑　8層から成る。壁際から床面にかけて廃土粒子撃　ローム粒子を含む流れ込みと思われる褐色土が堆積し，

床面上には炭化物を含む褐色土が堆積している。下層には褐色土が堆積し撃　中層から上層にかけて黒褐色土

がレンズ状に堆積する。耕作による帯状の撹乱を受けているがタ残存部分から自然堆積と考えられる。
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第摘号住居跡実測図
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5　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物・ローム小ブロッ
ク少量，粘性強

焼土粒子少量，ローム小ブロック　6　褐　　色　焼土粒子中量，炭化材・ローム小ブロック・ローム
粒子少量

焼土粒子微量，ローム小ブロック　7　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量，炭化物極微量
8　暗褐色　ローム粒子微量，ローム小ブロック極微量

遺物　南コーナー寄りの床面直上から貯蔵穴内覆土上面から土師器片が少量出土している。第136図1～4の高

塔は9　温～3が南寄りの床面直上から共に正位の状態で9　4が南西壁寄りと中央寄りの床面直上から出土し

ている高塀片が接合したものである。5◎6の饗は9　5が南西壁寄りの床面直上から9　6が西寄りの床面直

上から出土している。その他9　貯蔵穴内覆土中層及び覆土下層から計2点の塔が出土している。
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第136図　第14号住居跡出土遺物実測図
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所見　本跡は，炭化材と廃土が床面から出土していることから焼失家屋と考えられる。時期は，出土遺物から

5世紀前半と考えられる。

第14号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計 測値（om） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土・色調 ・焼 成 備　　 考

第13 6図 高　　 坪 A　 19．3 珂部 片。坪部 は外傾 して立 ち上 が 口縁部内 ・外面横 ナデ。坪部外面 砂粒 ・雲母 P 7 9　50％

1 土 師 器 B （6．0） る。杯部下位 に明瞭な稜 を持つ。 斜位の刷 毛 目整形後へ ラナデ，内 橙色 南寄 り床面直上

面 ナデ。 普通 外面煤付着

2

高　　 士不 A　 17．8 坪部片。土不部 は内増 しなが ら立 ち 口緑部 内・外面横 ナデ。師部外 面 砂 粒 ・石英 P 80　 50％

土 師 器 B （6．0） 上が る。坪部 下位に明瞭 な稜 を持

つ。

刷毛 日整形 へラナデ，内面 ナデ。 橙 色

普通

南寄 り床面直上

3

高　　 杯 A　 18 ．2 杯部 片。坤部 は外傾 して立 ち上が 口縁部内 ・外面横 ナデ。杯部外面 砂粒 ・石英 ・長 石 P8 1 50％

土 師 器 B （6 ．1） る。 坪部下位に明瞭 な稜 を持 つ。 刷毛 目整形後 ナデ，内面 ナデ。 橙色

普通

南寄 り床 面直上

4

高　　 坪 D ［15．5］ 脚部 か ら裾部 の破片。脚部 は柱状 脚 部外面縦位のヘ ラナデ。裾部外 砂粒 ・石英 P 8 2　4 5％
土 師 器 E （10．0） に開 き，裾部 は屈曲 して大 きく開 面刷 毛 日整形後へ ラナ デ，内面ナ 橙色 南西壁寄 り床面

く。 デ。脚部内面輪積み痕。 普通 直上

5

肇 A　 14．8 口緑部の破片。外傾 して立 ち上が 口緑部 内 ・外面横ナデ。 砂 粒 ・石英 ・長石 P 83 1 0％

土 師 器 B （4．3） り，折 り返 しのあ る複合 口縁 とな 橙色 南西壁寄 り床面直

り，「く」 の字状 に外反す る。 普 通 上

内 ・外面剥離

6

寮 A ［16 ．0］ 口緑部 の破片。 口緑部 は 「く」の ロ緑部 内 ・外 面横 ナデ。 砂粒 ・雲母 P 84 10％

土 師 器 B （4 ．5） 字状 に外 反す る。 にぷ い橙色

普通

西 寄 り床 面直上

第15号住居跡（第137図）

位置　調査区の東部中央付近，L15。0区。

規模と平面形　長軸4．29m，短軸3．61mの長方形。

主軸方向　N－300－E

壁　壁高は5～20cmで，緩やかに外傾して立ち上がる。
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第臓図　第摘草健贋跡実測図

床　平坦で9北9東南コーナー付近を除いて9　ほぼ全体が踏み固められ堅緻である。

ぽッ睦　5か所（Pl～P5）。Pl◎P4の㌘5は径27～33cm　深さ2～凱cmの円形である。P2◎P3は長径29～34cm9

短径25～33cmで，深さ17～30cmの楕円形である。㌘1～㌘4は各コーナー付近に付設され撃位置や配列から主柱

穴と考えられる。P5は中央付近から南東壁寄りに付設されタ周りはやや踏み締まった高まりを持ち撃位置や

深さから出入日ピットと考えられる。

炉　中央から北西壁寄りに付設されている。長径5艶m　短径航mで9床面を約5cm掘り贋めた楕円形の地床炉

である。炉床はよく焼け赤変硬化している。

炉土層解説
1褐　色　ワーム粒子中量，ローム小ブロック微量，炭化物極　2　赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化物極微量

微量

覆土　4層から成る。掘り込みが浅いため土層としてとらえることができたのは3層のみである。床面上から

上層にかけて褐色土，暗褐色土が堆積しているがタ耕作による撹乱を細かく受けている。
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第138図　第15号住居跡出土遺物実測図

土層解説
1褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒　3　褐

子・炭化物極微量
2　暗褐色　炭化物・ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小プロツ　4　褐

ク微量，廃土小プロッタ極微量

色　焼土小ブロック・廃土粒子・炭化物・炭化粒子・ロー
ム小ブロック・ローム粒子少量

色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　北西寄りの床面直上から土師器片が少量出土している0第138図1の高塀は北西寄りの床面直上から斜位

の状態で出土している。2～5の聾は，2が北西寄りの床面直上から，3が西コーナー付近の床面直上から，

4が東寄りの床面直上から出土し，5は北西寄りの床面直上から出土している聾片が接合したわのである0

その他，6の剥片が覆土中から出土しているが，混入したものと思われる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。
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第15号住居跡出土遺物観察表

図版番号

第13 8図

器　　 種

．＿．一．・．d

計測値 （cm）i　 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴　 i 胎土 。色 調傾 成
備　　 考

薗　　 土不 A ［18 ．4］ 裾部及 び口綾部一部欠損。脚 部 は 口緑部 内 。外面横 ナデ。塔部 内 e 砂粒 ・雲母 P 85　 60％
1 土 師 器 B （14 ．1） 下方 に大 き く開 く。塔部 は外傾 し 外面 ナデ。脚部外面縦位のへ ラナ にぷ い橙色 北西寄り床面直上

E （8 ．0） て外上方 に開き，下位 に明瞭 な稜

を持つ。脚部 中央 にこ っの円孔 が

前後 して穿たれ ている。

デ。脚部内面輪積 み痕。 普通

2

聾 A　 1 4．0 体部及 び口緑部一部欠損。平底 。 口緑部 内e外面横 ナデ。頸部外 面 砂粒 e 石英 e 長石 P 86　 90％
土 師 器 B　 1 4．3 体部 は緩やかに内攣 しなが ら立 ち 縦位 のへラナデ。体部 内e外面 ナ にぷい赤褐 色 北西寄り床面直上

C　　 3 ．3 上 が り，口綾部 は外 反 し，口唇 部

は僅か に反 る。最大径 を日録部 に

持 ち，頸部 内面 に弱 い稜 を持 つ。

デ。底部へ ラナデ。 普通 体部外面煤付着

3

婆 A ［10．8］ 体部中位か ら口緑部 の破片。体部 日録部内。外面横 ナデ。体 部外面 砂粒 ・石英 ・長石 P 8 7　3 0％
土 師 器 B （10．0） は内攣 しなが ら立 ち上 が り，口緑 ナデ，内面へ ラナデ。 にぷい橙色 西 コーナー付近

部 は垂直 気味 に僅か に外傾 する。 普通 床面直上

体部外面煤付着

P 88　 40％
4

婆 B （17 ．9） 底部か ら体部 中位 の破片。平底。 体部外面へ ラ削 り後 ナデ，内面 ナ 砂粒 。長石
土 師 器 C　　 5 ．4 体部 は内攣 しなが ら立ち上が る。 デ。底部へ ラ削 り。 橙色

普通

東寄 り床 面直上

内 e 外面煤付着

P 8 9　5％
5

婆 A ［14．6〕 休部上位か ら口緑部 の破 片。体部 口緑部 内e外面横 ナデ。体部 外面 砂粒
土 師 器 B （5．0） は内攣 しなが ら立 ち上が り，口緑 斜位 のへラ磨 き，内面 ナデ。 にぷい橙色 北西寄り床面直上

部 は 「く」 の字状 に外反 する。 普通 外面煤付着

図版番号

聖 38図6 i

種　　 別

剥　　 可

計　 測　 値　 （cm）
重量 （g） 現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考

最大長 最大幅 最大厚

2．8 2．1 0．8 4．8 100 メノウ 覆土中 ．＿9 14

第五6号住居跡（第139図）

位置　調査区の東部中央付近，L15d6区。

規模と平面形　長軸6。84m，短軸6．54mの方形。

主軸方向　N－510－E

壁　壁高は18～34cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　2か所ある貯蔵穴付近を除いては9ほぼ全周している○上幅6～12cm，深さ3～5cmで，断面形はU字

形である。

床　やや凹凸があり，ほぼ全体が踏み締まっている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径28～35cm，短径24～34cmで，深さ舶～68cmの不整楕円形である。各

コーナーからやや中央に向かったところに付設され9位置や配列から主柱穴と考えられる。P5は径15cm，深

さ18cmの円形である。中央から南東壁寄りに付設され，位置や配列から出入ロピットと考えられる。

炉　中央から北西壁寄りに付設されている。長径59C恥短径41cmで，床面を約5cm掘り窪めた楕円形の地床炉

である。炉床はよく焼け赤変硬化している。

炉土層解説
1褐　色　ローム粒子中島　ロームブロック微亀炭化物極微

量

2　赤褐色　ロームブロック。ローム粒子中量，炭化物極微量
3　褐　色　ローム小ブロック。ローム粒子微量

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1は南コーナーに付設され9平面形は長径80cm，短径60cmの不定形である。深さは80

cmあり9断面は深鉢状で，約100の傾きを持って内側に掘り込まれている。貯蔵穴2は北西壁の中央部に接し，

壁面を延長して北西壁の一部となっている○平面形は長軸95cm，短軸85cmの隅丸台形で，断面はU字形であ
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第140図　第16号住居跡出土遺物実測図

る。

貯蔵穴1土層解説
1褐　色　焼土小ブロック・ローム中プロッタ・ローム粒子少　2　褐

量，炭化物微量

貯蔵穴2土層解説

1褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量　3　褐
2　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・ローム中プロツ　4　褐

ク微量

◎
l

∈∋

け

0

′　　　ヽ

㊥
】

⊂）

柑

甲　攣
①9　⑬用

10cm
．－　．t．．い－　－・－一　一　・－－　　・－

0　　　　　　　2cm

L　ヱ　＿」

色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒
子・炭化物微量

色　ローム小プロッタ・ローム粒子少量，炭化物微量
色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭

化物微量

覆土10層から成る0覆土下層から中層にかけて焼土粒子，炭化物，炭化粒子を含む暗褐色土が堆積し，中層

から上層にかけてロームブロック，ローム粒子を含む褐色土が複雑に堆積している状況から，人為的に埋め

戻されたものと考えられる。耕作による撹乱を広く受けている。

土層解説

1褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小プ　2　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
ロック微量　　　　　　　　　　　　　3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
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4　褐　　色　ローム粒子中量，廃土粒子・炭化粒子微量，締まり強　8　暗褐色　ローム粒子中量，廃土粒子・炭化粒子・ローム小ブ
5　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小プロ、ソク少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
6　褐　　色　ローム粒子多量，廃土粒子微量
7　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

ロック微量
9　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小プロ、ソク極微量
10　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小プロ、ソク少量，炭化粒子

微量，締ま中強

遺物　南寄りの床面直上から北西寄りの覆土下層にかけて土師器片が少量出土している。第140図1～4の高杯

は，1が南コーナー寄りの床面直上から逆位の状態で，2．3が南東壁際の床面直上から，杯部を斜位の状

態に重ねた状態で，4が北寄りの覆土中層から正位の状態で出土している。5，6の相と聾は，共に北西壁

寄りの覆土下層から，7の甑は南寄りの床面直上から出土している。その他，8～10の土玉は，8が南寄り

の床面直上から9　9の10は覆土中から出土している。11～温7の臼玉の内916が炉内覆土上面から918のガラ

ス義は炉内覆土中層から出土したものである。

所見　本跡からの出土遺物は少量であるが，臼玉が複数とガラス玉が出土していることから，祭祀行為との関

連等，特殊な見方もできる住居跡である。時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第路号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 140図 高　　 士不 A　 19．5 塔部片。士不部 は外傾 しなが ら立 ち 目線部 内 ・外面横 ナデ。杯部内 ・ 砂粒 ◎ス コリア ◎ P 90　 50％

1 土 師 器 B （6．5） 上が り，口緑部 は僅か に反 る。杯 外面 ナデ。塔部下位輪積 み痕。 パ ミス P L 32

部下位 に極 めて弱 い稜 を持 つ。 にぷい橙色

普通

南コーナー寄り床面直上

内 ・外面煤付着

2

高　　 林 Å　 18．8 塔部 片。師部 は外傾 しなが ら立 ち 口緑部 内 ・外 面横 ナデ。杯部内 ・ 砂 粒 ・ス コリア ・ P 91 45％

土 師 器 B （5．5） 上が り，口緑部 は僅 かに反 る。杯

部 下位に明瞭 な稜 を持 つ。

外面 ナデ。外面赤彩。 雲母

橙色　 普通

南東壁際床面直上

3

高　　 ま不 A　 17 ．0 土不部片。塔部 は外上 方に開 きなが 目線部 内・外面横 ナデ。杯部外面 砂粒 ・雲母 P 92　 50％

土 師 器 B （6 ．9） ら立ち上が り，その後 9僅かに内傾

する。均部 下位に明瞭な稜 を持つ。

斜位のへラ削 り後 ナデ，内面 ナデ。 橙色

普通

南東壁際床面直上

4

高　　 ま不 D ［16 ．8］ 脚部 か ら裾部の破片。脚 部は柱状 脚部 外面縦 位 のへ ラナ デ。裾部 砂粒 ・スコ リア P 93　 40％

土 師 器 E （7 ．2） に開き，裾部 との境で屈曲 し，裾部

は大 きく開 き9端部 は僅かに反る。

内 ⑳外面ナ デ。脚部 内面輪積み痕。 橙色

普通

北 寄 り覆土中層

5

柑 B （6 ．3） 底部 か ら体 部上位の破片。平底。 体部 内 ・外 面ナデ。 砂粒 ・スコ リア P94　 35％

土 師 器 C　　 2 ．0 休部 は球形状 を呈す る。 にぷい黄橙色

普通

北 寄 り履土下層

外 面剥離

内 6 外面煤 付着

6

賓 B （5 ．0） 底部 か ら体部 下位の破片。上 げ底 体 部外面へ ラ削 り後 ナデ，内面 ナ 砂粒 e石英 eパ ミ P 95　20％

土 師 器 C　　 6 ．8 気味 の突 出 した平底。体部 は内攣 デ。底部へ ラ削 り。 ス e雲母 北寄 り履土 下層

しなが ら立 ち上が る。 橙色　 普通 外面煤付着

7

甑 A ［23．8］ 底部及 び口緑部 の破片。単孔式 の 口緑部内 ・外面指調整。体部内面 砂粒 ・雲母 P 96　25％

土 師 器 B ［14．6］ 平底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 へ ラナ デ。底部へ ラ削 り。 にぷ い橙色 P L 32

C　　 4．9 が る。日綾部 は折 り返 しのある複

合 口緑で，ほぼ垂直 に立ち上が り，

口唇部 はや や反 る。

普通 南寄 り床面直 上

休部外面著 しい

研磨痕。

図版番号 種　　 別

計　　 測　　 値　　 （cm） I 重量 。g ）

現存率（％） 出土地点 備　　 考

最大長 最大幅 最大厚 孔　 径

第140図 8 土　　　　 玉 2 ．8 2．8 － 0 ．8 （9 ．4） 60 南寄 り床面直上 D P 3

9 土　　　　 玉 2 ．8 2．7 － 0 ．7 18 ．9 100 覆土中 D P 4

10 土　　　　 玉 2 ．6 （2．5） － 0 ．6 （7 ．2） 40 覆土中 D P 5

図版 番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm）

重量 （g） 現存率 （％） 石　 質 出土地点 備　　 考

最大長 最大幅 最大厚 孔　 径

第140図11 臼　　　　 玉 0 ．4 0 ．4 0．2 0 ．2 0．1 100 滑　 石 覆土中 Q 15　P L 34

12 臼　　　　　 玉 0 ．5 0 ．5 0．2 0 ．15 0．1 100 滑　 石 覆土中 Q 16　P IJ34
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図版 番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm ） i 重量 （g ）

現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考
最大 長 最大幅 最大厚 孔　 径

第 140図 13 臼　　　　　 玉 （0．4） 0 ．5 0．25 0．2 （0 ．1） 90 滑　 石 覆土 中 Q l‘7　 P L 34

1 4
l 臼　　　　　 玉 0．5 0．4 0．3 0．15 0 ．1 10 0 滑　 石 覆土中 Q 18　 P L 34

1 5 臼　　　　　 玉 0 ．5 0．5 0 ．3 0．2 0．1 100 滑　 石 覆土中 Q 19　 P L 34

16 臼　　　　　 玉 0 ．5 （0．4） 0 ．3 0．15 （0．3） 90 滑　 石 炉内覆土上面 Q 20　P L 3 4

17 臼　　　　 玉 0 ．5 0 ．3 0 ．5 0 ．15 0．3 1 00 滑　 石 覆土中 Q 21 P L 3 4

18 ガ　 ラ　 ス　 玉 0．6 0 ．6 0．6 0 ．2 0 ．2 10 0 － 炉 内覆 土中層 Q 22

窮鼠7号住居跡（第141図）

位置　調査区のほぼ中央部，L15g2区。

重複関係　本跡は第1号溝により，壁9床の一部を南西から南東に掘り込まれ，南コーナーが削平している。

本跡のほうが古い。

規模と平面形　長軸7．28m，短軸［5．43m］の長方形。

主軸方向　N－400－E

壁　壁高は8～17cmで，外傾して立ち上がる。掘り込みが浅いため，南コーナーから南東壁中央部にかけて耕

作によって削平され残存しない。

床　平坦で，全体が軟弱である。南コーナー付近は第1号溝によって掘りこまれ残存しない。

ピッ距　4か所（Pl～P4）。Pl，P2は長径25～35cm，短径22～32cmの不整楕円形で，深さ約36cmである。P3，

P4は径20～22cm，深さ約40cmのほぼ円形に近いピットである。Pl～P4は各コーナー付近に付設され，位置や

配列から主柱穴と考えられる。

炉　中央から北西壁寄りに付設されている。平面形は長径93cm，短径65cmの長楕円形で，床面を約5cm掘り窪

めた地床炉である。炉床は火熱を受け僅かに赤変している。

炉土層解説
1褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微鼠炭化物極　2　赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子。炭化物微亀粘性e締

微畳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まり強

覆土　5層から成る。南東壁付近は削平されているため全体の層位関係を把握することはできないが言ヒ西壁

沿いの覆土下層から中層にかけて，焼土粒子，炭化粒子を含む褐色土の堆積がみられる。中層から上層にか

け部分的に炭化物とローム粒子を含む褐色土のレンズ状堆積がみられる。自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量　　　　　4　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子少亀炭化粒子。ローム
2　暗褐色　ローム粒子多量，炭化物微量　　　　　　　　　　　　　　　　　小ブロック微量
3　褐　色　ローム小ブロック◎ローム粒子中量，廃土粒子少　5　褐　色　ローム粒子多鼠焼土粒子のローム小ブロック少

量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量，炭化粒子微量，締まり強

遺物　北西寄りの覆土下層から床面直上にかけて土師器片が中量出土している。第142図1の高塀は，北西寄り

の床面直上から正位の状態で出土している塔部に，中央寄りの覆土下層から出土している高塀片が接合した

ものである。2～5の聾は，2が北寄りの覆土下層から，3が中央寄りの覆土中層から出土し，4が北寄り

の覆土下層及び床面直上から出土している賓片と接合し，5が北西寄りの床面直上から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から5世紀前半と考えられる。
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第掴図　第摘草住居跡実測図

第17号住居跡出土遺物観察表
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図版番号器　　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第142図 高　　 士不 Å［17．0］脚部から口緑部の破片。脚部は柱 口緑部内e外面横ナデ。土不部内e 砂粒。石英。長石 P97　30％

1 土師器 B （10．8）状を呈し，土不部は緩やかに外傾し外面ナデ。脚部内。外面縦位のへ にぷい橙色 北西寄り床面直

E （6．3）て立ち上がり，口緑端部は反る。

師部下位に弱い稜を持つ。

ラナデ。 普通 上

郷部外面煤付着

2

聾 A ［10．8］体部下位から目線部の破片。体部 目線部内。外面横ナデ。頸部内e 砂粒e長石 P98 15％

土師器 B （11．0）は内攣しながら立ち上がり，頸部 外面刷毛目整形後ナデ。体部内e 明赤褐色 北寄り覆土下層

は括れ，口緑部は外傾する。 外面ナデ。 普通 体部内面煤付着
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第142図　第17号住居跡出土遺物実測図

10cm

！　　　i f

図版番号器　　種計測値（cm）器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第142図聾A［22．6］休部上位から口緑部の破片。休部口緑部内・外面横ナデ。体部内・砂粒・石英・長石・P9915％

3土師器B（9．0）は中位が張り，僅かに内攣しなが外面ナデ。口緑部外面指圧痕。パミス
中央寄り覆土中

ら立ち上がる。口緑部は折り返し

のある複合口緑で，やや外傾する。

橙色

普通

層

4

要A　17．6底部及び口緑部一部欠損。体部はロ緑部内・外面横ナデ。休部外面砂粒・石英・長石PlOO　60％

土師器B（23．0）球形状を呈し，内野しながら立ち刷毛目整形後ナデ，内面ナデ。明赤褐色 PL32

上がる。口緑部は外反する。 普通 北寄り覆土下層

及び床面直上

休部外面煤付着
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調。焼成 備　　 考

第142図 婆 A ［18．3］ 体部中位か ら目線部の破片。体部 口緑部内・外面横ナデ。体部内・ 砂粒 ・長石 ・雲母 P lO1 40㌔
5 土 師 器 B （19．0） は球形状を呈 し，内攣しながら頸 外面ナデ。頸部外画粘土補強痕。 にぷい橙色 北西寄 り床面直

部に至る。目線部は 「く」の字状

に外反する。

内面輪積み痕。

！

普通

i
上

第盈8号住居跡（第143図）

位置　調査区の中央部やや南西学監摘g7区。

重複関係　本跡は第且号溝により撃壁撃床の一部を南西から南東に掘り込まれ誹膵している。本跡のほうが

古い。

規模と平面形　長軸3．95m撃短軸3。63mの方形。

主軸方向　N－46ローE

‾　ヮ〆．右．r昌

0　　　　　　　1m
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第摘図　第臓号佳贋跡実測図
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壁　壁高は30～38cmで，垂直に立ち上がる。南西壁中央から南東壁中央にかけて第1号溝が掘り込んでいるた

め一部残存しない。

床　平坦で，全体が踏み締まっている。

炉　中央から北西寄りに付設されている。平面形は長径57cm，短径46cmの楕円形で，床面を約4cm掘り窪めた

地床炉である。炉床は火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説
1　暗赤　褐色　廃土粒子多量，ローム粒子微量，ローム小プ　2　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量，ローム小ブ

ロック極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロック極微量

貯蔵穴　東コーナー付近に付設され，平面形は長径84cm，短径66cmの楕円形である。深さは53cmで，断面は逆台

形をしている。貯蔵穴周辺は踏み固められ，馬蹄形の高まりを持っている。

貯蔵穴土層解説
1褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，焼土粒　3　褐　　色　焼土小ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微

子・炭化物極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量，焼土粒子極微量
2　褐　　色　炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土

小ブロック・焼土粒子微量

覆土　9層から成る。部分的に自然堆積の様相もみられるが，床面上から上層までの複雑な堆積状況をみると，

遺構の上層部分まで人為的に埋め戻しが行われ，その後，自然堆模したものと思われる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，廃土粒子少量，炭化物・炭化粒子　5　暗褐色　ローム粒子多量，壌土粒子少量，炭化物・炭化粒子

微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　微量
2　暗褐色　ローム粒子多量，焼土小ブロック・廃土粒子少量，　6　褐　　色　ローム粒子多量，焼土小ブロック少量，炭化粒子

ローム小ブロック微量，締まり強　　　　　　　　　　　　　　　微量
3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒　7　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量，廃土小

子・炭化粒子微量，締まり強　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロック微量
4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒　8　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

子・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　9　褐　　色　ローム粒子・ロームブロック微量

遺物　覆土中層から床面直上にかけて土師器片が少量出土している。第144図1・2の高塀は，共に東寄りの床

面直上から正位の状態で出土している。その他，3の剣形石製模造品が覆土中から出土し，4～8の臼玉が

東寄りの床面直上から，9の臼玉が北西寄りの床面直上から出土している。

所見　本跡は出土遺物から祭祀行為との関係が推測される住居跡である。時期は，出土遺物から5世紀前半と

考えられる。
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第温8号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（C汀i） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎士・色調。焼成 備　　 考

第1舶図 高　　 林 A　白9虻 塔部片。塔部は外傾 して学外上方 目線部内。外面横ナデ．杯部内・ 砂粒。石英・長石 。 P lO2　40㌔
1 土 師 器 B （6．郎 に開 く。塔部下位に明瞭な稜を持

つ。

外面ナデ。 スコリア 東寄 り床面直上

にぷい橙色 二次焼成

普通

高　　 ま不 A　白9．両 輝部片。杯部は外傾 して外上方に 口緑部内・外面憤十干。林部外面 砂粒 。石英 。長石 P lO3　30㌔
2 土 師 器 B （5．5） 開き，口唇部は僅かに反る。坪部 刷毛目整形後へラナデ9内面ナデ。 橙色 東寄 り床面直上

－

下位に強い稜を持つ。 普通 内面剥離

図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm）

重量 （g） 現存率（％） 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 極 大厚

孔　 怪 石　 質

第1舶図 3 剣形石製模造品 3 ．3 1．6 0．3 0 ．2 2 ．4 10 0 片　 岩 覆土 中 Q 23　 P L 3 4

4 臼　　　　　 玉 0 ．3 0 ．3 0．3 0 ．1 5 0 ．1 10 0 滑　 石 東寄 り床面直上 Q 2 4　 P L 3 4

5 白　　　　　 玉 0．4 0 ．4 0 ．3 0．15 0 ．1 100 滑　 石 東寄 り床面直上 Q 2 5　 P L 3 4

6 白　　　　　 玉 0．4 0．4 0 ．2 0．15 0 ．1 1 00 滑　 石 東寄 り床面直上 Q 2 6　 P L 34

7 臼　　　　　 玉 0．4 0．4　　　　 0．1 0 ．15 0．1 1 00 滑　 石 東寄 り床 面直上 Q 27　 P L 34

8 臼　　　　　 玉 0 」 0．4
0・中 ・2

0．1 10 0 滑　 石 東寄 り床面直上 Q 28　 P L 3 4

9 白　　　　　 玉 0 ．4 0 ．4 0．2　 日 用 0 ．1 1い0 滑　 石 北西寄り床面直上 Q 29　 P L 3 4

窮摘号住居跡（第摘図）

位置　調査区の南東部中央付近学監蟻g7区。

規模と平面形　長軸5。5触9短軸5．35mの方形。

主軸方向　Nl一一一47し‾－．一一E

壁　壁高は2～鋼cmで　外傾して立ち上がる。

壁溝北西壁沿いを除いては管用回している。上幅　～航m　深さ　～祝mで　断面形はU字形である。

床　平坦で学全体が踏み締まっている。

酌拒　5か所動～㌘5）。㌘1～㌘摘長径24～3輸　短径20～26cmの不整楕円形である。深さは40～挽mであ

る。各コーナーからやや中央に向かったところに付設され撃位置や配列から主柱穴と考えられる。㌘5は径25

cmタ深さ18cmの円形である。中央から南東壁寄りに付設されタ位置や配列から出入ロピットと考えられる。

炉　中央から北西壁寄りに付設されている。長径摘誌m　短径罰cmで床面を約5cm掘り窪めた長楕円形の地床

炉である。炉床はよく焼け赤変硬化している。

炉土層解説

ヱ　暗　褐　色廃土小ブロック蠣土粒子順化物0ローム粒　3　暗赤褐色焼土小ブロック蠣土粒子中量，煉土中プロツ∵ア　′ト、1Eヨ

子少量

2　にぷい赤褐色　廃土小ブロックe廃土粒子中量争焼土中ブロッ
クe炭化物・ローム小プロ、ソク少量，ローーム粒
子微量

ン・炭化物少量，ローム粒子極微量

貯蔵宍　南コーナーに付設され撃平面形は長径鮒cm　短径甑mの楕円形である。深さは65cmで学断面はU字形

である。

貯蔵穴土層解説

1褐　色　畢手中プロ、ソツ・炭化粒子・［トム小プロ、ソク少鼠
炭化物微量

2　明褐色　炭化粒子中量，焼土中ブロックの廃土小ブロック
ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

3　褐　色　廃土小プロ、、ノブ・炭化粒子・ローム小ブロック少量
4　明褐色　廃土小プロ、ソク・炭化粒子少量，亡トム小プロ、ソク

微量

覆豊　7層から成る。南西壁沿い及び北西壁際は大きく耕作による撹乱を受けタ壁際の土層堆積状況が不明で

あるが9北東壁際から床面中央に向かって褐色土が流れ込んでいる。覆土下層には廃土粒子と炭化物を含む

褐色土が堆積し撃中層から上層にかけてロームブロック撃ローム粒子を含む暗褐色土が複雑に堆積している
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第摘図　第摘草鎮贋跡実測図

状況から自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子多量，廃土粒子・炭化粒子・ローム小ブ

ロック微量，締まり強
2　暗褐色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，廃土粒子・ローム

小ブロック微量9　締まり強
3　褐　　色　ローム粒子中量，炭化物・炭化粒子少量，廃土粒子

微量

㌔／『

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

．ニ　　‥　　　　一二…＿　　＿　＿　ミ

4　暗褐色　ローム粒子多量，廃土粒子少量，炭化物微量
5　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量，締まり強
6　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量
7　褐　　色　ローム粒子多量，廃土粒子少量，炭化物・炭化粒

子・ローム小ブロック微量

遺物　東寄りの覆土中層から床面直上にかけて撃土師器片が少量出土している。第146図1の高塀幻ヒ寄りの覆

土下層から出土している。2～4の婆は撃　2◎拍貰東コーナー寄りの床面直上から9　3が南コーナー寄りの

覆土下層から出土している。その他　5の砥石が覆土中から9　6の臼玉が南コーナー寄りの床面直上から9

7の臼玉が東コーナー寄りの覆土中層から出土している。
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第146図　第19号住居跡出土遺物実測図

所見　本跡の時期は，出土遺物から5世紀前半と考えられる。

第19号住居跡出土遺物観察表

◎
I

∈∋

6

◎
I

田

7

6・7S〒名

0　　　　　　　　　　　10cm

」　　　　　　　　」

図 版 番 号 器　　 種 計 測 値 （q m ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 1 4 6 図 高　　 土不 A 　 1 8 ．4 珂 こ部 片 。師 部 は 外 傾 し て 外 上 方 に 口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 塔 都 外 面 砂 粒 ・雲 母 P l O 4 　 4 0 ％

1 土 師 器 B （ 5 ．9 ） 開 く 。 坪 部 下 位 に 弱 い 稜 を 持 つ 。 斜 位 の へ ラ ナ デ ，内 面 ナ デ 。 坪 部 赤 橙 色 北 寄 り 覆 土 下 層

下 位 に 接 合 部 の 突 起 が 残 る 。杯 部

外 面 輪 積 み 痕 。

普 通 内 ・外 面 煤 付 着

2

婆 A ［1 5 ．0 ］ 体 部 中 位 か ら 口 緑 部 の 破 片 。休 部 口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 砂 粒 ・石 英 ・長 石 ・ P l O 5 　 3 5 ％

土 師 器 B （1 3 ．5 ） は 内 管 し な が ら 立 ち 上 が り ，口 緑 斜 位 の ヘ ラ ナ デ ，内 面 ナ デ 。 ス コ リ ア 東 コ ー ナ ー 寄 り

部 は 折 り 返 し の あ る 複 合 口 緑 で ， に ぷ い 橙 色 床 面 直 上

「 く 」 の 字 状 に 外 反 す る 。 普 通 内 面 剥 離

3

婆 A 　 1 6 ．4 休 部 上 位 及 び 口 緑 部 の 破 片 。 口 緑 口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 頚 部 外 面 砂 粒 ・パ ミ ス P l O 6 1 0 ％
土 師 器 B （ 4 ．5 ） 部 は 「 く 」 の 字 状 に 外 反 す る 。 刷 毛 目 整 形 後 ナ デ 。 橙 色

普 通

南 コ ー ナ ー 寄 り

覆 土 下 層

4

粟 B （1 6 ．2 ） 底 部 か ら 休 部 上 位 の 破 片 。突 出 し 体 部 内 ・外 面 へ ラ ナ デ 。 底 部 へ ラ 砂 粒 ・ 石 英 ・長 石 P l O 7 　 3 0 ％
土 師 器 C 　　 6 ．3 た 平 底 。 休 部 は 球 形 状 を 呈 し ，内 削 り 後 ナ デ 。 黒 褐 色 東 コ ー ナ ー 寄 り

攣 し な が ら 立 ち 上 が る 。 普 通 床 面 直 上
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図版 番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm ）

重量 （g ） 現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大 厚 孔　 径

第146図 5 砥　　　　 石 （6 ．1） （2 ．3） （0．5） － （8 ．0） 不明 粘板岩 覆土 中 Q 30

6 臼　　　　　 玉 0．4 0 ．4 0．25 0．15 0 ．1 10 0 滑　 石 南コーナー床面直上 Q 31 P L 3 4

7 臼　　　　　 玉 0．4 0 ．4 0．4 0．2 0 ．1 10 0 滑　 石 東コーナー覆土中層 Q 32　P L 3 4

第20号住居跡（第147図）

位置　調査区の北東部，L16d2区。

規模と平面形　本跡の東コーナー付近から南東壁中央部にかけて，壁面が削平され規模は不明であるが，残存

する壁面から長軸6．46m，短軸4．76mの長方形と推測される。
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第相国　舞踊号住居跡実測図
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第摘図　第調号住居跡出藍通観実測図

主軸方向　N－370－E

壁　壁高は4～23cmで，外傾する。

床　平坦であるが，踏み締まりはみられない。西コーナー付近と北コーナーには焼土の広がりがみられる。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は径24～34cmの円形で，深さは25cm～30cmである。各コーナー付近に付設

され，規模や配列から主柱穴と考えられる。

貯蔵穴　東コーナー付近に付設され，平面形は長径62cm9短径50cmの不整楕円形で，深さは55cmで，円筒状に

掘られている。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム粒子多亀焼土粒子少量，炭化粒子微亀

粘性強
2　褐 色　ローム小ブロックeローム粒子多量，焼土粒子。炭

化粒子ゆローム中ブロック少量

3　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子e炭化物微量
4　褐　　色　ローム粒子多量，締まり強

覆土　4層から成る。東コーナーから南東壁中央部にかけての土層堆積状況は確認できないが，土層堆積状況

のよい北西壁沿いには褐色土が堆積し，自然堆積の様相がみられ，覆土下層から上層にかけて，焼土粒子，

炭化粒子を含む暗褐色土が厚く堆積している。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子e炭化物少量，炭化粒子

微量
2　暗褐色　焼土粒子eローム粒子中量，炭化粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子。炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子多量，廃土粒子e炭化粒子微量

遺物　南東寄りの床面上から土師器片が少量出土している。第148図1◎2の高塀は，共に北西寄りの床面直上

から逆位の状態で出土し，3の壷は西コーナー寄りの床面直上から斜位の状態で出土している。

所見　本跡の床面からは，炉が確認できなかったが，炭化材と焼成を受け硬化した不整形の粘土塊がみられ，

西コーナー付近から北コーナーにかけ焼土の広がりもみられた。だが，床面全体の火熱を受けた硬化部分が

確認できず焼失家屋と考えるには疑問が残る。本跡の時期は，出土遺物から5世紀前半と考えられる。

第20号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調・焼成 備　　 考

第148図 高　　 塀 A ［15．9］ 土不部片。塔部 は内 ◎外面に歪み を 日録部 内e外面横ナ デ。土不部外面 砂粒 ・スコ リア P lO 8　20％

1 土 師 器 B L （6．0） 持 ちなが ら，外傾 して外上方に立 刷毛 目整形後 ナデ，内面ナ デ。 にぷい橙色 北西寄り床面直上

ち上 がる。坪部下位 に明瞭 な稜 を

持 ち，接合部の突起が残 る。

普通 内 ・外面剥離

2

高　　 士不 B （8 ．0） 脚部か ら裾部 の破 片。脚部 は柱状 口緑部外面横位のへ ラナデ，内面 砂粒 e石英 e 長石 P lO9　 30％
土 師 器 D ［14 ．5］ を呈 し，裾部で屈曲 し大 きく開 く。 ナデ。裾部内 ◎外面 ナデ。外面赤 明赤褐色 北西寄り床面直上

脚部中位 に一 つの円孔 が穿たれ，

反対側 に孔 を穿つ途 中の痕跡が残

る。

彩。 普通 著 しい内面剥 離
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図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

第 148図
ニ土ご雲貰 A　　 7 ．4 口緑部一部欠損。平底。体部 中位 口緑部内 ◎外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・石英 ・パ ミ P llO　 98％

3
土 師 器 B　　 7．7 に最大径を持 ち，球 形状 を呈する。 へ ラ削 り，内面ナデ。外面赤彩。 ス ◎雲母 P L 3 2

C　　 3．8 頸部 は括れ，日録部 は外傾 する。 にぷい橙色

普通

西 コーナー寄 り

床面直上

体部外面煤付着

第2鼠号住居跡（第149図）

位置　調査区の東部，Ⅲ6f7区。

規模と平面形　長軸4．52m，短軸3．64mの長方形。

主軸方向　N－900－E

壁　壁高は14～25cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，踏み締まっている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径26～32cm，短径22～30cmの不整楕円形で9深さは16～29cmである。

各ピットはコーナー付近に付設され，規模や配列から主柱穴と考えられる。P5は径25cmの円形で，深さは19

cmである。南東壁際中央からやや南寄りにあり，規模や位置から出入ロピットと考えられる。

第掴図　第別号住居跡実測図

軍1　尋

0　　　　　　　2m

』二＿＿＿＿＿上二＿…＿　　」
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第摘図　第別号住居跡出藍遺物実測図



覆土　9層から成る。西壁の覆土下層から中層にかけ褐色土が堆積し，中層から上層にかけて暗褐色土が厚く

堆積し，南壁際には覆土下層から上層にかけて褐色土が厚く堆積している。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子多量，締まり強
2　暗褐色　ローム粒子中量
3　褐　　色　ローム粒子少量
4　褐　　色　ローム粒子少量
5　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

6　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子極微亀締まり強
7　褐　色　焼土粒子。ローム粒子中量，締まり強
8　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，締まり強
9　褐　　色　ローム粒子中量，締まり強

遺物　中央付近の覆土下層を中心に土師器片が中量出土している。第150図1～3の高塀は，1が北東寄りの覆

土下層から逆位の状態で，2が南西寄りの覆土下層から正位の状態で出土している。3は北東寄りと，西寄

りの覆土中層から出土している高塀片が接合したものである。4の相は北寄りの覆土中層から逆位で出土し

ている。5～8の寮は，5が北西寄りの覆土中層から出土し，6が西コーナー寄りの覆土下層から斜位の状

態で9　7が中央及び西寄りの覆土下層から出土している婆片が接合し，8が中央寄りの覆土下層から出土し9

9の甑が北寄りの覆土下層から出土している。

所見　本跡は9当遺跡内から確認した同時期の住居跡が概ね付設している炉及び貯蔵穴の何れも持たない住居

跡であるが9床面の硬化した部分が確認され9遺物及び出土状況から住居跡として取り扱った。時期は，出

土遺物から5世紀前半と考えられる。

第2且号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第150図 高　　 ま不 A　 18．3 杯部 片。土不部 は外傾 して外上方 に 目線部 内e外面横 ナデ。塔部 外面 砂粒 ・石英 ・雲母 P ll1 50％
1 土 師 器 B （5．7） 開 く。塔部 下位 に明瞭な稜 を持つ。 へ ラナデ，内面 ナデ。 にぷい橙色

普通

P L 33

北東寄り覆土下層

2

高　　 塀 A ［19 ．9］ 脚部から師部の破片。脚部は下方に 日録部内 e外面横ナ デ。均部 外面 砂粒 e 雲母 P l12　40％
土 師 器 B （11 ．3） ラッパ状に開く。坪部は外上方に立ち へ ラナ デ，内面ナデ。脚部外面縦 明赤褐色 南西寄 り覆土下

E （4．9） 上がり，下位に明瞭な稜を持つ。 位のへ ラナデ。脚部内面輪積み痕 。 普通 層

3

高　　 士不 D　 15．5 師部欠損。脚部 は下方 にラッパ状 脚部 外面縦位のへ ラナデ，裾部外 砂粒 ・石英 ・長石 P l13　 50％
土 師 器 E （10．0） に広が り，裾部 は大 き く開 く。脚 両横 ナデ。脚部外 面中位に横位の 橙色 P L 33

部中位に一つの孔 を穿 つ。 線刻。 内面輪積み痕。 普通 北東及び西寄り覆土中層

内 。外 面煤付 着

4

肘 B （9 ．5） 口綾部 一部 欠損。平底。体 部は ソ 体部外面上位刷 毛目整 形後ナ デ， 砂粒 ・長石 ・雲母 P l14　 85％
土 師 器 C　　 4 ．2 ロバ ン玉状 を呈 し，最大径 を体部 下位へ ラナデ，内面ナ デ。外面赤 橙色 P L 33

中位 に持 つ。 彩。 普通 北寄 り覆土 中層

外面煤付着

内面剥離

5

婆 A ［13．4］ 体部及び 日録部一部欠損 。平底。 口緑部 内 e外面横 ナデ。体部外面 砂粒 。石英 e長 石 e P l15　 70％
土 師 器 B　 23．9 体部は球形状 を呈 し，最大径 を中 斜位 のへ ラナデ，内面ナデ。底部 スコ リア PL 33

C　　 6 ．3 位に持つ。口緑部 は 「く」の字状

に外反 する。

ヘ ラ削 り。 にぷい橙色　 普通 北西寄り覆土中層

6

小 型 賓 A ［12 ．0］ 体部 中位 か ら口緑部の破片。体 部 口緑部 内e外面横 ナデ。体部外面 砂粒・パ ミス・雲母 P l16　 20％
師　　 器 B （9 ．5） は内攣 しなが ら立 ち上が り，口緑 斜位の ナデ，内面ナ デ。 にぷい赤 褐色 西 コーナー寄 り

部 は外傾 して立 ち上が り，その後，

僅か に外反 する。

普通 覆土下層

外面煤付着

7

聾 A　 17．5 底部欠損。体部 中位 は球形状 を呈 口緑部内 。外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 eパ ミス P l17　60％
土 師 器 B （17．8） し，内攣 しながら立ち上がり，口緑 斜位 のへ ラナデ，内面ナデ。 橙色 P L 33

部 は 「く」の字状 に外反 する。 普通 中央及び西寄 り

覆 土下層

体部外面上位煤付着

8

賓 A ［23 ．0］ 体部 中位 か ら口緑部 の破片。体 部 目線部 内e外面横ナ デ。体部外 面 砂粒 e 石英 e 長石 P l18　 20％

土 師 器 B （13．0） は内攣 しなが ら立 ち上が り，目線 へ ラナ デ，内面ナ デ。頸部外面指 橙色 P L 33

部 はやや外反 する。 圧 痕。 普通 中央寄り覆土下層

口縁部内。外面煤付着

9

甑 A　 18 ．9 口緑部 一部 欠損。平底 。体 部 は内 口緑部 内 。外面横ナデ。体部 内。 砂粒 e雲母 P l19　90％

土 師 器 B　 12 ．9 攣しなが ら立ち上がり，口緑部は折 外面 ナデ。底部へ ラ削 り。 橙色 P L32

C　　 4 ．3 り返 しのある複合 口緑で，外傾する。 普通 北 寄 り覆土下層
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図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm）

重量（g） 現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考

最大長 最大幅 最大厚 孔　 径

第150図10 臼　　　　 玉 0．45 0．45 0．3 0．15 0．1 100 滑　 石 覆土中 Q 33　PL 34

（2）竪穴遺構

当遺跡の調査では，炉を付設せず，対になる2本のピットをコーナーに持ち，明確に他の住居跡とは異なる

構造物が推測できる遺構を調査区の北部で1基確認したので竪穴遺構とし，遺構及び遺物について記載する。

第且号竪穴遺構（第151図）

位置　調査区の北部，K15g2区。

規模と平面形　長軸2．63m，短軸1．65mの長方形。

長軸方向　N－20〇一W

壁　壁高は15～33cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　出入り口から中央部にかけては平坦で，中央部から北西壁にかけ緩やかに駆け上がる。

ピット　2か所（Pl，P2）。Pl，P2は南西◎南東両コーナーに壁面を延ばして，その一部となって付設され，

長径35～40cm，短径31～34cmの不整楕円形で，深さ60～70cmである。規模や位置から主柱穴と考えられる。

覆丑．4層から成る。覆土中層から上層にかけ一部耕作による撹乱を受けているが9その他はレンズ状の堆積

状況がみられる。覆土下層から中層にかけて廃土粒子を含む褐色土が堆積し，中層から上層にかけて廃土粒

子，炭化物を含む黒褐色土が堆積している。

一

～

　

　

　

　

　

　

　

　

　

！

4　　　　　3

C

二「了「二二二二二＿
第相国　第　号竪究遺構実測図
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土層解説

1黒褐色　焼土粒子。炭化物eローム小ブロックeローム粒子　3　褐
少量

2　黒褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量，廃土粒子e炭　4　褐
化物微量

色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒
子。ローム中ブロック微量

色　ローム粒子中量，廃土粒子。ローム小ブロック微量

遺物　覆土中から床面直上にかけて極めて少量で微細の土師器片が出土し，土師器の体部にはいずれも刷毛目

整形痕が残る。

所見　本跡は9竃や炉を持たず9出入口と思われる部分に緩やかな傾斜を持ち，柱穴は東南コーナーに2か所

付設されているところから，住居跡とは異なる片流れ屋根的掘立小屋といった上屋構造物が推測される。時

期は9床面直上から出土している遺物が少量なので特定するには至らないが，土師器の様相から5世紀前半

頃のものと考えられる。

（3）　土坑

今回の調査では9古墳時代の土坑を4基確認した○以下，確認した遺構と遺物っいて記載する。

第68尊皇坑（第152図）

位置　調査区の中央部からやや軋む抽8区。

規模と平面形・長径0．73m，短径0。64mの円形で9深さは0．33mである。

長径方向　N－370－W

壁面　北東壁に段を呈し，ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　南西側に落ち込みがみられる。

覆土　耕作による撹乱を受け，層位の把握ができなかった。

遺物　覆土中や底面から土師器13片が出土している01の婆は覆土中から斜位の状態で出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から5世紀後半のものと考えられる。性格は不明である。

第77考量坑（第152図）

位置　調査区の東部，L16b3区。

規模と平面形　長径0。60m，短径0．51mの楕円形で，深さは0．56mである。

長径方向　N－530－E

壁面　北東壁は垂直に立ち上がり，南西壁は外傾して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　2層から成る。

土層解説

1暗褐色呂；諸芸少鼠焼土粒子傾化粒子eロ‾ム小ブ　2暗褐色ローム粒子鴨焼土粒子。炭化粒子微量

遺物　覆土中や底面から土師器13片が出土している。2の高柳ま正位の状態で底面から出土し，3の賓は斜位

の状態で，底面から出土している。また，覆土中層から単孔円板が出土している。

所見　本跡出土の赤彩された高塀及び有孔円板の出土状況から9何らかの祭祀行為との関係も推測される。ま

た9遺構の形状や規模などから外部貯蔵施設として利用された可能性もある。時期は，5世紀後半頃と考え

られる。
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第93号丑坑（第152図）

位置　調査区の東部，M14a9区。

規模と平面形　長径1．18m，短径1．11mの不整円形で，深さは0．35mである。

長径方向　N－390－W

壁面　西側の壁面は外傾して立ち上がり，東側はほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平担である。

覆土　4層から成る。土層1から炭化物が，土層3からは焼土粒子と炭化物が確認されている。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物。ローム小ブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子e炭化物。ローム中ブッ

クeローム小ブロック微量
4　暗褐色　ローム中ブロック。ローム粒子少量

遺物　覆土中層から剣形石製模造品が出土している。

所見　出土遺物の剣形石製模造品は，当遺跡内から出土しているものと類似するものであるが，他の出土遺物

がないことから，時期の特定はできないが，5世紀代に属するものと推測される。性格は不明である。

第98号土坑（第152図）

位置　調査区の中央部からやや東，K15j2区。

重複関係　本跡は，第7号住居跡の中央部を掘り込んでいる。

規模と平薗形　長径2．20m，短径1．03mの不整楕円形で，深さは0．13mである。

長径方向　N－800－W

壁面　緩斜する。
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第153図　第88・77・93・98号土坑出土遺物実測図

底面　皿状である。

覆土　3層から成り，レンズ状の堆積状況がみられる。

土層解説
1黒　　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，炭化

物・ローム小ブロック微量
3　赤褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　覆土中や底面から土師器62片が出土している。第153図6・7の壷は覆土中から出土したものである。

所見　本跡の時期は，出土遺物から第7号住居跡とほぼ同時期の5世紀前半のころと考えられるが，第7号住

居跡よりやや先行するものと考えられる。性格は不明である。
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第68号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 恒 雁 （cm）
器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土魯色調機 成 l 備　 考

第153図

1⊥

土 器 語 鵠 体部下位から口綾部の破片。体部は内 日録部内・外面横ナデ。休部外面 砂粒 。石英 ・スコ　 P 120　40％

鸞しながら立ち上がり，体部中位に最 中位斜位のへラ削り，内面ナデ。 リア 診パ ミス 覆土中P L 33

大径を持ち9球形状を呈する。目線部 頸部粘土紐状補強痕。 黒褐色　　　　　　 体部内・華面煤付着

は「く」の字状に外反する。 普通

第77号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計 測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調・焼成 備　　 考

第15 3回 高　　 林 B （14 ．5） 林部及び裾部一部欠損。脚部 は柱状 杯部外 面へ ラナ デ，内面ナデ。脚 砂粒・バ ミス・雲母 P 12 1 7 0㌔

2 土 師 器 D　 14．8 を呈 し9裾部は下位で大 きく開き，端 部外面縦 位のへ ラ磨 き，裾 部へラ にぷい橙色 P L 33

E　 l O．0 部は反る。棒部は外反気味に立ち上が

り，杯部下位に明瞭な稜を持つ。脚部

中位四方に4 つの孔を穿つ。

磨 き。脚部 内面へ ラ削 り。 普通 覆土下層

3

婆 A ［15 ．4］ 体部 中位か ら日録部の破片。休 部 目線部内 。外面横ナ デ。休部外面 砂粒 ・石英 ・長 石 ・ P 122　 4 0％

土 師 、器 B （13 ．2） は内攣 しなが ら立 ち上が り，日経 刷毛 目整形後 ナデ，内面ナ デ。頸 スコ リア PL 3 4

部 は 「く」の字状 に外反す る。 部内面輪積 み痕。外 面赤 彩。 にぷ い橙色　 普通 覆土下 層

二次焼成

図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （em）

重量 （g） 現存率（％） 石　 質

出土地点 i 備 考

最大長 最大幅 最大厚 孔　 径

第153図 4 有　 孔　 円　板 2．2 1．9 0．2
相 月 ・7　 日 輌 片　 岩 覆土下層　 iQ 34 P L 34

第98号土坑出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調・焼成 備　　 考

第153図 二士ご竺芝 A ［18．3］ 頸部か ら口綾部 の破片 。頸部 は僅 口緑部 内面ナ デ，外 面刷 毛 日整形 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 12 3　2 0％

6 土 師 器 B （7．5） かに外傾 して立 ち上 が り，日経部 後丁寧 なへ ラナデ。頸部 内面ナデ， 雲母 覆土中

は折 り返 しの ある複合 目線 で9外 外面刷 毛 目整 形後 丁寧 な縦位 の にぷい橙色

上 方に立ち上が る。 へ ラナデ。 普通

7

こまこご竺E B （8 ．1） 休部上位 か ら頸部の破片。体部上 頸部内 ・外面刷毛 目整形後 へラ磨 砂粒 ・スコ リア P 12 4 1 0％

土 師 器 位 に張 りがあ り，頸部 は僅 かに外 き。休部外面 へラ磨 き，内面 へラ にぷ い褐色 覆 土中

傾 して立ち上 が り，日綾部 に至る。 ナデ。 普通 二次焼 成

4　その他の遺構と遺物

は）土坑

調査区の全域から確認した土坑には撃　形状や規模に各々差異が認められ9　伴出遺物も殆どなら　時期や性格

が不明のものも多い。ここでは撃　それらを一覧表（表2鋸　に記載した。
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表鋼　西ノ原遺跡土坑一覧表

土坑

番号
位 置

長径方 向

（長軸方向）
平　　　 面　　　 形

規　　　 模 ！壁 面

底面 覆土 備　　　　　　　 考長径×短径可 深鈍 m）

23 L 13 al N …280…W 不　 整　 楕　 円　 形 … 猟 欄 1 鋸 緩斜 平坦 自然

25 L 13ぐJ N －12㌦E 不　 整　 円　 形 上22 ゝ1 」」 81 外傾 平坦 自然

29 L 13b5 N －470－E 不　 整　 楕　 円　 形 上23 人0．83 80 外傾 平坦 自然

30 L 13b6 N －54㌦W 楕　　　 円　　　 形 0 ．95 X O．72 57 外傾 平坦 自然

32 L 13h6 N －380－E 不　 整　 長　 方　 形 1．14 ×臣69 84 緩斜 皿状 自然

34 K 13jT N －13㌧E 不　 整　 楕　 円　 形 1 ．18x l．02 46 外傾 平坦 自然

35 K 13 j9 N －5㌧E 円　　　　　　　 形 1 ．20x l ．17 74 外傾 凹凸 自然

36 K 14jl N －26㌦W 不　　　 整　　　 形 上40×臣99 68 袋状 凹凸 自然 土師器片2 （高林上聾1）

38 K 14 i2 N －13㌧E 不　 整　 楕　 円　 形 1．03X O ．87 70 外傾 皿状 自然

40 K 14日 N 三ぼりⅣ 楕　　　 円　　　 形 1．14 ×0 ．90 53 外傾 平坦 自然

43 K l右5 N J 6㌧E 不　 整　 楕　 円　 形 1．67 ×1．18 49 垂直 平坦 自然

44 K 14 e4 N －25ぐ一W 円　　　　　　　 形 0．60 ×0．55 43 垂直 平坦 自然

45 K 14両 N －46㌧E
！不　 整　 方　 形

0 ．68 x O．63 39 垂直 凹凸 自然

46 K 14子6 N －220－E 不　　　 整　　　 形 0 ．74 X O．46 36 外傾 平坦 自然

47 K 14 fG N －47㌧W 不　 整　 円　 形 1 ．14 ×1．11 49 垂直 平坦 人為

48 K 14pT ・N …68㌦E 不　 整　 長　 方　 形 1 ．20 ×臣98 70 外傾 凹凸 自然 土師器片5 （婆）

49
l

K 1 4d6 N －84㌦E 楕　　　 円　　　 形 0．63 ×0 ．41 42 垂 直 皿状 自然 土師器片1（婆）

50 K 14 a6 N －540－E 不　 整　 楕　 円　 形 0．97×0 ．87 58 外傾 凹凸 自然

52 K 摘。8 N －0い 不　 整　 方　 形 上00 X L 00 7 1 垂直 平坦 自然

55 K 14jT N －80㌧E 不　 整　 楕　 円　 形 1．54 Ⅹ0．85 23 緩斜 皿状 自然

56 K lヰj6 N －56㌦W 不　 整　 長　 方　 形 0．90 X O．65 34 緩斜 皿：伏 自然

57 K 14b6 N 弓移り紺 不　 整　 楕　 円　 形 1．00 人0．78 44 緩斜 平坦 自然

59 L 14dヰ N －59㌧W 不　 整　 楕　 円　 形 1．82 ×上03 96 垂直 凹凸 自然

64 L 14 d2 N －53㌧E 不　 整　 円　 形 1 ．05 ×0 ．96 61 垂直 皿状 自然

65 L 13 h6 N －33㌦W 不　 整　 長　 方　 形 1．27 ×0 ．96 30 緩 斜 皿状 i

平坦 ！

皿可

皿状 ！

皿状 ！

皿状 i

叫

叫

叫

凹可

平坦 i

自然 i

自然 ！

自然 i

自然 i

自然 ！

土師器片14 （聾）

66 L 13 h7 N 1 期㌧E 不　 整　 楕　 円　 形 1．92＼1．19 48 外傾 i

垂直 i

外傾 ！

垂可

外傾 ！

垂直 i

外傾 i

垂直

垂直

垂直

外傾 ！

68 L 14 f畠 N －37J－W 円　　　　　　　 形 0．73×臣64 33

69 L 15日 N －22J－E 長　 楕　 円　 形 1．13 ×0 ．62 26 土師器片4（婆）

77 L 16hj N －53㌦E 楕　　　 円　　　 形 0．60 ×0．51 56 土師器13（高榊 ．碧畑 石製模造品 町 L円軒 瀾 文土器

土 師器 片1（婆）

土師器片3 （高杯2 ，碧 1）

80 L 16 f2 N －32㌧E 不　 整　 楕　 円　 形 0．76 ×臣66 38 自然

83 L 16 hj N －21い－lE 不　 整　 楕　 円　 形 0 ．82 ×0．62 34 人為

84 M 16 h5 N 4 ぼ㌧E 不 整 長 楕 円 形 3 ．72 X l．24 80 自然

85 L 16 ht N －46J－W 長　　　 方　　　 形 0 ．81 X O ．71 23 自然

86 L 15hr N －331－W 円　　　　　　　 形 1 ．14×1．07 29 人為

89 L 15 j3 N －46㌧E 不　 整　 長　 方　 形 1 ．31×0 ．95 32 自然 土師器片48（襲）

92 M 14bl N －70㌦W 不　 整　 楕　 円　 形 1．85X L 0 9 52 平坦 自然 土師器片9 （婆）

93 M 14a9 N －39㌧W 不　 整　 円　 形 上18 ×1 ．11 35 外傾 ！

垂直 i

垂可

垂可

平坦 人為 土師器片8 高塔も聾畑 石製模造品（剣形石製模造品）

94 ！
M 14d8 N －16㌦E 不　 整　 楕　 円　 形 0．73 ×0．55 76 平坦 自然

96 ！
M 14e8 N －66㌧E 円　　　　　　　 形 0．95 X O．90 70 平坦 自然

97 ！ M 14i9 N ㌘3㌦E 不　　　 定　　　 形 1．02 ×0．71 40 皿状 人為

98 i
K 15j2 N －80㌦W 不 整 長 橋「円 形 2 ．20 ×1．03 13 緩斜 皿状 自然 土 師器片62 （壷主SI7 を掘 り込 んでいる。
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（2）　溝

今回の調査では，時期不明の溝1条を確認した。以下，確認した遺構について記載する。

第1号溝（付図2）

位置　調査区の西部から東部，L12。6～L17jl区。

確認状況　本跡は，遺構確認調査時から明瞭に確認出来た。

重複関係　本跡は第17・18号住居跡と重複する0本跡は第17・18号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と形状全長182mで，端部はそれぞれ調査区外に延びている。最大幅は2．4mで，最小幅は0．9mである。

断面形は「U」字形をし，深さは最大で0・67mで，西部ほど浅くなる。底部は概ね皿状に掘り込まれている。

方向　N－800－W

壁面　中位付近には凹凸がある0中位から上位にかけて耕作による撹乱を受けている。

覆土　4層から成る。一部撹乱を受けている。自然堆積と考えられる。

土層解説
1褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子極微量

第154図　第1号溝断面図

第155図　第1号溝出土遺物実測図

3　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量
4　褐　色　炭化粒子・ローム小ブロック少量，炭化粒子極微量

C
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遺物　覆土中から土師器片が少量と，黒曜石を石材とする剥片が少量出土している。第155図1の常総型聾は，

溝の東端の覆土上層から出土したもので，2の須恵器の坪は中央部付近の覆土中から出土している。3のナ

イフ形石器，4の先頭器，5の石鉄はいずれも溝を構築するときに混入したものと思われる。

所見　本跡の時期と性格は不明である。

第1号溝出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （∞） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土・色調 ・焼成 備　　 考

第15 5図 聾 A ［15 ．7］ 休部及 び口綾部 一部欠損。平底。 口緑部内 ・外面及び頸部横 ナデ。 砂粒 ・石英 ・長石 P 125　 50％

1 土 師 器 B　 16 ．6 休部 は緩やかに内管 しながら立ち 休部外面斜位のヘ ラ削 り，内面ナ 橙色 P L 3 4

C　　 6，8 上 が り，頸 部 は括 れ，口緑部 に至

る。 口緑部 に最大径 を持 つ。

デ。 普通 覆土上層底部 に

木葉痕

2

土不 A 〔8．0〕 体 部及び口縁部の破 片。体部 は外 休部 外面横 ナデ，内面 ナデ。 石英 ・雲母 P 12 6　 5％
須 恵 器 B （3．2） 傾 して立ち上が り，口緑部 は僅か

に外反 する。口唇 部に丸みを持つ。

灰色

普 通

中央部付近覆土中

図版 番号 種　　 別
計　 測　 値　 （cm）

重量 （g） 現存率 （％） 石　 質 出土地点 備　　 考
最 大長 最大幅 最大厚

第155図 3 ナイフ形石器 4．3 1．5 0 ．6 4．2 1 00 安山岩 覆土中 Q 36　 P L 3 4

4 尖　 頭　 器 （2 ．6） （1．5） 0 ．4 （1．6） 5 0 頁　 岩 覆土 中 Q 37

5 石　　　　 錬 2 ．2 1．3 0 ．6 1．0 10 0 黒曜石 覆土 中 Q 39　 P L 34

5　遺構外出土遺物

当遺跡からは，表採及び遺構確認の際に出土したものも含めた遺構に伴わない旧石器時代から近世にかけて

の遺物が出土している。ここでは，これらの出土遺物のうち，縄文時代の土器片及び古墳時代の土師器と須恵

器片について解説をし，石製晶と石製模造品及び土製品については一覧表で記載する。

縄文時代（第156図）

1と2は早期の土器である。1は深鉢の胴部の破片で，鱗状の円形押型文が密接に施文されている。2は深

鉢の口緑部片で，撚糸文が施文されている。夏島式土器である。3は中期後葉の土器である。深鉢の胴部片で，

地文に単節縄文LRが縦位回転で施され，微隆起線の磨消し帯を垂下させている。加曽利E4式土器である。

4は時期不明の土器である。深鉢の波状口緑部の破片で，細沈線が施されている。

第158図．遺構外出土遺物拓影図
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苗場時代　第蟻図）

5は前期の土師器で撃パレスタイプ壷の頸部破片である○頸部と打線部の間に段を持ち撃段部にへラによる

刺突状の刻みを施し9刷毛昌調整痕を残している。内⑳外面は赤彩されている。6は中期の須恵器で撃壷の体

部片である。6条の櫛播波状文が施され撃その下方には沈線がみられる。

遺構外出土遺物観察表

図版 番号 翠　 極中 潮 紬 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴 始まの鰯 機 中　 ′隋　 考

第157回 塔　　 A　 は4．2］ 休 部及 び日録部 …部 欠損。丸底。 日録部内 儲外面横 ナデ。体部外面 砂粒 。石英 。長石　 P 1 28　 55㌔

鼠 土 師 器　 8　 5 ．6 体部 は内攣 しなが ら立 ち上が り学　 横位のへ ラナ デ，内面ナデ。 にぷ い橙色　　　　 覆土

目線部 はほぼ垂 直に立ち上が る。 普通　　　　　　 二次焼成

目線部 と体部 との境 に明瞭 な稜を

持つ。

坪　　 A 〔15」］ 底部か ら口縁部の破片。底部 は押　 口縁部 内 ・外面横 ナデ。体部 内 ・ 砂 粒 e て コリ「 ・ P 129　 4 0㌔

2
土 師 器　 B　 3．7 し潰 された ような平底 である。体　 外画及 び底部横 ナデ。 雲母　　　　　　　 覆土

C　　 4．7 部 は内攣 しなが ら立 ち上が り讐口　 内 ◎外 面黒 色処理 にぷ い褐色

緑部 は外傾 する。 普通

坪 A 〔15 ．2」 体部及 び目線部 一部 欠損。平底。 目線部内・外面横 十干。体 部外面 砂粒 e ！ヾ ミ1 ．長　 P l卸　 6 5㌔

3 土 師 器 B　　 5 ．3 休部 は内攣 しなが ら立ち上が り9　横位 のヘラ削 机 内面 ナデ。底 部 石 にぷい黄橙色　　 覆土

C　　 複。4 目線部 はほぼ垂直 に立 ち上 がる。 へラ削 り。 普 通

4

高台 付杯　 B （2．3） 底部及 び体部 下位 の破 片。平底 。 ロクロ整形。内面へラ磨 き。底部 砂粒 ・スコ リア e　 P 13 1 1 0㌔

土 師 器　 D 「6．81 高台は僅 かに「ハ」の字状 に開き，‖回転へ ラ削 り後高台貼 り付 け。 雲母　　　　　　　 覆土

E　　 O ．8 底部 は高台 との間に幅の広い面 を　 林部内面異色処理 にぷ い橙色

成 す。体部 は外傾 しなが ら立 ち上 良好

が る。

婆　 巨 細 鍋 体部上位か ら目線部 の破片。休部 極 綾部及 び頸部内 魯外面横 ナデ。 砂掛 石英 ⑳ス コリ 圧服 3　 封慢

図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （em）

現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考i 最大長
最大幅 最大厚 孔　 径 重量（g）

第157図 6 木葉形尖頭器 7．5 3．5 ・中
25．5 100 安山岩 M 16い⊥区 Q 亜　 P L M

7 有 畜 尖頭 器 5。1 日 せ1
0．ヰ － 2 88 100 貫　 岩 表採 Q 41 P L 34

8 石　　　　 錬 （2．2） 1．6 0．4 － （1．0） 90 貢　 岩 表採 Q 43　PL 34

9 石　　　　 毒族 （2．7） 上5 0．6 － （上の 80 頁　 岩 表採 Q 44　P L 34

10 石　　　　 鉢 （2．5） さ中 ・4
－ （0．9） 70 チャー ト 表採 Q 45　P L 34

11 石　　　　 鉢 （2．の や3　 日 も3
－ （0．6） 95 チャー ト 表採 Q 46　P L 34

12 石　　　　 鉄 鋸 ）　 の ） 恒 ・3
－ 紅潮 90 貢　 岩 表採 Q 47　P L 34

13 石　　　　 鉢 3．0 上7　　　　 0」 1．9 100 頁　 岩 表採 Q 48　P L 34

14 石　　　　 鉄 2・5 i H 7　 「 読
－ 1．2 1い0 頁　 岩 表採 Q 49　P L 封

15 石　　　　 鉄 2．5 埜 つ　 狛 ‖
1．4 100 チャート L 14融区 Q 50　P L34

第158図16 剥　　　　 片 ・5　 日 ・1 恒 ・8
－ 6．5 100 貢　 岩 衷採 Q 52

17 剥　　　　 片 竺 ⊥ J 薫 i 諭 「
2．8 100 貢　 岩 表採 Q 53

18 スクレイパー 塑 己 」 と 寸 前 「
（圭5） 50 貢　 岩 表採 Q 54

19 不 明 石 製 品 6．0　　　　 5．2　　　　 0．5 22 ．0 － 粘板岩 表採 Q 59

20 凹　　　　 石 5・中 ・中　 08
－ 18ま．7 100 礫　 岩 K 15jl区 Q 68　P L 34

21 有　 fL　円　板 2攣 i ㌫産 「 読
0．15 圭0 100 チャー ト L 15√5区 Q 69

22 剣形石製模造品 ・中　 85　 日 ・4
0．15 （5．5） 98 粘板岩 L 14j7区 Q 70　P L 34

23 剣形石製模造品 2 J 1・2　 日 ・3
軋2 （1．6） 98 粘板岩 L 14待区 Q 71 P L 34

24 剣形石製模造品 竺 」 二 竺 」 壷 「 「 議
（9．6） 95 粘板岩 L 14jさ区 Q 75　P L 34

25 鋲形石製模造品 3．0 璧 」 ＿ 読 「 甘潮 50 粘板岩 表採 Q 72

26 砥　　　　 石 （7．の 璧 」 ． 高 「 （186 ．の 不明 砂　 岩 表採 Q 73

27 砥　　　　 石 （3〃6） 聖 」 軋 可
ぐ22．9） 不明 凝灰岩 K 15j2区 Q 74

－1－－－－－－－2221－lh－1－
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図版番号 種　　 別
計　 測　 値　 （cm） i重量 （g）

現存率（％） 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大厚

第158図28 刀　　　　 子 6．3 （2．4） 0．4 （10．2） 90 遺構外覆土 M I　 PL 34

29 煙　　　　 管 （4．5） 0．9 － （4．2） 80 表採 M 2

図版番号 種　　 別
初　　　　　　 鋳　　　　　　 年 i 出土地点

備　　 考
時　 代 年　 号

第158図30 永　 楽　 通　 貿 明 （中国銭） 1408年 表採 M 3

31 五 銭 白銅 貨 大　　　 正 1920年 L 16g7区 M 4

32 一 銭 青 銅貨 大　　　 正 1916年 L 16g7区 M 5

33 一 円 黄銅 貨 昭　　　 和 1948年 表採 M 6

表21西ノ原遺跡住居跡一覧表

住居跡
番号 位置

主軸方向
（長軸方向） 平 面 形

規模 （m ）
（長軸×短軸）

壁 高
（cm） 床面

内　 部　 施　 設
炉。竃 覆土 出　 土　 遺　 物 備　　　 考

壁溝 間仕
切 滞

主柱穴匝 車 ト区 口

1
桓 3e6 ［N －550－E］ ［隅丸方形］6．00×［2．43］20～32 平坦 ［全可 － 2 － 3 1 － 自然 土師器（杯，甑）

2 L 13。0 N －370－W 方　　　 形 7．40×6．97 48～59 平坦 全周 － 4 1 5 1 竃1 自然 土師器（塔，聾，甑）

3
桓 8

N －47。－E 不整長方形 7．58×6．52 5～20 平 坦 4 1 4 炉1 人為
土師器（椀，高坪，埠，襲），石器
（凹石），石製品（臼玉，砥石）

4 K 15 fl N …320－W 方　　　 形 6．16×5．98 35～49 ほぼ平坦全周 4 1 5 1 竃1 自然
土師器（杯，小形寮，甑），須恵器

（短頸壷），土製品（土製支脚）

5
桓

N －74㌧E 長　 方　 形 5．69×4．24 30～41 平坦 2 1 3 1 炉1 自然一部
人為

土師器（杯，高杯瀾 層），石製
晶（砥石）

6 K 15 i5 N －460－W 方　　　 形 7．38×7．26 40～53 ほぼ平坦ほぼ全周 4 1 5 1 竃1 自然
土師器（杯，寮），須恵器（長 頸
壷），土製品（土製支脚）

7 K 1 5j2 N －50㌧E 方　　　 形 4．66×4．65 10～25 平坦 4 2 4 炉 1 人為
土師器（高杯，壷，婆，甑，ミニ
チュア土器），石器（石鉄），石製
品（臼玉）

SK98に掘り込まれ

ている。．

8 L 1 4e8 N －47㌧W 方　　　 形 5．56×5．31 22～36 平 坦 一部
－ 4 1 5 1 炉2 人為 土師器（杯，高塀，婆）

9 L 1 5dl N －380－W 方　　　 形 6．82×6．54 22～40 ほぼ平坦ほぼ全周 － 4 1 5 1 竃1 人為
土師器（塔，鉢，小形婆，甑），その
他（縦長剥片）

10 L 1 5。4 N －470－E 方　　　 形 6．12×6．10 16～26 平坦 － － 4 1 5 1 炉1 自然 土師器（杯）

11 L 15 b4 N －570－W 方　　　 形 2．40×2．24 6～7 やや凹凸 － － － － － － － 自然 土師器（高杯）

12 L 15 a7 N －480－E 長　 方　 形 6．00×4．35 4～8 やや凹凸 － － － － － － － 不明 土師器（杯，肘，手捏土器）

13 K 15 iO （N －500－W ）［方　 形］5．47×［3．60］28～50 平坦 － 1 4 － － 自然
土師器（高塀，村，婆，ミニチュア

土器），その他（不明石器，剥片）
焼失家屋

14 K 16j2 （N －320－W ）［隅丸方形］5．65×［1．49］35～47 平坦 － － － 1 － － － 自然 土師器（高杯，賓） 焼失家屋

15 L 15co N －30 0－E 長　 方　 形 4．29×3．61 5～20 平坦 － － 4 － 5 1 炉 1 人為 土師器（高杯，婆），その他（剥片）

16 L 1 5d6 N －510－E 方　　　 形 6．84×6．54 18～34 やや凹凸ほぼ全周 4 2 5 1 炉1 人為
土師器（高杯，軋 聾，甑），石製

品（臼玉），土製晶（土玉），その他
（ガラス玉）

17 L 15 g2（N －400－E）長　 方　 形 7．28×［5．43］8～17 平坦 4 4 炉1 自然 土師器（高塀，婆） SDlに掘り込まれて

いる。

18 L 14 g7 N －46㌧E 方　　　 形 3．95×3．63 30～38 平坦 1 炉 1 人為
土師器（高杯），石製晶（臼玉），

石製模造品（剣形石製模造品）
SDlに掘り込まれて

いる。

19 L 15g7 N －470－E 方　　　 形 5．50×5．35 25～34 平坦 ほぼ全周 4 1 5 1 炉 1 自彿 土師器（高塀，婆），石製晶（臼
玉，砥石）

20 L 1 6d2 （N －370－E ）長　 方　 形 6．46×［4．76］4～23 平坦 4 1 4 自然 土師器（高杯，壷） 焼失家屋の可能性
がある。

2日
L 16 f7 N －90。－E 長　 方　 形 4．52×3．64 14～25 ほぼ平坦 4 5 1 人為 土師器（高杯，軋 小形聾，聾，

甑），石製品（臼玉）

－225－



第4節　まとめ

当遺跡で確認した遺構は，竪穴住居跡21軒9　竪穴遺構1基9　土坑41基，陥し穴4基及び溝1条である。

ここでは，時期別に各時代の主な遺構と遺物についての概要を述べ，まとめとする。

旧石器時代

木葉形尖頭器が表面採集され，剥片が表土中や後世の遺構の覆土中から出土している。木葉形尖頭器の出土

地点は傾斜地で，ローム層の流失，または9　耕作等による旧石器時代文化層の撹乱によって表面採集されたも

のである。石器集中地点は5か所確認したが，その他にも剥片等の出土地点を数か所確認している。今回確認

した石器集中地点は，土壌の自然科学分析による指標テフラの堆積状況から，概ね南関東の武蔵野編年に対比

させることができる。遺物の出土地点は黒色帯の上面，おおよそAT層準Ⅴ層下部からⅤ亙I層上部に相当するも

のであり，石刃素材のナイフ形石器の形態的特徴等から9橋本編年の武蔵野I c期段階（後期旧石器前半）に

属するものと思われる。

当遺跡の石器集中地点は，その性格を二つの特徴からみることができる。一つは9　石器製作に剥片を利用し

ている点である。剥片生産の石器群という見方と石刃自体を他の場所から搬入し，大型の石刃を再利用してい

るという見方ができる。もう一つは，石材を黒曜石に求めている点である。出土遺物の大部分を占める黒曜石

を石材とする剥片には細かなものが多く，半製品等の出土遺物がみられないことから少ない石材を有効に利用

している様子が窺える。また，安山岩，ホルンフエルス及び流紋岩を石材とするナイフ形石器は，こうした石

材の剥片及び砕片がみられないことから製品として他所より搬入したものと思われる。

しかし，第5石器集中地点で確認したエンド◎スクレイパーの出土層位と石刃素材のナイフ形石器とがはぼ

同一の層位から出土していることなど9　まだ層位的に不安定な部分も残る。さらに，石器石材の大部分を黒曜

石にもとめていることから，原産地について具体的分析に基づく検討を試み，遠隔地石材との関係を明らかに

していくことが必要である。

当遺跡で確認した石器集中地点は，遺物の出土している垂直分布図から一つの文化層と考えられる。

縄文時代

遺構は，詳細な時期は不明であるが4基の陥し穴が調査区の南西部を中心に散在して構築されており，谷津

の低地に集まる動物の捕殺及び捕獲等を目的としたものと考えられる。当遺跡からは，早期から中期後葉の縄

文土器片が極少量出土している。早期の土器片は押型文と撚糸文が施文され，中期後葉の土器片は微隆起線の

磨消し帯を持つものである。特に，M14d8区から出土した早期の鱗状の円形押型文土器は，本県での出土例は少

ない。傾斜地からの出土のため9　表土の流失に伴うものと考えられる。石器では，有舌尖頭器及び石鉄が縄文

時代に属するほか，剥片の一部も縄文時代に属する可能性もある。

古墳田寺代

当遺跡の中心となる時代で，竪穴住居跡，竪穴遺構及び土坑を確認した。当該期に属する竪穴住居跡21軒は

何れも古墳時代のもので，時期は3期に分けることができる。

第且期（5世紀前半）
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第7◎14◎17◎18◎19◎20◎2且号住居跡，第1号竪穴遺構9　第77◎98号土坑の時期である。当遺跡における

この時期の住居跡は，地形的には平坦部から緩斜面に位置し，集落の中では外側から後世の遺構を取り囲むよ

うに位置している。出土遺物は土師器片の塔及び椀類の出土が少なく9供献土器の割合が高い。第7号住居跡

出土の高塔は脚部が下方に開き，坪部外面に刷毛目磨り消し痕が残っている。やや突出した平底を持つ壷及び

ミニチュア土器が出土しており，赤彩率は低いが刷毛目整形磨り消し痕を残しているものが多い。第17◎18◎

19◎20及び21号住居跡出土の高塀は脚部から裾部にかけて下方に大きく開き，日録部下位に稜を持ち9第77号

土坑出土の高塔は脚部にエンタシス状の膨らみを持ち，穿孔が穿たれて赤彩されている。壷はやや突出した平

底を持ち，赤彩率は低いが刷毛目整形磨り消し痕を残すものが多くみられる。第14◎17◎19号住居跡及び第98

号土坑出土の聾は日録部に折り返しのある複合日録がみられる。第1号竪穴遺構は9　出入り口と思われる部分

に緩斜面を設けている。本遺構の性格については，住居跡の付設する施設を持たないことから住居跡とは異な

る上屋構造の存在が推測される。

第2期（5世紀後半）

第3◎5◎8◎10◎11◎12◎13◎15◎16号住居跡9第68号土坑の時期である。この時期の住居跡は，5世紀

前半の住居跡からやや内側に位置するものが殆どである。住居跡の形態と規模及び付設する施設に一定の規格

がみられない。出土遺物は土師器の塔，椀類の出土割合が低く9　高塀，唱等の供献土器の占める割合が高い。

高輝は師部下位に稜がみられ9　肘は体部がソロバン玉状もしくは球形状を呈するものが多くみられる。

第3期（6世紀後半）

第1◎2◎4◎6◎9号住居跡の時期である。この時期の住居跡は，集落の中で最も内側の平坦な部分に位

置している。その規模と付設する施設はほぼ同一規格で構築され，1辺が6～7mの規模で，壁溝9主柱穴，貯

蔵穴9　出入ロピット及び竃の付設位置は同じで，ほぼ同一時期の単位で考えることができる。第2◎4◎6◎

9号住居跡の竃は壁外へ掘り込まれているが，使用頻度の高いものと低いものとがみられる。出土遺物では，

大型の甑がみられ9塔は体部と日録部との境に明瞭な稜を持ち，日録部は直立し9黒色処理されたものが主体

である。第114図4の須恵器短頸壷は混入したもので，TK216からTK208に併行するものである。当該期は，

TK43からTK209に併行する時期と考えられる。

平安時代

この時期に伴う遺構は確認できなかったが，第1号溝の覆土中及び覆土上層から土師器の高台付塔片1点と

常総型聾1点が出土している。

註

（1）橋本勝雄　『茨城の旧石器時代』茨城県考古学協会誌　第7号1995年8月
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第5番　隼人山遺跡

第且節　遺跡の概要

隼人山遺跡は，牛久市の北北東，小野川支流の乙戸川右岸の洪積台地である標高24～25mの稲敷台地上に立地

し9縄文時代から平安時代にわたる複合遺跡である。調査区域は2区に分かれ9　それぞれの調査前の現況は，山

林及び畑地である。調査I区は南北に約245m9　東西に約54m，面積は13，239m㌔　講憤瀾区はI区から南西へ約

70m離れた飛び地で，南北に50m，東西に65m，面積は3，242mヲである。

今回調査によって確認した遺構は，縄文時代の陥し穴8鼠古墳時代中期の竪穴住居跡31軋竪穴遺構3鼠

平安時代の竪穴住居跡1軒9　その他に土坑93基，溝1条である。

縄文時代の8基の陥し穴は，何れも断面形はⅤ字状で，調査I区の中央部から北部付近に散在している。

古墳時代の住居跡は9　調査区南部と北東部の2か所に集中してみられた。住居跡の形状はおおよそ方形ない

し長方形のものでタ　間仕切り溝を伴う住居跡も確認された。中でも，当遺跡の第2号住居跡からは，刷毛目整

形痕を残す土師器も出土している。また9　第27号住居跡からは9　赤彩された完形の土師器と共に撃　線刻された

石製品も複数出土し，祭祀行為との関係も推測される。

平安時代の遺構としては，第35号住居跡1軒を確認した。北西壁に竃が付設され，出土遺物から時期は9世

紀前半と考えられる。

その他の遺構としては，班区の調査区で南東から北西へ延びる溝1条を確認した。この溝は，その形状と地

形図からみた方位とが，西ノ原遺跡で確認した溝と合致するものと考えられる。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に50箱ほど出土している。旧石器時代の遺物は　調査H区の遺

構外の覆土中から黒曜石のナイフ形石器が出土している。縄文時代の遺物は，中期の縄文土器片や石鉱が遺構

の確認面や覆土中から出土している。古墳時代の遺物は9　土師器の杯，椀，高塔言乳　甑等が出土しており赤

彩されたものも多くみられる。また，須恵器の坪，饗の口縁部片，把手付椀の破片が若干ではあるが出土して

いる。その他，土製晶の土玉，石製品の紡錘車，砥石のほか多数の臼玉，石製模造品の有孔円板9勾玉，鉄製

品の鎌が出土している。第6号住居跡の覆土中からはガラス玉も出土している。

24．6m－

第2節　基本層序

隼人山遺跡においては，調査区南東部V4i7区にテスト

ピットを設定し，第1粥図に示すような土層の堆積状況を　2軋◎　‾

確認した。

第1層は，褐色の耕作土で，厚さは15～22cmである。

第2層は，明褐色のソフトローム層への漸移層で，厚

さは35～45cmである。第3層は，厚さ10～22cmで褐色の
23．2　－

ソフトローム層で，火山ガラス性物質が微量含まれ，A

T降灰層に相当するものと考えられる。以下，各層から

の火山ガラス性物質は減少する。第4層は，明褐色のバー

ドローム層で，厚さは29～40cmである。第5層は，褐色
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のハードローム層で9　厚さは55～65cmである。

隼人山遺跡の遺構は9第1層下面及び第2層上面で確認されている。

第3節　遺構と遺物

温　縄文時代の遺構と遺物

（1）　陥し穴

当遺跡で確認した101基の土坑の内争形状や規模から陥し穴と考えられる遺構を調査‡区で8基確認した。出

土遺物がないことから，ここでは遺構について記載する。

第巨号陥し穴（第160図）

位置　調査区の中央部西側，E4g4区。

重複関係　本跡は，第18号住居跡に掘り込まれ9本跡の方が古い。

規模と平面形　長径（2。54）m，短径0．96mの長楕円形で，深さは且。05mである。

長径方向　N－540－W

壁面l v字状に切り立ち，中位で緩やかな段を成して立ち上がる。

底面　皿状で，壁間は狭く，堅い。

覆土　9層から成る。覆土は暗褐色土及び褐色土で，各層にはロームブロックの混入が確認され，覆土中層の

土層3◎4◎6には炭化粒子の混入もみられた。人為的に埋め戻されたものと考えられる。

土層解説

1暗褐色　富子響子璽聖だ一会グ雪空空撃墜東野王座庄　6　褐　色　望－ム粒子多翠，ローム小ブロック少量，炭化粒

昏箪轟踪顎養雰禁裏深窓痍　7暗褐色葺二忘譜語法諌言完憲二芸
色　ローム粒子中量，炭化粒子。ローム中ブロックeロー

ム小ブロック微量
色　ローム粒子多量，炭化粒子・ローム中ブロック・ロー

ム小ブロック微量

褐
褐
　
褐

2
3
　
　
4

5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム大
ブロック。ローム中ブロック微量

8褐　色票芸孟享蒜ム㌘㌫ご君恩少量，。＿ム中
ブロック微量

9　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロックeローム小ブロッ
ク少量，ローム大ブロック微量

遺物　出土していない。

所見　本跡は，遺構の形態等から縄文時代の陥し穴と考えられる。

第2号陥し穴（第160図）

位置　調査区の中央部東側，E5i3区。

規模と平面形　長径3．60m，短径1。06mの長楕円形でタ深さは1．46mである。

長径方向　N－180－W

壁面　垂直に立ち上がる。

底面　皿状で，壁間は狭く，堅い。

覆土　8層から成る。土層3の褐色土を除く各層はロームブロックを含み9土層1から4の暗褐色土及び褐色

土には炭化物の混入が確認できた。人為的に埋め戻しが行われたように思われる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化物eローム小ブロック微量　6　明　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック。ローム小ブ
2　褐　　色　炭化物eローム小ブロックeローム粒子中量
3　褐　　色　焼土粒子e炭化物。ローム粒子少量
4　褐　　色　ローム小ブロック◎ローム粒子中量，炭化物少

量，ローム中ブロック微量
5　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ロック中量

7　にぷい褐色　ローム中ブロックeローム小ブロックeローム粒

8　橙
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遺物　出土していない。

所見　本跡は，遺構の形態等から縄文時代の陥し穴と考えられる。

第3号陥』宍（第160図）

位置　調査区の中央部，E宛5区。

規模と平面形　長径3。32m，短径上39mの不定形で，深さは1。47mである。

長径方向　N－320－E

壁面　底面から中位にかけては垂直で，その乳外傾して立ち上がる。

底面　平坦で，壁間は狭く，堅い。

覆羞・6層から成る。覆土下層及び中層に堆積する土層4，5の褐色土と上層に堆積する土層1の暗褐色土は

焼土粒子を含み，人為的に埋め戻されたものと思われる。

土層解説

浣綾義蒜憲憲子傾；窯蓋堅堅烹蕊芸寧喜軍警芸子極微量
遺物　出土していない。

所見　本跡は，遺構の形態等から縄文時代の陥し穴と考えられる。

窮超号陥』究（第160図）

位置　調査区の北西部，り触4区。

規模と平面形　長径［2。08m主短径1．06mの長楕円形で，深さは1．38mである。

長径方向　［N－820－W］

壁面　垂直に立ち上がる。

底面　平坦で9　壁間は狭く，堅い。

覆蓋．4層から成る。各層にはロームブロックが混入し，人為的に埋め戻されたものと思われる。

土層解説

∴二lニ∴　ニ＿二二二＿　二二三三∴一三∴「∵二二一一二
ク微量

遺物　出土していない。

所見　本跡の西側は調査区外のため未調査で詳細は捉えられないが，遺構の形態等から縄文時代の陥し穴と考

えられる。

第5号陥』究（第160図）

位置　調査区の北西部，り4d3区。

規模と平面形　長径2．63m，短径1．33mの長楕円形で，深さは1．53mである。

長径方向　N－490－W

壁面　底面から中位にかけ垂直に立ち上がり，その後9外傾して立ち上がる。

底面　皿状で，壁間は狭く9　堅い。

覆土　6層から成る。土層2の暗褐色土を除いて各層にロームブロックが混入している。いずれも強い締まり
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を有する。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック◎ローム粒子極微量，締まり強　5　褐
2　暗褐色　ローム粒子微量，締まり強
3　暗褐色　ローム小ブロック◎ローム粒子極微量
4　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子極微量

6　褐

色　ローム中ブロック。ローム小ブロックeローム粒子
極微量

色　ローム大ブロック微量，ローム中ブロックeローム
粒子極微量

遺物　出土していない。

所見　本跡は，遺構の形態等から縄文時代の陥し穴と考えられる。

第6号陥し穴（第160図）

位置　調査区の北部中央9　C5。4区。

規模と平面形　長径2．97m，短径1。31mの不定形で，深さは1．37mである。

長径方向　N－620－E

壁面　底面から垂直に立ち上がり，その後，外傾して立ち上がる。

底部　平坦であるが9　東側にやや傾斜している。

覆土　7層から成る。上層に堆積する土層1◎2の暗褐色土及び5の褐色土には焼土粒子の混入が確認され，

複雑な堆積状況を呈していることから人為的に埋め戻しが行われたものと思われる。

号層雲説褐色冒霊認諾灘粒子eローム中プロツ芸芸褐富呂霊詣㌫二鵠票禦票

：芸褐三善或尋≡ラ；曇慧整警警ニ‡糟ぶ讐褐監≡三三蓋塁墓芸誓讐芸撃票芳。。＿ム粒子
ロック少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少量

遺物　出土していない。

所見　本跡は，遺構の形態等から縄文時代の陥し穴と考えられる。

第7号陥し穴（第161図）

位置　調査区の北部中央，C5jl区。

規模と平面形　長径2．40m，短径1．13mの長楕円形で，深さは1．72mである。

長径方向　N－42し－lllW

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底部　平坦である。

覆土．6層から成る。土層1の暗褐色土を除いてすべて褐色土で，土層2の褐色土以外にはロームブロックの

混入がみられる。土層の堆積状況に乱れがみられることから人為的に埋め戻しが行われたものと考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子e炭化粒子eローム中ブ　4　褐　色　ローム中ブロックeローム小ブロックeローム粒子

ロックeローム小ブロック極微量　　　　　　　　　　　　　　　　極微量
2　褐　色　ローム粒子極微量　　　　　　　　　　　　　　　5　褐　色　ローム中ブロックeローム小ブロック少量，ローム
3　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック。ローム小プロツ　　　　　　　　大ブロックeローム粒子極微量

ク極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子極微量

遺物　出土していない。

所見　本跡は，遺構の形態等から縄文時代の陥し穴と考えられる。
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第臓困　窮　◎号陥　究実測図
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第8号陥』宍（第16且図）

位置　調査区の北部中央，C毎区。

規模と平面形　長径2．66m，短径1．22mの長楕円形で，深さは1．35mである。

長径方向　N－710－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底部　皿状で，壁間は狭い。

覆土　5層から成る。各層にはロームブロックの混入がみられる。

土層解説
1褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子。ローム小ブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

4　褐　色　ローム粒子少鼠　ローム中ブロックeローム小ブロッ
ク微量

5　褐　色　ローム大ブロックeローム中ブロック少量，ローム
小ブロック微量

遺物　出土していない。

所見　本跡は，遺構の形態等から縄文時代の陥し穴と考えられる。

2．古墳時代の遺構と遺物

今回の調査では，古墳時代の竪穴住居跡31軋竪穴遺構3基を確認した。これらのうち，規模が極端に小型

で，他の住居と別の目的や用途を持ったものと考えられる建物跡や，内部施設の有無等に差異がみられるもの

もあるが，ここでは住居跡として取り上げ，確認した遺構と遺物について記載する。

（1）　竪穴住居跡

確認した竪穴住居跡は31軒（SI－1～43のうち929◎30◎37～42は欠番）あるが，これらすべての住居跡

は調査I区で確認したもので，そのうち調査区外へ延びる第6号住居跡は一部未調査である。
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第　号住居跡（第162図）

位置　調査区の南部，H4a5区。

規模と平面形　長軸2．74m，短軸2．02mの長方形。

士軸方向　N　京L W

壁　壁高は12～14cmで，外傾して立ち上がるが，北西壁はややゆるく外傾している。

床　全体的に凹凸があり，中央付近に膨らみがある。あまり踏み締まった部分はみられない。

炉　中央部から北西壁方向に付設され，長径55cm，短径52cmの不定形で，床面を23cm掘り窪めた地床炉である

炉内覆土はいずれも焼土粒子を含んでいる。廃土ブロックは少量みられるものの，炉床は赤変硬化していな

い。

炉土層解説
1　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
2　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
3　にぷい褐色　焼土中ブロック。焼土粒子eローム粒子少量

覆土　6層から成る。中央部付近に暗褐色土が厚く堆積し，覆土下層付近と壁際に褐色土，暗褐色土の重なり

がみられる。土層3を除く各層は炭化粒子を含み，土層3◎6以外の覆土は焼土粒子を含んでいる。人為堆

横と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子e炭化粒子微量
2　暗褐色　焼土粒子eローム粒子少量，炭化粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子中量

旺I　可

奄

第相国　第　号佳屠跡実測図

4　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，焼土大ブロック◎
炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子e炭化物e炭化粒子微量
6　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子

微量

旦2軋感悶
1

困　弼細目

2m

l l　‥‥‥一一」
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第相聞　第　号鍾展開出藍逸物実測図

第1号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　10cm

』ニここ土二二二』

図版番号器　　 種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第163図 寮 B （6．4）底部及び体部下位の破片。平底。体部内。外面ナデ。底部へラ削り。砂粒・雲母・パミス Pl lO％

1 土師器 C　　5．0 体部は内攣しながら立ち上がる。 にぷい褐色

普通

PL49

東コーナー寄り覆土下層

2

甑 Å［26．4］体部上位から目線部の破片。体部 口緑部内。外面ナデ。体部外面刷 砂粒・雲母 P2　5％

土師器 B （9．0）は緩やかに立ち上がり，口綾部は 毛目整形後ナデ9　内面刷毛目整 にぷい褐色 南東寄り床面直上

僅かに内傾する。 形。 普通 体部外面煤付着

遺物　覆土下層から床面直上にかけて土師器片が少量出土している。第163図且の饗は，東コーナーに近い覆土

下層から，2の甑は9　両東寄りの床面直上から出土している。

所見　本跡は，ピットが確認されず，小規模で，炉の使用頻度も少ない。また，上記の出土遺物の整形痕等が

隣接する第2号住居跡と合致するところから，その関連施設で住居以外の目的をもった建物跡と思われ，時

期は，出土遺物から5世紀前半と考えられる。

第2号住居跡（第164図）

位置　調査区の南部，G4i6区。

規模と平面形　長軸軋37m9　短軸5．24mの方形。

主軸方向　N－370－W

壁　壁高は34～55cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　南西壁の一部を除き全周する。上幅8～16cm9　深さ5～8cmで，断面形はU字形である。

閻仕切柑溝　北東壁から2条，南東壁から1条，南西壁から2条それぞれ中央付近に向かって伸びている。幅

18～25cm，深さは各10cmで9　断面形はU字形である。

床　やや凹凸があり，中央付近が緩やかな皿状である。中央部から南，西コーナー付近にかけ踏み固められ，

堅緻な部分が帯状に広がっている。

ぽット　8か所（Pl～P8）。Pl～P4は長径31～40cm，短径27～29cmの不整楕円形または不定形で，深さは

32～70cmである。何れも各コーナー付近に付設され，規模や位置から主柱穴と考えられる。P5は炉の南西方

向に付設され，長径18cm，短径14cmの楕円形で，深さは5cmと浅く，掘り込みの状況及び炉との位置関係か

ら柱穴ではないとも考えられ，性格は不明である。P6は間仕切り溝の突端に付設され，長径26cm9　短径20cm

の楕円形で，深さは40cmであるが，性格は不明である。P7は南東壁から伸びる間仕切り溝の東側に付設され，

径12cmの円形で，深さは9cmと浅いが，掘り込みの周りを灰白色の粘土で補強され，造りは強固である。そ
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第相国　第　号住居跡実測図
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の南西方向には出入ロに伴うピットと考えられる柱穴もあることから撃　それを補強するような性格が考えら

れる。㌘8は南東壁から伸びる間仕切り溝の突端に付設され　長径挽m　短径蟻cmの楕円形で　深さは23cmで

ある。規模や位置から出入ロに伴うピットと思われる。

貯蔵宍　南コーナー付近に付設され撃平面形は長径関cm　短径紺郡の隅丸長方形で　深さ鮒cmである。断面は

Ⅴ字形で9　底部は深鉢状である。

貯蔵穴土層解説
「嶺‾画せIl焼土中ブロック・炭化材eローム粒子中量，焼土粒　3　暗褐色　廃土小ブヮッ．ア・炭化材牒化物・ローム粒子空軍

≠・炭化物微量　　　　　　　　　　　　　　4　黒褐色　炭化材・炭化物・ローム小プロ、ソクeローム粒子中

暗褐色議書㌫ロック鴫廃土粒子機化粒子eロー　5褐　色雷と讐豊富讐噌誹化粧。－ム粒子少量

炉　中央から北西壁寄りに付設され9長軸80cm，短郎5cmで9床面を且4cm掘り窪めた隅丸長方形の地床炉であ

る。炉床は火熱を受け廃土ブロックが厚く堆積し9赤変硬化している。

炉土層解説
1褐　　色　ローム粒子多量，炭化物極微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　焼土中プロ、ソク・小ブロック・廃土粒子・炭化物・

ローム粒子少量

4　赤褐色　焼土中ブロックe小ブロック・焼土粒子e炭化物・
ローム粒子少量

覆藍　8層から成る。北西壁際には焼土粒子とロームブロックを含む暗褐色土及び焼土粒子と炭化物を含む極

暗褐色土が堆積し9両東壁際には廃土粒子及び炭化物を含む黒褐色土が堆積している。それぞれの壁際では

埋め戻された堆積状況の様子がみられるが撃住居の中央付近では自然堆積の様相もみられることから撃壁際

は人為堆横による埋め戻しが行われ撃　中央付近は覆土が自然に堆横したものと考えられる。

：－　ご＿　　　一　一二一一

遺物　北西壁際の覆土下層から遺物が集中して出土し撃　その他中央及び南東の覆土下層からも少量出土して

いる。第165図2の3は塔で9共に南西壁沿いの覆土下層から出土している。4の椀は北西壁沿いの覆土下層

から正位の状態で出土している。5⑳6⑳7は聾で撃北西壁沿いの覆土下層から出土している。8は北西壁

際出土の婆で撃体部内から土玉が温点出土している。～蟻の土義は北コーナー付近の床面直上から集中し

て出土している。

所農　本跡の遺物は完形品が多く撃北西壁際から集中していることから意図的に投棄されたものと思われ9時

期は撃　出土遺物から5世紀前半と考えられる。

第2号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土。色調・焼成 備　　 考

第165図 杯 A　 14 ．0 休部上位及び口縁部一部欠損。平 目線部内。外面横ナデ。休部外面 砂粒・雲母・パ ミス P 3　 90％

1 土 師 器 B　　 6 ．1 底。体部は内攣しながら立ち上が 丁寧なナデ，内面ナデ。底部へラ にぷい褐色 P L 49

C　　 4 ．1 り，中位で器厚を減じる。口緑部

は僅かに内傾する。

削 り。内 ・外面赤彩。 普通 覆土中

体部外南保付着

2

土不 A　 15 ．8 体部中位一部欠損。偏平な丸底。 口緑部内・外面横ナデ。休部外面 砂粒 ・石英 ・長石 P 4　 80％

土 師 器 B　　 6 ．2 体部は内攣 しながら立ち上が り， へラ削 り，内面ナデ。内・外面赤 明褐灰色 P L49

口緑部は体部との境に明瞭な稜を

持ち，直立する。

彩。 普通 南西壁沿い覆土下層

内面剥離

二次焼成

3

杯 Å　 14．3 底部及び体部下位一部欠損。平 口緑部内・外面横ナデ。体部外面 砂掛石英e長石。パミス P 5　 90％

土 師 器 B　　 7．2 底。休部は内攣しながら立ち上が ヘラ削り後丁寧なナデ，内面放射 にぷい黄橙色 P L49

C　　 3．7 リ，口緑部外面に弱い稜 を持ち，

口唇部はやや尖る。

状のへラ磨き。底部へラ削り。外

面赤彩。

普通 南西壁沿い覆土下層
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第165図　第2号住居跡出土遺物実測図（1）



第166図　第2号住居跡出土遺物実測図（2）
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図版番号器　　 種 計測値（皿） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第165図 椀 A　14．5 休部一部欠損。平底。休部は内管 口緑部内・外面横ナデ。刷毛目整 砂粒・石英・パミス P6　60％

4 土師器 B　　8．1 しながら立ち上がり，口緑部は内形後ナデ，内面ナデ。底部へラ削 にぷい橙色 北西壁沿い覆土下層

C　　4．4 聾する。 り。□緑部内・外面輪積み痕。 普通 底部外面煤付着

5

璽 A　19．8 休部下位一部欠損。やや突出した ロ縁部内・外面横ナデ。休部外面 砂粒・石英・長石 P7　90％

土師器 B　32．5 平底。休部は内野しながら立ち上 ヘラ削り後斜位のヘラナデ，内面 にぷい橙色 PL49

C　　8．4 がり，中位に最大径を持つ。口緑

部は「く」の字状に外反する。

ナデ。底部へラ削り。休部外面赤

彩。

普通 北西壁沿い覆土下層

6

襲 A　25．7 休部下位一部欠損。体部は内管し 口緑部内・外面横ナデ。休部外面 砂粒・石英・長石 P8　70％

土師器 B （17．6）ながら立ち上がり，休部上位に最 ヘラ削り後ナデ，内面ナデ。内・にぷい橙色 PL49

大径を持つ。頸部は括れ，ロ緑部

は外反する。

外面赤彩。 普通 北西壁沿い覆土下層

休部外面煤付着

7

蔓 A　16．9 底部及び休部一部欠損。平底。体 口縁部内・外面横ナデ。休部外面 砂粒・石英・雲母・パミス P9　95％

土師器 B　23．2 部は中位に最大径を持ち，内野し刷毛目整形，内面ナデ。底部へラ橙色 北西壁沿い覆土下層

ながら立ち上がる。ロ緑部は緩や

かに外反する。

削り。 普通

第166図 賓 A　15．4 休部下位から□緑部の破片。休部 口緑部内・外面横ナデ。休部外面 砂粒・長石 PlO　30％

8 土師器 B （23．2）は内管しながら立ち上がり，口緑

部は緩やかに外反する。

刷毛目整形後ナデ，内面ナデ。 橙色

普通

北西壁際

図版番号 種　　 別

計　　 測　　 値　　 （0m）
重量（g）現存率（％） 出土地点 備　　 考

最大長 最大幅 最大厚 孔　径

第166図9 土　　　　 玉 （3．6） 3．8 － 1．0 （43．9） 90 北コート付近床面直上 D PI　PL55

10 土　　　　 玉 （2．7） 3．1 － 0．8 （21．8） 95 北コーナー付近床面直上 D P2　PL55

11 土　　　　 玉 （2．9） 2．9 － 1．0 （22．4） 95 北コート付近床面直上 D P3　PL55

12 土　　　　 玉 （2．7） 3．0 － 0．7 （20．5） 95 北コート付近床面直上 D P4　PL55

13 土　　　　 玉 （2．9） 3．0 － 0．8 （20．の 95 北コート付近床面直上 D P5　PL55

14 土　　　　 玉 （2．9） （2．9） － 0．9 （20．4） 90 北コーナー付近床面直上 D P7　PL55

15 土　　　　 玉 （2．8） 2．6 － 0．9 （17諸） 98 北コーナー付近床面直上 D P6　PL55
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第3号佳贋跡（第蟻図）

位置　調査区の南部9　G4h6区。

重複関係　本跡の南コーナーは撃第8五号土坑によって掘り込まれている。本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸2。90m9　短軸2。74mの隅丸方形。

＿、斗五言．、・＼　′　′＼

壁　壁高は　～蟻cmで　外傾して立ち上がる。

尿　中央付近に窪みがありタ踏み固められた部分はみられない。

炉　北壁沿いに付設され9長径62cm暫短径狙cmで　床面を5cm掘り窪めた楕円形の地床炉である。炉内覆土は

いずれも焼土粒子を含み9　中央部には赤褐色の廃土ブロックが厚く堆積している。

炉土層解説
1褐　　色　ローム粒子中量，廃土小ブロック・焼土粒子少量，

炭化物・ローム小ブロック微量
2　明褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化物微量
3　赤褐色　廃土小ブロック・廃土粒子多量，炭化物少量

覆豊　8層から成る。ローム粒子及びローム小ブロックを含む暗褐色土を主体に埋め戻されている。土層29

娠　率には廃土粒子が含まれ撃人為的に埋め戻しが行われたものと考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　5　暗褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量　6　暗褐色　ローム小ブロック。ローム粒子少量，焼土粒子極微量
3　暗褐色　ローム小プロ、ソク・ローム粒子少量　　　　　　　7　褐　　色　ローム粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，廃土粒子　8　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

極微量
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第用　図　第3号住居跡出土遺物実測図

第3号住居跡出土遺物観察表

図版番号

第16 8図

器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴　　　　　　　 手 法 の 特 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

杯 A ［13 ．2］ 体部下位 か ら口綾部の破片。休 部 口緑部内 ・外面横ナ デ。体部 内・ 砂粒 の長 石eパ ミス

にぷい橙色

P l1　 5 ％

覆土 中且 土 師 器 B （4．3） は内攣 しなが ら立ち上が り，白線部　 外面ナデ。体部内面赤彩。

に至 る。口緑部 は外面 に極 めて弱 普通

い稜 を持 ち，やや内傾 し，その後直

立する。口唇部 は内削ぎ状に尖 る。

杯 A　 12 ．2 体部及 び日録部一部欠損。平底。 口緑部内 。外面横ナデ。休部外面 砂粒 ・石英 ・長 石 P 12　 85％

2

！

土 師 器 B　　 5 ．8 体部 は内暫 しなが ら立 ち上が り， ヘラ削 り後 ナデ，内面ナデ。底部 にぷ い橙色 PL 4 9
C　　 3 ．8 日録部 に至 る。口緑部外面 に弱 い　 ヘラ削 り。口緑部外面赤彩痕。 普通 東コーナー壁際覆土中

稜 を持つ。 内面剥離

遺物　覆土中層から下層にかけて土師器片が少量出土している。第蟻図　の輝は東コーナー壁際の覆土中層か

ら出土している。

所農　本跡は　炉の使用頻度　低ら　柱穴を伴わず撃　その規模等から住居以外の目的をもった建物跡とも考え

られる。また撃　隣接する住居跡の関連施設とも考えられるが根拠に乏しら　その関係は不明である。時期は撃

出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第名号佳贋跡（第蟻図）

位置　調査区の南部，G4f5区。

規模と平面形　長軸5．36m，短軸5．12mの方形。

主軸方向　N－430－W

壁　壁高は31～55cmで，外傾して立ち上がる。

壁湧　全周する。上幅温2～2級m　深さ　～髭mで撃　断面形はほぼU字形で撃　一部逆台形をしている。

床　やや凹凸があり9　中央付近が緩やかな皿状を呈し撃　南コーナーの貯蔵穴付近には高まりがみられる。中央

付近には踏み固められた堅緻な部分が広がっている。

ぽう薄＋5か所（㌘1～㌘5）。Pl～㌘4は長径35～47cm9　短径36～43cmの楕円形または不整楕円形で撃　深さは

3～醐cmである。何れも各コーナー付近に付設され9　規模や位置から主柱穴と考えられる。㌘5は南東壁から

中央寄りに付設され　長径2托m　短径23cmの楕円形で　深さは摘cmである。規模や位置から出入ロに伴うピッ

トと思われる。

貯蔵究　南コーナー付近に付設され撃　平面形は長径85cm　短径桁cmの不定形で　深さ祁cmである。遺構の内側

に傾斜をもつ。断面はU字形でラ底部には内側下がりの傾斜がみられる。貯蔵穴覆土中層及び下層からは撃

家屋の焼失時に混入したと思われる炭化材が確認されている。

貯蔵穴土層解説
1褐　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量，炭化物微量　3　暗褐色　炭化材少量，炭化物。ローム少ブロック・ローム粒
2　褐　　色　炭化物・ローム小ブロック少量，ローム粒子微量，　　　　　　　　子極微量

焼土粒子極微量　　　　　　　　　　　　　　　　‘・1暗褐色　炭化材・炭化物eローム粒子少量

炉　中央から北西壁寄りに付設され　長径摘紋m　短径75cmで撃　床面を6cm掘り窪めた楕円形の地床炉である。
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炉床は火熱を受け廃土ブロックが厚く堆積し9　赤変硬化している。

炉土層解説
1極暗褐色　炭化物中量，焼土粒子eローム粒子少量
2　黒褐色　炭化物多量，焼土粒子中量，焼土中e小ブロックe

ローム粒子少量
3　赤褐色　焼土中e小ブロック◎焼土粒子◎炭化物多量，ロー

ム粒子極微量

4　褐　　色　焼土粒子。ローム小ブロック少量
5　暗赤褐色　焼土粒子¢ローム小ブロック中量，焼土中◎小ブロッ

クe炭化物eローム粒子少量

覆土　6層から成る。床面上に家屋消失時の炭化材が広がり9　北西壁には床面から壁面に沿って炭化材が鍵形

状に折れた状態で出土している。土層4以外の各層は焼土粒子を含み，炭化物を含む黒褐色土と暗褐色土及

び褐色土が互いに唯横し，南西及び北西方向から埋め戻されているように思われる。人為堆積である。

土層解説
1暗褐色　ローム中ブロックeローム粒子少量，焼土粒子や炭　4　褐

化物極微畳
2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，焼土粒　5　褐

子e炭化物極微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，廃土粒子eローム中ブロック極微　6　褐

量

色　ローム粒子中量，ローム中e小ブロック少量，炭化
物極微量

色　ローム中e小ブロックeローム粒子少量，焼土中ブ
ロックe焼土粒子極微量

色　ローム小ブロック◎ローム粒子少量，焼土中ブロッ
ク◎焼土粒子e炭化物極微量

遺物　覆土中層から床面直上にかけ出土している。第170図2の塔は西コーナー付近の覆土下層から斜位の状態

で9　4の高塀は西コーナー寄りの覆土中層の高塀と覆土下層の高塔片が接合したものである。5の短頸壷は

北西壁寄りの覆土下層から斜位の状態で，6の聾は体部を北西壁に接して斜位の状態で9　7の聾は西コーナー

付近の床面直上から出土している。

所見　本跡は，住居の建築材の一部と考えられる炭化材が良好な状態で残存している焼失家屋である。炭化材

は，貯蔵穴内からも確認され，炭化材が周辺遺跡及び当遺跡内の他の住居跡出土の樹種と全く同じであると

して，炭化材樹脂同定の分析でも住居建築材が流入したとしても矛盾はないとしている。時期は，出土遺物

から5世紀後半と考えられる。

第4号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 170図 塔 A ［12．8］ 底部から日録部 の破片。平底。体部 日録部 内e外面横 ナデ。体部外面 砂粒 e 石英 e 長石 P 13　25％

1 土 師 器 B　　 5．5 は内攣 しながら立ち上がり，口縁部 へ ラ削 り後ナ デ，内面 ナデ。底部 黒褐色 P L 49

C　　 3．4 に至 る。日録部外 面に弱い稜 を持

つ。

へ ラ削 り。 普通 覆土 中

二次焼成

2

土不 A ［14 ．8］ 底部 か ら口緑部の破片。平底。体 口緑部 内 e外面横 ナデ。体部内 e 砂粒 ・石英 ・長石 P 14　30％

土 師 器 B　　 5 ．1 部 は内攣 しなが ら立ち上が り，口 外面ナ デ。底部雑 なヘラ削 り。内 e にぷい橙色 P L 49

C　　 3 ．1 緑部 に至 る。口緑部 は外面 に弱い

稜 を持 ち，外上 方に立ち上が る。

外面赤彩痕。 普通 西コーナー付近覆土下層

3

椀 A ［11 ．3］ 体部下位 か ら日録部 の破片。休部 日録部内 e外面横 ナデ。体部外面 砂粒 e雲母。スコリア P 15　 20％

土 師 器 B （5．4） は内攣 しなが ら立 ち上 が り，口緑

部は弓 な り状 に立 ち上 がる。

ヘラ削 り後へ ラナデ， 内面 ナデ。 にぷい橙色

普通

覆土中

4

高　　 塀 D　 14．4 裾部及び脚部の破片。脚部 は柱状 脚部 及 び裾 部外面 縦位 のへ ラナ 砂粒e長石 eパ ミス P 16　 40％

土 師 器 E （8 ．6） を呈 し，裾部 は 「ハ 」の字状 に下

方に開 く。

デ，内面 ナデ。脚部内面輪積 み痕。 にぷい橙色

普通

西コーナー寄り覆土中層

5

短 頸 壷 A　　 7 ．1 体 部下 位一部 欠損。平底。体部 は 口緑部 内e外面横 ナデ。体部 外面 砂粒 ・石英 ・長石 P 17　90％

土 師 器 B　 lO ．6 内攣 しなが ら口緑部 に至 る。日録 へ ラ削 り後 ナデ，内面 ナデ。底部 黒褐色 P L 49

C　　 4 ．0 部 は内傾 して立ち上が り，口唇部は

内 削ぎ状 に直 立す る。体部上位 に

相対 して二つの孔が穿たれている。

へ ラ削 り。 普通 北西壁寄り覆土下層

二次焼成

6

聾 A　 16．5 体部一部欠損。平底 。体部 は偏平 日録部 内 e外 面横 ナデ。休部外面 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 18　 90％

土 師 器 B　 25．5 なが ら球形状 を呈 し，内攣 しなが へ ラナデ，内面 ナデ。底部へ ラ削 パ ミス P L 50

C　　 5．2 ら立ち上が り， 口唇部 で 「く」の り。 黒褐色 北西壁覆土中

字状 に外反す る。 普通 二次焼 成

7

婆 B （10 ．2） 底部 か ら休 部中位の破片。上げ底 体部外面 へラ削 り後へ ラナデ，内 砂粒 ・雲母 ・パ ミス P 19　 30％

土 師 器 C　　 5 ．6 気味 の平底 。体部 は内攣 しなが ら 面ナ デ。底 部へ ラ削 り。体部 内面 にぷい橙色 西コーナー付近床面直上

中位 で立 ち上 がる。 輪積み痕。 普通 二次焼成
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第5号住居跡（第171図）

位置　調査区の南部，G4i9区。

規模と平面形　長軸3．07m，短軸2。74mの長方形。

主軸方向　N－410－W

壁　壁高は7～17cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。中央付近に踏み固められた堅緻な部分がみられる。

炉　中央から北西壁寄りに付設され，長径90cm，短径35cmで，床面を10cm掘り窪めた長楕円形の地床炉である。

炉床は火熱を受けて赤変しているが，硬化はしていない。

炉土層解説
1褐　　色　ローム小ブロックeローム粒子極微量　　　　　　5　赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子極微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子eローム粒子微量，炭化　6　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量，焼土粒子

粒子極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　極微量
3　赤褐色　焼土粒子。ローム小ブロック少量，焼土中ブロック。　7　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子eローム小ブロック中

ローム中ブロックeローム粒子極微量　　　　　　　　　　　　　量，炭化粒子極微量
4　赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック少量，炭化粒子極

微量

覆土　5層から成る。各層は焼土粒子，炭化物及びロームブロックを含み，土層4の極暗褐色土には炭化材の

－244－



㍉　＿＿　∵∵

」二l∴「二二」二二一一二二一］

第開園　第　号健贋跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

：　　　　　一：一　　一　　‥」

混入も見られ9　両東方向から埋め戻されたものと考えられる。人為堆積である。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭　3　黒褐色　焼土粒子・炭化物・ローム小ブロック少量，ローム

化物極微畳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粒子極微畳
2　褐 色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物・ローム小プロツ　4　極暗褐色　焼土粒子・炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子

ク少量，炭化粒子極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少量，炭化材微量
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　覆土中層から下層にかけ土師器片が中量出土している。第且72図且の高塔は東コーナー付近の覆土下層出

土の師部片と中央覆土下層の脚部片が接合したものである。2の相は北コーナー寄りの覆土中層から正位の

状態で出土し，3の婆は北西寄りの覆土中層から逆位で出土している婆の口緑部と北西壁寄りの覆土中層か

ら出土している休部片が接合したものである。4の賓は西コーナーの覆土下層から斜位の状態で出土してい

る。

所農　本跡は，柱穴及び貯蔵穴の内部施設が確認されず9　また撃　その規模等から考えて住居以外の目的をもっ

た建物跡と考えられる。特に位置関係から隣接する第6号住居跡との関係が推測されるが撃　根拠に乏しい。

時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第5号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第172図 高　　 塀こ B （8．3） 脚部から塔部の破片。脚部は柱状 ±不部外面下位へラナデ，内面ナデ。 砂粒e雲母 P20　20％

1 土 師 器 E （5．0） を呈し，塔部下位に張り出しのあ 脚部外面縦位のへラナデ。 にぷい橙色 東コーナー付近

る段を有する。 普通 覆土下層
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第172図　第5号住居跡出土遺物実測図
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図版番号器　　種計測値（qm）器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第172図村B（11．0）口緑部欠損。丸底。休部は内善し休部外面丁寧なへラナデ，内面ナ砂粒・長石・雲母P2180％

2土師器 ながら立ち上がり，中位のやや上デ。休部外面赤彩。 にぷい橙色PL50

部に最大径を持ち，楕円形の様相

を呈する。

普通 北コート寄り覆土中層

休部外面下位煤付着

3

肇A　18．0休部上位から口緑部の破片。休部口縁部内・外面横ナデ。休部外面砂粒・長石・雲母P22　35％

土師器B（25．8）は内廻しながら立ち上がり，ロ緑ヘラナデ，内面ナデ。 にぷい橙色北西寄り覆土中

部は「く」の字状に外反する。 普通 層

4

碧A［19．6］休部上位から口緑部の破片。休部口緑部内・外面中位横ナデ，外面砂粒・石英・パミスP23　5％

土師器B（6．3）は内督して口縁部に至る。口綾部下位縦位のヘラナデ。体部内・外橙色 西コーナー覆土下層

は外傾し，口唇部は僅かに反る。面ナデ。 普通

図版番号種　　別
計　　測　　値　　（cm）

重量（g）現存率（％）出土地点 備　　考
最大長最大幅最大厚孔　径

第172図5土　　　　玉3．2 3．7 －0．7 38．3 100覆土中 DP8　PL55

第6号住居跡（第173図）

位置　調査区の南部，G5hl区。

規模と平面形　長軸6・18m，短軸5．82mであるが，東壁半ばから南東コーナーにかけては調査区外へ伸びており，

完掘できなかった。完掘できた部分から推定すると方形になるものと思われる。

主軸方向　N－240－W
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壁　壁高は30～40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　西壁際中央部及び北東コーナーの一部を除きほぼ全周する。上幅15～22cm9深さ3～10cmで，断面形は

U字形または逆台形である。

間仕切け溝　東壁から2条，西壁から2条それぞれ中央に向かって伸びている。それぞれ幅20～25cm，深さ10

cm9　断面はU字形である。

床　ほぼ平坦であるが言ヒ軋北東コーナー付近に僅かな窪みがみられる。全体に踏み固められた堅緻な部分

が広がる。間仕切り溝とは異なった位置に，西壁際から3免東壁際から2条の焼土がいずれも幅10～15cm，

長さ40～95cmで中央に向かって伸びている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径23～32cmの楕円形または不整楕円形ピットで，深さは55～75cmであ

る。各コーナー付近に付設され，規模や配列から主柱穴と考えられる。P5は長径32cm，短径27cmの楕円形で，

深さは55cmである。両壁から中央方向にあり，規模や位置から出入ロピットと考えられる。

貯蔵穴　南西コーナー付近に付設され，平面形は長径65cm，短径60cmの隅丸方形で，深さは55cmである。断面

はU字形で，底部は皿状である。壁は内側が垂直に立ち上がり，外側は壁中段に緩い段を持ち，外傾して立

ち上がっている。

警蔵禦説誓冤憂患窯業監禁：黒岩重き蓋三菱羞幸二票酢

炉　中央から北壁寄りに付設され，長径107C恥短径50cmで，床面を7cm掘り窪めた長楕円形の地床炉である。

土層4の褐色土を除き，各層に焼土ブロックや炭化物の混入もみられる。また，土層2の暗赤褐色土からは

極微量ながら炭化材も確認されている。炉床は火熱を受けて赤変硬化している。

誓讐讐讐赤褐色禦欝慧漂盈蒜溜物少量，3暗赤褐色撃碁豊詣花露禦蔑詣窟ロツ
2　暗赤褐色　焼土粒子中島焼土中ブロック少量，炭化物　4　褐　　　色　ローム粒子多亀　ローム中e小ブロック中量

微量，炭化材eローム粒子極微量

覆土　7層から成る。土層2の極暗褐色土以外は暗褐色土や褐色土が堆積し，土層1から土層6は炭化物やロー

ムブロックが混入し，各壁際から埋め戻されていったように考えられる。壁際や下層に堆積する暗褐色土の

土層5には灰の混入もみられる。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量，焼土粒子e炭　5　暗褐色　焼土中ブロック。焼土粒子e炭化物中量，炭化材少

2極暗褐色誌讐掌鴇焼土中ブ。ツク少量，炭牌。＿　6褐　色雷〔∑票診禁義蒜等農琵
ム小ブロック。ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　物少量

3　暗褐色　焼土粒子e炭化物中量，ローム粒子少量　　　　　7　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子極微量
4　褐　　色　ローム粒子少量，炭化物。ローム中e小ブロック微量

遺物　床面直上から少量の土師器片が出土している。第174図2の聾は北西壁寄りの床面直上から斜位の状態で

出土している。3の土玉は出入ロピットの中層位から，4◎5のガラス玉は共に北西寄りの床面直上から出

土している。

所見　本跡は，床面に筋状の焼土や，覆土中に焼土ブロックと灰が確認されたが，床面上からは炭化材や多量

の焼土が確認されていないことから焼失家屋とは考えにくい。時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられ

る。
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第174図　第6号住居跡出土遺物実測図

第6号住居跡出土遺物観察表

◎
］

0
4

◎
l

d⊃

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿」

図版番号器　　種計測値（①） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第174図 聾 A［20．0］ロ綾部の破片。口緑部は折り返し口緑部内・外面横ナデ。 砂粒・雲母・スコリアP24　5％

1 土師器B（4．5）のある複合口緑で，外反し，口唇

部は丸味を持ちやや反る。

にぷい橙色

普通

覆土中

2

賓 A［17．5］口緑部の破片。口緑郡は「く」の口緑部内・外面横ナデ。 砂粒・石英・パミスP25　5％

土師器B（3．4）字状に外反し，口唇部に丸味を持

つ。

褐色

普通

北西壁寄り床面直上

図版番号 種　　別
計　　測　　値　　 （cm）

重量（g）現存率（％）出土地点 備　　考
最大長 最大幅 最大厚 孔　径

第174図3土　　　　 玉 （3．2） 3．5 － 1．0 （27．9） 95 出入ロビット中層DP9　PL55

図版番号 種　　別
計　　測　　値　　 （cm）

重量（g）現存率（％）出土地点 備　　考
最大長 最大幅 最大厚 孔　径

第174図4 ガ　ラ　ス　玉 0．5 0．5 0．3 0．2 0．1 100 北西寄り床面直上Ql

5 ガ　ラ　ス　玉 0．35 0．35 0．2 0．1 0．05 100 北西寄り床面直上Q2

第7号住居跡（第175図）

位置　調査区の南部，G4fO区。

規模と平面形　長軸6．32m，短軸6．26mの方形。

主軸方向　N－490－E

壁　壁高は36～53cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅10～15cm，深さ4～8cmで，断面形はU字形である。

間仕切り溝　北東壁から1条，南東壁から1条それぞれ中央に向かって伸びている。幅12～17cm，深さ4～8

cmで，断面はU字形である。

床　平坦で，中央付近に踏み固められた堅緻な部分が広がる。

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl～P4は長径23～30cmの楕円形または不整楕円形ピットで，深さは78～109cmで

ある。各コーナー付近に付設され，規模や配列から主柱穴と考えられる。P5は径18cmの円形で，深さは20cm，

P6は長径33cm，短径29cmの不整楕円形である。P5はPlの両方向，P6はP4の北東方向に付設され，規模や位置

から補助柱穴と推測される。P7は径27cmの円形で，南東壁から伸びる間仕切り溝の突端に付設されている。

規模や位置から出入口に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　南コーナー付近に付設され，平面形は長径90cm，短径80cmの楕円形で，深さは62cmである。断面はⅤ
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字形で撃底部は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説
1黒褐色　炭化物・ローム粒子少量，廃土粒子微量　　　　　4　褐
2　明褐色　ローム粒子多量，炭化物微量
3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小プロ、ソク少量，炭化物微量　5　褐

色　ローム粒子多量，ローム中プロ、ソク中量，ローム小
プロ、ソク少量

色　ローム粒子多量，ローム中。小プロ、ソク中量

炉　北西壁からやや中央寄　に付設され　長軸酢cm　短軸関cmで　床面を鼠2淵掘り窪めた隅丸長方形の地床炉

である。覆土は土層転の廃土ブロックを含む赤褐色土が下層に厚く堆積し撃炉床は火熱を受けて赤変硬化し

ている。

炉土層解説

言鴇告ト〕．言‘′皇言言一台言√－　‥　－‥リ牛：∴′∴∴∴∴、′言ふ・　－′

目黒隼岩上∴∴∵肯′告言告－▼‘、；′．、－’ノー．t′∵′一∴宮、∴｛・′ユー．こ‥．、一、、

覆羞　7層から成る。何れも廃土粒子を含む。土層鐘の暗褐色土はロームブロックを少量含み撃　それ以外の各

層からは炭化粒子は確認されていない。

土層解説
l　黒褐色　ローム粒子少量，廃土粒子。炭化粒子微量　　　　5　暗褐色　ローム粒子多量，廃土粒子・炭化粒子微量
2　極暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量　　　　　　6　暗褐色　ローム粒子多量，廃土小ブロック・焼土粒子。ロー
3　黒褐色　ローム粒子中量，廃土粒子・炭化物微量　　　　　　　　　　　　ム小ブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　－
4　暗褐色　ローム粒子中量，廃土粒子・ローム中・小ブロック　7　暗褐色　ローム粒子多量，廃土粒子・炭化粒子微量

微量

遺物　覆土下層から土師器片が少量出土している。第膵図の　尊　は高塔で学　は北西壁等机　は南西壁寄

りの共に覆土下層から出土している。　の壷は北東寄勘　　の　の小形聾は南西壁寄りと北西寄りの覆土下

層から出土している。6の甑は北東寄　の覆土下層から横位の状態で出土している。

所農　本跡の時期は9　出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第7号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 。焼 成 備　　 考

第176図 高　　 年 A ［1 5．6］ 杯部 の破片。下位 に稜 を持 ち，外 口緑部 内・外面横 ナデ。杯部外面 砂輝石卦スコリアりヾミス P 2 6　 3 5％

1 土 師 器 B （5．3） 傾 して立ち上が る。 へ ラナデ，内面ナデ。接合部外面 にぷい橙色 北西壁寄り覆土下層

縦位 のへラナデ。 普通 外面煤付着

2

高　　 杯 D ［14 ．9］ 脚部 の破 片。脚部 は下方に緩 やか 脚部外面縦位 のへラ磨 き。内面輪 砂粒 ・雲母 P 27　 40％

土 師 器 E （6 諸） に開 き，裾 部で大 き く開 く。端部

はやや反 る。

積み痕。 明赤褐色

普通

南西壁寄り覆土下層

3

ニ土ご笈g A　 15 ．8 頸部か ら口緑部 の破 片。頸部 は緩 口緑部内 ・外面横 ナデ。頸部外面 砂粒 e石英 。長石 P 2 8　 20％

土 師 器 B （4 ．8） やか に外傾 し，口緑部 は折 り返 し ヘラナデ，内面 ナデ。 内。外面赤 浅黄橙色 北東寄順 土下層

のあ る複合 日経 となる。 彩 痕。 普通

4

小 形 婆 A ［1 6．4］ 休部下位か ら日録部 の破 片。休部 口緑部 内 ・外面上位横 ナデ，外面 砂粒・石英・長石・雲母 P 2 9 10％

土 師 器 B （1 0．4） は内攣 しなが ら立 ち上が り，日録 下位へ ラナデ。体部外面へラナデ， にぷい黄橙色 南西壁寄り覆土下層

部 は外傾す る。 内面 ナデ。日録部外面赤彩痕。 普通 口綾部外面3条の沈線

5

イ上 策「饗 B （1 1．3） 底部 か ら休 部上位の破片。平底。 体部 内・外面ナ デ。底 部へ ラ削 り。 砂粒 ・石英 ・雲母 P 3 0 1 0％

土 師 器 C　　 4 ．9 体部 は内攣 しなが ら立 ち上が り， 橙色 北西寄り覆土下層

球形状 を呈 する。 普通 体部外面煤付着

6

甑 A　 17 ．2 口緑部一部欠損。無底式。底部 に 口縁部内面横 ナデ，外 面指圧痕。 砂粒 。石英 。長石 P 3 1 95％

土 師 器 B　 13 ．6 単孔が穿 たれ9休部 は内攣 しなが 体部外面雑 なナデ，内面ナデ。体 にぷ い橙色 P L 50

ら立 ち上が る。 部 外面積み痕。 普通 北東寄り覆土下層

図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm） ！重量 （g）

現存率（％） 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大厚 孔　 径

第176図 7 土　　　　 玉 （3．1） （3．1） － 0．8 （10．6） 50 覆土中 D P lO　P L 55
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第176図　第7号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 種　　 別
計　 測　 値　 （q m）

重量 （g） 現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大厚

第1 76図 8 砥　　　　 石 9 ．0 7 ．1 3 ．8 33 8．4 10 0 砂岩 覆土 中 Q 3

第8号住居跡（第177図）

位置　調査区の南部，G4d5区。

規模と平面形　長軸5．00m，短軸3．96mの長方形。

主軸方向　N－42。一E

壁　壁高は22～35cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，全体が踏み固められており，特に中央付近に堅緻な部分が広がる。西コーナー付近に木根痕によ

る落ち込みがある。

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl～P3は長径17～25cmの楕円形または不整楕円形で，深さは25～35cmである。南

東壁沿いに各ピットが並ぶように付設されている。Pl，P2は付設する位置が不規則で主柱穴とは考えにくく，

性格は不明である。P3は規模や位置から出入口に伴うピットと考えられる。

ー252－



貯蔵穴　南東壁際の中央付近に付設され，平面形は長径60cm，短径45cmの不定形で，深さは30cmである。断面

はU字形で，底部は皿状である。壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量，炭化材e炭化物。ローム小ブロッ

ク少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック6ローム小ブロッ

ク少量，炭化物極微畳
3　黒褐色　ローム小ブロック。ローム粒子少量，炭化物極微量

炉　中央からやや北西寄りに付設され9　長径60cm9　短径55cmで，床面を7cm掘り窪めた不整楕円形の地床炉で

ある。覆土は炉の中央部分に土層3の焼土ブロックを含む暗褐色土が厚く堆積し，それを囲むように土層2

の褐色土が堆積しており，炉床は火熱を受けて赤変硬化している。

炉土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，炭化物eローム小ブロック少量，　3　暗褐色　焼土中ブロック。焼土中ブロックe焼土粒子eロー

焼土粒子極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム粒子少量，炭化物極微量
2　褐　　色　ローム粒子中量，焼土中ブロックe焼土粒子少量，

炭化物極微量

覆土　5層から成る。焼土粒子や炭化粒子を含む土層1，2の黒褐色土及び暗褐色土が下層から上層にかけて

大部分を占める。

叫　転／
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第開園　第　号佳贋跡出藍逸物実測図

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，廃土粒子。炭化粒子eローム少ブ　3　黒褐色　炭化物や炭化粒子eローム粒子少量，廃土粒子微量

ロック微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ローム粒子微量
2　暗褐色　炭化物・炭化粒子・ローム少ブロック・ローム粒子　5　極暗褐色　ローム粒子少量，廃土粒子・炭化粒子微量

少量，焼土粒子微量

遺物　覆土下層から土師器片が少量出土している。第178図の1は土師器の聾で9南西壁際の覆土下層から正位

の状態で出土している。

所見　本跡は9　主柱穴となるピットが，撹乱を全く受けていない北コーナー付近からも確認できなかったこと

から，片流れ屋根的建物といった上屋構造物も推測される。また，床面から確認されている炭化材について

は，炭化材樹脂同定により本住居跡の構築材であることが確認されている。時期は，出土遺物から5世紀後

半と考えられる。

第8号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第178図 賓 B （25．7） 底部から体部上位の破片。平底。 体部外面へラナデ。底部へラ削り。 砂粒・石英・長石。スコリア P 32　50％

1 土 師 器 C　　 8．8 体部は内攣しながら立ち上がる。 橙色

普通

南西壁際覆土下層

内面剥離

第9号住居跡（第179図）

位置　調査区の南部，G4a4区。

規模と平面形　長軸5．14m，短軸4．96mの方形。

主軸方向　N－450－E

壁　壁高は34～60cmで，傾斜して立ち上がる。

壁溝　南西壁際を除いて，周回している。

床　平坦で，南西壁沿いを除いて全体的に踏み固められ，堅緻な部分が広がる。

－254－



′　′イ　二

酵　昭鞠ヽ．一・・・・　一妙　　‾一脚

t

し　－　－　　－　－

ナ　ー　‾　‾　‾

＼＿＿＿曲

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

‾′ミ1ヾ了存ノ二フ11　－1－－1＿l㌻l二一　一二一二1
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ぽッ匪　5か所評1～㌘5）。机～㌘4は長径25～弛mの楕円形または不整楕円形で撃深さは45～55cmである。各

コーナー付近に付設され撃規模や配列から主柱穴と考えられる。㌘5は径20cmの円形で　深さは鋼cmである。

南東壁から中央寄りに付設され撃規模や位置から出入日に伴うピットと考えられる。

貯蔵栗　東コーナー付近に付設され撃平面形は長径75cm撃短径63cmの楕円形で撃深さは25cmである。断面は浅

い措鉢形で撃底部は皿状である。壁は緩く立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，廃土粒子極微量
3　褐　　色　ローム小ブロック極微量

炉　中央から南西寄りに付設され　長径随cm　短径5おmで　床面を鼠のcm掘り窪めた楕円形の地床炉である。覆

土は廃土ブロックを含む暗赤褐色土を暗褐色土が囲むように堆積している。炉床は火熱を受けて赤変硬化し

－255－



第180図　第9号住居跡出土遺物実測図
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ている。

炉土層解説
1暗赤褐色　廃土粒子中量，焼土中ブロック微量
2　暗赤褐色　焼土粒子少量，焼土中ブロックeローム小ブロック◎

ローム粒子極微量
3　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子少亀焼土粒子極微量

覆丑・6層から成る。焼土粒子やローム粒子を含む黒褐色土及び暗褐色土が厚く堆積し，各壁際には暗褐色土

及び褐色土が流れ込みの様相で堆積している。自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　廃土粒子中量，焼土中ブロックe炭化物eローム粒

子少量
2　暗褐色　焼土粒子eローム小ブロック◎ローム粒子少量，炭

化物微量

3　暗褐色　ローム小ブロック。ローム粒子中島焼土粒子微量

4　暗褐色　ローム中ブロック⑳ローム小ブロック◎ローム粒子
少量，焼土粒子極微量

5　褐　色　ローム粒子中島　ローム中ブロックeローム小ブロッ
ク少量

6　暗褐色　焼土粒子◎ローム小ブロック。ローム粒子少量，炭
化物極微量

遺物　覆土下層から床面直上にかけて出土している〇第180図1の塔は南側の床面直上から正位の状態で出土し，

2の椀と7の甑は，南コーナー寄りの覆土下層から高塔の杯軌楓甑の順に正位の状態で重なり合って出

土している。4の賓は北東寄りの覆土下層から床面直上の土師器片が接合したものである。5◎6の聾は中

央及び南側の床面直上から斜位の状態で出土したものである。10の双孔円板は覆土中層位から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第9号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 桓 測値 （C可　　 器 形 の 特 徴 ！　 手 法 の 特 徴
胎土 魯色調 命焼 成 i 備　 考

第 180図 土不 A　 14 ．7 休部下位 か ら日録部一部欠損。丸 口緑部内 ◎外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・ス コ P 3 3　 60％

1 土 師 器 B　　 6 ．3 底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 が 丁寧 なナデ，内面 ナデ。 リア 。パ ミス P L 5 0

り，口緑部 は内削ぎ状 に尖 る。内 にぷい橙色 南側床面直上

面に弱い稜 を持 つ。 普通 内面剥離

2

椀 A　 12．3 口綾部一部欠損。平底 。体部 は内 口緑部 内e外面横 ナデ。体部 外面 砂粒 e石英 。長 石 P 34　 9 5％

土 師 器 B　　 8．2 攣 しなが ら立ち上が り，口綾部 は へ ラナデ，内面ナデ。底部 へラ削 淡赤橙色 P L 50
僅 かに内傾 す る。 り。 普通 南コーナー寄り覆土下層

3

肘 B （11．5） 口緑部一部 欠損。丸底。体部 は内 体部外面横位 のへ ラナデ，内面 ナ 砂掛石英。雲母。パミス P3 5　 90％
土 師 器 C　　 2 ．5 攣 しなが ら立 ち上 が り，潰 れた球

形状 を呈 する。

デ。 にぷ い橙色

普通

覆 土中

4

婆 A ［15 ．8］ 休部中位か ら口緑部 一部欠損。平 口緑部 内。外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・石英 ・雲母 P 3 6　 70％

土 師 器 B　 27．8 底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上が へラナデ，内面 ナデ。底 部へ ラ削 にぷい褐色 P L 5 1

C　　 6．4 り，口緑部 は 「く」の字状 に外反

する。

り。 普通 北東寄り療土下層

二次焼成

5

寮 A　 22．3 体部 中位一部欠損。平底 。体部 は 日経部内 e外面横ナ デ。頸部外面 砂掛 石英・長石。．スコリア P 37　 85％

土 師 器 B　 18 ．3 内攣 しなが ら立ち上が り，口緑部 上位斜位 のへ ラナデ。体部外面 へ にぷい黄橙色 P L 5 1

C　　 5 ．7 は大 き く外反 す る。最大 径を口緑

部 に持 つ。

ラナ デ，内面ナデ。底部 へラ削 り。 普通 中央床面直上

二次焼成

6

婆 A　 18 ．0 体部 中位か ら口緑部 の破片。体部 日録部内 。外面横 ナデ。体部 内e 砂粒。石英・雲母・スコリア P 3 8　 40％
土 師 器 B （14．5） は内攣 しなが ら立 ち上 が り，口緑

部は 「く」の字状 に外反 する。

外面ナデ。 にぷい黄橙色

普通

南側床 面直上

7

甑 B （12諸） 底 部か ら体部 中位 の破 片。無底 体部外 面へラナデ，内面 ナデ。 砂粒e雲母 。パ ミス P 3 9　5 0％

土 師 器 C　　 3．5 式。底部 に単孔が穿 たれ，体部 は にぷい褐 色 南コーナー寄り覆土下層

内攣 しなが ら立 ち上が る。 普通 二次焼成

図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm） ！重量（g）

現存率（％） 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大厚 孔　 径

第180図8 土　　　　 玉 （2．0） 2．2 － 0．5
】

（8．1） 98 覆土中 D P ll　P L 55

9 土　　　　 玉 （2．2） 2．1 － 0．5 （7．5） 98 覆土中 D P 12　P L 55

ー257－



図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm）

重量（g） 現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大厚 孔　 径

第180図10 双　 孔　 円　板 － 2．1 0．4 0．15 3．0 100 片岩 覆土中層 Q 4

第柑号住居跡（第181図）

位置　調査区の南西部，G4a5区。

重複関係　本跡の東コーナーは，第82号土坑によって掘り込まれている。本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸2。59m9　短軸乱33mの方形。

主軸方向　N－250－W

壁　壁高は8～20cmで，両壁は垂直に，西壁及び東壁は外傾して立ち上がり，北壁は緩く外傾して立ち上がる。

床　平坦で9　中央付近に踏み固められた堅撤な部分がみられる。

覆土　4層から成る。下層から上層には暗褐色土が厚く堆積し，下層の一部に褐色土が堆積している。各層と

も焼土粒子及びローム粒子を含み，暗褐色土にはロームブロックが混入している。人為堆積と考えられる。

三二∴∵一十二∴二二∵∴三二三宇三∴二Ill‾l
量，ローム小ブロック極微量

遺物　覆土下層から少量の土師器片が出土している。第182図1の賓は南西壁際の覆土下層から出土している。

所見　本跡は9炉及び柱穴等の内部施設を伴わない小規模の建物跡であることから9住居以外の目的をもった

建物と考えられる。時期は9　出土遺物から5世紀後半と考えられる。

④

嘩I F∑l

K　　　　　　　　　　　3

Å乏毎。＄冗1

第柑図　第柑号住居跡実測図
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第且0号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第182図 聾 Å ［15．6］ 口綾部の破片。日録部は緩やかに 目線部内面横ナデ，外面上位横ナ 砂粒・雲母・パ ミス P 41　 5 ％

1 土 師 器 B　　 4．2 外反する。 デ e下位縦位のへラナデ。 にぷい橙色

普通

南西壁際覆土下層

第m号住居跡（第183図）

位置　調査区の南東部タ　G4bO区。

重複関係　本跡の南西壁は9第83号土坑によって掘り込まれている。本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸3。84m，短軸2。42mの長方形。

主軸方向　N一一27r W

壁　壁高は2～7cmで9　ほぼ垂直に立ち上がる。

床　やや凹凸があり，中央部から南東部に踏み固められた堅撤な部分がみられる。

炉　北西壁寄りに付設され，長径且08cm9短径80cmの楕円形で9床面を約7cm掘り窪めた地床炉である。炉内覆

土下層から上層にかけて廃土ブロックの堆積がみられたが，炉床はさほど赤変硬化していない。

2　　　　47　　　　　　　　　2

0　　　　　　　1m

L二二二」＿　＿＿＿＿＿＿」

第柑図　第錮号住居跡実測図
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第相国　第m号住居跡出藍逸物実測図

二‾‾‾‾二千
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炉土層解説
1暗褐色　焼土粒子。炭化物eローム粒子少量　　　　　　　5　赤褐色　廃土粒子中量，焼土中ブロックe炭化物少量，炭化
2　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量，炭化物極微量　　　　　　　　　材eローム粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子嘘炭化物少量，焼土小ブ　6　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロックe炭化材e炭化物少

ロック極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量，ローム粒子微量
4　明赤褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロックも焼土粒子e炭化　7　暗赤褐色　焼土粒子少量，炭化粒子◎ローム粒子極微量

物少量，ローム小ブロック極微量

覆土　4層から成る。覆土中からはロームブロック及び炭化物が確認され，黒褐色土からは炭化材と埋め戻し

に伴うものと思われる遺物の混入もみられる。人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　焼土中ブロックe炭化材e炭化物eローム粒子少量　3　明褐色　焼土粒子。炭化物少量，焼土粒子eローム粒子極微量
2　明褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量，炭化物微量　4　赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロックe炭化物eローム粒

子少量

遺物　覆土下層から床面直上にかけ少量出土している。第184図1の杯は中央付近の床面直上から逆位の状態で

出土し，2の塔は南寄りの床面直上から正位の状態で出土している。3の椀は東寄りの覆土下層から斜位の

状態で出土している。

所見　本跡は，柱穴等の内部施設を伴わない小規模の建物跡で9　確認された他の小規模建物跡が中規模ないし

大型の住居跡に隣接しているのに対し9　本跡に隣接する建物跡は確認されず，その性格は不明であるが，住

居もしくはそれ以外の目的をもった建物跡とも考えられる。時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第11号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調・焼 成 備　　 考

第184図 土不 A　 1 3．8 体部一部欠損。平底 。体部 は緩や 口緑部 内◎外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・石英 ・雲母 P 4 2　 9 5％

1 土 師 器 B　　 6．0 かに内攣 しなが ら立 ち上 が り，口 ナデ， 内面磨 き。底 部へ ラ削 り。 灰褐色 P L 5 1

C　　 4．4 緑部は外面 に稜 を持ち，直立する。

口唇 部は内削 ぎ状 にやや尖 る。

体部 内 。外 面赤 彩痕 。 普通 中央付近床面直上

2

杯 A ［1 4．0］ 体 部下位か ら口綾部一部欠損。平 ロ緑部 内 。外面横 ナデ。体部 内 e 砂 粒 ・長石 ・雲母 P 4 3　 6 0％

土 師 器 B　　 5．8 底 。体部 は内攣 しなが ら立ち上が 外面丁寧 なへラナデ。底部へ ラ削 にぷい橙色 南寄 り床面直上

C　　 4 ．2 り，口緑部 に至 る。口緑部 は内面

に弱い稜 を持ち， ほぼ直立 する。

口唇部 は内削 ぎ状 にやや尖 る。

り。 内 ◎外 面赤彩痕 。 普通 二次焼成

3

椀 A　 12 ．8 休部上位 か ら口緑部破片。体部は ロ緑部 内e外面横ナデ。体部外面 砂 粒e石英 。スコリア P 4 4　 4 0％

土 師 器 B （6 ．5） 内攣 しなが ら口緑部 に至 る。口緑 へ ラ削 り後 ナデ，内面磨 き。内 e 赤 橙色 東寄 り覆土下層

部 は内面 に明瞭な稜 を持 ち，内削

ぎ状 に直立 する。日経部 は尖 る。

外面赤彩。 普 通 二次焼成

第且2号住居跡（第185図）

位置　調査区の南西部，F叡6区。
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第柑図　第臓号住居跡実測図
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規模と平面形　長軸6。94m，短軸6．76mの方形。

童軸方向　N－250－W

壁　壁高は18～29cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周する。上幅10～16cm，深さ3～8cmで，断面はU字形である。

閻仕切け溝　北東壁から温泉南東壁から2条9それぞれ中央付近に向かって伸びている。幅18～28cm9深さ

は各且Ocmで，断面は逆台形である。

床　ほぼ平坦であるがタ北東壁沿いに半円形状の高まり9両コーナー付近に約7～8cmの高まりがみられ9　ど

ちらも踏み固められている。南東壁沿いにも幅80～90cmの範囲で帯状に堅緻な部分がみられる。

ぽット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径21～35cm，短径21～32cmの不整楕円形または不定形で9深さは

32～55cmである。何れも各コーナー付近に付設され，規模や位置から主柱穴と考えられる。P5は北東壁寄り

に付設され，長径20cm9短径16cmの楕円形で9深さは57cmである。規模と位置から主柱穴の補助的なものと

考えられるが，具体的な性格は不明である。

炉　3か所。炉鼠～炉3は南東壁から北西壁の中央線上に南側から炉2919　3の順に付設されている。炉1

は長径100cm，短径65cmで，床面を13cm掘り窪めた楕円形の地床炉である。覆土は焼土粒子を含み，炉床は火

熱を受け赤変硬化している。炉2は長軸75cm，短軸5cmで，床面を8cm掘り窪めた隅丸長方形の地床炉であ

る。覆土上層には焼土ブロックを含む赤褐色土が筋状に堆積している。炉床は火熱を受け赤変硬化している。

炉3は長軸83cm，短軸73cmで，床面を15cm掘り窪めた隅丸方形の地床炉である。覆土は焼土粒子を含む土層

1の褐色土が厚く堆積し，下層には褐色土が堆積している。炉床は火熱を受け赤変硬化している。

炉1土層解説
1　にぷい赤褐色　焼土粒子少量
2　暗赤褐色　焼土中ブロックe焼土粒子少量
3　赤　褐　色　焼土中ブロックe焼土粒子少量
4　赤　褐　色　焼土中ブロック。焼土粒子少量

5　明赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック微量
6　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量，ローム中ブ

ロック。ローム小ブロック極微量

炉2土層解説
1赤褐色　焼土粒子少量
2　赤褐色　焼土粒子もローム粒子少量
3　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子eローム中ブロック。ロー

ム小ブロック少量，ローム大ブロック微量

炉3土層解説
1褐　　色　焼土粒子◎ローム小ブロック極微量
2　赤褐色　焼土中ブロック多量
3　褐　色　ローム大ブロック◎ローム粒子中量，焼土粒子◎ロー

ム中ブロック◎ローム小ブロック少量

貯蔵穴　南コーナー付近に付設され，平面形は長径90cm，短径75cmの楕円形で9深さ姐cmである。円筒形に掘

り込まれ9　底部はほぼ平坦である。

貯蔵穴土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック。ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　褐　　色　ローム小ブロック微量
3　褐　色　ローム粒子少量，焼土中ブロック◎焼土粒子極微量
4　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極微量

覆土　6層から成る。土層5の暗褐色土以外の各層は廃土粒子を含み，また，土層1の褐色土を除く各層には

炭化物の混入がみられる。人為堆積と考えられる。

土層解説
1褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量，焼土粒子

極微量
2　暗褐色　焼土粒子eローム小ブロックeローム粒子少量9炭

化物極微量
3　褐　色　焼土粒子中量，廃土粒子eローム小ブロック少量，

焼土中ブロック。炭化物極微量

4　黒褐色　焼土粒子。ローム粒子少亀焼土中ブロック◎炭化
物◎ローム小ブロック極微量

5　暗褐色　ローム粒子少量，炭化物¢ローム小ブロック極微量
6　褐　色　ローム小ブロックeローム粒子少量，焼土粒子e炭

化物微量
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第186図　第12号住居跡出土遺物実測図（1）
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遺物　覆土上層から床面直上にかけ土師器片が多量に出土している。第186図1の坪は南東寄りの覆土中　層か

ら出土している土師器片と床面直上から出土している坪が接合したものである。2の杯は東寄り，3の坪は

北西寄り，4の坪は南寄りの床面直上及び覆土下層から出土している。5の高塀は北側の覆土下層から正位

の状態で出土したものが，南寄りの覆土下層から出土した口緑部片と接合したものである。6の高杯は北西

壁寄りの覆土下層から斜位の状態で出土している。7，8の村と広口壷は北西壁際の覆土下層から逆位と斜

位の状態で出土している。9の賓は北東壁際や北東方向の覆土下層から出土している土師器片が接合したも

のである。11の甑は覆土下層から出土している甑片と床面直上から出土している土師器片が接合したもので，

12の須恵器坪蓋は中央寄りの覆土下層から出土し接合したものである。15～80の臼玉は西コーナー寄りの床
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面直上から9　81の鉄鎌は北東寄りの床面直上から出土している。

所見　本跡は，当遺跡の同規模の住居跡と比較しても出土遺物や9使用頻度の高い炉を3基付設するなど内部

施設の状況から9祭祀行為との関係が考えられる特殊な性格を持った住居跡と思われる。時期は9　出土遺物

から5世紀後半と考えられる。

第12号住居跡出土遺物観察表

図版番 号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

第186図 塔 A　 13．5 目線部一部欠損。平底。体部 は内 目線部内 。外面横 ナデ。体部外面 砂粒 e石英 ◎長石 P 45　 90％

1 土 師 器 B　　 4．9 攣 しなが ら立 ち上 が り，口緑部 に へラ削 り後ナ デ，内面 ナデ。底部 にぷ い赤橙色 PL 5 0

C　　 4．7 至 る。口綾部 は僅か に内攣 す る。 へラ削 り。 普通 南東寄り覆土中層

内面剥離

2

土不 Å　 12 ．5 日録部 一部 欠損。平底。体部 は内 口緑部 内e外面横 ナデ。体部外 面 砂粒 e 石英 e 長石 P 4 6　8 5％
土 師 器 B　　 4 ．0 攣 しなが ら立ち上が り，口緑部 に 縦位のへラ削 り後ナデ，内面磨 き。 にぷい橙色 P L 50

C　　 5 ．0 至 る。 口綾部 は直立す る。 底部へ ラ削 り。 普通 東寄り覆土下層

3

杯 A　 13 ．2 体部下位か ら口綾 部一部欠損。平 日録部内 e外面横 ナデ。体部外面 砂掛石英・長石凛母りヾミス P 48　 55％

土 師 器 B　　 4．1 底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 が へラナデ，内面 ナデ。底部へ ラ削 にぷ い褐色 北西寄 り覆土 下

C　　 5．8 る。口緑部外面 に弱 い稜 を持つ。 り。内 ◎外面赤彩痕。 普通 層

4

±不 A ［1 1．6］ 体部 中位か ら目線部一部欠 損。平 日録部 内。外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・石英 ・長 石 ・ P 4 9　6 5％
土 師 器 B　　 5．4 底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上が ヘラナデ，内面ナ デ。底部 へラ削 雲母 ◎ス コリア 南寄 り床上 直上

C　　 4 ．6 り， 日録部 は内傾す る。 り。体部外 面赤 彩痕。 橙色

普通

及 び覆土下 層

体部外面研磨痕

5

高　　 士不 A　 15 ．8 裾部及 び口緑部 一部欠損。脚 部は 口緑部 内 e外面横 ナデ。塔部 内 e 砂粒 ・長 石 ・雲母 P 50　 70％
土 師 器 B ［13 ．4］ 柱状 を呈 し，裾部 は下位 で大 きく 外面ナ デ。塔部 外面及 び脚部外面 赤褐色 P L 5 1

D ［10．9］ 開 き端部 は反 る。師部 は下位 に稜 縦位のへ ラナデ。裾部 ナデ。内 e 普通 北側覆土下層
E （6．9） を持ち，外上方 に開 く。 外面赤彩。E （6．9） を持ち，外上方 に開 く。 外面赤彩。

高　　 士不 A　 1 6．2 坪部 の破片。均部 下位 に弱 い稜 を 口緑部 内 ・外 面横 ナデ。杯部内 ・ 砂粒・石英・長石。雲母りヾミス P5 1 50％

6 土 師 器 B （8 ．2） 持 ち，内攣 しなが ら立 ち上 がる。 外面 ナデ。 にぷい黄橙色

普通

北西壁 寄 り覆土

下層

7

堀 A　　 7 ．4 口綾部一部 欠損。平底。体部 はソ 日経部 内。外面横 ナデ。体部外 面 砂掛石英・長石・雲母・スコリ P 5 3　9 8％
土 師 器 B　　 9 ．2 ロバ ン玉状 を呈 し，目線部 はやや ヘ ラナデ。底 部へラ削 り。口緑部 ア P L 5 1

C　　 2 ．9 内攣 して立 ち上 がる。 内面赤彩痕。 にぷい橙色

普通

北西壁際覆土下層

8

広　 口　壷 A ［1 0．0］ 口緑部一部欠損。平底 。休部 は内 口緑部内 。外面横 ナデ。休部外面 砂粒 ・長石 P 54　 90％
土 師 器 B　　 9．9 攣 しなが ら立 ち上が り，上位 に最 へラ削 り後 ナデ，内面 ナデ。底部 浅黄橙色 P L 51

C　　 3．8 大径 を持つ。口緑部 は折 り返 しの

ある複合 口緑 とな り，内削 ぎ状 に

直立 する。 口唇 部 は尖 る。

へラ削 り。体部 内e外面輪積 み痕 。 普通 北西壁際覆土下層

9

小 形 饗 A　 14 ．0 体部 中位 か ら底部 欠損。体部 は内 日経部 内。外面横 ナデ。体部 外面 砂粒e石英 eパ ミス P 5 5　5 0％
土 師 器 B （12 ．5） 攣 しなが ら立 ち上 が り，頸部 は括 へ ラ削 り， 内面ナデ。内 。外 面赤 にぷい褐色 P L 5 0

れ， 口緑部 は外反 す る。 彩。 やや不 良 北東壁際及び北東の覆土下層

二次焼成

10

甑 B （2．1） 底部か ら体部下位 の破 片。やや平 ・体 部外面雑 なへラ削 り，内面ナデ。 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 56　 5 ％
土 師 器 C　　 4．9 底気味の無底式。底部 に単孔が穿 雲母 ・スコ リア 覆土中

たれ，体 部は外上 方に立 ち上がる。 にぷ い橙色

普通

底 部外面研磨痕

11

甑 B （2 ．7） 底部 の破 片。平底。底部 に単孔が 底部 内 の外面ナデ。 砂粒・石英eスコリアりヾミス P 57　 5 ％
土 師 器 C　　 5 ．3 穿たれ ている。 浅黄橙色

普通

覆土 下層

12

塔　　 蓋 A ［13．6］ 天井部から口綾部にかけての破片。 巻 き上 げ，横 ナデ整 形。内e外面 砂粒 P 5 8 15％

須 恵 器 B （3．8） 天井部下位は緩やかに内攣 し，外

面に明瞭な稜 を持つ。日経部 はやや

内傾 し，端部は平坦 な面 を成 す。

横ナ デ。 灰 白色

不良

中央寄り覆土下層

図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm） i重量 （g）

現存率（％） 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大厚 孔　 径

第186図13 不 明 土 製 品 3．3 1．2 1．2 － 2．7 100 覆土中 D P 19
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図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm）

重量 （g） 現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考

最大 長 最大幅 最大厚 孔　 径

第 186図14 双　 孔　 円　 板 － 2．1 0．3 0 ．15 2．9 10 0 片岩 床 面直上 Q 5

15 白　　　　 玉 （0．4） 0．5 0．4 0 ．2 （0．1） 80 片岩 床 面直上 Q 6

16 臼　　　　 玉 0．5 0．5 0 ．3 0 ．2 0．2 10 0 片岩 床 面直上 Q 7

1 7 臼　　　　 玉 0．4 0．5 0 ．3 0 ．2 0．1 10 0 片岩 床 面直上 Q 8

18 白　　　　 雲 0．5 0．5 0 ．3 0 ．2 0．1 10 0 片岩 床 面直上 Q 9

19 臼　　　　 玉 （0 ．4） 0．5 0．3 0 ．2 （0．1） 80 片岩 床 面直上 Q lO

20 白　　　　 玉 0．5 0．5 0．3 0 ．2 0．1 10 0 片岩 床 面直上 Q ll

2 1 臼　　　　 玉 0 ．5 0．5 0．2 8 ．2 0．1 10 0 片岩 床 面直上 Q 12

22 臼　　　　 玉 0 ．5 0．5 0．3 0 ．2 0 ．1 10 0 片岩 床 面直上 Q 13

23 臼　　　　 玉 0 ．5 0．5 0．3 0 ．2 0 ．1 10 0 片岩 床 面直上 Q 14

24 臼　　　　 玉 0 ．5 0．5 0．3 0 ．2 0 ．1 10 0 片岩 床 面直上 Q 15

25 臼　　　　 玉 0 ．5 0．5 0．3 0 ．2 0 ．1 10 0 片岩 床 面直上 Q 16

26 臼　　　　 玉 0 ．5 0．5 0．3 0 ．2 0 ．1 10 0 片岩 床 面直上 Q 17

27 臼　　　　 玉 0 ．5 0．5 0．3 0．1 （0 ．1） 98 片岩 床 面直上 Q 18

28 臼　　　　 玉 0 ．5 0．5 0．2 0 ．15 0 ．1 10 0 片岩 床 面直上 Q 19

29 臼　　　　 玉 0 ．5 0．5 0．3 0 ．2 （0 ．1） 98 片岩 床 面直上 Q 20

30 臼　　　　 玉 0 ．5 0．5 0．3 0．15 （0 ．1） 85 片岩 床面直上 Q 21

3 1 臼　　　　 玉 0 ．5 0．5 0．3 0．15 0 ．1 10 0 片岩 床面直上 Q 22

32 臼　　　　 玉 0 ．5 0．5 0．35 0．15 （0 ．1） 95 片岩 床 面直上 Q 23

33 臼　　　　 玉 0 ．5 0．5 0．35 0．15 0 ．1 10 0 片岩 床 面直上 Q 24

34 臼　　　　 玉 0 ．45 0 ．45 0．3 0．15 0 ．1 10 0 片岩 床面直上 Q 25

35 臼　　　　 玉 0 ．45 0 ．5 0．3 0．15 （0 ．1） 85 片岩 床面直上 Q 26

36 臼　　　　 玉 0 ．5　こ 0 ．5 0．3 0．2 0 ．1 10 0 片岩 床面直上 Q 27

37 臼　　　　 玉 0 ．5 0 ．5 0．3 0．2 （0 ．1） 70 片岩 床面直上 Q 28

38 臼　　　　 玉 0 ．5 0 ．5 0．3 0．2 （0 ．1） 98 片岩 床面直上 Q 29

39 臼　　　　 玉 0 ．5 0 ．5 0．3 0．2 0 ．1 10 0 片岩 床面直上 Q 30

40 臼　　　　 玉 0 ．5 0 ．5 0．3 0．2 0 ．2 10 0 片岩 床面直上 Q 31

41 臼　　　　 玉 0 ．5 0 ．5 0．3 0．2 0 ．1 10 0 片岩 床面直上 Q 32

第187図42 臼　　　　 玉 0 ．5 0 ．5 0．4 0．2 0 ．1 10 0 片岩 床面直上 Q 33

43 臼　　　　 玉 0 ．5 0 ．5 0．3 0．2 0 ．1 10 0 片岩 床面直上 Q 34

44 臼　　　　 玉 （0 ．5） 0 ．6 0．3 0．2 （0 ．1） 70 片岩 床 面直上 Q 35

45 臼　　　　 玉 （0 ．5） 0 ．5 0．4 0．2 （0 ．1） 85 片岩 床 面直上 Q 36

46 臼　　　　 玉 0 ．5 0 ．5 0．4 0．2 0 ．1 10 0 片岩 床面直上 Q 37

47 臼　　　　 玉 0 ．5 0 ．5 0．3 0．2 0 ．1 10 0 片岩 床面直上 Q 38

48 臼　　　　 玉 0 ．5 0 ．5 0．3 0．2 0 ．1 10 0 片岩 床面直上 Q 39

49 臼　　　　 玉 0 ．5 0 ．5 0．4 0．2 0 ．1 10 0 片岩 床面直上 Q 40

50 臼　　　　 玉 0 ．5 0 ．3 0．2 0．1 0 ．1 5 0 片岩 床面直上 Q 41

51 臼　　　　 玉 0 ．5 0 ．5 0．3 0．2 0 ．1 10 0 片岩 床面直上 Q 42

52 臼　　　　 玉 0 ．5 0 ．5 0．2 0．2 0 ．05 10 0 片岩 床面直上 Q 43

53 臼　　　　 玉 0 ．5 0 ．5 0．3 0．2 0 ．2 10 0 片岩 床面直上 Q 44

5 4 臼　　　　 玉 0 ．5 0 ．5 0．3 0．15 0 ．1 10 0 片岩 床面直上 Q 45

5 5 臼　　　　 玉 （0 ．45） 0 ．5 0 ．3 0．15 （0 ．1） 60 片岩 床面直上 Q 46

5 6 臼　　　　 玉 0 ．5 0 ．5 0 ．3 0．15 0 ．1 10 0 片岩 床面直上 Q 47

5 7 臼　　　　 玉 （0 ．4） （0 ．45） 0 ．3 0．15 （0 ．1） 70 片岩 床面直上 Q 48

5 8 臼　　　　 玉 0．5 0 ．5 0 ．2 0．2 0 ．05 100 片岩 床面直上 Q 49

5 9 臼　　　　 玉 0．5 0 ．5 0 ．4 0．2 （0 ．1） 65 片岩 床面直上 Q 50

6 0 臼　　　　 玉 0．5 0 ．5 0 ．3 0．2 0 ．1 10 0 片岩 床面直上 Q 51
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図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm ）

重量 （g ） 現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大 厚 孔　 径

61 臼　　　　　 玉 0．5 （0 ．5） 0．4 0 ．2 （0 ．1） 65 片岩 床面直上 Q 52

6 2 臼　　　　　 玉 0．5 0 ．5 （0．3） 0．2 （0 ．1） 75 片岩 床面直上 Q 53

6 3 臼　　　　　 玉 （0．5） 0．5 0 ．2 0．2 （0 ．1） 95 片岩 床面直上 Q 54

6 4 臼　　　　　 玉 0．5 0．5 0 ．4 0．15 0 ．2 1 00 片岩 床面直上 Q 55

65 臼　　　　　 玉 （0 ．4） 0．5 0 ．3 0．15 （0．1） 95 片岩 床面直上 Q 56

66 臼　　　　 玉 0 ．5 0．5 0 ．3 0．15 0．1 10 0 片岩 床面直上 Q 57

67 臼　　　　　 玉 0 ．45 0．45 0 ．3 0．15 0．1 10 0 片岩 床面直上 Q 58

68 臼　　　　　 玉 0 ．5 0 ．5 0 ．3 0 ．15 0．1 10 0 片岩 床面直上 Q 59

69 臼　　　　 玉 0 ．5 0 ．5 0．3 0 ．15 0 ．1 10 0 片岩 床面直上 Q 60

70 臼　　　　　 玉 0 ．5 0 ．5 0．3 0 ．2 （0 ．1） 70 滑石 床面直上 Q 61

7 1 臼　　　　　 玉 0．5 （0 ．5） 0．3 0 ．2 （0 ．1） 70 滑石 床面直上 Q 62

7 2 臼　　　　　 玉 0．5 0 ．5 0．2 0．2 0 ．1 10 0 片岩 床面直上 Q 63

7 3 臼　　　　　 玉 （0．5） 0 ．5 0．3 0．2 （0 ．1） 80 片岩 床面直上 Q 64

7 4 臼　　　　　 玉 0．5 0 ．5 0 ．3 0．2 （0 ．1） 90 滑石 床面直上 Q 65

7 5 臼　　　　　 玉 0．5 0．5 0 ．4 0．2 0 ．2 100 片岩 床面直上 Q 66

76 臼　　　　　 玉 （0．5） （0．4） 0 ．3 0．2 （0 ．1） 50 片岩 床面直上 Q 67

77 臼　　　　　 玉 （0 ．5） 0．5 0 ．35 0．2 （0．1） 90 滑石 床面直上 Q 68

78 臼　　　　 玉 0 ．5 0．5 0 ．2 0．2 0．1 1 00 滑石 床面直上 Q 69

79 臼　　　　　 玉 0 ．5 0．5 0 ．3 0 ．2 0．1 1 00 片岩 床面直上 Q 70

80 臼　　　　　 玉 0 ．5 0．5 0 ．3 0 ．2 0．2 10 0 片岩 床面直上 Q 71

窮鼠3号住居跡（第188図）

位置　調査区の南西部，F4h4区。

規模と平面形　長軸6．38m，短軸6．16mの方形。

主軸方向　N－400－E

壁　壁高は35～鋸cmで，外傾して立ち上がる。

間仕切柑溝　北東壁から且条，南東壁から2条9　南西壁から1条それぞれ中央付近に向かって伸びている。幅

15～28cm，深さは10～12cmで，断面はU字形ないし逆台形である。

床　平坦である。南コーナー付近から南東壁に沿って高さ7～8cmの不定形の高まりがみられ，出入口に伴う

施設と考えられる。踏み固められた堅緻な部分は住居の東側全体にみられる。南コーナー付近は木根による

撹乱を受けている。

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl～P4は長径25～50cmタ　短径20～45cmの楕円形または不整楕円形で，深さは

26～49cmである。何れも各コーナーからやや中央寄りに付設され9規模や配列から主柱穴と考えられる。P5

は長径35cm，短径30cmの楕円形9　P6は径30cmの円形である。それぞれ深さは20～27cmで，P19　P2からさらに

中央中心部に向かって付設され，規模や位置から主柱穴の補助的な性格をもつものと考えられる。P7は南東

壁からやや中央寄りの間仕切り溝突端に接して付設され9　長径22cm，短径16cmの不整楕円形で，深さは22cm

である。規模や位置から出入口に伴うピットと考えられる。
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第柑図　第臓号住居跡実測図

一一268－

旦鍼。輸

Il亨‾

0　　　　　　　2m

L二二二二二L二二‥、」



10cln

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿」

第189図　第13号住居跡出土遺物実測図

炉　北西壁から中央寄りに付設され，長径82cm，短径35cmで，床面を8cm掘り窪めた長楕円形の地床炉である。

覆土下層から上層には暗褐色土が堆積し，その周りに褐色土が堆模している。各層とも焼土粒子及び炭化粒

子を含み，炉床は火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説
1褐　　色　焼土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子極微量
2　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子極微量
3　暗褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
4　暗褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量

貯蔵穴　南コーナー付近に付設され，平面形は長軸77cm，短軸72cmの隅丸方形で，深さは55cmである。断面は

U字形で，底部は皿状である。東側半分は根による撹乱を受けている。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム粒子微量，焼土粒子・炭化粒子極微量　　　4　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量，ローム
2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小プロッタ微量　　　　　　　　小プロッタ極微量
3　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・ローム粒子微　5　褐　　色　ローム粒子少量

量，焼土小プロッタ極微量

覆土　6層から成る。各層の堆積土には，土層2の極暗褐色土を除いてロームブロックの混入がみられるが，

土層の乱れが殆どみられずレンズ状の堆積を成していることから，自然堆積と考えられる。

土居解説
1黒褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・ローム小プロッタ少量，　4　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化物極微量

炭化物・ローム粒子極微量　　　　　　　　　　　5　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少星，炭化粒子極微量
2　極暗褐色　焼土小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化　6　褐　色　ローム小プロッタ・ローム粒子少量

物極微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物・ローム小ブロック少量

遺物　覆土下層から床面直上にかけて土師器片が少量出土している。第189図1の杯は南側の覆土下層及び床面

直上から出土した土師器片が接合したものである。4・5の土玉は東寄りと北寄りの床面直上から出土し，

6の砥石は南東壁際の床面直上から横位の状態で出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。
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第温3号住居跡出土遺物観察蔑

図版番号

第18 9回

l

器　　 種

杯

土 師 器

計測値 （cm ） 器 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴　 i 胎土 合色義 磯 成　 備　 考

A　 14 ．6 休部 中位から日録部 一部 欠損。平　 日綾部内 命外面横ナ デ。体部内 ◎　 砂粒⑳雲母 eスコリア　 P 4 0　 7 0％

B　　 5 ．5 底 0休部 は内攣 しながら立ち上がり撃　外 面ナデ。　　　　　　　 にぷい橙色　　 南贈 土下層 二次鋸

C　　 3．1 目線部に至るo Eブ綾部は直立する0　　　　　　　　　　　　 普 通　　　　　 体部外面研磨痕

2

杯

土 師 器

A ［H ．両

B （圭 6）

休 部下位 からロ綾部 の破 片0体 部　 打線部 内癖外面 ナデ。体部外画へ　 砂粒 ◎長石　　　 ㌘59　 摘％

は内攣しながら立ち上が り学日経部　 ラ削 り後 ナデ　 内面ナデ。　　 にぷ い橙色　　　 覆 土中

に至 る。日録部は僅かに内傾する。　　　　　　　　　　　　　 普通

3

輝

土 師 器

A ［13 ．3］

B （3．7）

体部 中位 から日録部 の破片0休部　 日経部内 翁外面横ナデ○体部内 ◎　 砂粒 ◎パ ミス　　 ㌘6 0　 5 ％

は内攣 しなが ら立 ち上 が りタロ線　 外 画ナデ○内 砂外面赤彩。　　 赤褐色　　　　 覆土中

部 に至 る。口緑部は内傾 して立 ち　　　　　　　　　　　　　 普通

上 が る。

図版番号
種 別 猷 芸 最 幅 i 太厚 1cm； 径 重畳毎 榊 （％）

出土地点　　　　　　 備　 考

第189図4 土　　　　 玉 （3．5）　　 3．6 0．8　　 （24．8）　　 60 東寄り床面直上　 D P 13　PL55

5 土　 ＿…＿＿豊 」 堅 定 亡 重 」 ニ 」 隻 ⊥ 空 旦 守　 粥 北寄り床面直上j D P 温逢 ㌘L55

図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm）

最大長　 堅 堅 蔓 攣 巨 径　 重量毎 断 率 ％　 石 質　 出土地点　 備　 考

第189図 6 砥　　　　 石 鋸 日 持6封 日 中　 85　 閥や　 ＿＿＿＿ 不明 …… 堅堅…＿一．＿＿＿＿＿墾 撃 床耐 上　 Q 72 P L 55

二′＼／」∴・二二　完了日！昌一j

位置　調査区の南東部　評議区。

．い十′　ニ∴－イ：二一・＝十‘、′：　十「．了′ノ・、ノ′㍉言

主軸方向　N－620－W

ミ∴、∴∴∴　一　ノ、　、、：つ・∴　　ノ　′′．′ノ

閣層瀾錮摘攣　北東壁から温条9南西壁から2条それぞれ中央付近に向かって伸びている。幅膵～鴇cm　深さは

8～摘cmで撃　断面はU字形である。

床　ほぼ平坦で撃南東壁沿事の一部を除いて全体が踏み固められタ堅微である。

1．・　二ノノ　′‾′　・㍉：ノ：∴、ノ’・ノ二号′ノ㍉、・…・，持字ノ′′＼J：：（、11ノノ巧∵亘上′′∴イ＼封、Jl十、工、一′∴

75～88cmである。何れも各コーナーからやや中央寄りに付設され撃規模や配列から主柱穴と考えられる。㌘5

は長径3艶m　短径挽mの楕円形で　規模や位置から出入日に伴うピットと考えられる。

炉　中央から北西壁寄りに付設され　長径甑m　短径施mの不整楕円形で　床面を7抑掘り窪めた地床炉であ

る。廃土ブロックを含む赤褐色土が覆土の大部分を占め撃炉の中央部覆土下層から上層にかけ褐色土が帯状

に堆積している。炉床は火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説

l　褐　色廃土粒子少量9ローム小ブロック待トム磯子極微選　2　赤褐色　廃土小ブロック磯土粒子のローム小ブロック昏ロー
ム粒子少量

貯蔵巽　東コーナー付近に付設され　平面形は長磯紹級m　短魂浮おmの隅丸方形で　深さ飢cmである。断面形は

U字形で撃底部は皿状である。北西壁上部に張り出しがみられる。

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　ローム中プロ、ソク・ローム粒子微量
2　褐　色　ローム粒子少量，ローム小プロ、ソク微量
：1暗褐色［了－ノ、粒子・粘土粒子少量

覆羞　6層から成る。南東壁付近はロームブロックを含む暗褐色土が人為的に埋め戻され撃その他の部分は唯
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第臓図　第摘草住居跡出藍逸物実測図

10cm
L＿＿＿＿＿＿＿　　　．　　　　　＿l

積状況が乱れておらず，自然堆積と考えられる。木根による撹乱を受けている。

土層解説

1暗褐色　ローム中ブロックeローム小ブロックeローム粒子　4　黒褐色　炭化物eローム中ブロックeローム小ブロック。ロー

：崇裏芸至芸‡≡誉曇選薫芸笠慧言霊暗褐富喜懇望誓蔓警窯芸害競粒子微量
化物極微量

遺物　西コーナー付近の床面直上及び南東壁寄りから土師器片が中量出土している。第191図1の塔と8の聾は

共に，西コーナー付近と南東壁寄りの床面直上から出土したものが接合し，9の小形賓は西コーナーと北コー

ナー付近の床面直上から出土したものが接合したもので，それぞれ意図的に投棄されたものとおもわれる。
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3の椀は南東壁寄りの床面直上から正位の状態で出土している。4◎5の高塀は西コーナー寄りの床面直上

から師部を正位に重ねた状態で出土し，7の壷と10の甑は高塔に接する状態で出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から，隣接する第15号住居跡と時期的に重なると思われる部分があるが，建物

構造上と出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第14号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色 調・焼成 備　　 考

第19 1図 土不 A　 12 ．3 体部及 び日録部一部欠損。平底 。 口緑部 内e外面横ナ デ。休部外 面 砂粒。石英櫻母。スコリア P 6 1 60％

1 土 師 器 B　　 4 ．2 体部 は内攣 しなが ら立 ち上 が り， へ ラ削 り，内面ナデ。底部 へラ削 にぷい褐色 P L 51

C　　 3 ．4 日録部 に至る。日録部 は直立する。 り。 普通 西コーナー付近床面直上

2

土不 A ［13．5］ 体部下位 か ら口綾部の破片。体 部 目線部内 e外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 。石英 e長石 P 62　3 5％

土 師 器 B （5．3） は内攣しなが ら立ち上が り，口緑部 へ ラ削 り後 ナデ，内面斜位 のへ ラ にぷ い橙色 覆土中

に至 る。口綾部 は僅かに内攣する。 ナデ。 普通 二次焼成

3

椀 A　 14．1 口緑部 一部 欠損 。平底。体部 は内 目線部内e外面横 ナデ。休部外面 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P6 3　9 5％

土 師 器 B　　 6．6 攣 しながら立ち上がり，日録部 に至 へラ削 り後ナデ，内面 ナデ。底部 ス コリア PL 5 1

C　　 3．3 る。口緑部は折 り返 しのある複合口 へラ削 り後 ナデ。体部 外面赤 彩 橙色 南東壁寄り床面直

緑で，内面に稜 を持ち，外傾する。 痕。 普通 上

4

高　　 ま不 A　 1 6．2 坪部 片。下位 に稜 を持ち，外上方 ∩緑部 内 ・外面横ナ デ。 内 ・外面 砂掛長石・スコリアりヾミス P 6 4　5 0％

土 師 器 B （6 ．0） にやや内傾 して立 ち上 がる。 へ ラ磨 き。師部 外面赤彩痕。 黒褐色

普通

西コーナー寄り床面直上

二次焼成

5

高　　 士不 A　 15 ．4 土不部 片。外面 下位 に弱 い稜 を持 日録部 内◎外面横ナ デ。塔部外面 砂粒。石英・長石項母りヾミス P 65　 50％

土 師 器 B （6 ．2） ち，外上 方に立ち上が る。 へ ラナデ， 内面磨 き。 にぷい橙色

普通

西コーナー寄り床面直上

二次焼成

6

肘 A　　 9．7 体部 中位一部 欠損。平底。体部 は 日録部内 ◎外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・石英 ・長石 P 66　 75％

土 師 器 B　 ll．1 ソロバ ン玉状 を呈 し，頸部 は括れ， へ ラナ デ，内面 ナデ。底部へ ラ削 にぷい黄橙色 P L 51

C　　 3．1 外傾 して立 ち上 が る。 り後ナデ。 普通 覆土中

二次焼成

7

＝士ご雲ヱ A　 1 2．0 休部 一部欠損。平底。体部 は外傾 日経部 内¢外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 ・雲母 P 67　 60％

土 師 器 B　　 9．2 して立ち上が り，上位 で内攣 し， 雑 なへ ラ削 り後 ナデ，内面ナデ。底 黒褐色 西コーナー寄り床面直上

C　　 5．2 頸部 に至 る。口緑部 は内 削ぎ状 に

やや外傾す る。

部 へラ削 り。日録部外 面接合痕。 不良 二次焼成

8

婆 A　 18 ．1 体部 下位 及び 目線部一部 欠損 。体 日録部 内e外面横 ナデ。 頸部外面 砂粒 ・石英 ・雲母 P 6 8　5 0％

土 師 器 B （2 1．6） 部 は球形状 を呈す る。口綾部 は頸 縦位 のへラナデ。体部外 面へラ削 にぷい褐色 P L 5 2

部か ら 「く」の字状 に外傾 する。 り後 ナデ， 内面ナデ。 普通 南東壁寄り床面直上

二次焼成

9

小 形 寮 A ［10 ．8］ 体部下位 か ら口緑部の破片。体部 日録部内 e外面横ナデ。体部外面 砂粒 e長石 eパ ミス P 6 9　40％

土 師 器 B （12 ．3） は内攣 しなが ら立ち上が る。体部 へ ラ削 り， 内面 ナデ。 にぷい橙色 西 コー ナー及 び

上位 に最大 径 を持 つ。 口綾部 は

「く」の字状 に外反す る。

普通 北 コーナー付近

床面直上

10

甑 A ［2 5．2］ 体部下位か ら日録部の破片。体部 口縁部内 ◎外 面横 ナデ。体部外面 砂粒・石英・雲母・スコリアりヾミス P 70　 25％

土 師 器 B （1 3．7） は内攣 しなが ら立 ち上が り，口緑 雑 なへ ラ削 り，内面 ナデ 。 にぷい黄橙色 西 コーナー寄 り

部に至 る。日録部 は折 り返 しのあ

る複合口緑 となる。

普通 床面直上

第五5号住居跡（第192図）

位置　調査区の南東部，F5g3区。

規模と平面形　長軸7．74m，短軸6．18mの長方形。

主軸方向　N－540－E

壁　壁高は20～37cmで9　ほぼ垂直に立ち上がる。

間仕切り溝　北東壁から1条，南東壁から3条，南西壁から2条それぞれ中央付近に向かって伸びている。幅

15～25cm撃　深さは3～12cmで，断面はU字形及び逆台形である。

床　ほぼ平坦で，各コーナー付近や壁沿いの一部を除いて全体が踏み固められ，堅緻である。中央付近は木根

による撹乱を受けている。
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第臓図　第摘草住居跡実測図
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第193図　第15号住居跡出土遺物実測図
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酢ソ紅　6か所（Pl～P6）。Pま～㌘4は長径25～42cm撃　短径25～32cmの不整楕円形及び不定形で9　深さは47～58

cmである。何れも各コーナーからやや中央寄りに付設されラ　規模や配列から主柱穴と考えられる。P59　㌘6は

長径22～25cm9　短径17～23cmの楕円形で撃　深さは18～27cmである。双方とも規模や位置から出入口に伴うピッ

トと考えられるが，明確ではない。

炉　2か所。炉1は中央から北西寄りに付設されラ　長径112cm9　短径8鮫mの楕円形で撃　床面を7cm掘り窪めた地

床炉である。炉床は火熱を受け赤変硬化している。覆土は土層結　2の廃土ブロックを含む暗褐色土及び明

赤褐色土が大部分を占めている。炉2は住居の中央部に付設され撃　長径85cm9　短径50cmの楕円形で9　床面を

4cm掘り窪めた地床炉である。覆土は土層鼠の暗褐色土及び土層4の褐色土から廃土ブロックの堆積が確認

されている。炉床は火熱を受けやや赤変硬化している。

炉1土層解説
1暗褐色　焼土粒子・ローム粒子微量，焼土中ブロック極微量　3　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子極微量
2　明赤褐色　焼土中ブロック。焼土粒子・ローム粒子少量，締ま　4　褐　　色　焼土中ブロック・ローム大ブロック極微量

り強　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　褐　　色　焼土粒子極微量，粘性強

炉2土層解説
1　暗褐色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼

土中ブロック極微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子極微量

3　暗明褐色　焼土大ブロック多量，焼土粒子少量，締まり強
4　褐　　色　焼土中ブロック・焼土粒子少量，焼土中ブロック極

微量

貯蔵究　2か所。貯蔵穴且は東コーナー付近に付設され撃　平面形は長径関cm　短径55cmの不定形で　深さ錮cm

である。断面はU字形でタ　底部は皿状である。壁はほぼ垂直に立ち上がる。貯蔵穴2は南東壁際中央に付設

され撃　平面形は長軸77cm9　短軸70cmの隅丸方形で学　深さは40cmである。覆土下層から中層の暗褐色土には焼

土ブロックの混入が確認されている。

貯蔵穴1土層解説
1　暗褐色　焼土粒子◎ローム粒子少量，ローム小ブロック極微量
2　褐　　色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量，焼

土粒子極微量
3　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

貯蔵穴2土層解説
1黒褐色　炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土

粒子微量
2　暗褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・ローム粒子少量，炭化

物・ローム小ブロック極微量

3　明褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック。ローム小ブロッ
ク少量

4　暗褐色　焼土中ブロック。焼土粒子少量，炭化材微量，炭化
物。ローム小ブロック・ローム粒子極微量

5　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

覆土　5層から成る。北西壁際にロームブロックの混入がみられるが9　その他の部分には大きな堆積状況の乱

れはみられないことから撃　北西壁側から北東壁にかけて一部人為的に埋め戻しが行われ9　遺物が投棄され撃

その後，自然堆積していったものと考えられる。木根による撹乱を受けている。

土層解説
1　黒褐色　炭化物少量，焼土粒子eローム粒子微量，ローム小

ブロック極微量
2　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化物・ローム

粒子極微量

3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化物極
微量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒
子◎炭化物極微量

5　褐　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

遺物　西コーナー付近の壁際覆土中から土師器片が投棄状態で出土し撃　その他，床面直上から土師器片が中量

出土している。第193図1の塔は中央部の覆土下層と床面直上の土師器片が接合し9　3の椀は北寄りの床面直

上から正位の状態で出土している。4の椀は北コーナー寄りの床面直上から逆位の状態で，5の椀は南寄り

の覆土下層から出土したものである。6の小形饗，8の饗は西コーナー付近の壁際にみられる投棄状態の土

師器片の中より出土しているものである。7の聾は覆土下層から押し潰された状態で出土している。
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所見本跡の時期は9出土遺物から隣接する第五輯住居跡と時期的に重なる部分がみられるが，建物構造上と

出土遺物の前後関係から5世紀後半と考えられる。

第且5号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第193図 塔 A ［1 4．8］ 体 部下位から口綾部 の破片。平底 。 日録部 内。外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 ・雲母 P 7 1 3 5％
1 土 師 器 B　　 5．5 体部 は内攣 しながら立ち上が り，口 へ ラナデ，内面ナデ。底部 へラ削 赤褐色 中央部覆土下層

C ［4 ．0］ 綾部 はやや 内偵 して立ち上がる。 り後 ナデ。 内 。外 面赤 彩。 普通

2

蓋 B （3 ．2） 天井部からつまみにかけての破片。 つ まみ部へ ラナデ，側面へラナデ。 砂粒 ・長 石・パ ミス P 72　 5 ％
土 師 器 F　　 3．0

G （1．8）

天井部 はわ ずかに内攣する。つ ま

み部 は穏や かな宝珠状 を呈 する。

天井 部内 ・外面へ ラナデ。 にぷい橙色

普通

覆土 中

椀 A　 12 ．3 口緑部一部欠損。平底。体部 は内

3

口緑部 内e外面横 ナデ。体部外面 砂粒 e 石英 e 長石 P 73　 98％
土 師 器

椀

B　　 9 ．3 攣 しなが ら立ち上が り，口綾部 に へ ラナ デ，内面磨 き。底部へ ラ削 明赤褐色 P L 52
C　　 3 ．3 至 る。口緑部 は内削ぎ状 に直立 し，

口唇部 は尖 る。 内面に稜 を持 つ。

り。内 e 外面赤彩。 普通 北寄 り床面直上

4

A　 l l．6 口緑部一部欠損。平底 。休部 は内 口緑部 内e外面横 ナデ。体 部外面 砂粒 ・長石 ・雲母 P 7 4　 9 8％
土 師 器 B　　 9．4 攣 しなが ら立 ち上が り，口綾部 に へ ラナデ，内面放射状のへラ磨き。 赤 橙色 P L 5 2

C　　 3 ．7 至 る。体部 は潰れた球形状 を呈 す

る。

底部へ ラ削 り。 内 。外面赤彩。 普通 北コート 寄り床面直上

内 e 外面煤付着

5

椀 A　 lO．9 体部及 び日録部 一部欠損。平底。 日録部内 。外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 75　 85％
土 師 器

小 形 寮

B　 lO．1 体部 は内攣 しなが ら立 ち上 が り， 丁寧 なへ ラナデ，内面 ナデ。底部 雲母 ・パ ミス P L 5 2
C　　 5．2 口線部 に至 る。口緑部 はやや内削 へ ラ削 り。 赤 褐色 南寄 り覆土 下層

ぎ状 に直立 し，口唇 部はやや尖 る。

内面 に弱い稜 を持つ。
普通 体部内 e外面煤

付着

6

l

A ［14 ．3］ 休部下位 か ら口綾部一部欠損。平 日録部内 ¢外面横ナデ。体部外面 砂粒 e雲母◎パ ミス P 77　 60％
土 師 器

i

B　 ll．9 庫。体部 は球 形状 を呈 し，頸部 は へラ削 り後 ナデ，内面ナデ。底部 黒褐色 西コーナー付近壁際
C　　 4．5 やや括れ， 口綾部 は外反 する。 へラ削 り。 普通 二次焼成

6

小 形 寮 A ［14 ．3］ 休部下位 か ら口綾部一部欠損。平 日録部内 ¢外面横ナデ。体部外面 砂粒 e雲母◎パ ミス P 77　 60％
土 師 器

l

B　 ll．9 庫。体部 は球 形状 を呈 し，頸部 は へラ削 り後 ナデ，内面ナデ。底部 黒褐色 西コーナー付近壁際
C　　 4．5 やや括れ， 口綾部 は外反 する。 へラ削 り。 普通

砂粒 ・長石 ・雲母

二次焼成

P 7 8　 4 5％
7

婆 A　 1 4．8 体部 中位か ら口緑部の破片。体部 日経部 内e外面横 ナデ。頸部外面

土 師 器 B　 15 ．6 は長胴 を呈 し，口緑部 は 「く」の 下位縦位 のへラナデ。体部内。外 淡赤橙色 覆土下層

字状 に外反 する。 面へ ラナデ。 普通

砂粒 e石英 e長石

二次焼成

P 79　 40％
8

嚢 A ［2 0．2］ 体部中位か ら日録部 の破片。体部 口緑部内 e外面横 ナデ。頸部及び

土 師 器 B （2 2．8） は球形状 を呈 し，頸部 は長頸状 を

呈 し，口綾部 は外反 する。

体部 内 e 外面ナ デ。 橙色

普通

覆土 中

図版番号

第193図9 ！

種　　 別

土　　 可

計　　 測　　 値　　 （cm）

重畳（g） 現存率（％） 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大厚 孔　 径

3．4 3．4 － 0．8 31．7 100 覆土中 D P 15　P L 55

図版番号

第193図可

種　　 別

砥　　　　 石

計　　 測　　 値　　 （cm）

i 重量（g） 現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大厚 孔　 径

5．5 2．0 1 ．8 （0．4） 25．7 80 砂岩 覆土中　 ！

覆土中

Q 73

Q 74
11 剥　　　　 片 2．6 1．5 0．6 － 15．5 100 黒曜石

窮鼠6号住居跡（第194図）

位置　調査区の南東部，F5。3区。

規模と平面形　長軸6．48m，短軸6．16mのほぼ方形。

主軸方向　N－310－E

壁　壁高は37～52cmで，外傾して立ち上がる。

間仕切け溝南東壁から温泉南西壁から且条それぞれ中央付近に向かって伸びている。幅8～27cm9深さは

10cm程で9断面はU字形及び不定形である。南西壁の中央寄りに南東方向に伸びる溝状の撹乱がみられる。

床中央部はほぼ平坦であるが9南西部には部分的に凹凸がみられる0中央部から南東部を除いて踏み固めら
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第194図　第16号住居跡実測図

－278－

まこ＝

0　　　　　　　　　　　　　　2m

ト　　－Il－　」



第臓図　第柑号住居跡出藍通観実測図

0　　　　　　　　　　　10cm

』二二二』二二二』

れ9堅微になっている。また，南東壁際には長さ290cm9幅80cm，高さ5～7cmの高まりと，南コーナーから

やや西側に馬蹄形の粘土貼りがみられる。北西壁中央部付近から南東壁東部にかけて幅挽mの根切り溝によ

る撹乱を受けている。

ピット　踊所（Pl～P4）。P19P3は径23～25cmの円形で9P2は長径32cm9短径25cmの不整楕円形である。深

さはそれぞれ35～娩mである。Pl～P3はコーナーからやや中央寄りに付設され，規模や配列から主柱穴と考

えられる。P4は南東壁中央部から伸びる間仕切り溝の突端に付設され，径24cmの円形で，深さは10cmである。

規模や位置から出入口に伴うピットと考えられる。

炉北西壁からやや中央寄りに付設され，長径95cm9短径70cmの不定形で，床面を10cm掘り窪めた地床炉であ

る。炉内覆土は焼土ブロックを含む暗赤褐色土が厚く堆積し，炉床は火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説

：芸芸芸芸琴書芸嘉還馨曇蒜芸；芸ぷい赤褐芸讐薫蒸三…築土粒子少

貯蔵宍南コーナー付近に付設され9平面形は径78cmの円形で9深さは50cmである。円筒状に掘り込まれ，底

部は皿状である。壁はほぼ垂直に立ち上がる。
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貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム中ブロックeローム小ブロック◎ローム粒子

少量，炭化物微量
2　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロックeローム小ブロッ

ク少量，炭化物極微量

3　明褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロックeローム小ブロッ
ク少量

覆土11層から成る。南西側に焼土粒子混じりの極暗褐色土が厚く堆積しているが9その他は黒褐色土及び暗

褐色土が覆土の大部分を占めて厚く堆積している。特に言ヒ西側の一部には他の部分と比べて堆積状況の乱

れが顕著にみられることから，北西壁際から埋め戻しが人為的に行われていったものと考えられる。

土層解説
1　黒褐色
2　暗褐色
3　黒褐色
4　極暗褐色
5　暗褐色
6　暗褐色

ローム粒子少量，ローム小ブロック極微量
ローム粒子少亀焼土粒子eローム小ブロック極微量
ローム粒子少量，ローム小ブロック極微量
ローム粒子少量，焼土粒子極微量
ローム小ブロックeローム粒子極微量
ローム粒子少量，ローム中ブロック◎ローム小ブロッ
ク極微量

7　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒
子。炭化粒子極微量

8　褐　色　ローム中ブロックeローム小ブロック極微量
9　黒褐色　ローム粒子少量
10　暗赤褐色　ローム粒子少量，炭化粒子極微量
11極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子。ローム小ブロック極微量

遺物　覆土上層から床面直上にかけ土師器片が中量出土している○酎95図鼠の塔は北西壁際の覆土上層から正

位の状態で，3の高塀は，ほぼ同位置の覆土中層から出土している土師器片が接合している02の高塀は塔

部が正位の状態で出土し，他の塔部片と接合したもので9　4の柳ま正位の状態で9　5の小形肇は斜位の状態

でそれぞれ北コーナーの覆土下層から集中して出土している。6の寮は南東付近の覆土下層から出土してい

る。

所見　本跡の床面にみられた馬蹄形の粘土粘りは9その形状から柱等のものを補強する目的を持っていたので

はないかとも考えられる。時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第16号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調・焼 成 備　　 考

第 195図 士不 A　 13 ．3 目線部一部欠損。平底 。体部 は内 口緑部 内e外面横 ナデ。体部 外面 砂粒・石英・長石・スコリアりヾミス P 8 0　 9 0％

1 土 師 器 B　　 4 ．3 攣 しなが ら立 ち上 がる。 ヘラ削 り，内面 ナデ。底 部へラ削 にぷい橙色 北西壁際覆土上層

C　　 3 ．4 り。 内 e 外面赤彩。 普通 二次焼 成

2

高　　 士不 A　 20 ．0 塔部の破片。珂郁 下位 に張 り出し 日経部 内e外面横 ナデ。珂郁 外面 砂粒 ◎石英 e 雲母 P 8 1 40％

土 師 器 B （9 ．0） の ある段 を持 ち，口緑部 は外上方 縦位 のへ ラ削 り，内面 ナデ。 にぷい橙色 北コーナー覆土下層

に立ち上が り，口唇部は外反する。 普通 二次焼 成

3

高　　 士不 B （10 ．6） 塔部下位 か ら裾部 の破片。脚部 か 塔部 下位外面へラ削 り，内面ナデ。 砂粒 ・長石 ・雲母 P 82　 40％

土 師 器 D ［13 ．7］ ら裾部 にかけてラッパ状 に大 きく 脚部 外面縦位のへラ削り後ナデ。裾 橙色 北西壁際覆土中層

E　　 7 ．3 開 く。珂都 下位 に弱い稜 を持つ。 部 内 e外面横ナデ。脚部内面輪積

み痕 。

普通

4

埠 B （10 ．4） 日録部欠損 。平底。体部 は潰れた 体部内 e外 面ナデ。底部へ ラ削 り 砂粒 。石英eスコリア P 83　 80％

土 師 器 C　　 3 ．8 球形状 を呈 する。 後ナデ。 にぷい黄橙色

普通

、P L 52

北コーナー覆土下層

二次焼成

5

小 形 襲 A　 13 ．3 底部欠損 。体部 は内攣 しなが ら立 日録部内 。外面横ナ デ。体部外面 砂粒 e長石 e 雲母 P 8 4　 9 0％

土 師 器 B （13 ．6） ち上が り，頸部 は括 れ，口緑部は へ ラ削 り後 ナデ，内面ナデ。 にぷい橙色 P L 52

やや外傾 する。 普通 北コーナー覆土下層

二次焼成

6

聾 A ［18 ．6］ 休部 中位 か ら口緑部 の破片。体部 口緑部 内e外面中位横 ナデ，下位 砂粒e長石 eスコリア P 8 5 1 0％

土 師 器 B （1 0．7） は内攣 しなが ら立 ち上が り，口緑 縦位のへ ラナデ。体部外面 へラ削 黒褐色 南東付近覆土下層

部 は僅 かに外反す る。 り， 内面 ナデ。 普通

第17号億居跡（第196図）

位置　調査区の南東部，E5i4区。

規模と平面形　長軸4．00m，短軸3。8舶nの方形。

童画方向　N－63ノーW
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壁　壁高は30～47cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　東コーナー，西コーナー及び北コーナー付近の一部を除き，全周状態で巡っている。上幅10～25cm，深

さ5～8cmで9　断面形はほぼU字形である。

閻仕切柑溝　北東壁から1条，南東壁から1条それぞれ中央に向って伸びているが，南東壁の1条については

梯子ピットに接しているところから9本来の間仕切り溝としての機能を持っていたかは不明である。

床　ほぼ平坦で9中央付近に踏み締まって硬化した部分がみられる。また，東コーナー付近には扇状に硬化し

た高まりがみられ，出入口として使用され踏み締まったものと考えられる。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径25～27cm，短径鼠8～23cmの楕円形または不整楕円形で，深さは

35～40cmである。各コーナーから，やや内側に入った所に付設され，規模や配列から主柱穴と考えられる。

P5は長径30cm，短径25cmの楕円形で，東コーナーからやや北東付近に付設されている。規模や位置及び周辺

の床面の高まりから梯子ピットと考えられる。

貯蔵穴　南コーナーに付設され，平面形は長◎短径とも55cmの不整円形で9深さ38cmである。断面はほぼU字

形を呈している。

貯蔵穴土層解説
1褐　色　ローム小ブロックeローム粒子中量，ローム中ブロッ

ク少量，焼土粒子極微量
2　明褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒

子の炭化物微量，ローム中ブロック極微畳
3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

炉　中央から北東壁寄りに付設され昏平面形は長径55cm9短径壷cmの楕円形で，床面を19cm掘り窪めた地床炉

である。炉内覆土は焼土ブロック，廃土粒子を含む褐色土及び暗褐色土が堆積しているが9長期間使用され

たような焼土のブロックの固まりはあまりみられない。

芋≡三三三l言l∴三三二二≡三三三二二二
3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック。焼土粒子e炭化

物極微量

覆土　8層から成る。土層7を除く各層にはロームブロックが混入し9各層は南西壁から北東壁に向かって傾

斜し，斜位の状態で唯模している。人為唯積と思われる。

土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック。ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム大ブロックeローム中ブロック。ローム小ブ

ロック　eローム粒子少量
3　褐　　色　焼土粒子eローム小ブロック少量，ローム中ブロッ

ク微量
4　暗褐色　炭化粒子eローム小ブロックeローム粒子少畳，ロー

ム中ブロック微意

5　黒褐色　ローム小ブロック中畳，ローム中ブロック。ローム
粒子少畳

6　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極微畳
7　褐　　色　ローム粒子少量，粘性強
8　黒褐色　ローム小ブロック。ローム粒子少量

遺物　覆土下層から床面直上にかけ土師器片が少量出土している。第197図1～3は共に北東付近の覆土下層か

ら出土したもので，1の高塔は塔部を逆位の状態で9　2の聾は正位の状態で上部から押し潰された状態で9

3の寮は底部が他の土師器片と共に出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第17号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計 測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 畢　 考

第19 7図 高　　 士不 A　 21 ．2 塔部 の破片。下位 に張 り出 しのあ 口緑部内 ・外面横ナ デ。坪部 内 ・ 砂粒 ・雲母 ・パ ミス P 86　 5 0％′

1 土 師 器 B （6 ．8） る段 を持 ち，外上 方に立 ち上が り，

口緑部 は大 きく反 る。

外面ナ デ。 にぷい橙色

普通

北東付近覆土下層

P 8 7　5 0％

2

聾 A ［18 ．5］ 口綾部 の破片。折 り返 しのあ る複 目線部内 e外面横 ナデ。 砂粒・石英・長石・パミス

土 師 器 B （3 ．9） 合 口緑 で，やや反 る。 浅 黄橙色

普通

北東付近覆土下層

－282－



図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調。焼成 備　　 考

第197図 婆 B （3．1） 底部の破片。やや突出した平底。 体部外面へラ削り，内面ナデ。底 砂粒ゆ雲母◎パミス P 88 10％

3 土 師 器 C　　 6．4 部へラ削り。 にぷい褐色

普通

北東付近覆土下層

窮鼠8号住居跡（第198図）

位置　調査区の北西部9　E4i4区。

重複関係　本跡は9北西壁のほぼ中央で第1号陥し穴を掘り込んでおり9本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸6鳶4m9　短軸6．68mの方形。

主軸方向　N－500－E

壁　壁高は鼠7～34cmで9　ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅14～2紋m　深さ5～10cmで，断面形はほぼU字形である。

間仕切を』溝　北東壁から3泉南東壁から1条，南西壁から3条それぞれ中央に向って伸びている。

床　平坦で9広い範囲に踏み締まって硬化した部分がみられる。南コーナー付近から中央に向かって方形の耕

作による撹乱を受けている。

ピッ睦　4カ所（Pl～P4）。Pl～P3は長径25～購cm9短径23～37cmの楕円形または不整楕円形で，深さは

60～65cmである。それぞれコーナー付近に付設されタ規模や配列から主柱穴と考えられる。P4は長径26cm9

短径18cmの不定形で，中央から南東壁沿いに付設されている。規模や位置から出入ロピットと考えられる。

貯蔵宍　南コーナーに付設され，平面形は長軸95cm，短軸70cmの隅丸長方形で9深さは40cmである。断面は逆

台形状を呈している。北東側半分が撹乱により残存しない。

警蔵雷撃讐説。－ム中ブ。ツク。。＿ム小ブ。ツク◎。－ム粒子　4褐　色。－ム小ブ。ツク◎。－ム粒子中量，。－ム中ブ。ツ

2褐　色禁譜禁譜監禁琵ック◎。－ム粒子　5褐　色害禁中ブ。ツクO。－ム小ブ。ツク。。－ム粒子
少亀焼土粒子e炭化物極微量　　　　　　　　　　　　　　　少量

3　明褐色　ローム小ブロックeローム粒子中量

炉　2か所。炉1は中央から北西壁寄りに付設され，長径110cm9短径73cmの楕円形で9床面を17cm掘り窪めた

地床炉である。炉内覆土は各層に焼土ブロックを含み9土層4以外の覆土には少量の炭化物及び灰と併せて

少量の土師器片が混入している。炉床は火熱を受け赤変硬化している。炉2は中央からやや北東方向に付設

され，長径75cm，短径50cmの楕円形で9床面を5cm掘り窪めた地床炉である。土層4以外の各層は焼土ブロッ

ク及び炭化物を含み，炉床は火熱を受け赤変硬化している。

警1讐褐三菱重欒；罵二警誓言誓崇三菱喜曇芸テ慧主菜董曇黛鑑三
ロック◎炭化物eローム粒子少量，粘土粒子極　　　　　　　　　　量
微量，灰少量

三㍉＋∵∵∵二一一1三三二∴二二二三∴二∴
物極微量

3　明赤褐色　焼土粒子中量，廃土小ブロック。ローム粒子少量，
炭化物極微量

覆土13層から成る。床面から上層にかけロームブロックを含む黒褐色土及び暗褐色土が複雑に堆積している。

中央から南コーナーにかけて撹乱を受けている。人為堆積と思われる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量 2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム大ブロック◎ローム中ブロッ

クのローム小ブロック極微量
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第199図　第18号住居跡出土遺物実測図

3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・ロー
ム中プロッタ微量

4　暗褐色　ローム小プロッタ・ローム粒子少量，廃土粒子微量
5　黒褐色　ローム小プロッタ中量，ローム中プロッタ・ローム

粒子少量
6　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，煉土粒子・ロー

ム中ブロック極微量
8　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，炭化物極

微量

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

9　褐　　色　ローム粒子少量
10　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム中プロッタ・ローム

粒子微量，焼土粒子極微量
11褐　　色　ローム粒子少量
12　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微

量，ローム中ブロック極微量
13　極暗褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

遺物　覆土下層から床面直上にかけて土師器片が少量出土している。第199図1の杯は斜位の状態で，2の高坪

は正位の状態で南東壁際の覆土中層から出土し，3の肇は北東壁際の床面直上から出土している。4の須恵

器は旭で，体部上位に波状文が施され，覆土中から出土している。5の凹石は南東壁際から，6の臼玉は北

東寄りの床面直上からそれぞれ出土し，7の紡錘車は南西壁際の覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第18号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 撞 計 測値 （qm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色 調・焼成 備　　 考

第19 9区l 坪 A ［9 ．2］ 口緑部一部 欠損 。丸底 気味 の平 ロ緑部 内・外面横ナ デ。休部外面 砂粒・石英・長石・パミス P 89　 80％

1 土 師 器 B　　 3 ．5 底。休部 は内管 しなが ら立ち上が 及 び底部雑 なへラ削り，内面ナデ。 にぷい橙 色 P L 5 2

C　　 3 ．8 る。 外面赤彩痕 。 普 通 南東壁際覆土中層

2

高　　 坪 A　 16 ．3 師部 の破 片。休部 は外上 方 に開 口緑部 内・外面横ナ デ。坪部外面 砂粒・石英・長石・パミス P 90　 50％

土 師 器 B （6 ．5） く。 ヘ ラ削 り後 ナデ， 内面 ナデ。 橙色

普通

南東壁際覆土中層

3

要 A ［18 ．0］ 休部上位 か ら口縁部の破片。体部 ロ縁郡 内 ・外面横 ナデ。体部 内 ・ 砂粒 ・雲母 ・パ ミス P 9 1 10％

土 師 器 B （8 ．1） は内管 しなが ら立ち上が り，口緑

部 は 「く」の字状 に外反す る。

外面 ナデ。休部 内面輪積 み痕 。 灰褐色

普 通

北東壁際床面直上

図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm ）

重量 （g ） 現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考

最 大長 最大幅 最大厚 孔　 径

第1 99図 5 凹　　　　 石 1 1．2 5 ．1 2．6 － 2 40．7 10 0 蛇 紋岩 南東壁際床面直上 Q 75　 P L 55

6 臼　　　　 玉 0 ．5 0 ．5 0．4 0 ．1 0．1 10 0 片岩 北東寄り床面直上 Q 76

7 紡　 錘　 車 5．2 5 ．2 1．6 0 ．7 6 1．1 10 0 片岩 南西壁際覆土中層 Q77休部側面線刻PL55
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ノ∴1㍉一　∴十叫ノ・工：・、畑

位置　調査区の北西軌跡魂。3区。

規模と平面形　長軸。錆m　短軸。朗mの長方形。

ら＿′　r‾．∴　三二；　∴

壁　壁高は豊～弛照で　外傾して立ち上がる。

床　平坦で　広い範囲に踏み締まった硬化した部分がみられる。

㌦　Jノノ′丁目⊥、ニ｝）ニ＼一．′工事、′′∴：（、年、′十＼ら∵ノ′－、′十三・′　▲、′＼再年つ膏一言工、′∴

28～35cmである。各コーナーからやや内郷こ入った付近に付設され撃規模や配列から主柱穴と考えられる。

Pは長径級疇短径挽mのほぼ楕円形で　中央から南東壁沿いに付設されている。規模や位置から出入ロピッ

トと考えられる。

炉中央から北西壁寄りに付設され撃義郎誌m短鮎鮫mの楕円形で撃床面を8cm揺り窪めた地床炉である。

炉内覆土の中層位に廃土ブロックの堆積がみられ撃炉床は火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　明赤褐色　廃土粒子eローム小ブロック極微量
3　暗赤褐色　畢土中プロ、ソク・ローム小ブロックeローム粒子極

微量

4　赤褐色　ワーム粒子少量，ローム中プロ、ソク・小プロ、ソク極
微量

5　暗明褐色　LJ－ム小▼ノやロックeローム粒子少量

6　暗赤褐色　畢手中ブ．ロック・廃土粒子中量，ローム粒子少量，
炭化粒子極微量

7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

覆蓋　9層から成る。南西から北東方向にかけての層位はレンズ状を成し撃各層は何れもロームブロックを含

み　土層娠娠　7以外の層からは廃土粒子がま層翫　以外の各層からは炭化粒子が確認されている。

また撃南西壁から北西壁にかけての壁際は壁画に沿って褐色土及び暗褐色土が流れ込んでいる状況がみられ

るところから撃一部人為的に埋め戻され撃その後自然堆積した　のではないかと考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローヰ＼粒子少量，ローム小プロ、ソク微量，焼⊥二粒

子・炭化粒子極微量
2　黒褐色　ロー！＼粒子少量，ローム小ブLJ、ソク微量，廃土粒

子・炭化粒子極微量

3　極暗褐色　ローヰ粒子中量，ローム小ブロック少量，廃土粒
子。炭化粒子極微量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量，炭化粒子。ロー
ム中ブロック極微量

5　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，炭化粒
子・ローム中ブロック極微量

6　畢褐申　炭化粒子・ローム小ブロックeローーム粒子極微量
7　褐、申　ローム小ブロック少量，ローム中プロ：ソク廠壷
8　黒褐色　ローヰ粒子少量，ローム小ブロック微量，廟主粒

子・炭化粒子極微量
9　褐　色　焼≠箪子・炭化粒子・ローム中プロ、ソク・ローム粒

子極微量

遺物　土師器片の壷が床面直上から少量出土している。その他双孔円転撃臼玉が床面直上から出土している。

第鋼図　の壷は南東寄　の床面直上から出土し撃　の双乳門板は北コーナー付近の覆土下層から撃4～鋸ま

臼玉で9それぞれ中央付近の床面直上撃南西寄りの床面直上学北コーナー付近の床面直上から出土している。

7の剣射ま混入したものとも考えられる。

所見　本跡は　他の住居跡に付設されている貯蔵穴を持たないが撃遺構の確認状況撃炉及びピットの様子から

住居跡とした0時期は撃出土遺物から古墳時代中期摘健紀中頃）と考えられる。

第摘号住居跡出土遺物観察表
図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調 ・焼成 備　　 考

第20 1図

1

・こことご宝芝
土 師 器

A ［20．1］

B （5 ．2）

休部上位 か ら目線部の破片 。体部 口緑部 内 。外面横 ナデ。体部 内 。 砂 粒・長石 。パ ミス P 92　 5 ％
は緩やかな傾斜 を持 って頸部 に至 外面ナ デ。 にぷい黄褐 色 南東寄り床面直上
る。口綾部 は折 り返 しのある複合

口緑 とな り， ほぼ直立 す る。

普通 外面煤付着
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図版番号

第201図2

種　　 別

土　　　　 玉

計　　 測　　 値　　 （cm）

現存率（％） 出土地点 備　　 考最大長

（3．3）

最大幅 最大厚 孔　 径
重量 （g）

3．2 － 0．8 （14．2） 50 覆土中 D P 16　P L55

図版番号

第201図 3

種　　 別

双　 孔　 円　 板

計　　 測　　 値　　 （cm）

重量 （g） 現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考最大長 最大幅 最 大厚 孔　 径

2 ．6 2 ．5 0．4 0 ．15 4 ．8 10 0 チ ャー ト 巨ヒコート 覆土下層

序 央付近床面直上

南西寄。の床面直上

北コート付近の床面直上

覆土 中

Q 78

Q 7 9

Q 8 0

Q 81

Q 8 2

4 臼　　　　 玉 0．5 （0．5） 0 ．5 0 ．2 （0．2） 80 片岩

5 臼　　　　 玉 0．5 0．5 0 ．25 0．15 0．1 1 00 片岩

6 臼　　　　 玉 （0 ．5） 0 ．45 0．4 0 ．2 （0 ．2） 90 片岩

7 剥　　　　 片 4 ．7 3 ．5　　　 1．4 16 ．9 100 メノウ

第雑考住居跡（第2の2図）

位置　調査区の南東乳の5h6区。

規模と平面形　長軸。膵m　短軸。鵬mの方形。

二咽ふて：1二　⊥、▼　与、；：i二

壁　壁高は且～蝕mで　ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦であるが撃踏み締まった硬化部分はみられない。

ぼ洲　摘藩（㌘1～㌘4）。Pl誹3は径25cmのほぼ円形で誹2誹摘長径25～3晦短径2～2托mの楕円形

または不整楕円形でタ深さは35～65cmである0各コーナー付近に付設され撃規模や配列から主柱穴と考えら

れる。

貯蔵宍・商ローナー付近に付設されタ平面形は径63cmの円形で深さは蒔cmである。断面はU字形である。

貯蔵穴土層解説

∵∴l∵∴∴∴　一一‾　　二1－十一二十〕二＿　－「こ二

炉中央から北西壁寄りに付設され9長径70cm9短径55cmの不整楕円形で9床面を13cm掘り窪めた地床炉であ

る。炉内覆土の土層3には廃土ブロックの堆積がみられ撃炉床は火熱を受け赤変硬化しているが撃長期にわ

たって使用された様子はみられない。

炉土層解説

l　褐　　‥．華　焼土粒子・ローム粒子微量，炭化物極微量
2　にぷい赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微量，庚花吻轟微

量

3　赤　褐　色　嘩土粒子少量，焼土中ブロック微量，ローム
粒子極微量

4　暗　褐　色　焼土粒子。ローム粒子少量，ローム小ブロック
極微量

覆蓋　7層から成る。耕作による撹乱で全体の覆土の堆積状況の把握は困難であるが撃南西から北東方向の覆

土堆積状況が暗褐色土及び黒褐色土の概ね2層に分けられるのに対し9南東から北西方向では層位が比較的

複雑に堆積しあっている状況がみられる。土層lタ2を除く何れの層からも炭化粒子が確認され学士層3を

除く各層には廃土粒子及びロームブロックの堆積がみられる。また撃全ての層にローム粒子が含まれている。

人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローヰ粒子中量，焼土粒子・ローム小ブロック少

量，炭化物微量
2　黒褐色　ワーヰ粒子中量，焼土粒子・ローム小ブロック少

3褐　色雷〔豊‰義言霊浣禁亀炭化粒子
極微量

4　黒褐色　ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・ロー
ム粒子少亀　ローム大ブロック微亀焼土小ブロッ
ク極微畳

5　黒褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム大ブ
ロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

ー288－



た！　l、一i

‥づ針子、′、

2　　4

1‾llll二手等プIl

舞踊図　第摘草住居跡実測図
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6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒　7　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭
子。炭化粒子極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化粒子極微量

遺物　南寄りの覆土下層から中央付近の床面直上にかけて土師器片が少量出土している。第203図1の寮は中央

付近の床面直上から出土したものである。29　3は須恵器の婆日経部片で9　2の口唇部近くには稜がみられ，

稜の下位に波状文が施されタ　3の口唇部近くには稜がみられる。共に覆土中層から出土している。娠　5は

不明土製品で9　中央付近と南東壁際の覆土下層から共に横位で出土し，6の勾玉は西寄りの覆土下層から出

土している。
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◎
第203図　第20号住居跡出土遺物実測図

所見　本跡の時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第20号住居跡出土遺物観察表

‾こ．・‘

義盛鋼綽輝称増給
－－1－　　－－　　ll　　　－　　「

0　　　　　　　　　　　　　10cm

し－－＿＿ヰ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

図版番号 券　　 種 計測値（qm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第203図 襲 A ［17．8］ 口緑部の破片。頸部中位に緩やか 口緑部内・外面中位横ナデ，下位 砂粒・雲母・パミス P93　 5％

1 土 師 器 B （5．5） な段を有し，口緑部は僅かに外反

する。

縦位のヘラナデ。 灰黄褐色

普通

床面

図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （m ）

重量（g） 現存率（％） 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大厚 孔　 径

第203図4 不明土製 晶 2．75 2．1 1．7 1．0 7．7 100 中央付近覆土下層 D P17　一部穿孔あり　PL55

5 不明土製晶 3．2 1．4 1．4 4．0 4．3 100 南東壁際覆土下層 D P 18　一部穿孔あり

図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm）

重量（g） 現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大厚 孔　 径

第203図6 勾　　　　 玉 3．9 2．1 0．45 0．2 6．0 100 滑石 西寄り覆土下層 Q 83　PL55

第21号住居跡（第204図）

位置　調査区の南東部，D5。5区。

規模と平面形　長軸6．26m，短軸5．01mの長方形。

主軸方向　N－300－E

壁　壁高は3～24cmで，外傾して立ち上がる。南東壁の立ち上がりは，壁面が削平され全体の把握が困難であ

る。

床　平坦であるが，踏み締まった硬化部分はみられない。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl，P3，P4は径25cmのほぼ円形，P2は長径35cm，短径25cmの不整楕円形で，深

さは30～40cmである。各コーナー付近に付設され，規模や配列から主柱穴と考えられる。
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第205図　第21号住居跡出土遺物実測図

㊥

3　　　　　　4

10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　　」

貯蔵穴　南コーナー付近に付設され，平面形は長径90cm，短径80cmの不整楕円形で，深さは60cmである。断面

はU字形で，底部は皿状である。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量，ローム小

ブロック極微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭

化粒子・ローム大ブロック極微量

4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭
化粒子・ローム中ブロック極微皇

5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微
量，ローム中ブロック極微量

6　褐 色　ローム小ブロック極微量

炉　2か所。炉1は中央から北西壁寄りに付設され，長径55cm，短径30cmの半円形で，床面を5cm掘り窪めた

地床炉である。覆土には焼土ブロックが堆積し，炉床は火熱を受け赤変硬化している。規模の割りに使い込

まれた様子が感じられる。中央から北側半分が耕作による撹乱を受け残存しない。炉2は中央付近に付設さ

れ，長径90cm，短径45cmの長楕円形で，床面を7～9cm掘り窪めた地床炉である。炉内覆土に焼土ブロック

の堆積があまりみられず，使い込まれた様子が感じられない。炉を挟み南，北両側が撹乱により残存しない。

炉1土層解説

1暗赤褐色　ローム小プロッタ中量，焼土小ブロック少量，　3　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土大プロッタ・廃土小プロツ
焼土中ブロック・ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　ク極微皇

2　にぷい赤褐色　焼土粒子微量，ローム小ブロック・ローム粒子　4　赤　褐　色　焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子中
極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量，ローム粒子微量，ローム小ブロック極微量

炉2土層解説
1褐　色　廃土粒子・ローム粒子少量，炭化物極微量
2　赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微量

3　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子微量，焼土小ブロック・
炭化物極微量

4　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・ロー
ム大ブロック微量，ローム中ブロック極微量

覆土11層から成る。土層1，9，11を除く覆土は焼土粒子を含み，土層2の褐色土は覆土下層から上層に跨

がり，その他の堆積状況も複雑である。また，その土層2以外の覆土にはロームブロックの混入もみられる

ことから，人為的に埋め戻されたものではないかと考えられる。

土層解説
1褐　色　ローム大プロッタ中量，ローム小プロッタ微量，

ローム粒子極微量
2　褐　色　凍土粒子微量，炭化粒子・ローム中プロッタ・小ブ

ロック・ローム粒子極微量
3　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小プロッタ・ローム粒

子極微量
4　明褐色　焼土粒子・炭化粒子極微量
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，廃土粒子・ロー

ム中ブロック微量

6　暗褐色　廃土小プロッタ・焼土粒子・ローム粒子少量，ロー
ム中ブロック微量，ローム小ブロック極微皇

7　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・ローム
粒子微量，焼土粒子極微量

8　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，ローム中プロッタ・ロー
ム小プロッタ微量，炭化粒子極微量

9　褐　　色　ローム小プロッタ微量
10　褐　色　ローム粒子微量，焼土粒子・ローム中ブロック・ロー

ム小ブロック極微量
11暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極微量

遺物　覆土下層から床面直上にかけ土師器片が少量出土している。第205図1の椀は南寄りの床面直上から，2

の聾は中央付近の床面直上から出土し，3・4の土玉は南と北東寄りの床面直上から出土している。
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所見　本跡の時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第21号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第205図 椀 B （5．4） 底部から体部中位の破片。やや上 体部内e外面ナデ。底部へラ削 り 砂粒。石英e長石。パミス P 94 15％

1 土 師 器 C　　 3．6 底気味の平底。体部は内攣 しなが 後ナデ。体部外面赤彩，内面赤彩 赤褐色 南寄り床面直上

ら立ち上がる。 痕。 普通

2

嚢 A ［19．4］ 体部上位から日経部の破片。体部 日録部内e外面横ナデ。体部内e 砂粒 e石英 e雲母 P95 10％

土 師 器 B （7．0） は内攣して立ち上がり，目線部は 外面ナデ。 にぷい黄橙色 中央付近床面直上

僅かに外反する。 普通 口緑部外面煤付着

図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm）

重畳 （g） 現存率（％） 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大厚 孔　 径

第205図3 土　　　　 玉 （3．5） 3．1 － 0．7 （25．5） 90 南寄 り床面直上 D P 20　P L 55

4 土　　　　 玉 （3．1） 2．8 － 0．6 （22．6） 98 北東寄り床面直上 D P 21　P L 55

第錮号住居跡（第206図）

位置　調査区の南東部言跳。8区。

規模と平面形　長軸2．25m，短軸1．69mの長方形。

主軸方向　N－710－W

壁　壁高は5～10cmで，外傾して立ち上がるが，南西壁はやや外傾気味の立ち上がりがみられる。

床　南東から南西方向に僅かな高まりを持ち，緩斜している。踏み締まった硬化部分はみられない。

覆土　2層から成る。それぞれの覆土は炭化物及びロームブロックを含み，床面から覆土上層にかけ縦長に堆

積している。人為的に埋め戻されたものと考えられる。中央部は耕作による撹乱を受けている。

土層解説
1暗褐色　ローム中ブロックeローム小ブロック。ローム粒子　2　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，炭化物極

少量，焼土粒子。炭化物微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　微量

舞踊図　第錮号住居跡実測図
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遺物　覆土中から土師器の塔9　寮片が温4点出土しているが，遺構の掘り込みが浅く9　本跡に伴うものか確認で

きなかった。

所見　本跡は，炉，貯蔵穴及び柱穴等が確認されなかったが，遺構の確認状況などから住居跡もしくは倉庫的

な建築物であったように考えられる。時期は，出土している土師器の様相から5世紀後半頃と思われる。

祭25号住居跡（第207図）

位置　調査区の南東部，D4b9区。

重複関係　本跡は9　第84号土坑によって掘り込まれている。本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸4．40m，短軸4．32mの方形。

童軸方向　N－440－E

壁　壁高は5～7cmで，やや外傾し，各壁際は耕作により撹乱されている。

床　皿状に中央がやや窪む。踏み締まった硬化部分はみられない。

覆土　2層から成る。どちらの層もロームブロックを含み9　床面から覆土上層にかけ縦長に堆積している。人

為的に埋め戻されたものと考えられる。中央部は耕作による撹乱を受けている。

土層解説
1褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック◎ローム小プロツ　2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

ク少量

監守！　嘩∋l

旦劉凱◎悶

第鯛図　第鏑号住居跡実測図
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第鍼図　第摘草優贋跡出藍逸物実測図

遺物　覆土中から土師器の塔，聾片が少量出土している。

所見　本跡は，炉9　貯蔵穴及び柱穴等が確認されなかったが9　遺構の確認状況及び規模などから住居跡として

取り扱った。時期は，出土している土師器の様相から5世紀後半頃と考えられる。

第25号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計 測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色 調・焼成 備　　 考

第20 8図 塔 B （1．1） 底部及 び体部下 位の破片。平底。 体部外面へ ラ削 り，内面ナ デ。底 砂粒。石英・長石・パミス P 96 10％

1 土 師 器 C　 3．8 体部 は緩やかに外傾 して立 ち上が

る。

部へ ラ削 り。 にぷ い橙色

普通

覆 土中

第26号住居跡（第209図）

位置　調査区の北部9　C勾7区。

規模と平面形　長軸4．90m，短軸4．83mの方形。

主軸方向　N－650－W

壁　壁高は2～16cmで9　外傾して立ち上がるがタ　北西側は耕作による削平により壁面が殆ど残存しない。

床　ほぼ平坦であるが，南コーナー付近に僅かに高まりがみられる。床面の踏み固まった硬化部分はみられな

い。東コーナー付近は耕作による撹乱を受けている。

ぽッ睦　3か所（Pl～P3）。Pl～P3は径25cmの円形で，深さはそれぞれ60～65cmである。コーナーから中央寄

りに付設され9　規模や配列から主柱穴と考えられる。

炉　中央から北西寄りに付設され，長径75cm，短径55cmの不定形で9　床面を15cm掘り窪めた地床炉である。炉

内覆土の中層から上層には焼土ブロックを含む赤褐色土及び焼土ブロックや炭化物を含む暗褐色土が堆積し，

炉床は火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説
1　暗赤褐色　焼土中ブロックe焼土粒子中量，炭化物少量，ロー

ム粒子微量
2　褐　　色　ローム小ブロック◎ローム粒子少量，焼土中ブロッ

クe焼土粒子微量
3　暗褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロックe焼土中ブロックe

炭化物微量

4　赤褐色　廃土粒子多量，焼土中ブロック中量，焼土中ブ
ロック少量，炭化粒子◎ローム小ブロック◎ローム
粒子微量

5　赤褐色　ローム中ブロック◎ローム粒子中量，焼土粒子◎ロー
ム小ブロック少量，炭化粒子微量

貯蔵宍　南コーナー付近に付設され9　平面形は径60cmの円形で，深さは45cmである。Ⅴ字状に掘り込まれ，底

部は皿状である。壁はほぼ外傾して立ち上がる。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム中ブロック◎ローム小ブロックeローム粒子　3　明褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロックeローム小プロツ

少量，炭化物微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク少量
2　褐 色　ローム粒子中量，ローム中ブロックeローム小ブロッ

ク少量，炭化物極微量

覆土　3層から成る。覆土の大部分は廃土ブロック及び焼土粒子混じりの暗褐色土で，南東付近の覆土唯積状
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第鯛図　第鍼号住居跡実測図
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第那　図　第錮号住居跡出立逸物実測図
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況の把握は殆どできない。人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子e

炭化物・ローム中プロ、ソク微量
2　暗　褐　色　廃土小ブロック・焼土粒子・ローム小プロ、ソク・

ローム粒子少量，焼土中プロ、ソク微量

3　にぷい褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック。ローム小ブ
ロック少量

遺物　覆土中から土師器片が少量出土している。第蝕纏組の婆は西寄りの覆土下層から逆位の状態で出土し撃

2のナイフ形石器片は炉内焼土中より出土したものである。

所農　本跡の時期は撃　出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第％号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土e色調・焼成 備　　 考

第210図 婆 B （lL 0） 底部から休部中位の破片。平底。 体部外面へラナデ，内面ナデ。底 砂粒・石英・長石 P 97　40％

1 土 師 器 C　 5．6 体部は内攣しながら立ち上がる。 部へラナデ。 にぷい黄橙色

普通

西寄 り覆土下層

二次焼成

図版番中 別 計　　 測　　 値　　 （cm） ！重量（g）
現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考

最大長 最大幅 最大厚 巨 L 径

第21渦 中 イフ形石器片巨 細 （1．1） 0．3 － （0．6） 不明 貢岩 炉内焼土中 Q 84　PL55

′∴十．‘l∵　′圭′？＿・l、′再

位置　調査区の北部中央撃　¢5j4区。

規模と平面形　長軸5．19m，短軸5．14mの方形。

主軸方向　N－550－E

壁　壁高は49～60cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

閣任僧醜臓曝　首薗東壁から鼠条9　北西壁から温条それぞれ中央付近に向かって伸びている。幅20cm9　深さは5～7

cmで，断面はU字形である。

床　ほぼ平坦であるが，南東壁際から南コーナー付近に長さ175cm，幅125cm，高さ5～10cmの高まりがみられ，

出入口施設に伴うものと考えられる。また，床面からは多量の炭化材が確認されている。壁沿いを除いて全

体が踏み固められ，堅徴である。

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl～P4は長径30～40cm，短径25～30cmの楕円形及び不整楕円形で，深さは28～72

cmである。何れも各コーナーから中央寄りに付設され，規模や配列から主柱穴と考えられる。P5，P6は長径

臓～摘cm　短径摘～蟻cmの円形に近い形で　深さは　～摘cmである。双方とも規模や位置からP2の補助的な

柱穴であったと考えられる。炉は長径鵬cm　短径35cmの楕円形で撃　深さは錮cmである。規模や位置から出入

ロピットと考えられる。

炉　中央からやや南西寄りに付設され9　長径85cm　短径鮒cmの楕円形で9　床面を9cm掘り窪めた地床炉である。

覆土はいずれも焼土ブロックを含み，土層3の赤褐色土からは炭化物が，土層4の暗赤褐色土からは炭化材

が確認されている。炉床は火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説
1　暗褐色　廃土粒子・ローム小ブロックeローム粒子少量，焼　4　暗赤褐色　廃土小ブロック・焼土粒子中量，焼土中ブロック・

土中ブロック微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化物・ローム小ブロック少量，炭化材・ローム中
2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック・廃土粒子・ロー　　　　　　　　　ブロック微量

ム小プロ、ソク微量　　　　　　　　　　　　　　　　　5　暗褐色　焼土中プロ、ソク少量，ローム小ブロックeローム粒子微量
3　赤褐色　焼土粒子多量，廃土小ブロック・炭化物中量，ロー

ム粒子微量
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第213図　第27号住居跡出土遺物実測図（2）

貯蔵穴　南コーナー付近に付設され，平面形は径70cmの円形で，深さ45cmである。断面はU字形で，底部は皿

状である。壁は外傾して立ち上がる。覆土には焼失時に混入したものと思われる炭化材と炭化物が確認され

ている。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　廃土粒子・炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子　4　褐　色　炭化材中量，廃土粒子・炭化物・ローム粒子少量，

少量，焼土小ブロック・炭化材微量　　　　　　　　　　　　　ローム小ブロック微量
2　暗赤褐色　焼土粒子・炭化物中量，焼土中ブロック・焼土小プ　5　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化物微

ロック・炭化材少量，ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　量
3　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土小ブロッ

ク・炭化物少量，焼土粒子微量

覆土　9層から成る。南東壁付近及び北西方向に堆積の乱れがみられ，覆土下層から上層にかけては焼土粒子

や炭化物及びロームブロックの混入がみられることから，南東壁際及び北西壁際は人為的に埋め戻しが行わ

れたものと考えられる。耕作による撹乱を大きく受けている。

土層解説
1暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子

少量，焼土粒子・炭化物微量
2　褐　　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子

中量，焼土粒子・炭化物極微量
3　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小プロッタ中量，焼土小

ブロック・焼土粒子・炭化物・ローム粒子少量
4　極暗褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物中量，ローム小　9　暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・ローム小プロッ

プロック・ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　ク・ローム粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子中量，廃土小プロッタ・焼土粒子・ロー10　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

ム小ブロック少量，炭化物極微呈

遺物　覆土下層から床面直上にかけて土師器の完形晶が大量に出土し，石製晶も3点出土している。第212図1

～9は坪のほぼ完形晶である。1は南東壁際の覆土下層から斜位の状態で，2は炉内覆土上面から正位の状

態で，3と4は南コーナー付近の覆土下層から正位と斜位の状態で，5・7・9は炉内覆土上面から意図的

行為と思われる正位の重なり合いの状態で，6は南西壁際付近の覆土下層から，8は東コーナー寄りの覆土

下層から正位の状態で出土している。10の椀は西コーナー寄りの床面直上から，潰れた聾の体部の間から正

位の状態で出土している。11・12の婆は，11が南コーナー付近の覆土下層から，12が西コーナー付近の床面

直上から共に横位の状態で出土している。第213図13・14・15の紡錘車は，それぞれ北西壁寄りの覆土下層，

炉内覆土上面，南東壁際覆土下層から出土している。

所見　本跡は，床面から住居の建築材と思われる炭化材が多量に確認され，炭化材樹脂同定の分析でも住居建

築材とする結果が出ている焼失家屋で，その後，人為的に埋め戻しが行なわれている。出土遺物から祭祀行

為との関係及び特別な建物跡であったように考えられる住居跡である。時期は，5世紀後半と考えられる。
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6　黒褐色　焼土粒子・炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子
少量，ローム中ブロック極微量

7　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロッ
ク中量

8　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロッ
ク中量，炭化粒子極微量



第27号住居跡出土遺物観察衷

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 i 胎土砂棚 減 成 ！ 備　 考

第21 2図 ま不 A　 12 ．7 丸底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 日録部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 。石英 ・長石　 P 98 100％

且 土 師 器 B　　 6．5 が リ，日録部 に至 る。目線部 は内 ヘ ラ削 り後 ナデ，内面磨 き。内e 赤褐色　　　　　　 PL 5 2

面に弱い稜 を持 ち，外反す る。 外面赤彩。 普通　　　　　　　 南東壁際覆土下層

二次焼成

杯 A　 13 ．3 口緑部 一部欠損。丸底 。体部 は内 目線部 内。外面横 ナデ。体部外面 砂粒 e 長石 ・雲母　 P 9 9　98％

土 師 器 B　　 5 ．8 攣 しなが ら立ち上が り，目線部 に へラ削 り後 ナデ，内面磨 き。内 ・ 赤褐 色　　　　　　 P L 52

2 至 る。口緑部 は内削 ぎ状 に直立 し， 外面赤彩 。 普通 炉内覆土上面

口唇部 は尖 る。 二次焼成

内面剥離

杯 A　 14．3 口緑部一部欠損 。平底 。体部 は内 目線部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 。石英 。長 石　 P lO O　 98％

3
土 師 器 B　　 6．5 攣 しながら立ち上 がり，目線部 に至 へ ラ削 り，内面 ナデ。底 部へラ削 赤褐色　　　　　　 P L 52

C　　 4．5 る。口縁部は内面 に稜を持ち，口唇 リ。内 。外面赤彩。 普通　　　　　　 南コ十 一付近覆土下層

部は内削 ぎ状 に尖 り，直立する。 二次焼成

ま不 A　 l l．5 目線部一部欠損。平底 。休部 は内 目線部 内。外面横 ナデ。休部外面 砂粒 ・雲母 。スコリア　 P l O1 95％

土 師 器 B　　 6 ．1 暫 しなが ら立 ち上が り，日録部 に ヘ ラ削 り後 ナデ，内面ナ デ。底部 にぷい赤褐色　　　 P L 52

4 C　　 4 ．3 至 る。口緑部 は僅 かに内傾 し，そ ヘ ラ削 り。 内 e外面赤 彩。 普通 南コ十 一付近覆土下層

の後直立 す る。 二次焼成

内面剥離

杯 A　 13．4 目線部一部 欠損 。平底。体部 は内 目線部内 e外面横 ナデ。体部外面 砂粒 。石 英 。長石 。 P lO 2 、9 5％

5
土 師 器 B　　 6．0

C　　 4．5

攣 しなが ら立 ち上 が り，目線部 に ヘ ラ削 り後 ナデ，内面 ナデ。内・ 雲母 ・スコ リア　　 炉 内覆土上 面

至 る。口緑部 は直 立 し，口唇部 は 外面赤彩。 赤褐色 二次焼成

やや反 る。 普通

′塔 A　 1 3．8 目線部一部欠損。平底 。休部 は内 口縁部 内・外面横 ナデ。休部外面 砂粒 ・長石 。雲母　 P lO3　 95％

6
土 師 器 B　　 6 ．2

C　　 3 ．7

暫 しなが ら立 ち上が り，目線部 に ヘ ラ削 り後 ナデ，内面 ナデ。底部 赤褐色 P L 5 2

至 る。 口緑部 は内削 ぎ状 に尖 り， へ ラ削 り。 内 ・外 面赤彩 。 普通 南西壁際付近覆土下層

直立 する。 二次焼成

杯 A　 14 ．2 丸底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 日緑部内 。外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・石英 e 長石　 P lO 4 1 00％

7

土 師 器 B　　 6．5 が リ，口緑部 に至 る。口緑部 は外 へ ラ削 り後 ナデ，内面 ナデ。内e 赤褐色　　　　　　 P L 53

反す る。 外面赤彩。 普通　　　　　　　 炉 内覆土上面

二次焼成

内面剥離

ま不 A　 12 ．4 平底 。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 口緑部 内・外面横 ナデ。休部外 面 砂 粒 ・長石 。雲母　 P l O5 10 0％

土 師 器 B　　 6 ．4 が リ，口緑部 に至 る。口緑部 は内 へ ラ削 り後 ナデ，内面 ナデ。底部 明赤褐 色 P L 5 2

8 C　 4 ．4　　 鸞 する。 へ ラ削 り。 内 。外 面赤彩。 普通　　　　　　　 東コ山上 寄り覆土下層

二次焼成

内面剥離

土不 A　 ll．9 口縁部一部欠損 。平底。体部 は内 口緑部内 ・外面横 ナデ。休部外面 砂粒 ・石英 ・パ ミス　 P lO 7　 9 5％

土 師 器 B　　 6．2 攣 しなが ら立 ち上 が り，目線部 に へ ラ削 り後 ナデ，内面 ナデ。底部 明赤褐色　　　　　 P L 53

9 C　 3．6 ・至る。口緑部は内削ぎ状に直立 し， ヘ ラ削 り。内 ・外面赤彩。 普通　　　　　　　 炉 内覆土上面

口唇 部 は尖 る。 二次焼 成

内面剥離

椀 A　 9 ．7　　 日緑部 一部 欠損。平底。体部 は内 口緑部 内・外面横 ナデ。休部 外面 砂粒 ・長石 ・雲母　 P l O6　 95％

土 師 器 B　　 7 ．6 攣 しなが ら立ち上が り，口緑部 に へ ラ削 り後 ナデ，内面ナ デ。内面 赤 橙色 P L 5 3

10

i

C　 3 ．6　 至 る。口緑部 は内削ぎ状 に直立 し， 赤彩。 普通　　　　　　　 西コー＋－寄り床面直上

口唇部 は尖 る。 二次焼成

内面剥離

婆 A ［2 1．0］ 休部下位か ら口緑部 の破片。休部 口緑部内 。外面中位横ナ デ，下位 砂掛石卦 長石。1 コリア　 P lO 9　 4 0％

Ⅲ
土 師 器 B （2 5．8）　 は内攣 しなが ら緩やかに立 ち上 が

り，口緑部 は「く」の字状 に開 く。

縦位のヘ ラナデ。体部外面へ ラ削 にぷ い橙色　　　　 P L 53

り後ナデ，内面 ナデ。 普通　　　　　　　 南コ十 一付近床面直上

‾次焼成

饗 A　 20 ．9　 体部 一部欠損。平底 。体部 は内攣 口緑部 内・外面横 ナデ。休 部外面
－ 失

砂粒 ・長石　　　　 P lO8　 60％

12
土 師 器 B　 26 ．8　　 しなが ら立 ち上が り，口緑部 は

C　 6 ．8　 「く」 の字状 に外反す る。

へ ラ削 り後ナデ，内面 ナデ。底部 橙色　　　　　　　 P L 5 3

へ ラ削 り。 普通　　　　　　　 西コート 付近覆土下層

二次焼成

図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm） ！重量（g）

現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考最大長 i 最大幅 巨 紘 厚
孔　 径

第213図13 紡　 錘　 車 4．8 4．8 1．3 0．7 45．8 95 片岩 北西壁寄り覆土下層 Q85僻細面線刻PL55

14 紡　 錘　 車 4．8 4．8 1．4 0．8 49．8 100 片岩 炉内覆土上面 Q86休部外面酬PL55

15 紡　 錘　 車 4．5 4．5 1．0 0・中 28．0 100 片岩 南東壁際覆土下層 Q8纏部外面下位線刻PL55
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第214図　第28号住居跡実測図
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二二 二プ2

第215図　第23号住居跡出土遺物実測図

囁琵置ヲ ず

LL＿‥　＿＿＿＿＿Jゝ

1　　　；　　＿　」

第28号住居跡（第214図）

位置　調査区の北東部，D5。7区。

規模と平面形　長軸7．46m，短軸6．94mの長方形。

主軸方向　N－630－W

壁　壁高は14～33cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。床面の広い範囲から炭化材が少量ずつ確認されている。床面の踏み固まった硬化部分はみら

れない。耕作による撹乱を受けている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl，P2，P4は長径30cm，短径25cmの不整楕円形で，P3は径25cmの円形である。

深さはそれぞれ25～70cmである。各コーナーから中央寄りに付設され，規模や配列から主柱穴と考えられる。

P5は長径30cm，短径25cmの不整楕円形で，深さは15cmである。南東壁の中央部付近にあり，出入ロピットと

考えられる。

－303一



炉　南西壁から中央寄　に付設され　長径挽m　短径触mの不定形で　床面を9cm揺り窪めた地床炉である。

土層3の暗赤褐色土から廃土ブロックが確認されている。炉床は火熱を受け赤変硬化している部分があまり

みられない。南半分は耕作によって撹乱を受けている。

炉土層解説
1　明褐色　ローム粒子微量
2　極暗褐色　廃土粒子・ローム粒子少量
3　暗赤褐色　廃土粒子多量，廃土小プロ、ソク中量，ローム粒子

極微量

4　極赤褐色　ローム粒子少量，廃土粒子極微量
5　赤褐色　廃土粒子・ローム粒子極微量
6　黒褐色　廃土粒子・ローム小ブロックeローム粒子極微量
7　黒褐色　廃土粒子極微量

貯蔵巽　南コーナー付近に付設され撃平面形は長径8鮫m　短径施mの楕円形で　深さは挽mである。船底形に

揺り込まれ撃底部は南西方向に傾斜している。

貯蔵穴土層解説

＿＿＿：　‾　　＿　　　　　　＿：＿　＿lニI l

中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク少量

覆蓋　且7層から成る。覆土の大部分は廃土粒子及び炭化粒子を含み撃全体に土層堆積の乱れがみられ学人為的

に埋め戻されたものと考えられる。

土層解説

1極暗褐色　ワニム蟹子少量，焼土ブヮック・ローム小ブロック11褐　色　炭化物・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ロー
微量，炭化粒子・ローム中ブロック極微量

2　暗褐色　ローー∴粒子中量，廃土粒子微量，ローム小ブロック極微量
3　極暗褐色　ローム粒子中量，炭化物・炭化粒子・ローム大ブロッ

ク・ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，焼
土粒子微量

4　暗褐色　ローム中ブロック微量，焼土粒子。炭化粒子・ロー
ム小ブロックeローム粒子極微量

5　褐　　色　ローム小ブロックeローム粒子微量，焼土粒子・炭
化粒子極微量

6　暗褐色　炭化物・炭化粒子・ローム大プロ、ソク・ローム中ブ
ロック・ローム小ブロック・ローム粒子極微量

7　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量，ローム大ブロッ
ク。ローム小ブロック極微量

8　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブ
ロック◎ローム小ブロック極微量

9　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム大プ
ロ、ソク・U－ム小ブロック極微量

10　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，炭化粒
子eローム中ブロック極微量

ム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム大プロ、ソ
ク極微量

12　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化物微量，廃
土粒子・ローム大ブロック。ローム中ブロック極微量

13　褐　　色　炭化粒子・ローム中ブロック・ローム小プロ、ソク・
ローム粒子極微量

14　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ローム
粒子少量，炭化粒子・ローム大プロ、ソク微量，炭化
粒子極微量

15　暗褐色　ローム粒子中量，廃土粒子eローム小ブロック少
量，焼土中ブロック・炭化粒子微量，廃土小ブロッ
ク。ローム中ブロック極微量

16　褐　　色　ローム中ブロック微量，焼土粒子・ローム小ブロッ
ク・ローム粒子極微量

17　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒
子・ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム
小ブロック極微量

遺物　覆土上層から床面直上にかけ土師器片が中量出土している。第別図　の　の塔は南東壁際の覆土上層及

び覆土中層から出土している。3の椀は東コーナー付近の覆土下層から出土している土師器片が接合したも

のである。4の婆は南西寄りの覆土下層から出土し9　5の甑は北西付近の覆土下層から出土している体部片

と破片が接合したものである。6は須恵器の饗片で撃口唇部付近に稜がみられ撃稜の近くには波状文が施さ

れている。7の日義は北寄りの覆土中層から撃　8の不明石製晶は北西寄りの覆土下層から出土している。

所農　本跡は撃　当遺跡最大の住居跡である。床面の広範囲にわたって廃土と炭化材が確認されていることから

焼失家屋と思われる。時期は撃　出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第28号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計 測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調・焼成 備　　 考

第215図 杯 A　 ll ．1 休部及 び口縁部 一部欠損。平 底気 口緑部内 ・外面横ナ デ。体部 内 ・ 砂粒 。パ ミス P llO　55％

1 土 師 器 B　　 5 ．0 味の丸底。体部 は内鸞しながら立ち 外面ナ デ。内面赤彩，外面赤 彩痕。 橙色 南東壁際覆土上

上が り，口綾部 に至る。口綾部 はほ

ぼ直立するが，口唇部 はやや反る。

普通 層

2

土不 A ［13．6］ 底部か らロ緑部 の破 片。平底。体 ［］縁部内・外 面横 ナデ。休部外面 砂粒 ・石英 ・長石 。 P ll1 3 0％

土 師 器 B　　 5．0 部 は内攣 しなが ら立 ち上 が り，口 へラ削 り，内面 ナデ。底 部へ ラ削 パ ミス 南 東壁 際覆土中

C ［3．4］ 綾部 に至 る。日経部 はやや内攣 し

て，立ち上が る。

り後 ナデ。 浅黄橙色

普通

層
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図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色 調e焼成 備　　 考

第215図

3

椀

土 師 器

A ［13 ．6］ 底部 か ら白線部の破片。平底 。体 口緑部 内・外面横 ナデ。休部外面 砂粒 ・長 石 P l12　 35％

B　　 9 ．1 部 は内攣 しなが ら立 ち上が り，口 上位へラ磨 き，下位及 び内面ナデ。 灰 白色 東 コーナー付近

C　　 4 ．3 縁部 は内削 ぎ状に立 ち上が り直立

す る。 口唇部 は尖 る。

底部へ ラ削 り。 普通 覆土下層

4

婆 A　 16 ．3 体部 中位か ら目線部 の破片。休部 日録部内 。外面横 ナデ。体部外面 砂粒 e石英 ・長石 ・ P l1 4　25％

土 師 器 B （14．4） は内攣 しなが ら立 ち上 が り，白線 ヘ ラ削 り後 ナデ，内面 ナデ。 パ ミス 南 西寄 り覆土下

部に至 る。 口緑部 は外傾 す る。 にぷい赤褐色

普通

層

二次焼成

5

賓 形 甑 A ［21．0］ 体部 一部 欠損。無底 式で単孔が穿 口緑部 内・外面横 ナデ。休部外面 砂粒 e石英 。長石 ・ P l13　 55％

土 師 器 B　 27．3 たれている。体部 は内攣 しなが ら へ ラ削 り，内面ナデ。 雲母 ・スコ リア P L 54

C　　 8 ．1 立 ち上 が り，体部 中位 に最大径 を にぷ い橙色 北西付近覆土下

持 ち， 口緑部 は 「く」の字状 に外

反す る。

普通 層

図版番号 種　　 別
i 最大宗 一最窯試 大厚 （一cm；L 径 重量厄 現存率（％）巨 質

出土地点 備　　 考

第215図7 臼　　　　　 玉 璧 」 」 聖 ⊥ J 率 十寺 √ 千 五 「 「 義 巨 鯨 北寄り覆土中層 Q88

8 不明石製品 405　」 埜 」 」 十 「二 「 千 石 「　 不明 ！粘板岩 北寄り覆土下層 Q89

第別号健贋静（第飢図）

位置　調査区の北東部撃　C5i8区。

規模と平面形　長軸。粥m　短軸。舶mの長方形。

主軸方向　N－39ローE

壁　壁高は2の～28cmで9外傾して立ち上がる。

壁溝　北東壁際の一部を除いて撃　ほぼ全周する。

床　平坦である。北西方向の広い範囲から少量の炭化材及び廃土粒子が確認されている。床面の踏み固まった

硬化部分はみられない。耕作による撹乱を受けている。

ぽッ睦　摘ゝ所（机～㌘4）。Pl～㌘3は長径25～娩m撃短径2の～35cmの楕円形及び不整楕円形で撃㌘4は径25cmの

円形である。深さ閥～摘配mで，各コーナーから中央寄りに付設され9規模や配列から主柱穴と考えられる。

炉　車央から北西寄りに付設され9長径62cm撃短径挽mの楕円形で撃床面を6cm揺り窪めた地床炉である。覆

土は2層に分かれ学士層且のにぷい赤褐色土及び土層2の暗赤褐色土からは廃土ブロックが確認されている。

炉床は火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説

1にぷい赤褐色　焼土粒子少量，廃土小ブロック・ローム粒子微量　2　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，焼土中ブロッ
ク少量，ローム粒子微量

貯蔵宍　南東壁中央部の壁際付近に付設され撃平面形は長径挽m撃短径娩mの隅丸長方形でタ深さは挽mであ

る。断面形はU字形で撃　底部は皿状である。

貯蔵穴土層解説

：芸褐芸≡蕉票ク諾‡慧二三3明褐色競誓多量9ローム申ブロック◎ローム小プロツ
粒子少量，炭化物微量

覆羞　4層から成る。土層且の黒褐色土及び土層2の暗褐色土が覆土下層から上層に厚く堆積し9廃土ブロッ

クと炭化物の混入が確認でき撃　また撃各層にはロームブロックの混入もみられることから9人為的に埋め戻

されたものと考えられる。
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第217図　第31号住居跡出土遺物実測図

覆土土層解脱
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小プロツ　3　褐

ク・廃土粒子・炭化物微量　　　　　　　　　　　4　褐
2　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，ローム小プロッ

タ少量，焼土粒子・炭化材・炭化物微量

◎
l

圏

I5

10cm

L＿＿　　；　　　［

0　　　　　　　2cm

L　」　　　！

色　ローム粒子多量，ローム中プロッタ中量
色　ローム中プロッタ多量，ローム粒子中量

遺物　覆土中層から床面直上にかけて土師器片が中量出土し，その他，須恵器片も出土している。第217図1の

坪は，南東寄りの床面直上から逆位の状態で出土している杯に土師器片が接合したもので，2・3の坪は西

コーナー付近の覆土下層と床面直上から出土している。5の椀は南東壁寄りの床面直上の土師器片が接合し，

6の聾は北西寄りの床面直上から正位の状態で出土している口綾部に土師器片が接合したものである。7の

聾は北西壁際の床面直上から，8の須恵器の把手付椀は東寄りの覆土中層から斜位の状態で出土している。

9～15の臼玉は，9の臼玉が東コーナー付近の床面直上から出土している以外は，全て西寄りの床面直上か

ら集中して出土している。

所見　本跡は，床面から確認された炭化材及び焼土から焼失家屋と考えられる。時期は，出土遺物から5世紀

後半と考えられる。
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第別号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

第21 7図 土不 A　 16．9 休部一部欠損。平底。体部 は内攣 日録部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 。スコ リア 。 P l16　 8 0％

1 土 師 器 B　　 7．2 しなが ら立 ち上 が り，口緑部 に至 雑 なへ ラ削 り，内面 ナデ。底部へ パ ミス P L 5 3

C　　 3．‘8 る。 口唇部 は僅 かに反 る。 ラ削 り後ナデ。 にぷ い橙色

普通

南東寄り床面直上

二次焼成

2・

杯 A　 12．6 体部 か ら口縁 部 に一 部 欠 損。平 口緑部 内 ・外 面横ナデ。体部内 ・ 砂粒 ・雲母 ・ P l 17　 60％

土 師 器 B　　 4．4 底 。休部 は緩 やか に内攣 しなが ら 外面 ナデ。底部へ ラナ デ。 内鋒外 パ ミス P L 53

C　　 4．2 立ち上が り，口緑部に至 る。口緑部 面赤彩。 赤褐色 西 コーナー付近

ほ外 面に弱 い稜 を持ち，内傾する。 普通 覆土下層

3

ま不 A ［15 ．3］ 体部 下位か ら日経部 の破 片。体部 日録部 内。外面横 ナデ。体部 外面 砂 粒。石英 ・パ ミス P l 18　2 0％

土 師 器 B （5 ．7） は内攣 しなが ら立 ち上 が り，口緑 へ ラナデ，内面ナデ。内 ・外 面赤 赤褐 色 西 コーナ ー付近

部 に至 る。口緑部 は内面に弱い稜

を持 ち，僅 かに反 る。

彩。 普通 床面直上

4

塔 A ［14 ．8］ 体部上位 か ら口緑部の破片。体部 口緑部内 。外面横ナ デ。体部 内 ・ 砂粒 。雲母 P l1 9　2 0％

土 師 器 B （4 ．2） は内攣 しなが ら立 ち上が り，口緑

部 に至 る。口縁部 は外面 に明瞭な

稜 を持 ち， ほぼ直立す る。

外面へ ラナデ。 にぷい橙色

普通

覆土中

5

椀 A ［10．6］ 体部 中位 か らロ綾部 の破片。体部 口緑部内 ・外 面横 ナデ。休部外面 砂粒 。雲母 eパ ミス P 1 20 10％

土 師 器 B （5．0） は内攣 しなが ら立 ち上が り，日録 へラ削 り，内面 ナデ。 内。外面赤 赤褐色 南東壁寄 り床面

部 に至 る。 口緑部 は直立す る。 彩 。 普通 直上

6

婆 A ［17．0］ 休 部中位か ら口縁部 の破片。体部 口緑部 内・外面及 び頸部上 位横ナ 砂粒 ・長石 ・パ ミス P 12 1 15％

土 師 器 B　 17．3 は大 き く内鸞 しなが ら頸部 に至 デ，下位及 び体部外面 へラ削 り後 にぷい褐色 北西寄り床面直上

る。頸部 中位 に張 り出 しの ある段

を持ち， 口緑部 は外傾 する。

ナデ，内面へ ラナデ。 普通

7

聾 A　 18 ．3 頸部 か ら口緑部の破片。頸部中位 口緑部 内 ・外面及び頸部 内 。外面 砂粒 。石英 ・長石 。 P 12 2　 5 ％

土 師 器 B （5 ．3） に弱い稜 を持 ち，口緑部は 僅か に 中位横 ナデ，下位縦位 のへ ラナデ。 パ ミス 北西壁際床面直

外反 する。 にぷい黄橙色

普通

上

8

把手付椀 A ［8 ．5］ 休部 か ら口緑部の破片。休 部 は内 巻 き上げ，横ナデ整形。口緑部内 。 砂粒 ・長石 P 12 3 1 5％

須 恵 器 B （6 ．9） 攣 しなが ら立ち上が り，中位に 1 外面横ナ デ。体部外面上位及 び内 黄灰色 P L 5 3

条，目線部 との境 に 2 条 の凸線 と

段 を持 ち，その間 に，7 条 の櫛描

波状文 を施 す。日経部 はやや外傾

気味 に立 ち上 がる。

面横ナ デ，体部外面下位回転へ ラ

ナデ。

良好 東寄 り覆土中層

図版 番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm ）

重量 毎） 現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大厚 孔　 径

第21 7図 9 臼　　　　 玉 0 ．5 0．5 （0 ．6） 0．2 （0．2） 80 滑石 東コーナー付近床面直上 Q 9 0

10 臼　　　　 玉 0 ．5 0．5 0 ．4 0 ．2 0．2 100 滑石 西寄 り床面直上 Q 9 1

1 1 臼　　　　　 玉 0 ．5 0．5 0 ．4 0 ．2 0．2 1 00 滑石 西寄 り床面直上 Q 9 2

12 臼　　　　 玉 0 ．4 0．4 0 ．3 0 ．2 0．1 1 00 滑石 西寄 り床面直上 Q 9 3

13 臼　　　　 玉 0．4 0．4 0 ．4 0 ．2 0．2 10 0 滑石 西寄 り床面直上 Q 94

14 臼　　　　 玉 0．5 0 ．5 0．3 0 ．2 0．2 10 0 片岩 西寄 り床面直上 Q 95

15 臼　　　　 玉 0．4 0 ．4 0．3 0 ．2 0．1 10 0 滑石 西寄 り床 面直上 Q 96

第33号住居跡（第218図）

位置　調査区の北西部，C4f2区。

規模と学薗形　長軸5．40m，短軸4．20mの長方形。

主軸方向　N－470－W

壁　壁高は9～23cmで，垂直に立ち上がる。

壁溝　南東壁際と南西壁際の一部を除いて撃　ほぼ全周する。

間仕切り満　北東壁から1条ラ　北西壁から1条それぞれ中央に向かって伸びている。幅15～20cm　深さ　～摘

cmで9　断面はU字形である。北東壁から伸びる間仕切り溝はピット状に深い掘り込みを持っている。
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床　平坦である。中央付近の床面には踏み固まった硬化部分の広がりがみられる。

ピット　4か所（Pl～P4）。P29P4は長径23～25cm撃短径20～23cmの楕円形で9　P19P3は径20～25cmの円形

である。深さは20～25cmで，それぞれ中央寄りに付設され，配列的には他の住居で確認できたピットより接

近し過ぎているが9　主柱穴と考えられる。

炉　中央から北東寄りに付設され9長径85cm，短径50cmの楕円形で9床面を7cm掘り窪めた地床炉である。下

層にあたる土層5，6のにぷい赤褐色土及び赤褐色土からは焼土ブロックが中量ないし多量確認されており，

土層3の暗褐色土には粘土粒子の混入もみられる。炉床は火熱を受け赤変硬化している。

誓雷撃褐色焼土大ブ。ツク蠣土中ブ。ツク蠣土中ブ。ツ　4にぷい赤褐色焼土中ブ。ツク蠣土粒子中量誹イヒ物e。－
ク少量，炭化物◎ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　ム粒子◎粘土粒子少量

2　褐　　　色　焼土中ブロック中量，焼土粒子◎炭化物少量，　5　にぷい赤褐色　焼土中ブロック◎焼土中ブロックe焼土粒子中
ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量，ローム粒子少量，ローム粒子極微量

3　暗　褐　色　廃土小ブロック諺廃土粒子中島炭化物◎ロー　6　赤　褐　色　焼土中ブロック鋒焼土中ブロックe焼土粒子多亀
ム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化物◎ローム小ブロック。ローム粒子微量

貯蔵穴　西コーナー付近に付設され9平面形は長径80cm，短径65cmの楕円形で，深さは55cmである。断面はU

字形で9底部は皿状である。

写蔵歪習警説呂＝譜票苦を雷豊‰蒜霊㌶欝芸悪霊呂二鐙孟ク言霊監禁盈讐禁
焼土粒子。ローム中ブロック微量　　　　　　　　　　　　　　ク微量

3　黒褐色　炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子少量，ロー
ム中ブロック微量

覆土　4層から成る。覆土は，全体的に堆積状況に乱れがみられ，各層にはロームブロックの混入が確認され，

南東及び北西方向からの人為的な埋め戻しが行われたものと考えられる。

苦層雲㌔色。＿ム粒子少量諸士粒子。飢掛。＿ム小ブ。ツ　3褐　色。－ム粒子鴨。－ム中ブ。ツクe。－ム小ブ。ツ

2暗褐色憑豊詣㌫クeローム小プロツ4暗褐色孟芸芦品‡綴岩裟謎蒜譜子

遺物　北寄りの床面直上から土師器片が中量出土している。第219図1の塔は，北寄りの床面直上から正位の状

態で出土している3の高塀の下から，重なり合うように正位の状態で出土している。2の椀は北東壁際付近

の床面直上から，4の高塔は南コーナー付近の床面直上から正位の状態で出土している。5の肘は北寄りの

床面直上から出土している土師器片が接合したものである。

所農　本跡の時期は9　出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第33号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

第219図 土不 A　 15．6 体部及 び口緑部 一部 欠損。平底。 口緑部内。外面横 ナデ。体 部外面 砂粒 ・長石 ・雲母 P 12 4　8 0％

1 土 師 器 B　　 8．0 体部 は偏平 で，外傾 して立 ち上 が 上位 ナデ，下位へ ラ削 り，内面へ にぷ い褐色 北 寄 り床 面直上

C　　 3．8 る。 口緑部外面 に弱い稜 を持ち，

口唇部 は直立 する。

ラナデ。底部へ ラ削 り。体 部内面

へラ描 き痕。

普通 二次焼成

2

椀 A　 ll．9 体部か ら口緑部一部 欠損。平底気 日経部内 e外面横 ナデ。体部内 ◎ 砂粒 ・長石 P 12 8　6 5％

土 師 器 B　　 9．4 味の丸底。体 部 は内攣 しなが ら立 外 面ナデ。 褐灰色 P L 53

ち上が り，口緑部 に至 る。目線部

は内削 ぎ状 に外反 する。

普通 北 東壁際付近床

面直上

二次焼成

3

高　　 士不 A　 17．1 裾部及 び土不部 一部 欠損。脚 部 は 口緑部 内面横ナデ。珂郁 外面へ ラ 砂粒 ◎石英 e長 石 P 12 6　7 5％

土 師 器 B　 ll．8 ラ ッパ状 に下方 に開 く。土不部下位 ナデ，内面 ナデ。塔部下位 か ら脚 にぷ い橙色 P L 5 3

D ［12．8］

E　　 6．6

に弱い稜 を持 ち，外上 方に開 く。 部縦位 のへ ラナデ。脚部 内面輪積

み痕 。

普通 北 寄 り床面直上
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第219図 尚　　 塔 A　 18．6 塔部の破片。下位に稜 を持ち学外 口緑部内・外面横ナデ。師部外面 砂粒 ・長石 ・雲母 P 127　40％

4 土 師 器 B （7．1） 上方に開く。 へラナデ9　内面ナデ。内面赤彩。 にぷい橙色

普通

南コーナー付近

床面直上

外面煤付着

5

肘 B （6．4） 体部中位の破片。中位は潰れた球 体部内 。外面ナデ。 砂粒 ・長石 ・雲母 P 125 10％
土 師 器 形状を呈する。 橙色

普通

北寄 り床面直上

体部外面煤付着

第調号健贋跡（第220図）

位置　調査区の北西部，C4d3区。

規模と平面形　長軸1．98mタ　短軸1．96mの方形。

主軸方向　N－230－E

壁　壁高は5～10cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であるが9　踏み固められた堅緻な部分はみられない。

覆土　4層から成る。土層1，2の黒褐色土及び褐色土には炭化物及びロームブロックの混入が見られ，南東

方向から埋め戻されたものと考えられる。人為堆積である。

土層解説

1黒褐色讐笠㌍競㌢ツク◎ロ‾ム粒子少亀ロ‾　3褐　色完禁馨9ロ‾ム小ブロック鴨口亮中
2　褐　色　ローム粒子中量，炭化物eローム小ブロック少量　4　褐　色　ローム小ブロックeローム粒子少量

遺物　確認面に近い覆土上層から少量の土師器片が出土していたが9遺構に伴う出土遺物なのかは確認できな

かった。

所見　本跡は9当遺跡の中で最も小型の建物跡で9帆柱穴及び貯蔵穴の内部施設が確認されないことから，

住居以外の目的をもった遺構と考えられる。特に，位置関係から隣接する住居跡との関係が推測できる。時

期は，出土している土師器片の様相から5世紀後半頃と思われる。

二二
旦2∠tH有で1

第鍼図　第鍼号住居跡実測図
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第36号住居跡（第221図）

位置　調査区の北西部，C4b3区。

規模と平面形　長軸6．00血，短軸5．80mの方形。

主軸方向　N－130－E

壁　壁高は22～37cmで，ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁満　東壁及び両壁の一部を除いて周回する。幅25cm，深さは15～25cmで，断面はU字形である。

床　ほぼ平坦である。床面は壁沿いを除いて全体が踏み固められ，堅緻である。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は長径85～100cm，短径70～100cmの楕円形及び不定形で，深さは95～100

cmである。何れも各コーナーから中央寄りに付設され，規模や配列から主柱穴と考えられる。各ピットとも

柱穴の周囲を大きく措鉢状に掘り込み，その後，深く掘り下げている。

誓ツ去雷雲説炭化物。。－ム粒子少島。＿ム小ブ。ツク微亀　4暗褐色。－ム小プ。ツク鴇。－ム粒子少量，。－ム中
ローム中ブロック極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロック微量

2　暗褐色　炭化物eローム小ブロックeローム粒子微風廃土　5　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中
粒子極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロック微量

3　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子中量，ローム中ブロッ
ク少量，炭化物微量

炉　中央から西壁寄りに付設され，長径110cm9短径65cmの楕円形で，床面を6cm掘り窪めた地床炉である。覆

土は2層に分かれ，いずれも暗赤褐色土で焼土ブロックを含み9炉床は火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説
1暗赤褐色　焼土中ブロック◎焼土粒子中量，炭化物℡ローム中　2　暗赤褐色　焼土中ブロック◎焼土中ブロック◎焼土粒子中量，

ブロック少量，ローム粒子極微量　　　　　　　　　　　　　　炭化物eローム粒子微量

貯蔵穴　南コーナー付近に付設され，平面形は径70cmの円形で，深さ65cmである。南東壁は垂直に立ち上がり，

西壁は傾斜して立ち上がっている。底部は平坦である。覆土中層から上層の堆積土には焼土粒子や炭化物の

混入が確認されている。

警蔵芸票説讐禁蒜碧望遠諸宗ツタeローム小ブ呈完褐富呂二ま鐙義，ク言霊㌍禁豊讐翳
2　極暗褐色　ローム小ブロック微量，焼土粒子e炭化物eローム　　　　　　　ブロック微量

粒子極微量
3　黒褐色　焼土粒子e炭化物eローム小ブロック¢ローム粒子

極微量

覆土13層から成る。土層10の褐色土を除く各層から焼土粒子が確認され，土層9，10，12以外の各層からは

炭化粒子も確認されている。覆土の堆積状況に大きな乱れはみられないが，覆土中の混入物から人為的に埋

め戻しが行われたものと考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量，炭化粒子。ローム

小ブロック極微量
2　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子。炭化物eローム小ブロッ

ク極微量
3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子。炭化物微量
4　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量，炭化粒子eローム

中ブロックeローム小ブロック極微量
5　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子e炭化粒子eローム小ブ

ロック微量
6　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子e炭化粒子eローム小ブ

ロック極微量

7　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子e炭化粒子極微量
8　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子e炭化粒子eローム小ブ

ロック極微畳
9　褐　　色　焼土粒子微量，ローム粒子極微量
10　褐　　色　ローム小ブロック微量，ローム中ブロック◎ローム

粒子極微量
11黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子e炭化粒子eローム小ブ

ロック極微量
12　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子。ローム小ブロック極微

且
月邑

13　褐　　色　ローム小ブロックeローム粒子少量

遺物　覆土上層から床面直上にかけて土師器片が少量出土している。第222図1の塔と3の高塀は，正位の状態

で出土している塔に高塀の師部が逆位に伏せた状態で出土し，その内部からアカニシが1点出土している。

4の高塀は北西寄りの床面直上から，6の寮は南寄りの床面直上から斜位の状態で出土している。5の賓は

P3の覆土中層位から出土している土師器片が接合したものである。その他　7の紡錘車が北壁際の壁溝の中
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第錮図　第鍼考住居跡実測図
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第222図　第36号住居跡出土遺物実測図

C　　　　　　－7

0

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿」

から，8の不明石製品は西壁寄りの覆土下層から出土している。

所見　本跡は，当遺跡の住居跡の中でも取り分け大きな柱穴痕がみられ，出土遺物などから祭祀行為との関係

が考えられる。時期は，5世紀後半と思われる。

第36号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （m ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色 調・焼成 備　　 考

第222図 杯 A　 14 ．0 休部 か ら口綾部 の破片。平底。体 口緑部 内・外面横ナデ。休部外面 砂粒 ・長 石 ・雲母 P 13 3　7 5％

1 土 師 器 B　　 5 ．3 部 は内管 しなが ら立 ち上が る。 へ ラ削 り，内面ナデ。底部へ ラ削 にぷい赤橙色 P L 54

C　　 3．8 り。内 ・外面赤彩痕。 普通 覆 土上面

二次焼 成

2

杯 A　 13 ．9 休部か ら口綾部一部 欠損。平底。 口緑部内・外 面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 ・雲母 P 134　 65％

土 師 器 B　　 5 ．5 休部 は外上方 に立 ち上 が り，口緑 ヘ ラ削 り後ナデ，内面 ナデ。底部 にぷ い橙色 覆土 中

C　　 3 ．8 部に至 る。 へ ラ削 り。 普通

3

高　　 塀 A　 17 ．9 坪部 の破片。下位 に明瞭な稜 を持 口緑部 内・外面横 ナデ。塔部 外面 砂粒 ・石英 ・パ ミス P 1 35　 40％

土 師 器 B （6 ．5） ち，外上 方 に立 ち上が る。 へ ラ削 り後 ナデ，内面ナデ。 にぷい褐色

普 通

P L 54

覆土上面

4

高　　 杯 B （8 ．5） 脚部 の破片。下方 に，ラ ッパ状 に 脚部外面縦位 のヘラナデ。内面輪 砂粒 ・長石 ・雲母 P 13 6　2 0％

土 師 器 E （7．2） 開 く。 積 み痕。 にぷい黄橙色

普通

北西寄 り床面直

上
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第222図 聾 A　 15．0 体部中位から日録部の破片。体部 日録部内◎外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 ・雲母 P 137　20％

5 土 師 器 B （11．0） は内攣しながら立ち上がり，日録 斜位のへラナデ，内面ナデ。 にぷい橙色 覆土中

部は外反する。 普通 二次焼成

6

婆 B （15．9） 体部から体部中位の破片。平底。 体部外面雑なへラ削り，内面ナデ。 砂粒・石英・長石・ P 138　45％

土 師 器 C　　 5．8 体部は内攣しなが ら立ち上がる。 底部へラ削り。 雲母 もパ ミス

にぷい黄橙色

やや不良

南寄 り床面直上

内面煤付着

図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm）

重量（g） 現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大厚 孔　 径

第222図7 紡　 錘　 車 （5．4） 5．3 1．3 0．9 50．4 80 片岩 北壁溝覆土中 Q 99　P L 55

体部外面線刻

8 不 明 石 製 品 3．2 2．3 0．2 － 2．9 不明 粘板岩 西壁寄り覆土下層 Q lOO

第43号住居跡（第223図）

位置　調査区の北部中央，B5j3区。

規模と平面形　長軸4。62m9短軸（3。63）mで，本跡の北側は調査区外に延びているため，平面形は長方形と推

定される。

主軸方向　N－600－W

且儲餉＋1
・・一一南p一・・一　㌣

1m

＼鎧呵竃謡ア＋』二二二土ここ』

第鍼図　第鯛号健贋跡実測図

F
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第鍼図　第鵬号住居跡出立通観実測図

壁　壁高は2～15cmで，緩やかに外傾して立ち上がる。

床　はぼ平坦である。床面には踏み固められた堅緻な部分がみられない。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は長径27～30cm，短径25～27cmの楕円形及び不整楕円形で，深さは35～45

cmである。何れも各コーナーから中央寄りに付設され，規模や配列から主柱穴と考えられる。

炉　中央からやや西壁寄りに付設され，径70cmの円形で，床面を8cm掘り窪めた地床炉である。土層1，2の

にぷい赤褐色土及び赤褐色土には焼土ブロックの混入が確認された。炉床は火熱を受け赤変硬化している。

炉土層解説
1　にぷい赤褐色　焼土中ブロック。焼土粒子中量，焼土中ブロック◎　3　褐

炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　赤　褐　色　焼土中ブロックも焼土中ブロックの焼土粒子多

量，ローム粒子微量

色　ローム中ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子
微量

貯蔵穴　南コーナー付近に付設され，平面形は径60cmの円形で，深さ25cmである。断面はU字状で，底部は皿

状である。

貯蔵穴土層解説

1極暗赤褐色　炭化物◎ローム中ブロック◎ローム小ブロック◎　3　黒　褐　色　ローム中ブロックeローム小ブロック中量，ロー
ローム粒子微量，焼土中ブロック極微量　　　　　　　　　　　　　ム粒子少量

2　極暗赤褐色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロックeロー　4　暗赤褐色　ローム小ブロック◎ローム粒子少量
ム粒子少量

覆土　4層から成る。覆土の堆積状況は浅く，全体の層位の把握は困難であるが，土層1，3の焼土粒子及び

土層1～3の炭化物の混入をみると，人為的に埋め戻しが行われたものと考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中島　ローム小ブロック少亀焼土粒　3　黒褐色　廃土小ブロックe焼土粒子e炭化物。ローム粒子徴量

子e炭化物eローム中ブロック微量　　　　　　　4　褐　色　ローム粒子多亀　ローム中ブロック◎ローム小プロツ
2　褐　色　ローム中ブロックeローム粒子中量，炭化物微量　　　　　　　ク少量

遺物　覆土上層から土師器片が少量と，覆土中から臼玉が1点出土している。

所見　本跡の時期は，出土している土師器片から5世紀後半と考えられる。

第43号住居跡出土遺物観察表

図版番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm）

重量 （g） 現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考
最大長 最大幅 最大厚 孔　 径

第224図 1 臼　　　　　 玉 0．5 0．5 0．2 0．1 0．1 100 片岩 覆土中 Q lOl

（2）竪穴遺構

竪穴住居跡として調査した第29号，31号及び32号住居跡は，内部施設を付設せず，遺構の確認状況が他の住

居跡と明確に区別できるため，住居以外の目的をもつ建物跡と考えられる。そこで，これらの3軒を第1～3

号竪穴遺構とし，遺構と遺物について記載する。
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第畳号竪穴遺構（第225図）

位置　調査区の北東部，C5j6区。

規模と平面形　長軸4．36m9　短軸3．87mの長方形。

長軸方向　N－570－W

壁　壁高は7～14cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，踏み固まった部分はみられない。

覆土　3層から成る。にぷい褐色土及び褐色土にはロームブロックの混入が確認され9　層位の乱れもみられ9

人為堆積の様相を呈している。

土層解説
1　にぷい褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック◎ローム小ブ

ロック少量

2　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
3　褐　　　色　ローム中ブロック。ローム粒子少量，ローム小ブ

ロック微量

遺物　覆土中から土師器の塔，聾片が79点と，須恵器片が2点出土している。

所見　本跡は，住居跡にみられる内部施設を持たず9　住居以外の目的をもった建造物であったように考えられ

る。時期は，出土している土師器片の様相から，5世紀後半頃と考えられる。

畑園

＿旦朋。砲闘

‾「這∑萱S蓮コ転二二瓦‾‾‾‾‾二⊥転三二L二二L二監ユニ二二二蓬

C

第鍼園　第　号竪究遜構実測図

第2号竪穴遠構（第226図）

位置　調査区の北東部，り5。0区。

規模と平面形　長軸5．29m，短軸4．69mの長方形。
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第鍼園　第　号竪究適構実測図
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第鍼図　第　考竪究適構出藍逸物実測図

長軸方向　N－400－W

壁　壁高は4～9cmで，外傾して立ち上がる。

床　やや凹凸がみられ，踏み固まった部分はみられない。

覆土　3層から成る。各層にはロームブロックの混入がみられ，中央部の一部には堆積状況のやや乱れも確認

できることから，人為的に埋め戻されたものと考えられる。

土層解説
1褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
2　明褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中

ブロック微量
3　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロックeローム

粒子微量

遺物　覆土中から塔片2点，聾片22点が出土しているが9　掘り込みが浅く9遺構に伴うものは婆片の中の1点
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である。

所見　本跡は9住居跡にみられる内部施設を持たず，規模的には他の住居と変わらぬ様相を呈するが，遺構の

確認状況が明確でないこともあり，ここでは竪穴遺構として扱った。時期は，覆土中から出土している土師

器片から5世紀後半頃と考えられる。

第2号竪穴遺構遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第227図 聾 B （1．7） 底部から体部下位の破片。上げ底 休部外面へラ削り後ナデ，内面ナ 砂粒・石英・長石・ Pl15　 5 ％

1 土 師 器 C　 4．7 気味の平底。 デ。底部へラ削り。 パミス

にぷい赤褐色

普通

覆土中

体部外面煤付着

第3号竪穴遺構（第228図）

位置　調査区の北西部，C4。8区。

重複関係　本跡の中央部から北壁の一部にかけ，第85号土坑によって掘り込まれている。本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸3。郁m　短軸3。14mの長方形。

長軸方向　N－270－E

壁　壁高は3～9cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　土坑によって掘り込まれているため，全体の様子は把握できないが，おおよそ平坦な形状を呈しているも

のと思われる。踏み固まった部分はみられない。

＿些＿鍼。2悶　1

第鍼図　第　号竪究過構実測図
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覆土　2層から成る。いずれもロームブロックを含む褐色土である。

土層解説
1褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロックeローム小プロツ　2　褐

ク微量

遺物　覆土中から極少量の土師器片が出土している。

色　ローム粒子多量，ローム中ブロックeローム小ブロッ
ク少量

所見　本跡は，住居跡にみられる内部施設を持たず，生活痕跡がみられないことから，住居以外の目的をもっ

た建造物として建てられた可能性が考えられる。時期は，出土している土師器片の様相から5世紀後半頃と

考えられる。

（3）土坑

今回の調査では，古墳時代の土坑を2基確認した。以下，確認した遺構と遺物について記載する。

第37号土坑（第229図）

位置　調査区の中央部，E5b2区。

規模と平面形　長径2．12m，短径2。08mの不整円形で，深さは2．37mである。

長径方向　N－490－W

壁面　底部から中位にかけ壁は垂直に立ち上がり，その後，外傾して立ち上がる。

底面　平坦。粘土層で堅い。

覆土　9層から成る。覆土中層位まで堆積する第1，2，4，5層は焼土粒子及び炭化物を含み，土層7以下

は粘土粒子及び粘土ブロックを含み，砂の混入もみられる。覆土下層から中層は自然堆積と考えられるが，

上層は人為的に埋め戻されたものと思われる。

土層解説
1極暗褐色　焼土粒子中量，炭化物eローム小ブロック少量，

焼土粒子・ローム粒子微量
2　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒

子e炭化物微量
3　にぷい褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム

中ブロック微量
4　褐　　　色　ローム小ブロックeローム粒子中量，焼土粒子◎

炭化物eローム中ブロック微量
5　褐　　　色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック。ロー

ム粒子少量，焼土粒子e炭化物微量

6　にぷい褐色　ローム中ブロック。ローム小ブロック。ローム粒
子中量

7　橙　　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロックeローム小ブ
ロック中量，粘土粒子e粘土ブロック少量

8　橙　　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，ローム
小ブロック。粘土粒子微量

9　にぷい橙色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，粘土粒
子e粘土ブロック微量

遺物　覆土中層から上層にかけ土師器片が少量出土している。第230図1の塔，2の聾はいずれも覆土上層から

中層位にかけて出土したものである。

所見　本跡は，底面から白色粘土が確認され，詳細な性格は不明であるが，遺構の形状から井戸状遺構の可能

性もある。本跡の時期は，出土遺物から5世紀後半と思われる。

第8五号丑坑（第229図）

位置　調査区の南部，G4h6区。

重複関係　本跡は，第3号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長径0．79m，短径0．65mの楕円形で，深さは0．48mである。

長径方向　N－740－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　皿状で，堅い。
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覆土　3層から成る。いずれも暗褐色土で，ロームブロックを含んでいる。人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極微量

3　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子極微量
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遺物　覆土中から土師器片131点が出土している。第230図39　4の聾が覆土下層から正位の状態で出土してい

る。

所見　本跡は，第3号住居跡と重複し9　その位置関係から貯蔵穴の可能性も考えられたが9　土層の堆積状況か

ら土坑として取り扱った。時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第37号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

第230図 土不 A　 12 ．2 体部及 び日綾部一部欠損。平底。 口緑部内 e外面横ナデ。体部 内。 砂粒 ・石英 ・長 石 ・ P 139　 60％

1 土 師 器 B　　 5 ．2 体部 は内攣 しなが ら立 ち上が り， 外面ナデ。底部へ ラ削 り後 ナデ。 パ ミス 覆 土上 層及 び中

B　　 3 ．6 口綾部 に至 る。口緑部 は僅 かに内

傾 する。

にぷ い赤褐色

普通

層

2

聾 A　 12 ．4 頸部か ら口綾部 の破片。口緑部 は 日経部内 ◎外面横ナ デ。 砂粒 ・石英 ・長 石 ・ P 1 40 10％

土 師 器 B （4 ．7） 「く」 の字状 に外反す る。 パ ミス

赤褐色

普通

P L 5 4

覆土上層及 び中

層

第81号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第230図 賓 A ［20．7］ 体部中位から口綾部の破片。体部 目線部内e外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・石英 ・雲母 P 141 15％

3 土 師 器 B （16．5） は内攣しながら立ち上がり，日録 へラ削り後ナデ，内面ナデ。頸部 にぷい橙色 覆土下層

部は「く」の字状に外反する。口

唇部は丸味を持つ。

外面指圧痕。目線部外面赤彩痕。 普通

4

婆 A ［20牒］ 体部上位から口緑部の破片。口緑 日録部内e外面横ナデ。体部外面 砂粒・石英・長石・ P 142 15％

土 師 器 B （8．0） 部 はやや緩やかに外反する。 へラ削り後ナデ，内面ナデ。頸部

外面指圧痕。

パ ミス

にぷい黄橙色

普通

覆土下層

3　平安時代の遺構と遺物

（1）　竪穴住居跡

当遺跡からは，調査区の北西部で平安時代の竪穴住居跡を1軒確認した。以下，その特徴や主な出土遺物に

ついて記載する。

第35号住居跡（第231図）

位置　調査区の北西部，C4d2区。

規模と平面形　長軸5。10m，短軸3。80mの長方形。

主軸方向　N－300－W

壁　壁高は26～43cmで，垂直に立ち上がる。

床　中央付近に僅かに窪みがある。床面には踏み固まった硬化部分はみられない。

ピット　1か所（Pl）。Plは南東壁から中央寄りに付設され，径23cmの円形で，深さは45cmである。規模や位

置から出入口に伴うピットと考えられる。

竃　北西壁中央からやや北寄りの壁面を約35cm壁外に掘り込み，砂混じりの粘土で構築されている。規模は，

長さ90cm，幅90cmである。天井部は崩落しタ　両袖部の一部は削平されているが残存状態は良い。燃焼部には

廃土ブロック，炭化物の堆積がみられる。火床部は5cm程掘り窪められ，熱を受けて赤変硬化し，内壁の一

部も焼土化している。煙道の立ち上がりは確認できなかったが，火床部から奥壁の立ち上がりは約30度であ

る。竃中央部は北西方向から南東方向に向かって撹乱を受けている。
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第232図　第35号住居跡出土遺物実測図

寵土層解説
1褐

∠：＞

色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，焼土中プ
ロッタ・炭化物・灰微量

2　暗　褐　色　焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化材・炭化

3　褐
物・ローム粒子・灰微量

色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・
炭化物・灰微量

6

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」　＿＿＿＿＿＿＿」

4　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子中
量，炭化材・炭化物・ローム粒子少量，粘土微
量

5　にぷい赤褐色　ローム粒子中量，炭化物・灰微量

覆土　6層から成る。覆土の堆積状況に乱れがみられず，各層にはロームブロックの混入も確認されているが，

覆土下層にみられる土層4，5の褐色土及びにぷい褐色土の混入物に焼土粒子や炭化物が含まれていないこ

となどから自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗　褐　色　ローム小プロッタ・ローム粒子少量，焼土粒子・

炭化物微量
2　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒

子少量，炭化粒子微量
3　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブ

ロック少量，焼土粒子微量

4　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中プロッタ・ローム小プ
ロッタ少量

5　にぷい褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブ
ロック中量

6　明　褐　色　ローム粒子多量，ローム小プロッタ中量

遺物　竃内覆土下層と東コーナー付近の覆土下層から須恵器片が少量出土している。第232図1と4の坪片は竃

内覆土下層から横位と斜位の状態で出土している。2の坪片は，東コーナー付近の覆土下層から出土してい

る坪片が接合したものである。3の坪は竃付近と東コーナー付近の床面直上から出土している坪片と覆土下

－324一



層から出土している塔片が接合したものである05の不明石製晶は西寄りの床面直上から出土し，6の石製

支脚は竃内覆土下層から出土している。

所見　本跡は9この住居跡の竃は9両袖部を耕作による撹乱で削平されているものの9全体の残存状態は比較

的良好なものであった。住居内からは主柱穴が確認できず9遺構外に構築されていたものと思われる。時期

は，出土遺物から9世紀前半と考えられる。

第35号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

第 232図 土不 A ［13 ．6］ 底部か ら口緑部 一部欠損。平底。 体 部内 e外 面横 ナデ。底部へ ラ削 砂粒 ・長石 ・雲母 P 12 9　60％
1 須 恵 器 B　　 4．0 体部 は外傾 して立 ち上が り，日録 り。 明褐灰色 P L 5 4

C ［8．0］ 部 は僅か に外反 する。 普通 竃 内覆土下層

二次焼成

2

杯 A ［13 ．4］ 体部 か ら口緑部一部欠損。平底。 体部内 ◎外面横ナ デ。底部 へラ削 砂粒 ・石英 ・長 石 P 13 0　60％
須 恵 器 B　　 4 ．2

C　　 7 ．9

1

体部 は外傾 して立 ち上が る。 り。 灰色

普通

P L 54

東 コーナー付近

覆 土下層

3

塔 A ［13．6］ 底部か ら日録部 の破片。平底。体 体部 内e外面横 ナデ。底部へ ラ削 砂粒 ・石英 ・雲母 P 13 1 40％
須 恵 器 B　　 3．9

C ［4．8］

部 は外傾 して立 ち上 がる。 り。 灰色

普通

寵 付 近 及 び東

コーナー付近 の

覆土下層

4

坪 Å ［14 ．4］ 底部 か ら口綾部の破片。平底。体 体部内 e外面横ナデ。底部へ ラ削 砂粒 ・長石 ・雲母 P 13 2 15％
須 恵 器 B　　 4 ．2

C ［8 ．4］

部 は外傾 して立ち上が る。 り。 褐灰色

普通

竃内覆土下層

図版番号 種　　 別
計　 測　 値　 （cm） ！重量（g）

現存率（％） 石　 質 出土地点 備　　 考最大可 最大幅
最大厚

第232図5 不 明石 製 晶 15．0 8．1 4．5 568．3 100 雲母片岩 西寄 り床面直上 Q 97

6 石　 製　 支　 脚 12．6 5．5 3．5 296．7 100 花崗岩 囁内覆土下層 Q 98　支脚への転用

4　その他の遺構と遺物

（1）　土坑

調査区の全域から確認した土坑には9形状や規模に各々差異が認められ，伴出遺物も殆どなく，時期や性格

が不明のものも多い0ここでは，特徴的な土坑について取り上げ，その他は一覧表（表22）に記載した。

第35号土坑（第233図）

位置　調査区の中央部，E4f9区。

規模と平薗形　長軸2．35m，短軸1．52mの隅丸長方形で，深さは1朋mである。

長径方向　N－550－E

壁面　南西壁に段を持ち，外傾して立ち上がる。

底面　南西側に落ち込みがみられ，やや傾斜している。

覆土　3層から成る。土層1は焼土粒子9炭化材及び炭化物を含む暗褐色土で覆土下層から上層にかけ厚く堆

積している。堆積状況の乱れから人為的に埋め戻しが行われたものと考えられる。

土層解説
1褐　色　ローム小ブロック中畳，廃土粒子e炭化物eローム

中ブロック。ローム粒子少量，炭化材微量
2　褐　色　ローム粒子中島　ローム小ブロック少亀焼土粒

子e炭化物微量
3　明褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック微量

遺物　出土していない。
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所見　本跡はタ　出土遺物がないことから時期や性格は不明である。

第胡号藍坑（第233図）

位置　調査区の中央部，り軸区。

規模と平面形　長径6．00mタ　短径3．鼠5mの不定形で，深さは0．70mである。

長径方向　N－80－E

壁面　緩やかな外傾部分と学　外傾して立ち上がる部分とに分けられる。

底面　皿状の部分と平坦な部分とに分けられ堅い。

覆丑　8層から成る。覆土は暗褐色土夕　晴赤褐色土及び褐色土から成り学　士層2，3，5，7には炭化材及び

炭化物の混入がみられる。覆土中層の土層4には砂や灰の混入もみられる。人為的に埋め戻されたものと考

えられる。

土層解説
1　暗赤褐色　ローム中ブロック。ローム小ブロックeローム粒子

少量，焼土中ブロック◎廃土粒子e炭化物微量
2　暗赤褐色　焼土中ブロック。ローム小ブロック◎ローム粒子少

量，廃土粒子・炭化材・炭化物微量
3　暗褐色　炭化物・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ロー

ム粒子少量，炭化材微量
4　暗褐色　焼土粒子少量9　焼土中ブロック⑳砂◎灰微量

5　暗赤褐色　炭化物◎ローム小ブロックeローム粒子少量
6　暗褐色　ローム中ブロックのローム小ブロック◎ローム粒子

少量，炭化物微量
7　暗赤褐色　ローム小ブロック◎ローム粒子少量，炭化材e炭化

物微量
8　褐　色　ローム中ブロックeローム小ブロック中量，ローム

粒子少量

遺物　覆土中や底面から土師器片27点及び瓦片1点が出土している。

所見　本跡はタ　拷鉢状の遺構を35cmの通路状の掘り込みで結び付けた隅丸長方形の小形遺構と結びつけた形状

を呈し撃　その通路状にあたる部分の底部からは少量の炭化材が出土している。この付近では天井部を持たな

い，こうした炭焼窯が存在していたとの話が地元住民からあり，それから考えると，捨鉢状の遺構が窯体部

にあたり，隅丸長方形の遺構が焚口部にあたるのではないかと考えられるが，窯体部にあたる部分からは焼

土等も確認されず9　底部も熱を受け赤変硬化していないことから，炭焼窯跡の可能性はあるが実態は不明で

ある。時期は，遺構の形態及び地元住民の話から近世以降に構築された可能性が強い。

第8の尊堂坑（第233図）

位置　調査区の北東部，D6。2区。

規模と平面形　長径1．32m，短径1．11mの楕円形で，深さは1．25mである。

長径方向　N－130－E

壁面　垂直に立ち上がる。

底面　ほぼ平坦で，堅い。

覆丑．6層から成る。各層からロームブロックの混入が確認され9　その内，覆土中層にあたる土層4の褐色土

には炭化物及び灰の混入が確認されている。人為堆積と考えられる。

土層解説
1褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック◎ローム小プロツ　4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロックeローム小ブロッ

ク中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク◎灰中量，炭化物微量
2　暗褐色　ローム中ブロックeローム小ブロックeローム粒子　5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロックeローム小プロツ

中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク中量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量　　　　　6　明褐色　ローム小ブロックeローム粒子多量，ローム中ブロッ

ク中量

遺物　土坑の中央部覆土上層から土師器片4点が出土している。

所見　本跡は，遺構の形態から井戸状遺構の可能性があるが，性格の実態は不明である。時期は，底面からの
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出土遺物がなく，上層から出土している遺物は流れ込みと考えられることから不明である。

第82号土坑（第233図）

位置　調査区の南西部，G4a5区。

重複関係　本跡は，第10号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長径0．65m，短径0。53mの楕円形で，深さは0．35mである。

長径方向　N－350－E

壁面　僅かに内攣して立ち上がる。

底面　平坦で，柔らかい。

覆土　2層から成る。いずれも暗褐色土で，ロームブロックを含んでいる。人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　出土していない。

所見　本跡は，第10号住居跡と重複し，その位置関係から貯蔵穴の可能性も考えられたが，土層の堆積状況か

ら土坑として取り扱った。時期は，出土遺物がないので不明である。

第83号豊坑（第233図）

位置　調査区の南東部，G4bO区。

重複関係　本跡は，第11号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平薗形　長径1．16m，短径1。03mの楕円形で，深さは0。63mである。

長径方向　N－750－E

壁面　僅かに内攣して立ち上がる。

底面　皿状の様相を呈しているが，中央部に根によると思われる落ち込みがみられる。

覆土　4層から成る。覆土は暗褐色土及び褐色土で，各層からはロームブロックの混入がみられ，土層2から

は焼土粒子と炭化物の混入もみられた。人為堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック◎ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック⑳ローム粒子少量，焼土粒子。炭

化物微量

3　褐　　色　ローム中ブロックeローム小ブロックeローム粒子
少量

4　褐　　色　ローム大ブロックeローム粒子中量，ローム中ブロッ
クeローム小ブロック少量

遺物　出土していない。

所見　本跡は，第11号住居跡と重複しており9貯蔵穴の可能性も考えられたが9　北西壁を大きく掘り込んでい

ることから，土坑として取り扱った。時期は，出土遺物がないことから不明である。

表22　隼人山遺跡土坑一覧表

土坑

番号
位　 置 長径方 向 平　 面　 形

規　　　 模
壁面 底 面 覆土 備　　　　　　　　 考

長径×短径（m ） 深さ（cm）

2 G 4dO N －640－W 円　　 形 1．24　× 1．15 56 緩斜 皿状 人為 土師器片20 （襲 ）

3 G 5cl N －718－E 不整楕円形 1．13　×　0．84 26 緩斜 皿状 自然

6 G 5al N －610－W 不整長楕円形 （2．23）×　0．83 25 緩斜 皿状 自然 土師器片9（襲）

7 G 5a2 N －54。一W 不整楕円形 1．58　× 1．04 34 緩斜 皿状 自然
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土坑

番号
位　 置 長径方向 平　 面　 形

規　　　 模

壁 面 底面 覆土 備　　　　　　　　 考
長径×短径（m ） 深さ（cm）

8 G 5al N －45 0－W 不整楕円形 1．62　× 1．39 3 0 緩斜 皿状 人為

9 G 5 al N －8 ㌧W 楕　 円　 形 2．06　× 1．23 25 緩斜 皿状 自然

10 G 4 a9 N －68 0－E 不 整 方 形 1．29　× 1．20 39 緩斜 皿状 自然

11 F 4 j9 N －130－E 円　　 形 1．17　× 1．15 27 緩斜 皿状 自然

12 G 4 a8 N －100－W 楕　 円　 形 0．95　×　0．82 21 緩斜 皿状 人 為 土師器片3（賓）

13 G 4g7
I

N －480－W
l

不 整 円 形 0．66　×　0．64
l

2 6
i

緩斜 皿状 自然

14 F 4h9 N －90－W 楕　 円　 形 1．10　×　0．98 12 外傾 皿状 自然 土 師器片 2（襲）

15 F 4 go N －440－E 楕　 円　 形 1．11 ×　0．93 3 0 外傾 皿状 人為

16 F 5 hl N －69 0－W 楕　 円　 形 1．96　× 1．24 32 緩斜 皿状 人為

17 F 5 gl N －78 0－W 楕　 円　 形 1．18　× 1．01 45 外傾 皿状 自然

20 F 5e5 N －42 0－W 円　　　 形 0．84　×　0．81 42 外傾 皿状 人為

21 F 5d5 N －86 0－W 長 楕 円 形 2．20　×　0．89 26 綬斜 皿状 人 為

22 F 5b2 N －64 0－E 楕　 円　 形 2．20　× 1．42 26 緩斜 皿状 自然

23 F 5山 N －780－W 不整楕円形 0．88　×　0．67 14 外傾 皿状 自然

26 E 4j6 N －310－W 楕　 円　 形 0．99　×　0．76 18 外傾 皿状 人 為

27 D 4 i8 N －700－W 不整楕円形 0．88　×　0．69 2 0 緩 斜 皿状 自然

30 E 4i7 N －35。－E 不 整 方 形 1．32　× 1．24 2 3 外傾 平坦 自然

32 E 4 e7 N －87 0…E 楕　 円　 形 0．86　×　0．64 25 外傾 皿状 自然

33 E 4。8 N －76 0－E 楕　 円　 形 0．93　×　0．74 25 緩斜 皿状 自然

34 E 4d8 N －65 0－E 楕　 円　 形 1．31 ×　0．84 27 緩斜 皿状 自然

35 E 4 f9 N －550－E 隅丸長方形 2．35　× 1．52 1 04 外傾 皿状 人 為

37 E 5b2 N －490…W 不 整 円 形 2．12　×　2．08 23 7 垂直 平坦 人 為 土 師器 3（杯2，聾1），井戸状遺構 の可能性あ り。

38 E 4a9 N －430－E 楕　 円　 形 1．10　×　0．92 2 5 外傾 平坦 自然

40 D 4 iO N －8 3－E 不　 定　 形 6 ．00　×　3．15 7 0 外傾・緩斜平坦・皿状人為 土師器片 27 （杯2，賓25），瓦 片1，近世 炭窯遺 構の可能性 あ り。

42 D 4f9 N －74 0－W 楕　 円　 形 0．72　×　0．59 20 外傾 皿状 自然

45 D 4。2 N －30－E 楕　 円　 形 1．54　×　0．82 20 外傾 皿状 自然

47 C 4 j2 N －44㌧W 不整楕円形 1．51 × 1．15 2 1 外傾 凹凸 人為

48 D 4 a5 N －50 0－E 不整楕円形 1．16　×　0．99 21 外傾 皿状 人為

51

5 2 i

65 l

D 4a3

D 4a3

C 5gl

N －310－W

N －750－E

N －180－W

楕　 円　 形

楕　 円　 形

円　　　 形

1．03　×　0 ．69

1．07　×　0 ．68

1．04　× 1．00

26

22
l

5 2

緩斜

外傾

緩斜

皿状

皿状

平坦

自然

自然

人 為

自然

自然

自然

自然

自然

自然

自然

人為

人 為

人 為

人為

自然

自然

自然

自然

土 師器 片8（杯4，襲4）

69 C 4 d8 N －650－E 円　　　 形 0．85　×　0．82 2 4 外傾 平坦

70 C 4 d8 N －100－E 円　　　 形 0 ．70　×　0．68 3 9 外傾 平坦

可

72

7 4

7 7

78

C 4 co i

C 5dl I

C 5C2

F 5d3

F 5e2

N －36 0－E

N －64㌧E

N －70 0－E

N －81 0－W

N －180－E

楕　 円　 形

不整楕円形

円　　　 形

楕　 円　 形

長 楕 円 形

1．24　× 1．12

1．48　× 1．12

0．99　×　0．90

1．24　× 1．04

1．87　×　0．84

1 5

50

25

27

28

緩斜

緩斜

緩斜

外傾

外傾

平坦

皿状

皿状凋凸

皿状

平 坦

土師器 片4（襲）

土師器片 12（土不1，寮11）

土師器片4 （塔2，肇2），井戸状遺構の可能性 あ り。80 D 6e2 N －130－E 楕　 円　 形 1．32　× 1．11 12 5 垂直 平坦

皿状

平坦

皿状

皿状

平坦

81 G 4h6 N －740－E 楕　 円　 形 0．79　×　0．65 4 8 垂直 土師器片131 （婆），S I3 を掘 り込んでい る。

82 G 4 a5 N －350－E 楕　 円　 形 0．65　×　0．53 3 5　　 やや内傾 S IlOを掘 り込 んでいる。

83 G 4 b。 N －75 0－E 楕　 円　 形 1．16　× 1．03 6 3　　 やや内傾 S Illを掘 り込 んで いる

84 D 4 b8 N －78。－W 楕　 円　 形 0 ．80　×　0．70 4 3 外傾 土師器 片15 （聾 ），SI25 を掘 り込んでい る。

85 C 4∠8 N －69 0－E 不 整 方 形 2．16　× 1．97 7 5 垂直 土師器片3 （±不1，肇2）

88 E 5a7 N －29 0－W 不 整 方 形 0．74　×　0．69 26　　 ′緩斜 平坦

89
D 4 j5 i

N －750－W 楕　 円　 形 1．45　×　0．92 2 1　 ′緩斜 平 坦
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土坑

番号
位　 置 長径 方向 平　 面　 形

規　　　 模
壁面 底面 覆土 備　　　　　　　　 考

長径×短径（m ） 深さ（cm）

90 D 5 14 N －36 0－E 楕　 円　 形 0．83　×　0．68 14 緩斜 皿状 自然

96 I4j2 N －85 0－W 楕　 円 ‾形 1．58　× 1．31 42 外傾 平坦 自然 土師器片7（聾）

97 I4j2 N －510－E 楕　 円　 形 1．31 × 1．11 35 外傾 凹凸 人為

98 I4jl N －4 0－E 不整楕円形 1．77　× 1．14 32 緩斜 平坦 自然 土師器片2（塔）

99 J4 a2 N －54 0－E 楕　 円　 形 1．33　× 1．03 34 外傾 平 坦 人為

100 J4 b3 N －68 0－E 不整楕円形 1．22　× 1．03 25 外傾 平 坦

l

自然

10 1 J4 bl N －38 0－E 楕　 円　 形 1．45　×　0．73 28 外傾 皿状 自然

102 J4 b2 N －13 0－E 不整楕円形 1．13　×　0．88 3 2 緩斜 皿状 自然 土 師器 片1（聾）

104 I3 j9 N －80－E 楕　 円　 形 1．29　×　0．86 2 7 外傾 皿状 自然 土 師器 片3（饗）

105 I3 j9 N －690－W 不整楕円形 1．19　×　0．78 3 7 外傾 平坦 自然

106 I3 jO N －120－E 不整楕円形 1．20　×　0 ．64 4 7 外傾 皿状 自然

107 I3j9 N －620－E 楕　 円　 形 1．20　×　0 ．76 5 0 垂直 平坦 自然

108 J 3 80 N －300－E 楕　 円　 形 1．40　× 1．90 4 8 外傾 皿状 自然

109 J 3 89 N －170－E 不 整 円 形 1．31 × 1．26 4 2 外傾 皿状 自然

110 J 3 80 N －260－E 楕　 円　 形 1．62　×　0．90 3 4 外傾 平坦 人為

111 J 4d2 N 4 70－E 楕　 円　 形 1．10　×　0．64 3 0 外傾 皿状 人為 土師器片1 （饗 ）

112 J 4。2 N －470－E 不 整 円 形 0．90　×　0．84 3 7 外傾 皿状 自然 土師器片2 （聾）

113 J 3dl N 4 70－W 不 整 円 形 1．12　× 1．04 3 5 外傾 皿状 人為

114 J 4。3 N －610－E 不整楕円形 1．20　×　0．90 3 1 外傾 皿状 人為 土師器片3 （聾）

115 J 4。3 N －90 0－W 不整楕円形 1．59　× 1．16 18 外傾 皿状 人為 土師器片4 （塔1，襲3）

116 J 4g3 N －80 0－W 楕　 円　 形 0．95　×　0．75 28 綬斜 皿状 自然

117 J 4h4 N －90 0－W 不整楕円形 0．92　×　0．82 27 綬斜 皿状 自然

118 J 4 f3 N －64 0－E 楕　 円　 形 1．09　×　0．96 24 外傾 皿状 自然

119 J 4。2 N －78 0－W 楕　 円　 形 1．06　×　0．78 26 緩斜 皿状 人為

120 J 4 14 N －10 0－E 楕　 円　 形 1．19　×　0．90 22 外傾 凹凸 自然

121 K 484 N －15 0－W 長 楕 円 形 2．10　×　0．79 34
l

外傾 皿状 人為

122 J4 gl N －4 0－E 楕　 円　 形 0．82　×　0．71 29 外傾 皿状 人為

123 J4 hl N －82 0－W 楕　 円　 形 1．16　×　0．77 22 外傾 皿状 自然

124 I3h7 N －44 0－W 楕　 円　 形 0．84　×　0．68 33 外傾 皿状 自然

土師器片2（聾）

土 師器片2（聾）

125 I3g5 N －85 0－W 不整楕円形 1．50　× 1．10 27 外傾 皿状 人為

126 I3 17 N －260－E 不整楕円形 1．70　× 1．49 40 外傾 平坦 自然

127 I3j5 N －360－W 楕　 円　 形 1．20　×　0 ．87 37 外傾 皿状 自然

128 I3 i2 N －260－E 不整楕円形 0．74　×　0 ．62 4 0 外傾 皿状 自然 土 師器 片2（饗）

土師器片3 （饗 ）

129 J 3a3 N －9 0－W 不 整 円 形 0．84　×　0．76 3 2 外傾 皿状 人 為

130 J 3a4 N －650－W 楕　 円　 形 0．85　×　0．72 3 8 外傾 平坦 自然

131 J 3b7 N －230－E 楕　 円　 形 0．83　×　0．59 3 7 外傾 皿状 自然

132 J 3b7 N －430－W 楕　 円　 形 1．06　×　0．83 3 3 外傾 平坦 自然

133 J 3b6 N －150－W 楕　 円　 形 1．15　×　0．97 3 9 外傾 皿状 自然

134 J 3。7 N －830－W 楕　 円　 形 2．48　× 1．70 3 0 外傾 皿状 人為

135 J 3d6 N －10 0－W 長 楕 円 形 2．24　× 1．07 4 0 外傾 皿状 自然

136 J 3。6 N －66 0－W 不 整 円 形 1．21 × 1．09 5 2 外傾 皿状 自然

137 J 3g7 N －57 0－E 不整楕円形 2．14　× 1．21 2 5 外傾 平坦 人為

138 K 3 b9 N －29 0－W 楕　 円　 形 1．82　× 1．39 26 緩斜 平坦 人為
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拍　　溝

当遺跡の調査では撃　調儀瀾区から時期不明の溝鼠条を確認した。以下撃　確認した遺構について記載する。

∴　－∴㍉　言、：て－∴

位置　調査II区の南部，K4al区。

規模藍形状　北西から東方向に直線的に延びており　全長媚那花で　端部はそれぞれ調査区外に延びている。最大

幅は。椚nで　最小幅は。那花である。断面は「U　字形をし　深さは最深。関耶撒で　東部ほど浅　なる。底部

は概ね皿状に掘り込まれている。

．∴二‾J　∴、黒・　′「

壁面　中位付近には凹凸がある。

覆藍　Å　選は　層から成る。土層勘　の堆積状況に乱れがみられるが9　これは溝の土砂運搬作用のためで撃

その後の覆土堆積状況はほぼ安定している。自然堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム大ブロック微量
2　極暗褐色　ローム粒子中量，廃土粒子極微量
二3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量，炭化物極

微量

4　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小プロ、ソク微量
5　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子少量

遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。

所農　本跡は撃　調魔瀾区の南部を北西から東方向に延び撃　酋ノ原遺跡の温号溝と規模や形状が類似し撃　方角的

にも一致することから両遺跡の溝は同一遺構になるものと考えられる。時期については，本跡に伴う遺物が

出土してないことから不明である。

0　　　　　1m

』ニ＝こ羞ここここ＝』

第鍼園　第　号溝断面図

5　遺構外出土遺物

当遺跡からは撃　表採及び遺構確認の際に出土したものも含めた遺構に伴わない旧石器時代から近健にかけて

の遺物が出土している。ここでは撃　これらの出土遺物のうち撃　縄文時代の土師器片及び古墳時代の特徴的な須

恵器片について解説をし　石製品と石製模造品については一覧表で記載する。

縄文時代（第235図）

激から9は前期後半の土器である。鼠◎3は深鉢のロ繚部片撃　2は深鉢の胴部片で撃　輪積み痕を残し撃　貝殻

腹緑による貝殻文が連続施文されている。魂から9は深鉢の胴部片で撃　刺突文が不連続的に施文されている。

浮島描式土器である。蟻とⅢは中期後業の土器である。蟻は深鉢の頸部片で9胴部と頸部の間に沈線がめぐり

日録部と胴部文様帯を区画し汐　頸部以下に監鼠の縄文が施された後学　縦方向に磨消しがはいる。加曽利E亙式

土器である。Ⅲは鉢の日録部片で撃　胴部と目線部の間に刺突文が連続的に施され撃　口綾部と胴部文様帯が区画

されている。胴部は監隈の縄文が施され撃　その後学　縄文帯と無文帯を区画する逆U字状の磨消帯が施されてい

・一一3311－－－
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瑚一一

第235図　遺構外出土遺物拓影図

二轟∴章二：‘
5

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」

る0加曽利EIII式土器である012は中期後半の土器である0鉢の口緑部片で，口唇部に棒状工具による押捺が

施され，下方には縄文が施されている。加曽利E式に入る土器である。13は後期中葉の土器である。鉢形土器

の口緑部片で，胴部に平行沈線による口緑部と胴部文様帯の区画がされ，口緑部内側には刻み目帯が設けられ

ている。加曽利BI式土器である。

古墳時代（第235図）

14は古墳時代中期の須恵器である0把手付椀の体部から口緑部にかけての破片で，体部中位に2条の凸線を

持ち，その下方に8条の櫛描波状文が施されている。

遺構外出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第23 6図 ゴ不 A　 1 4．7 休 部か らロ緑部一部欠損。 平底 。 口緑部 内・外面横 ナデ。休部外 面 砂粒 ・石英 ・ P 14 3　 6 0％

1 土 師 器 B　　 6 ．1 休部 は内管 しなが ら立 ち上 が り， ヘ ラ削 り後 ナデ，内面 へラ磨 き。 パ ミス 表土中

C　　 4 ．3 口緑部 に至る。口緑部 はほぼ直立 底部へ ラ削 り後 ナデ。 内・外面赤 赤褐色

す る。外面 に弱い稜 を持つ。 彩。 普通

2
堀 A ［8．2］ ロ綾部の破片。中位 に弱 い段 を持 内 ・外面横ナ デ。内 ・外面赤彩。 砂粒 ・石英 ・雲母 P 144 10％

土 師 器 B （4．0） ち， ほぼ直立す る。 赤褐色　 普通 表土 中

3

聾 A ［1 1，2］ 底 部か ら口縁部 の破片 。休部 は緩 口縁部 内・外面横 ナデ。休 部外 面 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ P 1 45　 30％
土 師 器 B　 15 ．8 やかに内管 しなが ら立 ち上 がる。 ヘ ラ削 り後 ナデ，内面 ナデ。底部 ス コリア P L 54

C ［3 ．0］ 頸部 は括れ，口緑 部は弓な り状に ヘ ラナデ。 にぷい褐 色 表土 中

反 る。 普通 二次焼成

図版 番号 種　　 別
計　　 測　　 値　　 （cm ）

重量 （g ） 現存率 （％） 石　 質 出土地点 備　　 考
最大長 最大 幅　　 最大厚 孔　 径

第 23 6図 4 双　 孔　 円　 板 2 ．1 （1．7） 0．4 0 ．2 （2，1） 80 チャー ト C 5J2区 Q l O3

5 削　　　　 器 （4 ．3） 1．7 0，6 － （2諸） 80 貢岩 E 416区 Q l O4　 P L 55

6 臼　　　　　 玉 （0．5） 0 ．5 0 ．3 0．2 （0 ・字） 80 片岩 F 4 12区 Q l O5

7 紡　 錘　 車 （5．4） 5．4 1．0 0．8 （4 2．8） 9 0 チ ャー ト 試掘 Q l O6休 部 外 面

線刻P L 55
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図版番号　　種　　別
猷 芸 最 幅 j 太厚（m； 径 重畳海 柳 石 質　 出土地点

備　　考

第鴇図可石　　 蕗」璧 」 」ま ま 至重 工 ＝＝ 「事 「 「蒜 丁 嘉 一中 細 Q lO7　PL55
9 恒 フ形石器 璧 」」 生 ⊥ヱ 丈二 二二 r 不『 「蒜 「濁 転丁 遠 Q lO8　PL55
攣＿至“＿＿＿…＿　　鍍 璧」．招つ　 読 い さ　＿「 相中 チャート衷採 Q lO9　PL55

図版番号 種 別 i初時 代 竿 年 号当　 出土地点
備 考

第鴇図可 寛永通津 江戸繍～脚 頃i 臓器年　　　 表採 極

可 一銭学鋼撃i　 大正　 i 攣攣　　 攣 極

′∵∵・午ノ・．云訂十＿ノ‥了、∴！、、

欝 位置 （認 諾 平面 形 欝 競 撃 床面 壁清輝 柱穴軌 ッ車 評 ◎竃 覆土内　 部　 施　 設
出　土　 遺　 物 備　　　 考

l　H 4鵬 N 一昔－W 長　方　形　2．7頼2．02 1ト14 凹凸　 －　　　　　　　　　　 …一　巨炉1 人為 土師器（碧，甑）

2 iG416N－一撃 棒　 形恒 ×502年 5車中 幾中 国　 回　 回 潮纏臥翳胤
3 桓 相 中 服 形逗 聖正 坐 弦∃ 三E f 手 打 「可 唇 巨糎棚 SK8揺掘り込まれ

ている。
畑 G 射5 N …430－W 棒　 形恒 醜 さ1 恒 滋細 使 用上 つ　 い い い　 炉自 人為 土師器 （杯．高札短頸壷鄭 焼失家屋

5　 G 4拍 好守「W 長　 を 運 上 墜 塑 運 上 塑 建 堅 軋 ニ ⊥ニ ⊥ ニ 」 二 つ 「 つ 二 「 頂 可 人為 土師器 （高軋 相．婆）

6　 G 5hl N 一昔ネW 〔方 形 ］ 6．18＼5．82　30、持 常軌も結局　 4　 4　 1　 5　 1 炉1 人為 土師器 （賓），土製晶止玉）言
の　　 ガラス玉

7 桓 0 N 瀞 可 方　 形恒 2×6中 ～53 平坦 全局 2　 逮　 温　 7　 且　 炉ま・人為 土師器 塙軒軋 小形碧，甑），
り口　　　　　　　　　目口

S　極 d5 鮮 酢 勘 長 方 形拉些 塗 墜 捷 望痕 塗 工 三 工三 二 三 丁 字丁 苓 「 1 「砺 可 人為 土師器 （聾）

9　 G 4。J N －甘－E　方　　 形　 5．14時 96　3上潮 平坦 お経㈲＋…・I 4　 1　 5　 1　 炉1 自然
土師器 （杯，椀淵，要，甑），石製
模造品潤孔円櫛 ，土製品 （土
玉

摘 桓 a5 服 用 車　 形恒 9×強 聖 座 」 上 手 T T 「 「 ㌻ 匝
土師器 （婆） SK82に揺り込まれ

ている。
且序 4bO N 一m 車 ㍗ 形座 聖 吏 或 尋 ＝ F 千 丁 「 「 一 回 人為

土師器 （軋 ㈲ SK83に酎 込まれ
ている。

12　 F 4id N －25し－W 方　　 形　 招待6．76 18、2時ぼ湖 全周　 3　 4　 1　 5　 1　 炉3　人為
土師器（軋 軋高杯灘 ，壷恩
甑）牒 恵器 （蓋），石製品 （臼
玉上敷乳量“

温3 恒 h4 N 一針 E i方　 形 恒 8×6単 極 攣 匪 剰 － L L L r 「 キ 「「 「 「 極 軒 極 然 ，
土師器 （杯），砥石上玉

掴車 5b4 N －620－W 方　 形 6・06×5・92 30～馴 まぼ平坦全周 3　 4　 温　 5 1 炉車 人為土師器 （杯，椀，高杯，相通 ，乳
甑）

15　 F 5郎 N l甘つ‖長　 方　 形　 7．7は 6．18　却＼3吊 串坦全周　 6　 4 1［ 2　 6　 ［2］ 炉2 一部人為
土師器 （杯，蓋，椀，碧），石製品
（砥和 ，土製品（上部 言の他
潮田

且6 恒 。3 N －310－E 棒　 形序 媚×8両 距 再 犯 ト い い 目 い い　 炉 区 為 土師器 （杯，高杯淵，婆）

17　 E 514 N －63㌧W　 方　　　 形　 4潮 X3諸5　30、瑞 相平坦雷：摘　 2　　 4　 1　 5　 1　 炉1 人為 土師器 （高杯，婆）

18　 E 4i寸
N 瀞 E 方　 形 軋 鵬 招 け～欄 坦 全局　 中 … 炉2 人為 土師器（軒 高杯，鄭 頂恵器片

掬），石製品 潤石，臼玉），石
製模造品 （紡錘車）

19　 D 4。J
N …390…E 長 方 形 5・20×3084 22胴 壇 一 斗　 … 離 職 為土師器（壷），石製品 旧玉），石

製模造品 （双孔円櫛 ，土製品
（土玉），その他 （割田

鋼 唇 6 図－430可 方　 形恒 ×5中 ～中 耳 つ 一 回 ま 同 一 回 人為 土師器 （聾）†石製模造品 （勾
卦 ，不明土製品

21　 D 5e5 N 130こ－E　長　 方　 形　 6．26＼5皿　 ト加 平坦　 －　　　　 4　 1　 4　 一　 炉2　人為 土師器 （椀，賓），土製晶 （土玉）
鋼 序娠 N 骨 滞 極 方 形序 ㈲ 虹 の 匪 胡 纏 斜」 二」 ニ⊥ 二子 「 つ二1 二「 「三 拝議 土師器片14

可 可 N 漱 中　 形邑 聖 吏 連 尋 ∃ E 「 T T 「 「 一 極
土師器 （杓 SK8般掘り込まれ

ている。
錆 匿 頼 N －650－W 棒　 形恒 0×4・83 巨～16 恒 平坦ト ト 恒 巨 ！3　ト ！炉自 人為 土師器 億），ナイフ形石器片

2中 可 N 潜 可 方　 形恒 ×中 ～中 岡 回　 国 1 巨 同 炉車 為 土師器 （軋椀，婆），
石製品 （紡錘郵 焼失家屋

銅 棒施 7！N 一際 可 長 方 形恒 6×6・痢 ～3 匝 壇 上つ … 恒 い い 目　 炉 体 為 土師器 （杯，軋 要）牒恵器片2 願家屋

31　 C 5は N 一甘－E　長　 方　 形「月齢五胡 上か欄 平坦 詔士埼　－　 4　 1　 4　 －　 炉1 人為 土師器 （杯，敵勢 頂恵器 （把
手付輯）、百製品 （臼玉） 願家屋

33 恒f2i
34 匿4d3i

琵 窒 空 塞 塞 裏 裏 窒 讐 雲 雲 雪 雪 ヨ 雪 瑠 土師器吼椀満杯瀾） ！
土師器片　　　　　 ！

35　C4d2 N～300－W 長方吐 聖 聖止 吏 車」 上 」 三上 「‖ 1 桓車 然須恵器（杯），不明石製品
石製支脚

可 可 N－13。可 方　 形座 禦 坐 連 尋 尋 三 匹 手 千 丁 「 可 気 土師器揮，高塔腰）石製品
（紡錘卦，不明石製品

43 極娠津堅堅墾よ旦星型址墜軸木軒匝京極両町＝丁二 ！4 日 i 4　ト i炉自人為石製品（臼却

一一一1334－V－・・F－・・



第4節　まとめ

当遺跡で確認した遺構は9　竪穴住居跡32軒9　竪穴遺構3基9　土坑93基普　陥し穴8基及び溝1条である。

ここではラ　時期別に各時代の主な遺構と遺物についての概要を述べ，まとめとする。

旧石器時代

当遺跡からは，黒曜石を石材とし縦長剥片を素材とするナイフ形石器撃　頁岩を石材とし石刃素材のナイフ形

石器が表面採集されている。その他，少数ながら剥片が表土中や後世の遺構の覆土中から出土している。確認

されている石器の石材は，黒曜石，頁岩及びメノウで，いずれも本県の主要な石器石材で9　この付近でみられ

る標準的な石材といえる。表面採集されている旧石器時代の遺物は，今回の調査区が平坦地でローム層の流失

が考えられないことからタ　耕作等による旧石器時代生活面の撹乱によって表面採集されたものと考えられるが，

生活面をもつ文化層は確認されていない。

縄文時代

前期後半の浮島I式，中期後葉の加曽利EI式，加曽利EIII式，後期中葉の加曽利BI式に比定される縄文

土器片が表面採集されている。遺構としては9　詳細な時期は不明である8基の陥し穴が9　調査区の中央部から

北部を中心に散在して構築されている。これらは9　乙戸川から深く入り込む谷津の低地及び湿地等に集まる動

物の捕殺及び捕獲等を目的としたものと考えられる。

宙墳時代

当遺跡の中心となる時期で9　竪穴住居跡，竪穴遺構及び土坑を確認した。竪穴住居跡31軒が当該期に属する。

当遺跡の集落は，遺構の分布図から2つの形態を持った集落群として捉えられる。一つは9　中央の空間地域を

住居跡群が取り囲むように配置され，一つの集落を形成しているとするみかたと，もう一つは，E5i4区の第17号

住居跡を含めた調査区南部に広がる集落と，り5h6区の第20号住居跡を含む調査区北部に広がる集落群とに分けて

捉えるみかたであり，その集落群からは，その集落の中でも特殊な立場に位置していると思われる住居跡（第

2号，12号）を各1軒ずつ確認している。また，第36号住居跡は塔に高塀を伏せ，その中からアカニシが出土

している祭祀行為との強い関係が考えられる遺構である。時期的に3期に分けることができる。

第盈期（5世紀前半）

第1，2912号住居跡の時期である。第1号住居跡は一辺が2m台の規模で9　炉以外の内部施設を持たず9　第

2号住居跡は一辺が5m台の中規模住居跡で，付設する施設は壁溝9　間仕切り藩学　主柱穴，貯蔵穴及び出入ロ

ピットを備えている。出土遺物は土師器の土不，椀，埠，婆及び甑である。塔は平底と丸底がみられ，体部は内

攣しながら立ち上がり9　日綾部に弱い稜を持つ。整形はへラナデ，へラ磨きがみられる。すべて赤彩されてい

る。椀は平底で，整形は体部外面に刷毛目擦り消痕を残している。埠は平底と丸底がみられタ　体部は潰れた球

形状やソロバン玉状を呈している。整形はへラ削り後ナデが施されている。聾は平底とやや突出した平底がみ

られ，体部は内攣しながら立ち上がり9　体部中位から上位に最大径を持つ。整形は外面に刷毛目整形が施され

ている。第1号住居跡から出土している甑は9　体部外面に刷毛目擦り消痕がみられる。当遺跡では9　第1号住
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居跡のように小規模で内部施設をもたない建物跡が7軒確認されているが，これらは使用効率から倉庫的な利

用がなされていたものと考えられる。第1号住居跡も第2号住居跡と関連した建物跡としてセットで考えるこ

とができる。

第2期（5世紀後半）

第3～14916～18，19～21，23～34，36，43号住居跡，第37，81号土坑の時期である。規模と付設する施設

に特定の企画性がみられない。出土遺物は土師器の塔，椀，高塔，埠，寮及び甑，須恵器の把手付き椀及び杯

蓋である。塔は平底と丸底がみられ，体部は内攣しながら立ち上がり，日録部外面に弱い稜を持つ。整形はへ

ラナデ，内面へラ磨きもみられる。50％以上が赤彩されている。椀は平底で，体部内面に稜を持ち，折り返し

のある複合日録もみられる。整形はへラナデ，内面へラ磨きが施され，約半数は赤彩されている。高塔は脚部

が柱状を呈し，裾部は下方に「ハ」の字状に開き，師部下位に張り出しのある段を有するものがみられる。整

形はへラナデ，へラ磨きが施されている。寮は平底とやや突出した平底で，体部は球形状をしている。口緑部

に複合日経もみられる。甑は平底気味のものと無定式のものがあり，単孔を穿つ。第31号住居跡出土の須恵器

把手付き椀はTK216からTK206に併行する時期のものと考えられる。

第3期（5世紀後期後葉）

第15号住居跡の時期である。時期的には5世紀後半に入らない段階と考える。出土遺物は土師器の塔，椀，

小形寮及び寮である。このうち，塔と椀は平底で9　塔の体部外面及び内面にへラナデあるいはへラ削り後へラ

磨きが施され，体部と日録部の境に弱い稜がみられる。小形婆は，平底で体部は球形状を呈する。

平安時代（9世紀前半）

第35号住居跡の時期である。本跡の竃内から須恵器の杯が出土している。

参考文献

○樫村宣行「茨城県南部における鬼高式土器について」『研究ノート2号』茨城県教育財団1993年7月

○浅井哲也「茨城県内における奈良◎平安時代の土器（II）」『研究ノート2号』　茨城県教育財団1993年7月

○茨城県教育財団「牛久市北部特定区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（I）ヤツノ上遺跡」『茨城県教育財団文

化財調査報告第81集』1993年3月

○茨城県教育財団「牛久市北部特定区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（II）中久喜遺跡」『茨城県教育財団文化

財調査報告第86集』1993年9月

○茨城県教育財団「（仮称）上高津団地建設事業地内埋蔵文化財調査報告書　寄居遺跡◎うぐいす平遺跡」『茨城県教育

財団文化財調査報告第84集』1994年3月
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付

西ノ原遺跡◎隼入山遺跡自然科学分析報告
パリノ◎サーヴェイ株式会社

I．はじめに

茨城県南部に広がる常陸台地は，霞ヶ浦や北浦を含むいくつかの谷によって開析され，東茨城◎鹿島◎行方の

新治◎稲敷などの台地にわかれている。

今回の自然科学分析調査は，常陸台地南部の稲敷台地上に立地する西ノ原遺跡◎隼人山遺跡を対象として行

う。西ノ原遺跡ではローム層序の対比をタ　隼人山遺跡では住居構築材の選択についての検討を行う。

II。西ノ原遺跡のローム層序

茨城県南部に広がる常陸台地は，霞ヶ浦や北浦を含むいくつかの谷によって開所され，東茨城◎鹿島◎行方◎

新治◎稲敷などの台地にわかれている。これらの台地の地形◎地質は坂本（1986）により以下のように記載さ

れている。常陸台地は下総台地に対比される段丘で，その構成層は後期更新世の海成層である見和層である。

見和層は最終間氷期の下末吉海進に伴って堆積したものである。その上位に唯模する茨城粘土層は，下総台地

をはじめとする関東平野中南部の台地に広く認められる常総粘土層に対比される。常総粘土層は，菊地（1981）

によれば約4万9千年前に噴出した（町田◎鈴木，1971）箱根一東京軽石の降灰直前まで堆積したとされる。

さらに，その上位には褐色火山灰土層（いわゆるローム層）が認められる。

常陸台地の南部に位置する稲敷台地は，北を桜川に南と西を小貝川の低地に東を霞ヶ浦により限られている。

南部では，台地は花室川や小野川とその支流の乙戸川や桂川などにより開折が進んでいる。

西ノ原遺跡は，この稲敷台地の中央部の乙戸川と小野川に挟まれた台地上に位置する。

今回の発掘調査により言目石器時代9古墳時代の遺構◎遺物が検出されている。とくに古墳時代中期から後

期までは，集落が形成されていたと考えられている。

今回の自然科学分析調査では，本遺跡のローム層の層序対比を行うために火山ガラス比分析および重鉱物分

析を行う。火山ガラス比分析では，ローム層中に混交する指標テフラ由来の細粒の火山ガラス産状を調べるこ

とにより，降灰層準を推定する。重鉱物分析では，ローム層中の重鉱物組織を調べ，その層位的変化を指標と

して対比に用いる。本分析法は，武蔵野台地の立川ローム層で対比資料が比較的多く蓄積されているためとく

に有効な手段となっている。本遺跡周辺では分析例は少ないが，武蔵野台地や栃木県～茨城県北部のローム層

との対比を行いたい。

1．試料

テストピットの土層断面は上位より1層～12層に分層されている。1層◎2層は明褐色ローム層，3層～7

層は褐色ローム層，8層はにぷい褐色ローム層，9層～12層はにぷい橙色ローム層とされている。ローム層の

最上部に認められることが多いソフトローム層は，本地点で認められない。

試料は1層～12層まで上位より試料番号1～45が採取されている。この中から本地域のローム層上部の指標

テフラである立川ローム層最上部ガラス質火山灰（UG：山吼1978）や姶良Tn火山灰（AT：町田e新札

1976）が検出されると考えられる試料番号1～16の計16点の試料番号を選択する。同一試料を二分して，両分

析に用いた。以上の1層～3層までの柱状図と試料の採取位置を図1に示す。

2。分析方法
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（1）重鉱物分析

試料約40gに水を加え超音波洗浄装置により分軋250メッシュの分析節を用いて水洗し，粒径且／16m以下の

粒子を除去する。乾燥の軋節別し，得られた粒径1／4m－1／8mmの砂分をポリタングステート（比重約2．96

に調整）により重液分乳重鉱物を偏光顕微鏡下にて250粒に達するまで同定する。同定の際，不透明な粒につ

いては9斜め上方からの落射光下で黒色金属光沢を呈するもののみを「不透明鉱物」とする。「不透明鉱物」

以外の不透明粒および変質等で同定の不可能な粒子は，「その他」とする。

（2）火山ガラス比分析

重鉱物分析の処理により得られた軽鉱物分を偏光顕微鏡下にて観察，火山ガラスとそれ以外の砕屑物を250粒

を計数し9砕屑物中における火山ガラスの量比を求める。火山ガラスは，便宜上軽鉱物にいれ，その形態によ

りバブル型◎中間型◎軽石型の3タイプに分類した。各型の形態は，バブル型は薄手平板帆中間型は表面に

気泡の少ない厚手平板状あるいは破砕片状などの塊状ガラスであり，軽石型は小気泡を非常に多く持った塊状

および気泡の長く伸びた繊維束状のものとする。

3．結果

結果を表且◎図1に示す。

（1）重鉱物分析

力ンラン石は試料番号2◎7に量比の

極大層準が，試料番号3◎12に極小層準

が認められる。

斜方輝石と単斜輝石はカンラン石とほ

ぼ逆の傾向を示す。試料番号3に量比の

極大層準が認められるが，他の量比の極

大および極小層準はやや不明瞭である。

角閃石は下部の試料番号8～16で微量認

められる。

（2）火山ガラス比分析

試料番号1～6ではバブル型火山ガラ

スが比較的多く認められる。下位より見

て，試料番号7から6で急増，試料番号

6から4で大きな増減はほとんどなく9

試料番号4から3で増加，試料番号3と

表且　西ノ原遺跡重鉱物および火山ガラス比分析結果

試 カ 斜 単 角 至 そ ノ∠ゝ
Eコ ノ†

寸
中 軽 そ ノ∠ゝ

Eコ
l／ヽ ン ／ヽ の

計
フ 日 の

計番 ラ 輝 輝 石 明 他 ル 型 型 他
号 ン

石

石 石 鉱
物

型
火

山
灰
ガ
ラ

ス

火
山

ガ
ラ

ス

火
山

ガ
ラ

ス

1 4 5 12 4 23 3 2 7 2 8 2 50 1 09 2 3 13 6 2 50

2 6 2 12 3 2 2 1 19 2 3 2 50 1 32 0 5 1 13 25 0

3 4 4 14 2 2 2 1 23 1 8 2 50 1 32 0 4 1 14 25 0

4 5 1 13 3 16 0 2 7 2 3 2 50 79 0 1 17 0 25 0

5 83 11 5 18 1 15 1 8 25 0 8 8 0 0 16 2 25 0

6 97 9 9 10 0 8 3 6 25 0 78 0 2 17 0 25 0

7 133 7 5 7 2 10 2 3 25 0 10 1 2 23 7 25 0

8 1 25 7 1 1 0 4 4 36 25 0 9 1 2 23 8 25 0

9 1 22 70 1 0 7 5 36 25 0 1 1 5 24 3 25 0

10 1 19 8 5 1 1 3 10 22 25 0 0 1 2 24 7 25 0

1 1 1 22 77 1 4 7 3 27 25 0 0 0 2 248 25 0　＿

12 1 11 90 8 9 11 2 1 25 0 0 1 3 246 25 0

13 1 20 75 1 1 1 2 6 26 25 0 1 0 0 2 49 2 5 0

14 1 45 66 8 9 4 18 25 0 0 1 0 2 49 2 5 0

15 1 47 65 4 2 7 25 25 0 0 2 1 2 47 2 5 0

16 1 51 6 1 2 6 8 22 25 0 0 0 1 2 49 2 50

2でほぼ量比は変わらず，試料番号2か

ら1で減少する。この火山ガラスは9その形態と色調および産出層準からATに由来すると考えられる。ATは，

鹿児島県の姶良カルデラを給源とし9降灰年代は約2pl～2．5万年前と考えられている（町田◎新札1992）。

一般に，土壌中に特定のテフラが混合して産出する場合，テフラ最濃集部の下限が降灰層準に一致する場合が

多い（早乳1988）○これに従えば，本地点のATの降灰層準は試料番号6の2層最上部付近と考えられる。

4．考察

本地域のローム層上部の指標テフラには9UGやATなどがある。UGは，浅間火山の軽石流期のテフラの細粒

部であると考えられており，その降灰年代は約1．2万年前とされている（町田◎新井撃1992）。武蔵野台地の立
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川ローム層の標準層序におけるⅢ層上部が降灰層準と考えられており，南関東地方に広く分布する。一方夕当

社によるこれまでの分析例により9UGによく類似するテフラが栃木県～茨城県北部に広く分布することが認め

られており9　その降灰層準もローム層の最上部にある場合が多い。UGやUGに類似するテフラの由来と考えら

れている浅間軽石流期のテフラには，浅間板鼻黄色テフラ（As－YP）やAs－YPと同一噴火輪廻のテフラと考

えられている浅間草津テフラ（As－K）などがある（町田◎新井，1992）。As－YPの分布主軸は東南東で9　主

に群馬県南部に分布し，その降灰年代は約1．3～1．4万年前と考えられている（町田◎新札1992）。As一段の

分布主軸は北東で，主に群馬県北西部から新潟県南部に分布する（町田◎新札1992）。さらに9As－K（引

用文献中ではAs－YPk）に対比されるテフラは，東北地方南部から中部でも認められている（小岩◎早乱

1994）。UGまたはUGに類似するテフラは，いずれにしてもこれらの浅間火山のテフラに由来すると考えられ

る。今回の分析結果ではUGの降灰層準が認められなかったために，その降灰層準は1層よりさらに上位である。

したがって，本地点では，ローム層の最上部が削刺を受けていると考えられる。

ATの降灰層準は，武蔵野台地の立川ローム層の標準層序では第二暗色帯（BBII）のⅤ亙I層上限付近にある場

合が多い。また，栃木県～茨城県北部では，ATの降灰層準は田原ローム層と宝木ローム層の境界層の暗色帯の

上部（町田◎新札1976）におかれている。今回の分析結果から9　2層最上部付近武蔵野台地の立川ローム層

の標準層序におけるⅤⅢ層上限に対比される。また，栃木県～茨城県北部のローム層との対比では9　2層最上部

付近が宝木ローム層の最上部に対比される。

重鉱物組織上の指標には，武蔵野台地の立川ローム層の第一暗色帯（BBI）のⅤ層上限付近の輝石の極大が

ある。（小林ほか，1971など）また9詳細な対比ではないが，Ⅴ層で輝石の量比が高いことも認められている。

今回の分析結果のATの産状を考慮すると，立川ローム層の第一暗色帯（BBDのⅤ層上限付近の輝石の極大

は試料番号1以上の可能性が高い。また，下位では当社の分析例により，ATの降灰層準（VII層上限）のやや下

位のカンラン石の極大層準が指標として認められている。今回の分析結果から，試料番号7の2層上部のカン

「　レク伽冷巨＝＝±鰯録煤的器機

1　　2　　3　　4　　　5　　6　　　　7　　　　8　　　　9　　　10

図1西ノ厩追跡柱状図0試料揺取位置および重鉱物組成0火山ガラス比

a：ローム．

1：カンラン石◎　2：斜方輝石。3：単斜輝石◎
4：角閃石◎　5：不透明鉱物◎　6：その他◎
7：バブル型火山ガラス。8：中間型火山ガラス◎
9：軽石型火山ガラス。10：その他。
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ラン石の極大層準がこれにあたる。

角閃石は栃木県～茨城県北部の分析例では，宝木ローム層の上部（暗色帯上部）付近すなわちATの降灰層準

付近において下位に向かって増加することが認められている。この角閃石は9　宝木ローム層の中部に降灰層準

がある赤城鹿沼軽石（Ag－KP：新井91962）に由来すると考えられる。Ag－KPは赤城火山を給源とし，降灰

年代は約3．1～3．2万年前と考えられている（町田◎新井91992）。本遺跡の角閃石の産状は，栃木県～茨城県

北部の宝木ローム層とやや類似する。

以上のように，本遺跡のローム層の重鉱物組成には，栃木県～茨城県北部のローム層の重鉱物組成と南関東

のローム層の重鉱物組成の両方の特徴が認められている。

層序対比をまとめると，1層中部～下部が立川ローム層の標準層序におけるVI層，2層以下が同じくⅤ互亙層以

下に対比される。また，栃木県～茨城県北部のローム層との対比では1層以上が田原ローム層，2層以下が宝

木ローム層に対比される。

ローム層（ここではいわゆる関東ローム層のような細粒の火山砕屑物を母材とする土壌をさすものとして用

いる）の成因については，従来は小噴火による降下火山灰の累積したもの（たとえば町田（1964）など）とす

る説が主に支持されてきた。これに対して，いったん堆積した火山灰が風によって移動させられて累積したも

のとする説も主張されるようになっている。この説は，中村（1970）により提示され，早川（1986），早川◎

由井（1989），早川（1990），早川（1995）などにおいて，火山学および火山灰編年学士の種々の観察事実を

根拠として述べられている。この説に従えば，ローム層も黒ボク土層も火山の噴火とは関係なく常に降りつも

る風塵によって形成されたことになる。また，最近では鈴木（1995）により，過去5万年間に唯模した火山灰

土が層厚1mを上回る地域では，ローム層は広域テフラや小規模な噴火によりテフラが一次的に累積したものと

いったん降灰したテフラが二次堆積したものが混在するが，地域によりその構成物の割合は変化すると述べら

れている。いずれにしても，風成の火山噴出物に由来する砕屑物が二次堆積を繰り返し，さらに土壌生成作用

を受けながら少しずつ累積し，ローム層が形成されていると考えられる。本分析結果におけるATの産状はその

ことをよく表している。

また，ローム層の鉱物組成にはおもに周辺の火山噴出物の鉱物組成が反映されており，それは同じ地域，同

じ時期では類似すると考えられる。したがって，同じ地域において鉱物組成の層位的変化を調べることにより，

対比の指標が導き出され，今回のように層序対比が可能となっている。
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王軋　隼人山遺跡の住居構築材

隼人山遺跡は，稲敷台地の中央部の乙戸川と小野川に挟まれた台地上に位置する。今回の発掘調査により，

古墳時代中期および平安時代の遺構◎遺物が検出されている。とくに古墳時代中期には，集落が形成されてい

たと考えられている。今回の自然科学分析調査では，古墳時代中期の住居構築材の選択について検討を行うた

めに，住居跡から出土した炭化材の樹種同定を行う。

1．試料

試料は，古墳時代の竪穴住居跡（S王4，8，27）から出土した炭化材3点（試料番号168，197，582）である。各

試料の詳細については，樹種同定結果と共に表3に記した。

2。分析方法

木口（横断面）◎柾目（放射断面）◎板目（接線断面）の3断面の割断面を作製し，実体顕微鏡および走査

型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し，種類を同定する。

3．結果

結果を表2に示す。試料はいずれもコナラ属コナラ亜属クヌギ節に同定された。解剖学的特徴などを以下に記す。
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表2　隼人山遺跡炭化材の樹種

番号 出土遺構 e出土位置 e試料名 時代 。時期 用途など 樹　　 種

168 SI8　 壁ぎわ　 炭化材 古墳時代中期 住居構築材 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

197 S I4　 貯蔵穴　 炭化材N o．11 古墳時代中期 住居構築材 コナラ属 コナラ亜属クヌギ節

582 S I27　遺構内　 炭化材 古墳時代中期 住居構築材 コナラ属 コナラ亜属クヌギ節

○コナラ属コナラ囁属クヌギ節（Quercussubgen．Lep王dobaianussect。Cerrissp．）　　　　　　　　　ブナ科

環孔材で孔圏部は1～3列，孔圏外で急激に管径を減じたのち9　漸減しながら放射状に配列する。道管は単

穿孔を有し，壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性，単列，1～20細胞高のものと複合放射組織とがある。

4．考察

住居跡から出土した炭化材は9　いずれもクヌギ節であった。これらの炭化材のうち，SI8とSI27が住居構築

材と考えられる。Smから出土した炭化材は，構築材が周辺の土壌とともに貯蔵穴内に流入した可能性もある

が，出土状況や性格について詳細は不明である。

牛久市では，これまでにもヤツノ上遺跡や中久喜遺跡で古墳時代の構築材について樹種同定が行われており，

クヌギ節◎こコナラ節が多数確認されている（未公表資料）。同様の例は，水海道市や岩井市でも確認されてお

り（パリノ◎サーヴェイ株式会社，1986a，1986b；未公表資料）9　本地域でクヌギ節◎コナラ節の木材が構築

材として広く利用されていることがうかがえる。

住居構築材は，これまでの調査結果から遺跡周辺で構築材としての条件（強度◎長さ◎径◎形状などと考え

られる）を満たす木材を選択◎利用したと考えられている（高橋◎植木，1994）。太平洋岸の日立市諏訪遺跡

や水戸市白石遺跡でアカガシ亜属などが確認された結果（嶋倉，1980；未公表資料）は，太平洋岸と内陸部で

植生が異なっていたことを反映したと考えられている。（高橋◎植木，1994）。今回の結果から，本遺跡では

古墳時代の住居構築材を遺跡周辺のクヌギ節◎コナラ節を中心とする落葉広葉樹林から得ていたことが推定さ

れる。

SI4の炭化材は住居構築材に由来するのかは不明であった。樹種は他の住居跡と全く同じであり，貯蔵穴の

埋設に伴い住居構築材が流入したとしても矛盾はない。
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図版　西ノ原遺跡重鉱物および火山ガラス

1．重鉱物（試料番号3）

3．AT火山ガラス（試料番号2）

2．重鉱物（試料番号7）

01：カンラン石　Opx：斜方輝石　Cpx：単斜輝石
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図版　隼人山遺跡炭化材

1．コナラ属コナラ亜属クヌギ節（試料番号197）
a：木口，b：柾目，C：板目
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